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　前略




　お父さん、お母さん。お元気ですか。

　私は。

　私は今、独ひとりぼっちです。クロの亡骸なきがらの横で、必死に泣くのを堪えています。

　クロと出会ったのは、エアリーの小さな郵便局でした。彼は郵便配達員である私に、オリンポス山の頂上にある郵便ポストまで自分を「配達」してほしいと頼みました。変な人だと思いました。でも、それから私と彼の百九日間の旅が始まったのです。

　本当に色々なことがありました。砂塵嵐ダストストームに遭遇し、巨大生物に追いかけ回されたり、武装集団の残党に襲われたり。色々な苦難がありました。多くの人々にも会いました。荒野に生きる遊牧民の姉弟、壊れた軌道エレベーターを直そうと、半生をかけた技術者たち。

　そうやって、私たちはたどり着きました。この星で一番、天国に近い場所にあると言われているオリンポスの郵便ポストに。

　そこはレイバーたちの墓場でした。自らの寿命を悟ったレイバーたちが向かう最さい期ごの場所。クロもその場所を目指し、私たちはずっと旅をしてきたのです。そして、八千キロ以上に及ぶ旅路の果てに彼は逝ゆきました。

　最後の最後まで、本当に腹の立つ人ですよね。あの人。人のことを散々、巻き込んでおいて、最後はさよならもなしなんだから。おかげで私の心には大きな穴がすっぽり空いたままです。いったい、どうしてくれるんでしょう、この始末。

　闇に沈むオリンポスの夜はとても冷えます。それが一人なら尚なお更さらです。

　お父さん、お母さん。覚えていますか。私が小さい頃、一緒にマーケットへ行った時。私、お母さんの手を離して、はぐれたことがありましたよね。

　夜遅くまで、二人は私のこと、探してくれました。私はずっと、日が暮れるまでずっとベンチの上で泣いていました。このまま、お父さんとお母さんに置いていかれたらどうしよう、と考えると、孤独がすごく怖くて不安で。この先、一人でどうしていこうとか、考えていました。あの日も、二つの月が綺き麗れいな空でした。

　すいません。私、成長ないですよね。

　天国に一番近いと言われるこの場所で、やっぱり同じように、私は迷子になっています。
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　月夜の花畑を私は歩いていた。

　孤独を振り払うように歩き続ける私の傍そばに寄り添って、赤い鉄てつ錆さびと緑色の苔こけを全身にかぶった鋼鉄の巨人たちが静かに佇たたずんでいる。まるで、静寂の中に立ち並ぶ墓標のように。冷たい夜風に小さな白しろ詰つめ草くさが揺らぐ。

　私は空に瞬またたく星明かりを見る。いつも煌こう々こうと輝く双子の月も今は片割れだけしかいない。西から東へ二日間をかけてゆっくり旅をするダイモスに対し、兄貴分のフォボスは驚くほど駆け足だ。のろまな相棒をさっさと置いて、自分一人だけで先に行ってしまった。一人だけ置いて行かれたダイモスは寂しそうに、でも、私の足元をちゃんと照らしてくれた。孤独なのは君だけじゃないよって、言ってくれているみたいに。

　花畑の上に真っ黒い巨人が身を横たえる。もう何十年も、このレイバーたちの墓場を守り続けてきた墓守。その亡骸なきがらの上に小さな花弁が添えてあった。それを供えたのはクロだ。

「クロもそっちに逝いったよ。クロって結構、友達少なそうだし、向こうでよろしくね」

　墓守から返事はない。今頃、二人で楽しく天国で昔話に花を咲かせているかもしれない。一人じゃないならきっと寂しくない。でも、代わりに私が独りぼっちになってしまったけど。

　疲れた。もう、眠りたい。眠って、もう二度と目を覚まさなければ、こんなにつらい思いをしなくてもいいのに。そんな投げやりの気持ちに負けそうになる。でも──。

　私は足を止めた。闇の中に半身を溶け込ませても、その巨体は嫌でも目立つ。三本の鉄骨アームに支えられて、大きな鍋なべ蓋ぶたのようなものが空に向けられていた。暗闇に目を凝こらしてようやく、それが古びた通信アンテナだと気が付く。

　と、いうことはここが《オリンポス気象観測所》だろうか。まあ、何だっていい。今はとにかく風の当たらない場所で横になりたい。少し進むと、屋根がドーム状に膨らんだ小さな建物が見えた。正面玄関のドアノブに手をかけると、あっさりと硝子ガラス張りの扉は開いた。

「はは……鍵をかけ忘れて出て行ったのかな」

　この数十年の間、無施せ錠じようとはいくら何でも不用心すぎる。でも、そのおかげで、簡単に私は中に入ることもできたわけだけど。私は玄関口から廊下に転がり込んで、体を横に倒した。

　天井の非常灯からは緑色の光が零こぼれる。今も電源が生きているようだ。でも、それ以上のことは何も考えられない。意識が泥のように溶けていくのを感じながら、束つかの間まの眠りに落ちていく。

　床の寝心地の悪さと言ったら、酷ひどいもので、そう時間も経たたないうちに再び、私は目を覚ます。ふと、窓の外に花の絨じゆう毯たんが朝焼けの中に燃えるように照らされているのが見えた。

「はは、すごくきれい。ねえ、見て見てよ、クロ……」と言い掛けて、私ははっとする。何を言っているんだ、私は。まだ、寝ぼけているのか。

　床の上に置いた手に小さな雫しずくがこぼれ落おちる。それは私の瞳から溢あふれ出だしたものだ。

　どうしよう。涙が止まらない。腹の底からこみ上げる嗚お咽えつを止めることができない。

　自分はもうちょっと、心の強い人間だと思っていた。なのに、この旅で私の心は幾度となく挫くじかれ、悲しみに打ちのめされてきた。そして、最後の最後にこれだ。

　私は軽くなった郵便鞄かばんを抱きかかえた。旅立ちの時には鞄かばんがパンパンになるくらい詰め込んだ手紙の束はもうほとんどない。私が宛先──オリンポスの郵便ポストまで届けたから。だから、今、この中にあるのは一通だけ。クロが最後に私宛てに渡してくれた手紙だけ。

　もう一度、封を開けて、その手紙に目を通す。あの口下手が、手紙の中では随分と冗長だ。三ヶ月以上も一緒に旅をしていて一度も口にしなかった冗談とか皮肉とか、何だか、私の知らない彼がこの手紙の中にいるみたいだった。

　本人同様、几き帳ちよう面めんな筆跡を眺めているとそれだけで、少し元気が湧いてくる。もし、今、こんなところでくよくよしている私を見たら、クロはどう思うだろうと考えてみる。

『泣き虫さんですね』。そう言われるような気がする。それはそれで腹が立つ。

「別に私、クロなんかいなくたって全然、平気だし！　泣いてなんかいないし！　ちょっと気持ちが今は乗っていないだけなんだから！」

　誰もいない壁に向かって、誰かに対して言い訳をする。その壁に施設の案内図が掛けられているのに気付いた。今、私がいる場所が事務棟で、ここから少し離れた場所には──。

「ポスト・グライダー用滑走路……格納庫……」

　これだ、と確信する。私は手紙を鞄かばんに戻して廊下を飛び出した。

　事務棟の裏口から雑草が茫ぼう々ぼうと生えて荒れ果てたアスファルトの道が続いていた。そこにぽつんと立てられたプレハブ小屋がおそらくポスト・グライダーの格納庫だろう。

　思った通り、その場所には私たちがここまで乗ってきたのと全く同じ機種が三機、並んでいた。見たところ、大きな損傷もない。しかも、ご丁寧にも、その三機いずれにもエンジンのキーが差し込まれ、いつでも動かせる状態にあった。事務棟の玄関の鍵の件といい、偶然にしては出来過ぎだ。おそらくは誰かが意図的にやったことかもしれない。たとえば、遠い未来にこの観測所が再開された時に、困らないように……とか。

　私は顔も名前も知らない、半世紀も昔の誰かに感謝し、ポスト・グライダーの操縦席に乗り込む。で、これをどう操縦すればいいんだろう。クロはどうしていたんだっけ。とりあえず、最初にキーを起動させよう。驚くほど、簡単にエンジンが鼓こ動どうを開始した。そして、操縦席の電源も一斉に点つき、操作パネルのモニターに小難しい文字がわらわらと浮かび上がった。

『音声ガイドを開始します』

「うわ！　何、これ！」

　誰もいないはずの操縦席でいきなり、綺き麗れいな女の人の声がするものだから驚かないわけがない。

『こちら、ポスト・グライダーＡＴＬＣＳ００３機です。運行目的と経路、郵便運行者の名前を音声にて入力してください』

　声はどうやら操縦桿かんの脇にあるスピーカーから聞こえてくるようだ。私は今、ＡＩと会話している！　やはり、地球の技術ってすごかったんだなと思い知らされる。

「えっと、名前はエリスです。運行目的は……配達作業を終えて、エアリーに帰ろうと思っているんですけど……それでは駄目ですかね」

『運行者名と行き先情報を入力しました。当機では操縦者自身によるマニュアル操作のほか、運行ＡＩによるオートパイロットのモードを選択することができます』

　オートパイロットって……つまり、全部、機械が全部やってくれるということ……かな？

「お、オートパイロットで、お、お願いします！　是非是非！　全てをお姉さんにお任せしたいと思います！　後生ですから、是非ともお願いします！　飛んでください！　今すぐ！」

『運行者の音声指示を確認いたしました。これより自動操縦モードでエアリーに向かいます』

　すると、ひとりでにキャノピーが閉まり、機体が雑草の生い茂る滑走路の上を走り始める。

　私は感動しっぱなしだった。さすが、この星にわずか百年足らずで惑星改造テラフオーミングを施してしまう地球の技術。もう、私には魔法と区別がつかない。

　滑走路を助走するポスト・グライダーの前の車輪が地面を離れて跳ちよう躍やくした。一気に、全身に重力が覆おおいかぶさり、黒い機体が風の隙間を縫うように空を滑る。外に見える地面の風景がどんどん遠くなる。一面の花畑も、レイバーたちの墓ぼ標ひようも、赤い郵便ポストも、クロの亡骸なきがらも、オリンポス山の赤い地面も一瞬で遠のいていく。この分なら数日もしないうちにエアリーに戻ることができそうだ。行きの苦労を考えると、少し拍子抜けするくらいだ。

　折角だし、このままちょっとくらい寝たって……。そう楽観的に空の旅を楽しんでいられたのも束つかの間まのこと。何の前触れもなく、警報ブザーがいきなり鳴り響いた。

『燃料タンクに重大なインシデントが発生いたしました』

　燃料系のメーターが見る見るうちに減っていく。燃料がどっかから漏れているのだろう。考えれば当然のこと。タンクが腐食していたのか、ネズミにでも齧かじられたのかは知らないけど。もう五十年以上もまともにメンテナンスもせず、倉庫の奥で放ほったらかしにしていたんだから。

『このままでは当機は三分以内に墜つい落らくします』

　とんでもない事態のはずが、抑よく揚ようのない女の人の声には今一つ、緊張感が感じられない。それでもグライダーはどんどん高度を下げていく。

『非常事態です。クルーは速やかに緊急脱出用ボタンを押してください』

　私はＡＩに言われるがまま、操作パネルの中央に陣取る赤いボタンを押した。その瞬間、キャノピーが弾はじけ飛び、私は座席ごと空の上に放り投げ出された。

「ひぇぇぇぇぇ！」

　地上二十キロの高さからの自由落下。数十秒後にはきっと、私は潰れたトマトになっているだろう。お父さん、お母さん。長いようで短い人生でした。南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ。

　走そう馬ま燈とうの映像が流れ始めると同時に、頭上からバサっという音がして、それと同時に落下速度が急に落ちた。頭の上で開いたパラシュートが風を受け止めていた。少し離れた上空で大きな爆音が響き、花火を散らす。細切れになったポスト・グライダーの破片が落ちていく。

　私はシートに座ったまま、ゆっくりと降下する。あまりにゆったりとした落下スピードにまるで空中遊泳をしているような気分にもなる。東から流れる気流に押し戻される。流される方角にオリンポス山の雄大な姿と、空を貫く鉄塔が見えた。

　ビーン・ストーク《豆の木》。開拓時代に建造された軌き道どうエレベーター……の、成れの果て。そして、少し離れた場所にもう一つ、広大な廃はい墟きよもあった。かつてはこの星で最も栄さかえた都市だった。タルシシュ。私の生まれた場所。お父さんとお母さんと一緒に過ごした街。それも、今は見る影もない。さらに東の水平線の向こうには巨大な大地の割れ目も見えた。マリネリス渓谷だ。苦労の旅路もこうして見ると、実にちっぽけなものだと思い知らされる。

　楽しい空の旅もこの辺でお仕舞い。私は自分の意識が遠のきかけていることに気が付いた。いわゆる低酸素症。私の思考回路はそこで強制的に遮断シヤツトダウンされた。







　目が覚めると、見覚えのある白い天井が目に飛び込んできた。これは《既視感デジヤヴ》だろうか。

「起きた？　こうやってエリスちゃんを介抱するのも二度目よね」

　長くて綺き麗れいな黒髪が私の前で揺れていた。こちらも見覚えのある女の人。サラだ。この旅で私を助けてくれた人たちの一人。彼女がここにいるということは、ここは《豆の木ビーン・ストーク》──その看護室だと、すぐに察しもついた。こういう状態、二度目だから当然。以前もこの場所に担かつぎ込こまれた時には一週間近く昏こん睡すい状態で、ずっとサラに看病してもらった。
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「驚いたわ。飛行機が爆発したかと思ったら、空からエリスちゃんが落ちてきた時には。相変わらず、やることが派手で突とつ拍ぴよう子しもないわよね」

「はは……すいません、とんだお転てん婆ば娘で」

「でも、仕方ないわよね。きっと、色々あったんだろうから」

「そうですね……色々、ありました」

　がたがた、と換気扇のファンが騒音を搔かき立てる。サラはそれ以上、あの山の上で起きたことを尋ねようとはしなかった。以前、この場所を訪れた時は、私の隣にはクロがいた。でも、今、この場所に彼はいない。そのことが全てを物語っている。

　私がこの《豆の木ビーン・ストーク》で出会ったのは三人。頑固者の老技術者のホルトと、その孫娘のサラ。そして、ホルトの弟子のエリオット。彼らは十年以上もこの場所で《豆の木ビーン・ストーク》の修理を続けている。再び、この星と地球をつなげる空の道を切り開くために。日が沈んで、作業を終えたエリオットとホルトも戻ってくる。私とサラは二人を食堂で出迎えた。

「良かった。エリスさん。無事そうで何より」と変わらぬ柔和な表情で笑う青年はエリオット。無事も何も、エリオットはつい数日前に銃弾に撃たれたはずなのに、もうベッドから這はい出だして機械弄いじりを再開しているのだから、驚くほどのバイタリティーだ。

「はは。本当はまだ安静にしておかないといけないんだけどね。なかなか、じっとはしていられなくて」と笑う。

　一方のホルトは相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで、口をへの字に曲げてじっと、私を見つめる。そして、「嬢ちゃん、クロ・メール殿は」と、私が一番訊きかれたくないことを遠慮なく尋ねる。

　そうだ、彼らだって、無関係ではない。私たちの旅を助けてくれた。私は言わなくちゃいけないんだ。クロの最さい期ごを。それが彼の最さい期ごを看み取とった私の責務だ。

「クロは……亡なくなりました。オリンポスの郵便ポストで。ほかのレイバーの仲間たちと一緒に……幸せそうに……だったかは分かりませんけど、少なくともすごく満足そうでした。何か、最さい期ごまで無理して冗談も言っていました。だから、私は……私は……」

　気付くと、やっぱり、私は泣いていた。その私の頭の上にぽんと、大きな掌てのひらが載った。

「そうか……嬢ちゃん、辛い思いをしたな。しかし、クロ・メール殿のことを恨んだりしないでやってくれ。仕方ないことだからな。死はいつしか誰にでも訪れる。だから、どんなに望んだとしても、家族や仲間を置いて去らなければいけない時が必ず来る。置いていかれる奴やつも辛いがな、置いていく方はもっと辛い」

　あの仏ぶつ頂ちよう面づらが、今はまるで仏様のように優しい顔をしている。ホルトにとっても、いずれはサラやエリオットたちを置いて、先に逝ゆかなければいけない時が来るのだ。

「おじいさんって、何だかんだ言っても、やっぱり優しい人なんですね」

　と、言ったら、照れ隠しなのか、スパナで頭を小突かれた。




　本当は郵便配達の業務を終えた以上は、エアリーに戻らなければいけない。が、ここまで乗ってきたローバースクーターはスクラップとなって砂漠の底に埋まってしまった。さすがに徒歩で八千キロをもう一度、旅をしようとは思わない。

「あの……この辺りって、キャラバンとかは通らないんですか」

　夕食を終えた頃、尋ねてみた。この星のあちこちを旅して回る通商隊キヤラバン。決められたルートしか行かない長距離郵便配達員と比べて、彼らの行動範囲は驚くほど広い。火星郵政公社がカバーしないような僻へき地ちの隠れ里をカバーしていることもある。もし、彼らに拾ってもらって、一緒にくっついて行くことができれば、と考えた。

　ある程度の街に着くことができれば、そこに郵便局の支店もある。そうすれば、郵便職員として組織の支援も受けられるし、エアリーまで帰る足も確保できるはずだ。私の中で希望が少しだけ見えた。でも、それはすぐさま、エリオットによって否定された。

「残念だけど、それは難しいと思う。ここから一番近い街は西にあるエリシウムだけど……」

　エリシウムとは広大なエリシウム平原の北側に位置する街の名前だ。人口は二十万人。私もかつて一時期だが、住んでいたことのある火星最大の都市だ。しかし、エリシウムの名前が出ると、ただでさえ渋いホルトの顔がさらに厳しくなる。

「いくらキャラバン隊がいたところで、ここからエリシウムに直接向かうのは難しいだろうな」

　皺しわだらけの手で煙管キセルに火を点ともし、ホルトは物もの憂うげな表情を私に向ける。

「……えっと、どうしてですか」

「ここから西の先に広がるのは《ルクス・グラーベン》。名前ぐらい聞いたことはないか。《死の渓谷》とも呼ばれる物騒な場所だ。そのルクス・グラーベンが南北に道を塞いでやがる。エリシウムに行きたいなら北側のボレリアス平原まで大きく迂う回かいしなければいけない」

　煙管キセルが紫し煙えんをこれ見よがしに吐き出す。《死の渓谷》とはなんとも穏やかな話ではない。

「内戦時代の古戦場の一つだ。《紅き蠍スコーピオン》と市民連合の両軍がお互いムキになって、大量破壊兵器を投入し合って、悲惨な末路を辿たどった場所さ。元々の地形が変わるほど、ドンパチを続けた結果、土壌は毒性の強い化学物質に汚染され、人の住める場所ではなくなってしまった。噂うわさでは剝むき出だしの核燃料がその辺に転がっているとかな。本当かどうかは知らんが」

　そんな物騒な話だけでも、私の希望はポキリと折られるが、話にはまだ続きがあるようだ。

「極めつけは化学プラントの爆発事故だ。元々、あそこにはエリシウム政府が造らせたルクス・プラントという研究施設があった。表向きは農作物の品種改良研究ということだったが、実際にはかなり際きわどい軍需研究に手を染めていたようだ。で、内戦の終戦間ま際ぎわにこの研究棟の一つが盛大な爆発事故をやらかした。そこら中に有害化学物質を撒き散らしてな。おかげでルクス・グラーベンは今も草木も生えない、名実ともに《死の渓谷》となったわけだ」

　ホルトの昔話を聞きながら、私やサラたちは完全に押し黙ってしまった。老人だけが知っている戦争の暗部と、今もなお残された深い爪つめ痕あと。人間の深き業ごうの産物だ。若い人間は何も言えなくなる。

　ホルトは煙管キセルの灰を落とすと、今度はちびちびと、安酒に口をつけ始めた。

「まあ、どちらにせよ。ルクス・グラーベンを渡るのはリスクが高い。かと言って、北から迂う回かいして抜けようとすれば、それこそ、とんでもない長なが丁ちよう場ばの旅になるのは目に見えている」

　折角、芽生え始めた希望が、早速、八はつ方ぽう塞ふさがりに陥る。

「まあ、これ以上、考えても始まらないわ。今はエリスちゃん。ここでゆっくりしていきなさいよ。ずっと、長旅で疲れているだろうし。これからのことは、ゆっくりと考えればいいわ」

　サラの気遣いが身に染しみる。今の私は体も心もずたずたのボロ雑ぞう巾きんだ。そんな状態で外に出て行っても、荒野で野の垂たれ死ぬだけ。こんな精神状態でまた百日近く旅をするなんて今の私には考えられない。しかも、今度は二人ではなく、一人きり。そう。独りぼっちなのだ。私は。

　正直なところ。もう旅はお仕舞いにしてしまおうとも少し考えた。仕方ないではないか、帰れないのだから。この《豆の木ビーン・ストーク》でこのまま、サラたちと一緒におばあちゃんになるまで過ごすのも悪くはないかな、とか思い始めていた。たぶん、サラなら「いいよ」と言ってくれる。それにここなら、クロがいる場所ともちょっとだけ近いし。それならそれでもいいかなって。

　正直、この時の私は生きる気力の全てを完全燃焼して、もう、ほとんど抜け殻しか残っていなかった。それが今更、また旅に出ようだなんて思えるわけがない。それが本音。




　──その私をまた、長い、長い旅に連れ出す出会いがすぐそこに待っていようとは。

　当然、その時の私は知る由よしもなかった。







　それから一週間が経たった。私は日がな一日、空を眺めて過ごすのが日課となっていた。ビーン・ストークの軌条レールから少し離れた場所にある四階建ての建物。昔はここからオービターに乗り込むための受付窓口と待合所のあった場所だ。その屋上はテラスになっていて、結構、見晴らしもよかった。

　その場所に私は朝の八時からやって来て、ぼけっと空を眺める。十二時になったらテラスを下りて、お昼ご飯を食べて、午後一時からまたこの場所に戻ってきて、お空を眺める。飽きたらたまに視線を下ろして、真っ赤な荒野を眺ながめる。そして、日が沈んだのを確認したら、夕食を食べに帰る。無気力に支配された私には他に何もやる気が起きなかった。

　そんな無為な日課を、私はこの日も、繰り返していた。何故なぜ、空ばかり見ていたのかって？　なんとなく、空から幸せが落ちてこないかな、とか妄想していたからだ。

　──だからといって、本当に落ちてくるとは思いもしなかった。ただ、落ちてきたのは幸せではなく、むしろ厄介事トラブルだったけれども。

　ふと。一瞬、空が赤くなったように見えた。

　日が沈みかける頃合いだったため、上空数十キロの場所で燃えさかる火の玉のようなものは遠くからでもよく見えた。私は双眼鏡を取り出す。

　風が轟ごう音おんを唸うならせる。似たような光景を幼い頃にも見た気がする。一晩に数百に及ぶ小隕いん石せきが降り注いだ《隕石嵐メテオストーム》。まるで夜空に煌きらめく流れ星のように、青白い尻尾を天頂に向けて伸ばしながら、燃えさかる炎は遥はるか南西の方角を目掛けて空を駆かけ抜けた。

　隕いん石せきが落ちる瞬間を目にするのは、私にとってトラウマが抉えぐられることでもある。でも、これは隕いん石せきではないと、私は確信した。空に残った流星の足跡を辿たどろうとした私は、もう一つの落下物がふわふわと空を漂っているのに気が付いた。そう、空を泳ぐようにしてゆっくりと、何かが落ちているのだ。これと全く同じ現象をつい先日、自分自身も経験しているので、その正体はすぐに分かった。

　地上に近づくにつれ、レンズ越しにぼんやりとしていた輪りん郭かく線せんが次第にはっきりとしてくる。風を受けて、大きく広げられたのはパラシュート。しかも、数キロ離れた場所からでもはっきりと見えるのだから、相当な大きさだ。そして、その落らつ下か傘さんからワイヤーで吊つるし下げられているのは、何か、三さん角かく錐すいの形をした人工物らしきものにも見えた。

　風に流されながら、その謎の物体はここからそう遠くはない北の地平線へと落ちていった。

　──何、あれ？

　私はいつの間にか走り出していた。今の私には好奇心だけが唯一の原動力だった。それまで無気力の枷かせに縛られていた私の身体は驚くほど軽く、そして、自分を突き動かす何かが湧き上がるのを感じた。テラスから駆け下りたところで、サラと鉢はち合あわせた。

「サラさん！　北です！　今すぐ車を出してください！」

「……え？　エリスちゃん、何をいきなり言って……？」

　今は丁てい寧ねいに説明していたら、すぐに日が暮れてしまう。困惑するサラの腕を強引に引っ張る。

「ひょっとしたら、クロが帰ってきたかもしれないんです！」

　今のご時世、雨だって滅めつ多たに降らずカラカラに乾いたこの星で、空から落ちてくるものなんて限られている。一つは宇宙からやって来た隕いん石せき、後は整備不良のポスト・グライダーぐらい。きっと、クロも私みたいにオリンポス山の天てつ辺ぺんからポスト・グライダーに乗って帰ってきたのかも。私に芽生えたのはそんな淡い希望の光だった。

　慌てたサラはエリオットを連れて、トラックを出してくれた。もうじき日が沈もうとしている。暗くなってしまえば、クロのことを見つけるのが難しくなってしまう。私はハンドルを握るエリオットを急せき立たてた。

「しかし、こうも立て続けに飛行機が空から落ちてくるなんてこと、あるのかな……」

　フロントガラスの向こうに広がる夕暮れの荒野を眺めながら、エリオットは訝いぶかしがる。

「たぶん、クロです！　クロも私と同じように、ポスト・グライダーに乗ってきたんですよ。でなきゃ、そもそも、この星で飛行機なんて飛ぶわけがないじゃないですか！」

「うーん。隕いん石せきの見間違いなんじゃ……」

「隕いん石せきがパラシュートを使って落ちてくるわけないです！」

　半信半疑だったエリオットも、荒野の先の光景を目にした途端、疑義を挟むことはしなくなった。けれども、赤土の大地に屹きつ立りつするそれは、私の予想とはだいぶかけ離れた姿形をしていた。

「エリスちゃん……何、あれ？　エリスちゃんが乗ってきた飛行機ってあんな形だったっけ？」

「えっと……」

　何ですか、あれ。少なくとも、墜落したポスト・グライダーではない。それよりも、巨大な何かだ。私たちは車を降り、その謎の物体を足元から見上げた。

　金属製の三さん角かく錐すいの物体が、短い三本脚に支えられて地面の上に突っ立っている。とんがり帽子の先っぽまでは数メートルの高さ。それはもう、一つの建造物と言っても過言ではなかった。

　外装を覆う橙だいだい色いろのタイルがあちこち焼け焦げて剝はがれ落ち、銀色のアルミ板が顔を覗のぞかせている。ぷすぷすと真っ黒い煙まで立ち上っている。地面に落ちた黒焦げのタイルの断片をエリオットが拾い上げる。

「断熱材だ」

　──断熱材？　真っ黒い煤すすがエリオットの指の上からこぼれ落おちる。私の隣でサラも不思議そうに首を傾かしげる。

「大気圏に入る時の摩擦熱で燃えたんだ」

　そう言いながら、エリオットはすごく興奮しているみたいだった。その理由を私もサラも、ちっとも理解できなかった。

「わからないのかい？　二人ともこの物体がオリンポスから来たと思うのかい。とんでもない。これはもっと高い場所……つまり、この星の大気圏の外から来たんだ」

　私とサラは顔を見合わせる。

「エリオット、あなた。頭は大丈夫？」

「ちょっと、サラ！　信じていないのかい！」

　タイルの表面を摩さするとまだ熱を帯びている。見ると、足元から数十センチほどの高さに、小さな扉のようなものを見つけた。ドアノブの代わりに取り付けられたのは、赤いバルブのハンドル。触れば、まだ火傷やけどするくらい熱い。でも、鉄でできた私の右手にはそんなことは関係ない。片手でハンドルを一まわり回す度に、扉が横にスライドするように動く。

　こんな状態でも私はまだ、この中に乗っているのはクロだと信じようとしていた。でも、希望はすぐさまに落胆と驚きへと変わった。

　ドアが開いて現れたのは、人一人がやっと入れるくらいの小さなカプセル。その中に、眠っているのは私と同じくらいの年の女の人。思わず、私は目を背けた。と、いうのも、ブロンド髪の美人のその豊満な肢体を申し訳程度に隠しているのは真っ白い下着の布地だけだったから。

「エリオット！　見ちゃだめぇ！」

　さすが、私よりもサラの方が行動が早かった。青年の顔面にラリアットを食らわせて地面に倒すと、すかさず背後に回り込んで、タオルで縛って目隠しをした。

「さ、サラ、いきなり酷ひどいじゃないか！　これじゃあ、何も見えないよ！」

「み、見なくていいのよ！」

　何という、見事な技かけか。もう、エリオットが奥さんの尻に敷かれる未来しか見えない。

　私は片手で両目を中ちゆう途と半はん端ぱに隠しながら、その半裸のお姉さんを見た。肌の白い、とても綺き麗れいな身体だと思った。いや、決してやましい意味ではなく。照りつける日差しと、乾燥しきったこの星の空気の中で、こんなに瑞みず々みずしい肌を保つ秘ひ訣けつを私は教えてほしかった。

　カプセルのフロントガラスがひとりでに開き、中に充満していた冷気を孕はらんだ蒸気が一緒になって外へと解放された。相変わらず、少女はお伽とぎ話ばなしに出てくる眠り姫のように静かに瞼まぶたを閉じたままだった。ひょっとして、死んでいるのかな。私は眠り姫を見つけた時の王子様のように、寝台に身を乗り出して少女の顔を間近に覗のぞき込こむ。小さく鼻の先が鼓こ動どうしている。大丈夫、生きて──。

「誰？」

　起き抜けのお姫様と目が合った。薄うす藍あいの瞳に私の間抜け面が映り込む。顔がすっごく近い。

「え、エリスです……」

　胸が激しいビートを刻む。頭がオーバーヒートを始めた私が咄とつ嗟さにしたのは自己紹介。でも、少女は「ふーん」と言うだけで、あまり私のことには興味なさそうだった。

「顔、近いから。どけてくれない？」

「あ、はい！　い、今すぐ！」

　慌てたおかげで、どんと、カプセルのガラス蓋に頭をぶつけた。少女はまだ少し寝ぼけた感じで起き上がると、開け放たれたエアロックの扉の向こうに見える赤い大地に目を遣やった。太陽の半身はもう山さん稜りようの奥に隠れつつあった。夕暮れから夜へと移ろう狭はざ間まの不安定な時間。半裸の少女は広げた両手に赤土の荒野に吹ふき荒すさぶ風を受け止めた。

「あの……すいません、ふく……」

「ねえ、あなた」

「あ、はい」

「ここは火星？」

「あ、はい。そうです。ここは火星です。それよりも服……」

「そう。あなた、この近くに船が着陸したの、見てない？」

「……船？　見ていませんけど。海、ありませんし。それより服を……」

　再三の私の忠告を無視して、少女はエアロックを出て、赤い大地の上へと素足で降り立った。風に流されて金色の髪の先が首筋に絡からみつく。忌いま々いましげに、でも、すぐに少女の顔は悲しみと絶望に取って替えられたようにも私には見えた。

　悲しみに満ちた瞳が消えゆく夕日を見つめていた。でも、そんな彼女を前に、サラは顔を真っ赤に「きゃあ！」と叫んだ。それはそうだろう。いきなり、目の前に下着姿の女の人が現れたのだから。

「な、何！　どうしたの、サラ。何も見えないよ！」

　気付くと、エリオットはいつの間にか、人質にでも取られたかのように紐ひもで両手両足まで縛られていた。

　黄昏たそがれの時間も長くなかった。少女が再び振り返り、私に尋ねる。

「ねえ、あなた。ここはどこ？」

「どこって……火星ですけど」

「それはもう聞いた。火星のどのあたりって聞いているの」

「えっと……ビーン・ストークって分かりますか？　えーっと、あそこに見えるの。あれが有名なオリンポス山です。ところで、話が変わるんですけど、服……」

「へえ、話には聞いていたけど、とんでもない大きさね。天てつ辺ぺんの方なんて全然、かすんで見えないのね。はぁ……とんでもない所に出ちゃったのかしら」

　気が強そうなタイプに見えたが、少女の溜ため息いきは深かった。望んでこの場所に来たわけではないみたいだけど……。

「あの……不ぶ躾しつけな質問で恐縮なのですが、あなた、いったい、どなたなんですか。どちらからいらっしゃったんですか」

「あら、こういう時はまず、自分の方から名乗るのが礼儀ではなくて？」

「それはさっき名乗ったんですけど……えっと、エリスです。郵便配達員をしています」

「私は……」と言い掛け、途中で止めて「こほん」と咳せき払ばらいをする。そして、どういうわけか、小さな岩に上って高い所から私たちを見下ろす。そして、「こほん」と二度目の咳せき払ばらい。それから「あーあー」と喉の調子を確認して整える。これからいったい、どんな名演説が打たれるのかと、私たちは期待と不安の眼差まなざしを少女に向ける。それにしても、この人はいつまで服を着ないつもりだろう。

「火星の皆さん、初めまして。私はメッセ・シェパード。地球から来ました特命大使です」

「何だって！」と目隠しを取ろうとしたエリオットを後ろからサラが羽交い締めにして食い止める。私は無意識のうちに口を半開きにして、その半裸の少女を見つめた。

「火星の皆さん。我々、地球人は皆さんのことを決して見捨てたりしません。私はあなた方と交流し、交渉し、再びこの星が人類の生存に適した星となるように復興のお手伝いをするために、こちらに参りました。どなたか、代表者の方はいらっしゃいませんか。私たちはあなた方との交渉を望んでいます」

　あらかじめ決められたスピーチ原稿を読み上げるように、淀よどみなく彼女は言った。私はサラと顔を見合わせる。サラも私と同じように、『さぁ、どうしましょ』と言いたげな顔になっていた。

「あの……メッセさん。お話の途中で恐縮なのですが、そろそろ冷えてくる頃だと思いますし、そろそろ、御お召めし物ものの方を……」

「地球と火星を襲った未み曾ぞ有うの大災厄と苦難の時代がありました。これまで数十年、交信をできなかったことをお許しください。しかし、私たちは自らの復興の間にも、火星にいる兄弟たちのことを片時も忘れたことなどございません。あの悪夢の日から八十年。再び、皆さんとお会いできたことを私は嬉うれしく思います。さあ、再び、ともに歩みだしましょう。今日この日から私たち人類の歴史の第二章が始まるのです。──ご静聴ありがとうございました」

　パチパチと、隣でサラが付き合いで拍手を叩たたいた。メッセはメッセでやりきったような充実の表情だ。これを言うのに随分と練習してきたんだろうなぁ、と思うと少し親近感も湧く。

　うーん。やっぱり、おかしい人なのかな。

「そこのあなた、聞こえているわよ」と睨にらまれ、私は慌てて口を塞いだ。また、思ったことが口から勝手に流れ出していたみたいだ。でも、仕方ないではないか。いきなり、目の前で下着姿の女の人に「私、地球人です」と言われて、真まに受ける方がどうかしている。

「エリスと言ったっけ？　どうしたの、さっきから馬鹿みたいに口を開けてこっちをジロジロ見て。やはり、驚いて言葉も出ないのかしら」

「あ、いえ……そういうわけでは。ただ、地球の人って服を着ないんだなぁと思って」

　メッセの顔が凍りつく。そして、ようやく今になって、自分の首から下に視線を落とした。

「きゃあああああ！」

　夕闇に響く悲鳴とともに、どうしてか私はメッセに頰を引ひっ叩ぱたかれた。







「で、それが嬢ちゃんのほっぺたが真っ赤に腫はれている理由か」

　煙管キセルから漏れ出す薄い煙の向こうでホルトが呆あきれ顔をしていた。「はい」と言って頷うなずいたメッセには何の悪びれた様子もない。

「だからって、私のこと引ひっ叩ぱたくことないでしょう。私、何度も忠告したのに、聞いてくれなかったの、メッセさんの方じゃないですか。それに、同じ女同士なんだし……」

「そういう問題じゃないでしょ！」と顔を真っ赤にして怒られた。

　ビーン・ストークに戻った私たちはホルトにこれまでの経緯を説明しつつ、今後について話し合うこととなった。私の前には不ふ貞て腐くされた顔をしたメッセが座っている。もちろん、今はちゃんと服も着ている。ドレスとまではいかないが、公式の場に出るための清せい楚そなロングスカート。彼女が乗ってきた謎の乗り物の中にケースと一緒に詰め込まれていた。しかし、とてもではないが、砂漠の大地を旅するような服装には見えない。

「あの。話を戻していいかな。メッセさんが火星に来た目的なんだけど」

　申し訳なさそうにエリオットが話を切り出す。その間もメッセはずっと不機嫌そうな顔をしている。この人、自分のこと大使って言っていたよね。愛あい想そ笑わらいもできない人が、地球の代表で大使って、地球ってそんなに人材難なのだろうか。何か、すごく胡う散さん臭くさい。

「先ほど、話した通りよ。ジェミニ財団には火星の《惑星再改造テラ・リ・フオーミング》を実行する用意があるの。私が派遣されたのはそのための土台づくり。要は現地人から了承を取ることと、協力を求めること」

　──ジェミニ財団？　首を傾かしげる私にエリオットが解説する。

「確か、宇宙開発を主導する地球の国際組織だったと思う。数十カ国から資金提供も受けていて、二百年前の《惑星改造》もこのジェミニ財団が中心になって進められたって、歴史の本には書いてあるね。でも、財団は何で今頃になって、火星の復興だなんて言い出したんだろう」

「別に火星のことを放っていたわけではないわよ。ただ、あの《隕石嵐メテオストーム》で火星の人類が絶滅したって、こちらではずっと考えられていたのも事実だわ。通信が何十年も途絶えていたんだから当然よね。でも、今から四年前。再び、ジェミニ財団が送った無人探査機が火星で人類が生き延びている痕跡を見つけた。だから、今回、私たちが派遣されることになったのよ。火星で生きる人類の現況を調べるという目的もつけてね」

　彼女の喋しやべる言葉の全てが私にとっては異次元すぎてついて行くことができない。ただ、椅子にふんぞり返って話す彼女の姿はどこか高慢で、正直に言えば、私は彼女にあまり好感を持つことができなかった。それでも、ホルトやエリオットは彼女の誇大妄想とも思える言葉の一つ一つを真剣に聞き、さらには相あい槌づちまで打ったりするのだ。

「あの……エリオットさん。本当にこの人の言うこと、信じているんですか。だって、地球人ですよ、地球人。いくらなんでも、話がぶっ飛びすぎですよ」

　私は夢見る乙女でもないし、夢想家でもない。徹底した現実主義者リアリストだ。そんな私には、メッセの言葉の全ては受け入れがたい。これが妄想でないなら、この女の人は私たちのことを騙だまして何か悪いことを企たくらんでいるペテン師に違いないのだ。

　メッセが私のことを敵意のこもった視線で睨にらみ付つける。蛇か女じよ郎ろう蜘蛛くものような目をしている、この人。私は雨アマ蛙ガエルみたいにたじろぎ、どこかに援軍を求める。駄目だ、今や男連中はこの美人のお姉さんに籠ろう絡らくされ、彼女の掌てのひらの上で踊らされているのだ。

「サラさんだって、おかしいと思いませんか。今更、地球から来ましたって言われて、誰が信じるんですか」

「そうね……私も全部を信じるにはあまりに少し情報が不足しすぎているわね」

「ですよね、ですよね！」

　しかし、今や完全なる悪女の親衛隊へと成り下がったエリオットが私たちに反旗を翻ひるがえす。

「二人とも見なかったのか。彼女が乗ってきたあの大きな乗り物。あれは宇宙船の緊急着陸艇だよ。うん、間違いない。あれは人類が初めて火星に降り立った時に搭乗した宇宙船ＨＬＭＲ……通称《ハロー・マーズ》と同型タイプの船のものだよ！　すごいな、アーカイブ以外で実物を見るのなんて初めてだよ！」

　はて、何を言っているんだろう、と私とサラはお互いに目を向けあって、苦笑いする。

「正確に言えば、《ハロー・マーズ》とは違うわね。宇宙船舶スペースシツプＨＬＭＲ０２３……《ハロー・マーズ》の正統後継機で、我がジェミニ財団が誇る最新式宇宙船舶スペースシツプよ。当然だけど、その性能は初代ＨＬＭＲとは段違いだから。二百年前は地球から火星へ最短でも片道二年かかったけど、今はわずか六カ月。航続距離だけなら、土星にも行けるように設計されているんだから」

「はへー。あのとんがり帽子みたいなの、そんなにすごい宇宙船だったんですか」

「だから、あれは緊急着陸艇よ。話を聞いてなかったの？　シップの本体とは違うの。まあ、海の船に例えるなら、救命ボートかしらね」

「……船、沈んだんですか？」

「し、沈んでないわよ！　ただトラブルがあって、別々の場所に着陸しただけなんだから！」

「と、いうことは、船にはメッセさん以外の人たちにも乗っていたというわけですね」

「そうよ。当たり前じゃない。一人で火星に来るわけないでしょ！」

　良かった、と私は安あん堵どした。さすがにこんな高慢そうなお嬢様が地球の代表なんて、私の中の地球への憧れとか夢とかが危うく塗りつぶされるところだった。きっと、他のクルーはもっと、まともな人たちに違いない。ただ、今、この場所にいないというわけで……。

「で、お嬢さん。他のクルーはどこにいるんだ？」

　ホルトが尋ねる。しかし、メッセは言葉を詰まらせ、代わりにぼそぼそとつぶやく。

「…………………分からない」

「え？　何ですか、よく聞こえません」

「分からないわよ！　本当の本当に緊急事態だったんだし！　しょうがないでしょ！　そもそも、本来の着陸予定地点とは全然違う場所だったし……」

「エリオットさん。ここまで聞いて、それでもこの人の言うこと信じるんですか」

　船がどこに着陸したのか分からない、他のクルーがどこにいるのかも分からない。で、この人、一人だけでいったい、何ができるというんだろう。政府との交渉？　《惑星再改造テラ・リ・フオーミング》？

　これには、エリオットも黙り込むほかはなかった。

　確かに彼女の言うとおり、この星には《惑星再改造テラ・リ・フオーミング》が必要だ。惑星全土で乾燥化は止まらず、海も川も数十年も昔に干上がってしまった。今やわずかに残った地下水が、人類の命をつなぎ止とめている。そして、さらに深刻なのは大気の問題だ。研究論文によれば、毎年三十トンもの大気が宇宙空間に逃げ出している。小さなこの星の重力では大気を止めておくことができないのだ。もし、このまま、大気が薄くなってしまえば、呼吸ができないのも当然だが、そうでなくても、宇宙から降り注ぐ放射線から身を守ってくれる壁がなくなるということだ。この星はゆっくりと死に向かっている。けれども、それを止める手段も無ければ、この星から逃げ出すことも今の私たちにはできないのだ。

　もし、仮に彼女が言うことが全て真実だとしても、ただ、死を待つだけのこの星の現状が画期的に救済される奇跡など存在するわけがないのだ。つまりは、結局のところ、彼女は何の力もない、ただのお嬢さんであることに疑いの余地はない。もちろん、そんなことを面と向かって言われれば、誰だって顔を真っ赤にして怒る。

「ちょっと、そこのあなた。エリスって言ったわよね。何なの、あなた。さっきから私の言うこと成すこと、突っかかってきて！　私に喧けん嘩か売っているの！」

　本当に最悪。今度は八つ当たりまでされた。

「別にそんなつもりじゃないんですけど……。それなら、メッセさんにはこの星の現状を何とかする方法でもあるんですか。それができるんだったら、私、土下座でもタコ踊りでも何でもしますよ」

　そう言うと、メッセはにんまりと笑った。しまった、と思ったが、もう手遅れだった。

「あなた、言ったね。ふふん。ちゃんと、その言葉覚えておきなさいよ。教えてあげるけど、着陸艇に戻れば、通信機もあるはずだから！　どう？　それなら船も他のクルーの居場所だってすぐに分かるはずよ！　今からタコ踊りの練習でもしておきなさい」

　おーほっほっほ、と悪役のお嬢様みたいな高笑いを響かせる。さすがにもう、エリオットもホルトも半ば呆あきれ顔だった。私は私で、今更、自分で口にした言葉を後悔した。

　絶対にこんな人には土下座したくないし、タコ踊りだってしたくない。でも。もし、本当に彼女の言葉が本当だったら。今日は、この星の歴史が変わる記念すべき一日ということになる。そんな風には全然、思えなかったけど。







　その〝歴史的〟な一日から一夜が明けた。朝から五人でトラックに乗り込んで、再び、着陸艇の降りた場所を目指す。私は車内で揺られながら、タコ踊りを披露するイメージトレーニングを早速始めていた。着陸艇は一日前とまったく変わらぬ姿で、荒野の真ん中に立っていた。

　メッセの後に続いて私たちは着陸艇に入る。エアロックから直結し、中はかなり手狭なスペースに数機のカプセルが整然と並べられていた。しかし、稼か働どうできるのはメッセが眠っていた一機だけ。操縦席のようなものは無いが、簡単な通信装置を見つけた。私は土下座をする心の準備を早速、始めることにした。

　通信プログラムが起動し、エリオットがヘッドフォンを耳に当てる。プログラムが周囲から回収可能な周波数を探知する。心電図みたいなグラフがモニターにも映し出される。しかし、スピーカーから聞こえるのは、ピーピーガーガーといった砂嵐みたいな声だけ。そのうち自動検知を諦め、ホルトとエリオットが交代に手動でつまみを回すが、それも全て空振りだった。

「こちら、メッセ・シェパード。宇宙船カッシーニ。応答せよ、応答せよ。ジョナサン。メリル。どこにいるの、答えて。コーディエ船長。どこ。お願い、答えて。誰でもいいから……お願い」

　メッセが必死になってマイクに向かって語りかけようとする。しかし、聞こえてくるのは相変わらずの砂嵐だ。メッセが次第に涙声になっていく。それでも全ては徒労だった。

「……こちら側の発信が、どうやら向こうに拾われていないみたいだね」

　エリオットが重々しく口を開いた。

「それって、どういうことですか」

「向こうの通信機が故障している可能性があるということだ。こちらがどんなに電波を飛ばしたところであちらさんに受信してもらわなければ、意味がない」

　溜ため息いきをつくようにホルトが言った。それを聞き、さすがのメッセもそこにへたり込んだ。

「これ、地球製の通信機なんですよね。ひょっとしたら、ここから地球に通信ができたりしないですかね……」

「馬鹿を言うな。地球から火星までどれだけ離れていると思うんだ。母船ならともかく、こんな小さな着陸艇に搭載されているアンテナの出力でそこまで電波が届くわけがなかろう」

　割とあっさりと、人類の希望は潰ついえた。話が旨うますぎると思ったのだ。今更、地球の人が火星を助けに来るなんて。だって、もう何十年もみんな、この星は地球から見捨てられたのだと思ってきたのだ。それが今更、「助けにきました」って言われてもちょっと複雑。

　と、いきなり、メッセが立ち上がったかと思うと、船から飛び出して、無言で赤い砂漠の上を走り出そうとした。

「ちょ、ちょっと！　メッセさん！　どこに行くんですか！」

　自暴自棄になられても困る。私は慌てて追いかけ、メッセの腕を摑つかんだ。

「カッシーニを探しに行くのよ！　邪魔しないでよ！　きっと、この近くに着陸しているはず！」

「探すって言ったって、何の手がかりもないじゃないですか！」

「無くても探すしかないでしょ！　どこか町とかに行けば、他に見ている人がいるかもしれないでしょ！」

「だから、この辺に町とかないんですってば。だいたい、船が落ちるのを見ていたのも私ぐらいで……いや。待ってください。……そういえば」

「何よ」

「私、見ました。思い出しました。メッセさんの船と一緒に空から何か落ちてくるのを」

　メッセとの出会いがあまりにも強烈すぎて、半ば忘れかけていた。メッセの不機嫌な顔が一転して笑みに変わる。出会って、こんなに嬉うれしそうに笑うメッセの姿を見るのはこれが初めてだ。だから、あの日に見たありのままを伝えることは少し躊躇ためらわれた。

「ねえ、どこ！　どこに着陸したの！」

　メッセが袖そでを摑つかんで詰め寄った。金色の髪が私の肩に掛かる。内心、困ったなぁと思った。

「えーっと、あっちの方ですね」

　別に適当に指差した訳ではない。周囲の地形を見れば、ある程度の現在位置と方角は把握できる。「山アテ」は郵便配達員にとっては必要不可欠なスキルだ。それに、私は日がな一日、外の景色を眺めて過ごしていたのだ。この辺りの地形図は自分の家の庭のように、隅々まで脳みそに刷り込まれている。

「あっちね！」

　血気盛んに歩き出すメッセを私は止めた。

「ちょ、ちょっと待ってください！　落ち着いてください！　歩いて行ける距離ではないですってば！　それに、私があの日、見た時。そのもう一つの宇宙船、大きな火の玉になって、地上に落ちていったんです」

「え？」とメッセが私を見る。希望に満ちていた笑顔はまた絶望と悲嘆に逆戻りした。最初は隕いん石せきが落ちたのかもと思ったくらいだ。どう考えても、これは着陸ではなく墜落。そして、通信機の応答はない。正直、ほかのクルーの安否も厳しいのではないかと。

　メッセは着陸艇のタラップに腰を下ろすと、地平線を呆ぼう然ぜんと眺め始めた。数日前までの私と一緒だ。心の支えがぽきりと折られて、やる気の泉がカラカラに乾いたような感じ。

「あの……メッセさん。仲間の安否が不安なのは分かりますが、あまり落ち込まないで……」

「だから、私、こんな星に行くの、嫌だったのよ！」

「……は？」

　今、すごく衝撃的な本音を聞いてしまったような気がする。この人、確か自分のこと特命大使とか言っていましたよね。大使様が本当は来たくなかったとか、冗談でも言ったら外交問題に発展しかねないと思うのだけれど……。

「仕方ないでしょ。そうでもしなきゃ、家にいられなかったんだから！　どうすればいいのよ。私一人で。こんな砂と石しかない星で！」

　「砂と石しかない」とは酷ひどい言い様だ。合っているけど。落ち込んでいるのは分かるが、ここまで自分の故郷を悪あし様ざまに罵ののしられれば、誰だって腹が立つに決まっている。

「この期ごに及んで、仲間の心配より自分の心配ですか」

　メッセが鋭い視線で私のことを睨にらむ。

「私、あなたのこと嫌いよ。ずけずけと無神経に言いたいこと言って」

　う、と私は言葉に詰まった。私もあなたが嫌いです、と思わず口から出かけたところを間にサラが割って入った。

「はい、はい。そこまで。とにかく、今はこれからのことを考えなきゃ、でしょ？」

　私もメッセも言いたいことはお互い、山のようにあった。でも、今はそれを引っ込める。しかし、今後のことと言われても、今の私たちに何をどうするという選択肢もないと思うけど。少なくとも、私にとっては、これまでと同じ毎日が明日から再開するだけだ。地球とか、惑星再改造とか、本当のところ、私には微み塵じんも関係のない話なんだから。

「あっ」と、何かを思い出したかのようにメッセが着陸艇に駆かけ足で引き返す。エアロックをくぐって、再び機内に戻って、装置の操作パネルを弄いじくり始めた。すると、驚いたことに着陸艇のとんがり帽子の天てつ辺ぺんがぱかっと開いた。

「これはすごい！」とエリオットが目を輝かせる。どうりで着陸艇の大きさに対して、コックピットがあんなに狭いのかようやく合点がいった。着陸艇の上半分はコンテナ代わりになっていたのだ。さらにメッセがパネルを操ると、荷下ろし用のクレーンまで動き出した。

　積載されているのはおそらく、この星を探索するために必要な機材や食料だ。クレーンがチェーンを摑つかんで巨大な金属の塊を運び出す。

　ローバースクーターだ。それも私が乗ってきたオンボロの車両ではなく、機体がぴかぴかの光沢を放つ新品だ。四輪ではなく、難路での走行性能に優れた六輪車。

　サイドカーも付いて、後部には大型のリアボックスも積載されている。なのに、あのオンボロの車両が鎧よろいのように纏まとっていた太陽光パネルは驚いたことに一枚もないのだ。どういうこと？　こんな大きな機体、動力もなしに動くわけが……。

　ホルトとエリオットが機体に近寄って、嬉うれしそうに触り始める。

「ほう。これ、原子力電池が搭載されているのか」

　ホルトの一言に私は無意識に数歩、後ろに下がった。

「あんた、怖いの？　馬鹿ね、爆発なんかしないわよ」

　無知だと言わんばかり、メッセが私のことを馬鹿にしたようにせせら笑う。

「これ、本当にすごいよ！　サラも見てごらんよ！」

　買ったばかりの新車を前にしたカーコレクターみたいに、エリオットはこちらがちょっと、引いてしまうほど興奮していた。新品の機体を舐なめ回すように触って弄いじくる。サラも遠巻きに見ながら呆あきれていた。

「今、火星にあるどのローバーより出力がある。これなら砂漠の上でも、六十キロは安定して出せそうだ。それも休みなしで。機体のフレームも見たことのない素材を使っている。すごく軽量だけど、耐久性能は高そうだね」

　運転席の制御ディズプレイから電子マニュアルを引っ張り出したエリオットが鼻息をさらに荒あらくする。

「当然でしょ。地球の最新式なんだから」とメッセが胸を張る。そして、勝ち誇ったように私の方を向く。自分は決して無力な小娘ではないとでも言いたいのだろう。

「そうよ。私は望めば、どこにでも行けるのよ」

　堂々の勝利宣言。それをドヤ顔で言われたら、やっぱり、ムッとなる。でも。

「……で、メッセさんはそのローバー、運転できるんですか」

　急に、メッセの視線が泳ぎはじめた。

「どこにでも行けるって、いったい、どこに行くつもりなんですか」

　メッセは益ます々ます、言葉に詰まらせた。そこにホルトが助け舟を出す。

「常識的に考えるなら、エリシウムの市長に会って話すのが一番の得策だろうな」

「エリシウム？」

「火星で一番の都市だ。この星には国家という概念がないからな。だから火星で一番大きな街のトップがこの星では一番、影響力のある人物ということになる」

　老人の豊富な経験に裏打ちされた助言だ。エリオットも同調した。

「確かに、僕もそれがいいと思う。今の状況がどうあれ、地球側に火星を支援する意思があるということを多くの人が知ることは意義のあることだと思うし……」

「地図はある？」

　メッセに言われて、私は郵便鞄かばんから地図を広げる。オリンポス山から西に向かって、ざっと直線距離で五千キロ超。しかし、その行く手を阻はばむのは死の渓谷《ルクス・グラーベン》。

　本当にエリシウムに行く気なら、北か南に大きく迂う回かいする必要がある。どちらにせよ、長旅を覚悟しなければいけないが……メッセが私に尋ねる。

「ねえ。カッシーニが落ちた方向は？」

「西ですね。ここからですと、こっちの方向に……」

　赤鉛筆で地図に線を引き、私はしまった、と思った。赤い線はまっすぐに《ルクス・グラーベン》に向かって走っていた。逃げようとした私の腕をメッセが抜け目なく摑つかんだ。

「ねえ。あなた、確か、郵便配達員だって言っていたわよね。なら、私のことも届けてくれないかしら？　エリシウムという街まで。もちろん、少しくらい、寄り道をしてもらってもいいわよね？」

　寄り道とは当然、《ルクス・グラーベン》のことだ。彼女はこの場所が《死の渓谷》と呼ばれていることを知らない。だから、エリシウムまでの通り道くらいにしか思っていない。

「メッセさん。ここはまずいです。本気でまずいんです。このルクス・グラーベンという土地は古い戦場だった場所で、今でも毒ガスとか放射性物質とか危険なものがいっぱい残っているヤバい場所なんですよ！」

　数日前にホルトから教えてもらったことをそのままメッセに伝えた。それでも、彼女は動揺した素振りさえ見せない。それどころか、私の袖そでを摑つかんだ手は一向に離れる気配がない。

「……だから、何だというの。私は行かなきゃいけないの。だから行くの。それ以外のことは何も関係ないわ」

　素晴らしい覚悟の言葉だと思う。でも、それなら、どうして両手で私の腕をホールドする必要があるのか。強引にでも、私を一緒に連れ出すつもりなのだ。

「何で、私なんですか。行きたいなら、メッセさん、一人で行けばいいじゃないですか」

「ええ。私もそうしたいのは山々。でもね、私。ローバー、運転できないの。それに、エリス。あなた、自分で言ったじゃない。自分は郵便配達員だって」

「でも、それならメッセさん。切手はあるんですか。言っておきますけどね。長距離郵便は結構、値段が高いんですよ」

　お金なんか持っているはずがない。意地悪のつもりで言ったが、メッセは気にした様子はない。彼女は左手首に巻いた腕時計のベルトを外し、私の掌てのひらの上に置いた。

「切手代わり。地球製の高級ブランド品よ。きっと、この星で売ったら、家が一軒建つんじゃないかしら」

　こういう貧乏人に施しを与える金持ち。よくお話に出てくるけど、実物を拝んだのは初めてだ。絵に描いたようなドヤ顔を浮かべる彼女がすごく憎たらしかった。

「あの……メッセさん」

「何かしら。いいのよ、そんな遠慮しないで。私のほんの気遣いみたいなものだから」

「この時計。壊れていますよ」
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　お父さん、お母さん。

　私は再び、赤い荒野を旅しています。

　吹き付ける乾いた風と、鉄てつ錆さびの混じった砂の匂いに何だか懐なつかしささえ感じます。そういえば、つい二週間くらい前まではこうしてクロと一緒に旅をしていたんだなと。ひょっとしたら、私はこうやって旅をしている方が落ち着くのかもしれません。この二週間、ふわふわと浮いて落ち着かなかった気持ちも、今は荒野の風が吹き飛ばしてくれますし。どんなに辛いことがあっても、悲しいことがあっても、旅をしている間は前を向いてなきゃいけないから。

　今度の旅で向かうのは、火星最大都市のエリシウム。タルシシュが滅んでからは、市民連合の盟主として事実上、この星の首都にもなっている大きな街です。そこの市長さんに会うのが今回の目的です。

　また、長い旅になると思います。ちょっぴり、楽しみでもあります。

　けれども。たった一つだけ問題が。例の、あの厄やつ介かいなお荷物のことです。












　その厄やつ介かいなお荷物トラブルメーカーはサイドカーにふんぞり返って、大きな欠伸あくびをした。

「ねえ。エリス。エリシウムまであとどれくらい？」

「どれくらい、って今朝、出発したばかりじゃないですか！　あと五千キロくらいですよ」

　赤い荒野に風が吹くお馴な染じみの光景はきっと五千キロを進んだ先も一緒だろう。緑に覆われた森や磯いその香りが流れる海辺をドライブしているのとは違うのだ。ただただ単調な景色が道のりに続くのだ。初めて火星に来た人でも、一日も見て回れば、もう見飽きてしまうだろう。事実、メッセは出発から三時間も経たたずに飽きてしまったらしい。

「この辺、何もないわね」

「そうですね……」

　さっきから、この人は愚ぐ痴ちることしかしてない。相手するのも疲れるので、軽く流す。女二人で行くロード。地球製の新型ローバースクーターが砂地に煙を立て、轍わだちをつくる。

　風がうるさく騒ぎ立てるのは時折だけ。地球製のローバーは驚くほど、エンジンの音が静か。そして、私たちは喋しやべるより沈黙している時間の方が長い。たまに片方が何かを喋しやべっても、もう片方が雑に受け流すので、滅多なことではそれが会話に発展することはない。

「暑い、暑い。どうしよう、これじゃあ、お肌が焼けちゃう」

　真新しい日ひ傘がさを自分一人で差す。

「こんなに空気が乾燥していたら、お肌が荒れちゃう」

　手の甲に何かのオイルをべたべたと、塗り始めた。

　私はメッセが見えない誰かに向かって不平不満をぶちまけているのだと思うようにした。
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　クロと旅をしている頃とは何かが違う。旅とは助け合って、お互いにもっと楽しみを共有するものだと思っていた。どうしてこうなったんだろう。どうして、私はまた旅をしているのだろうか。よりによって、こんな人と。

　──あなた、確か、郵便配達員だって言っていたわよね？

　その一言で、私は彼女から旅の同行者に選ばれた。いや、確かに、これがこの星の未来を救うことであれば、協力することはやぶさかではない。むしろ光栄なことだ。この話がちゃんと本当のことなら、だが。

　私はサイドカーにふんぞり返る少女をちらりと覗のぞく。謎のオイルを塗り終わって、また地平線を眺めながら、大きな欠伸あくびをした。……この話が、本当ならね。

　エリオットやサラたちは最大限、協力し私たちを送り出してくれた。ローバーには数ヶ月分の水と食料が積み込まれている。資材のほとんどは、メッセと一緒に地球からやって来たコンテナの中身だ。水の循環装置も、設営用のテントまで最新式。野宿をするにしても、今までの旅よりかは遥はるかに快適そうだ。

　私はローバーを止めて地図を広げた。山の峰みね、地面に穿うがたれたクレーターの形を地形図と比較して、自分の居場所を推測する。それが「山アテ」と呼ばれる、この星での旅の基本だ。このローバースクーターは優秀だ。ガス欠とは無縁で、アクセルが駆く動どうし続ける限り、どこまででも走り続けることができる。けれども、ここには道路標識もなければ、そもそも道路がない。こうやって定期的に地図を広げて、自分の位置を把握しなければ、たちまち迷子になってしまう。

「あーあ。ＧＰＳが使えればよかったのに」

　誰に対しての言葉かは分からないが、メッセが毒づく。彼女の言うとおり、運転席の小型モニターは真っ黒い画面を表示したまま止まっている。人工衛星と交信して正確な位置情報を把握するためのシステム、だそうだ。これさえあれば、全ての郵便配達員は煩わずらわしい山アテの作業から解放されるという画期的な技術らしい。ただ、問題点としては根本的にこの星で使える位置観測用の衛星は一つも飛んでいないということだけなのだが……。

　指先で地図の上を辿たどる。エリシウムはまだ、だいぶ先。そして、その途中、南北に細長く延びた地溝帯がある。《ルクス・グラーベン》。死の渓谷とも呼ばれる、この世界を分断する大きな壁の一つだ。




『死の渓谷とは言ってもな。その全てのエリアが汚染されているわけではない。汚染濃度の低い場所を探して辿たどれば、踏とう破はすることは別に不可能ではない』

　旅立ちの前。ホルトがそう説明した。彼はタルシシュの廃はい墟きよまで出向き、役に立ちそうな道具を探してきてくれた。ガスマスクに、放射線量を測定するガイガーカウンター。万が一のための有毒物質の中和剤。そして、丸っこいメーターに数字が並ぶ測定器。

『ベスタ線量計だ。ルクス・グラーベンに入ったら、これをローバーの一番目立つところに置いておけ』

　──ベスタ線？　聞いたことがないと首を傾かしげたら、やっぱり、スパナで小突かれた。

『少しは勉強しておけ。いいか、毒ガスや放射線量も重要だが、ルクス・グラーベンで一番、厄介なのはベスタ線だ。有毒ガスの重度の汚染地域は限られているし、放射線にしても、兵器の一部に転用された劣化ウランの弾体が残留はしているかもしれんが、短時間であれば、健康被害を及ぼすほどの被ひ曝ばく線量を超すことはないだろう。だが、ベスタ線だけは話が別だ。特にお前さんの場合はだな』

　冗長に説明しながら、ホルトは測定器のメーターを私の前にかざした。

『ベスタ線も広義の電磁波の一種だ。ベスタ線を発するベスタ結晶は隕いん石せきから採取される希少鉱物だ。つまりは元々、この星には存在しない、宇宙からのありがたくない贈り物だな。このベスタ線は人間にももちろん、有害なものだ。ガンマ線ほどではないが、高線量を長時間、被ひ曝ばくすれば同じように細胞が破壊され、遺伝子因子も損傷を受ける。しかし、ベスタ線が厄介なのは、これが生物に対してより、機械に対して大きな影響を与えるという点だ。分かるか？』

　眠くなってきた。欠伸あくびをしかけたところでまた、『ちゃんと話を聞け』とスパナで頭をこつんとされた。

『ベスタ線は精密機械にとって猛毒だ。一定量のベスタ線の干渉を受けた電気回路は一瞬で頭がおかしくなっちまう。半導体が吹っ飛んで、故障で済むならまだいい方だろうな。ＡＩに悪質な誤作動が起きて過去には大惨事を起こしたこともある。いいか。お前たちがこれから乗るローバースクーターは精密回路の集合体。つまり、ベスタ線は天敵みたいなものだ。これを防ぐには特殊な防護シートか、あるいは分厚い水の壁があるなら完璧だな。地球製の最新式車両なら防護措置も当然、施されているとは思うが、これからお前たちが行く《ルクス・グラーベン》は、このベスタ線の研究をかつて行っていた場所だということを覚えておけ』

　ベスタ線の研究？　と、私は聞き返す。煙の向こう側で老人の顔が苦々しく歪ゆがんだ。

『目的は対レイバーの切り札の開発だ。当時はこの結晶を使った《ベスタ弾》のことを《レイバー殺し》とも呼んでいたな。そもそもベスタ結晶は比重が大きくて硬性も高い。分厚い装甲を食い破る徹甲弾に適した素材だ。しかも、この弾体は貫通した装甲の内側からベスタ線を発生させるんだからな。自律型戦車なら走行できなくなるし、レイバーなら脳みそがいかれるか、人工臓器が動かなくなるか。とにかく、不死身の兵器を確実に葬ほうむることができる唯一無二の手段だったというわけだ。ルクス・プラントには、この《ベスタ弾》の研究設備と生産ラインがあった』

　灰を落としながら、ホルトはどこか悲しげな表情へと変わる。老人にとっては戦争も、長い人生の中の一部。見てきた悪夢は私よりもきっと多いはずだ。

『プラント・ナンバー６。通称《六号棟》。ベスタ結晶を精製する濃縮炉のあった施設だ。精製された結晶はそのまま研究所の中でベスタ弾に加工された。表向きは農作物の品種改良用の研究施設だったんだから、ひどい話だ。そして、あるとき、この六号棟が事故で濃縮炉もろとも爆発して吹っ飛んだ。風に乗ったベスタ結晶が谷のあちこちに飛散した。後は大惨事さ。暴走した戦車や無人兵器が味方を轢ひき殺ころしたとか聞いている。今でも制御を失った無人兵器が亡霊のように彷徨さまよっているともな。とにかく、ベスタ線に汚染されたエリアには一切、近づくな。旅の途中でローバーがスクラップになったら困るだろ。それに……』

　煙管キセルの先を私に向ける。強い眼差まなざしが私を捉える。

『問題はお前さんの、その身体の右半分。それだって、一応、精密機械だ』

　私は左腕で右半身を庇かばうように抱きかかえた。感じるのは柔らかい肉の感覚ではなく、冷たい鉄の硬さ。幼かった頃。《隕石嵐メテオストーム》の災厄の夜に私は半身を失い、鋼鉄の義体に挿すげ替かえられた。元々は、改造人類である《レイバー》たちの四肢だったものを転用している。

『お前さんの体の半分は機械の内臓と筋肉、血管によって生かされていることを忘れてはいかん。死にたくないなら、いいな？　ベスタ線量の高い場所には決して近づくなよ』







　……そう。《ルクス・グラーベン》の横断は私にとって命懸けなのだ。きっと、これまでの旅よりも格段に過酷で危険な道のりとなるはず。だと、いうのに。

「ねえ、エリス。私、退屈なんだけど。何かしてくれない？」

　同行者はサイドカーでふんぞり返って、無茶な要求を繰り出す。

「何かしろって……私がローバーを運転しているの、見えません？」

「運転しながらでも、手品とか一発芸とかできないの？　どうせ、交差点も道路標識もない場所なんだから、ハンドルから手を離したところで問題ないでしょ」とか、言う。私は決意した。この人にだけはハンドルを握らせないようにしようと。

「勘弁してくださいよ。交差点も道路標識もない場所だからこそ、気を抜いたら迷子になるんですよ。もう少しでキャンプにしますから、それまでもう少し辛抱してください」

「げ、キャンプなの？　モーテルとかないの？」

「あるわけないじゃないですか！」

　どっと疲れた。旅の同行者にうんざりとさせられるのは今日これで何度目だろう。クロだったら、こんなことなかったのに。もう、太陽は西に向かって傾きかけていた。

「火星って本当に何もない場所なのね」

　西日に焼かれる地平線を見つめながら、メッセが呟つぶやく。何を今更、と思う。それが分かっていて来たのではないか。地球の特命大使殿は観光気分で火星に来たとでも言うのか。

「アリゾナもひどい田舎だけど、ここまでじゃなかったわ」

「アリゾナ？　メッセさんの住んでいる街ですか」

「住んでいるっていうか、学校の寮がある場所。今は休学扱いだけど。ひどい所よ。砂漠と岩山ぐらいしかない場所。そんな所に家から放り出されたの」

「寮住まいなんですか。あれ。でも、メッセさん。前に『このままじゃ、家にいられない』とか言っていませんでしたか」

　何気に言った一言。しかし、それまで和やかだった雰囲気が一転したのだ。メッセの目つきが途端に厳しくなる。それまでも、不機嫌になったり、感情的になったりすることもあった。と、いうか、そういうことばっかりだったけど、今のこれは明らかに一線を画している。今にも私のことを絞め殺してやると言わんばかりの眼光だった。

「あなた、聞いていたの？」

「いや。それは聞きますよね。だって……メッセさんが自分で喋しやべっていたじゃないですか」

「調子に乗らないで！」

　空の水筒を私の頭に向かって投げつける。それで何も言わないまま、私に背を向け、シートを倒して寝転んだ。何が彼女の逆げき鱗りんに触れたのかは分からないが、それでもこの仕打ちはないだろう。やり返してやりたい気持ちもあったが、ぐっと堪えた。これまでの自分なら分からないが、私だってあの旅で成長して大人になったのだ。二人きりの旅。どちらか片方でも我慢して大人にならなければ、あっという間に全てが壊れてしまう。それだけは避けなければいけない。少なくともエリシウムに着くまでの間は。

　たぶん、あの百日間の旅で、大人の役はクロだったのだろう。だから、うまくいった。喧けん嘩かになりそうな時も、いつも意見を引っ込めたのはクロの方だった。私はずっと、クロの厚意の上でおんぶに抱っこされていたにすぎない。

「やっぱり、クロはすごかったんだな」

　いなくなって気が付く故人の懐ふところの深さ。今度は私が見習わないといけないのだ。

　それからローバーを走らせること一時間。私たちの間には一言も会話は交わされなかったが、空の太陽は沈みかけ、地平線は赤みを帯び始めた。私はクレーターの窪くぼみの中にローバーを進ませ、エンジンを止めた。

「メッセさん。今日はここでキャンプにしましょう」

　聞こえているのか聞こえていないのか、返事はない。それでも私はお構いなく、ローバーのリアボックスからキャンプ道具を運び出す。二人用のテントに寝具、調理器具。がさこそ、一人で働いているが、それでもメッセは手伝おうとするどころか、起き上がろうともしない。

「メッセさん。そこで寝るのもいいですけど、火星の夜は冷えますよ。あ。今、ヒーターを用意しますね」

　相手をこれ以上刺激しないように努めて穏やかに言う。それでも、無反応。私はローバーのプラグにコードを差し込んで、ヒーターにスイッチを入れる。電熱線に電気を通すだけの安物だが、今までは夜になったら外がい套とうを二重三重に着込んで寒さをしのぐしかなかったのだ。これも電気をほぼ無限に使い続けられる原子力電池の恩恵だ。さすが、文明の力。でも、爆発とか変なものを漏らしたりとか、そういうのだけは勘弁してほしい。

「メッセさん。夕ご飯用意しますね。温かいものにしましょう。へへ。でも、私の腕ですから、あまり期待はしないでくださいね」

　相変わらず応答はない。これは長丁場になるかも。いや、世の中には「北風と太陽」というお話がある。電熱器の上にお鍋を置き、水を炊く。そして、沸騰したところで、固形食料をぽとん、とお湯の中に落とすだけ。先ほどは自分の料理の腕に自信がないとか言ったが、そもそもこんなレトルトに腕なんか関係ない。

　日が沈むと、空気は一気に冷え込む。草木の一本も生えていない荒野では吹き荒すさぶ風を避けるものは何もない。日中との寒暖差は二十度以上。昼間は長なが袖そででも、夜は外がい套とうがなければやっていられない。その寒さ故に、お鍋から溢あふれる湯気の香りがなおいっそう、食欲を誘う。

「メッセさん。ご飯できましたよ」

　カレーシチューもどきをお皿に盛る。しばしの沈黙の後。のそのそと、メッセが起き上がる。下を向きながら敢あえて私に視線を合わないようにしながらも、ご飯はしっかりと受け取る。そして、ヒーターの前に陣取って、黙々とスプーンでシチューもどきを口に運ぶ。

　背中は私に向けて、私と会話をする気はないと暗にメッセージを送る。

「メッセさん。美味おいしいですか」

　尋たずねても、無言なのは変わらない。実は、私は石ころに向かって話しかけているのではないかとも錯覚してしまう。夕食を平らげてからも終始、そんな感じ。私はテントに寝具を用意して、再びメッセに声をかける。

「メッセさん。寝る準備、できましたよ」

　それまで石みたいに動かなかったメッセが、急にのそのそと動き出す。外幕を開き、テントの中に入ろうとしたところで、また不意に止まる。そして、実に数時間ぶりに私と視線を合わす。相変わらずの殺意のこもった目で。テントの中に寝袋が二つ並んでいるのが気にくわないのだろう。私、あなたと一緒になんか寝たくないわ。と、目が訴えている。

「テントはこの一張りだけなんです。外で寝ろと言われても、私、風邪ひいちゃいますよ。私が風邪になったら、誰がメッセさんのこと、エリシウムまで送ってくれるんですか」

　何も答えず、メッセはテントの中に潜る。渋しぶ々しぶと了承してくれたのだろうと理解する。私がテントに入ると、すでに彼女は奥の方の寝袋に潜り込んでいた。相変わらず、こちらの方に背中を向けて。

　私も寝袋の中に入って、ランタンの明かりを消す。狭いテントの中に私たちのほかには暗闇と静せい寂じやくしかいない。風の音も、テントの厚い膜まくがほぼ完璧に遮さえぎってくれる。

　今日は一日、心身ともに疲れ切っているはずなのに、どうにも寝心地が悪い。

「あのですね、メッセさん。まだ起きていますか」

　案の定、返事はない。本当に寝ているのかもしれないが、そんなことは実はどうでもいい。

「えっと、そのですね。昼間のことはちょっと、すいませんでした。私、その……メッセさんがそんなに怒るなんて思ってなくて。無神経ですみません」

　やっぱり、メッセは何も喋しやべらない。でも、寝息は立てていないし、耳元がぴくぴく動いているような気もする。たぶん、家の事情は探るなということだろう。

「あの。私、両親がいないんです。話せば長くなるんですけど、七つの時に生き別れてそれっきりなんです。たぶん、もう亡なくなっていると思います。昔、住んでいた家も今はもう廃はい墟きよです。だから、私には帰る家がもうないんです」

「…………」

　相変わらずの沈黙にも、私は構わず、語りかけ続ける。こうなったら、根比べかもしれない。

「別に不幸自慢とかじゃないですよ。ただ、少しくらい、私のこと、知ってもらいたいかなって。これから、少しの間かもしれませんけど、一緒に旅をする仲なわけですから。あの、迷惑でしたか？」

「……別に。あなたの事情なんて、聞きたくなんてないわよ」

　やっと、口を開いてくれたかと思ったら、この憎まれ口だ。でも、今はそれでいいや。

「ふふ」

「何、笑ってるのよ」

「なーんでも」







　時間をかければ、仲良くなれると思っていた私は甘かったのだろうか。出発から五日目。サイドカーにふんぞりかえるメッセは相変わらず、不平不満を言う時以外は基本的に何も喋しやべろうとしない。会話が十分間以上、続いたことは果たして何度あったか。

　肌を焼きたくないのだろう。日中は三十度近くまで気温が上がるが、長なが袖そでを脱ごうとはしない。どこかの野球チームの帽子をかぶって、目にはサングラス。ビーチ沿いをオープンカーでドライブしている気分なのかも。お付きのドライバーの運転で。

「暑いわ。疲れたわ。車を停とめて」

　はは、仰おおせのままに。荒野の真ん中にローバーを停とめる。メッセは後部のアイスボックスから冷えた水筒を取り出し、一口飲むと残りは自分から頭にかけた。なんか、すごく野性的ワイルドだ。本当はこういう水の無駄遣いはやめてほしいのだが、聞いてはくれない。仕方ないので、私は自分の分を節約させるしかない。

　荒野をひた走る私たちの旅は、だいたい、こんな感じだ。

　ローバーを走らせれば走らせるほど、私は疲弊していく。クロと一緒だった時はそんなことは一切、なかったのに。同乗者に過度に気を遣うこともなかったし、沈黙でも、会話でも、これほど息が詰まるなんてこともなかった。

　クロとの旅は楽しかったなぁ。そう思ってしまうあたり、正直、私は自分の心の中にすっぽりと空いてしまった大きな穴と、未いまだに向き合えていないのかもしれない。でも、仕方ないではないか。今の同乗者の粗あらが目立つ分、クロとの旅がどれだけ満ち足りたものだったのか、私は否いや応おうなしに再認識させられるのだ。あの頃の思い出に少しでも浸っていたい。そう思う私は、ローバーの運転席であるものを見つけた。

　地球製のローバーは実に多機能だ。けれども、その分、複雑で、訳の分からないボタンやレバーやメーターが運転席に並んでいる。だから、最初は気が付かなかった。偶然、ダッシュボードの下にかぶせてあったカバーを外して見つけた。

　ラジカセだった。地球の最新鋭の車両に。

「地球ではまだカセットテープが現役なんですか」と聞いたが、メッセには「は？　何それ？」と冷たく返されてしまった。火星の環境にはデジタル媒体よりも磁気テープを使ったアナログ媒体の方がデータの保存が利きくという理由で、開拓時代にはカセットテープが重宝されていたと聞く。ひょっとしたら、このローバーを造った人たちはそのことを知っていて、カセットが火星ではまだ現役で使われていると考えたのかもしれない。

　でも、現実はこの星でもカセットテープは博物館に飾られるような骨こつ董とう品だ。でも、その骨こつ董とう品のうちの一つを私は持っている。がさごそと、私は郵便鞄かばんを漁あさる。

「あの。メッセさん。音楽とか、かけていいですか」

「音楽？　好きにしたら？　退屈しのぎぐらいにはなるかもしれないし」

　鞄かばんから取り出したのは一本のカセットテープ。ケースに書かれたタイトルの文字は擦かすれて、もう読むことはできない。かなり古いものであることは見ればすぐに分かる。これはクロの遺品だ。二人で旅をした時にはずっと、このテープが回っていた。

　入っているのは地球の古い音楽が百二十分間。兄妹きようだいのユニットが歌う、落ち着いていながらも、どこかに深い悲しみと希望、そして芯しんの強さを感じさせるメロディーだ。

「よかった。前のラジカセはローバーごと壊れちゃって。ずっと、聴けなかったんだ」

　私はカセットを差し込む。そして、何度と聞いたメロディーがスピーカーから流れ、私はその歌姫と数週間ぶりの再会を果たす。折角の透き通る歌声も、音割れは以前よりも酷ひどくなったかもしれない。それでも、私は満足だった。彼女の歌声を聞くだけで、隣にクロがいるような錯覚を抱く。心に染しみ入いる歌詞は、彼と過ごした百九日間の旅の記憶を私に思い出させてくれる。

　──もう一度、あなたに会える日を信じて。

　いいなぁ。綺き麗れいだなぁ。私はその歌声に聞きき惚ほれて、酔いしれた時だった。

　ぷつん、と音楽が途切れた。サイドカーから手を伸ばしたメッセが停止ボタンに指をかけていた。

「何か、ダサい曲ね」

　いきなり投げかけられた言葉に、ぐさりと身体の肉を抉えぐり取とられたように感じた。

「……ダサい、ですか？」

「ダサいわね。これ、いつの曲？　すごく古くさいわよ、センスが。おじさんが聞く歌みたいで、すごく嫌」

　今までも散々、酷ひどいことも言われたけど、この一言は別格だった。彼女の言うことは確かに、その通りなのかもしれない。クロが地球から持ってきたテープなのだから、少なくとも二百年以上も昔の音楽であることには間違いない。古臭いし、おじさん臭いと言われれば、それはまさにその通りなのだ。

「あんた、こんな曲が好きなの？　センスを疑うわね」

　随分、酷ひどいこと言われているけど、何だかそんなことどうでもよかった。そんな風に、何から何まで全否定されると、反論する気持ちさえ、根元から引っこ抜かれるような気がする。センスとか、もう個人の問題なんだし、言い返せるようなことでもない。

　その短い言葉だけで、私の心は完全に打ちのめされた。

「……あ、はい。すみません。そうですよね。そうだと思います。すみません。勝手なことをして……」

　私はカセットを取り出して、郵便鞄かばんのポケットの中に戻した。

　それからは、何だか上の空で、私はずっと、ハンドルを捌さばき続けていた。




　日の傾き加減を見つつ、私は今晩のキャンプの場所を決めた。手頃な場所でローバーを停とめて、テントを張る。相変わらず、メッセは何も手伝ってはくれない。もう、それも慣れっこだった。私はコンロに火を点つけて、お鍋を温める。

　出来上がったシチューもどきを盛り付けて、メッセに渡そうとすると露骨に嫌な表情をした。

「またこれなの。あなた、これしかレパートリーがないの？」

「レパートリーも何も、これしか食べるものがないんですよ」

「ホームレスの炊き出し料理みたい」

「嫌なら食べなくてもいいですよ。それとも、自分で何かつくれますか」

　メッセは悔しそうに、無言でお皿を受け取った。そして、不味まずい、不味まずいと不平不満を言いながらも全部を平らげてしまうところまでが日常風景だ。

　食事を終えて、私は地図を広げる。目的のルクス・グラーベンまでかなり近づくことができた。これなら明日にも渓谷の中に入ることができるだろう。

「メッセさん。もうすぐ、ルクス・グラーベンですよ」

「そう……」と、だけ興味もなさそうに呟つぶやく。一つ目の目的地が近いというのに、随分と淡たん泊ぱくな反応だ。そもそも、ルクス・グラーベンに行くと言い出したのは彼女自身のはずなのに。

　彼女が乗ってきた宇宙船──カッシーニという名前らしいが、そのカッシーニはこの辺りに落ちたと思われる。まずは、その墜つい落らくした場所を見つけることと、他のクルーの安否を確認すること。そして、もし、宇宙船が無事ならきっと、そこから地球に向けて交信もできる。地球側と火星側の間で話が着けば、間もなく地球から支援物資を載のせた救援隊がやって来るはずだ。そして、この星の困窮の歴史はついに終わりを告げる。

　……本当に、そうなればいいけどね。

「メッセさんが乗ってきたカッシーニってどんな船なんですか」

「どんなって言われても、船は船よ」

　いや、そんな大雑把な説明じゃあ、探せないんですけど。

「メッセさん。どうして宇宙船は墜つい落らくしたんですか」

「墜つい落らくじゃないわよ。不時着よ。ちょっと、機械がトラブっただけよ」

　機体が火だるまになりながら不時着って、そんなことありえるのだろうか。

「メッセさん。何か隠していたりしているんじゃないですよね」

「隠してなんかないわよ。失礼な子ね。仮に隠し事があったとしても、あなたには絶対、喋しやべらないからね」

　それはつまり、やっぱり何か隠しているということだと私は受け止めた。目が微妙に泳いでいるし。こういう時は、適当にはぐらかせばいいのに、彼女の反応に不器用さを感じる。たぶん、噓うそをつくのも、隠し事をするのも得意な人ではないんだろう。

「もう寝るわ」。これ以上はボロが出ると思ったのだろう。メッセは会話を途中で打ち切って、テントの中へとさっさと逃げ込んでしまった。

　私は一人残され、ランタンの光を頼りに地図を見返した。ルクス・グラーベンは元々、大地に傷きず痕あとのように刻まれた断層帯だ。東西南北に自じ由ゆう奔ほん放ぽうに走る大地の溝が交互に絡からみ合あって、一種の迷宮のような複雑怪かい奇きな地形を生み出している。

　この迷宮に一歩でも足を踏み入れれば、そこから抜け出すのは容易なことではないだろう。ましてや、どこに落ちたのかもわからない宇宙船の残ざん骸がいを探すとなると、尚なお更さら、面倒。そして、この場所に長く居続けることは、それだけ私の命が危険に晒さらされるということだ。今は少しでも、迷宮の地形を頭の中に刻み込んで、万全に用意を整えるしかない。

　そして、夜が深まっていく頃。私は異常に気が付いた。

　──ぉぉぉぉぉぉん。

　どこからか聞こえる謎の叫び声。それは野犬の遠とお吠ぼえのように聞こえた。

　私は立ち上がる。空耳であってほしい、と願いながら、耳を澄すます。しかし。

　──ぉぉぉぉぉぉん。

　やはり、空耳ではない。何かが吠ほえている。どこか遠くから。私は慌てて、ローバー後部のリアボックスを開けた。まず、手にしたのはケースの中にロックをかけて厳重に封じた時代遅れのニードル銃。けれども、それだけでは心こころ許もとない。何か燃えるものはないかと探し、着火剤と木炭の欠けらを見つけた。薪はないので、石を囲んでつくった土台の上に着火剤を並べ、木炭をくべた。小さな種火がぱちぱちと音をたて、白い煙が立ち上る。

　野犬か。だとしたら、火を怖がるはず。でも、こんな焚たき火びでどっかに逃げて行ってくれると考えるのは楽観的すぎるだろう。いざという時のことを考えないといけない。私はテントに潜り込む。もうすでに寝袋の中でメッセが寝息を立てていた。

「メッセさん！　起きてください！　野犬がこの辺にいるかもしれません」

「はぁ？　野犬」

　寝起きですごく不機嫌そうだった。半分、閉じた目で私を睨にらみ付つける。

「いざとなったら、ここから逃げないといけません！　準備をしてください！」

「はぁ？　あんた、何を言って……」

「聞こえませんか！　この近くまで来ているかもしれないんですよ！」

　──ぉぉぉぉぉぉん。

「そんな野の良ら犬いぬなんて放っておけばいいでしょ。私、疲れているの。悪いけど、あんたの方で追っ払っておいてよ」

　と、言って、またすやすやと寝息を立て始めた。私は愕がく然ぜんとした。どこまでふざけているのだろう、この人。でも、無理に起こしてもきっと喧けん嘩かになるだけ。身の危険が迫っているのに、そんなつまらないことをやっているわけにはいかない。

　私は焚たき火びの前に立って、銃を構えた。遠とお吠ぼえは風に乗って、どこまでも響き渡る。いったい、どのくらいの距離にいるのか。群れなのか、何匹なのか。全く見当もつかない。そもそも、こんな荒野に野犬の群れなんて、聞いたことがない。でも、こうして、このおぞましい哮たけりは現実に存在して、私に底知れぬ恐怖を与え続けているのだ。

　暗闇に向かって銃口を向ける。引き金にかける指が戦慄わななく。

　もし、今、野犬たちに襲われたらと思うと、胸がざわついて、落ち着いていられなくなる。いざとなれば、自分には戦う術すべはある。私の半身を支配するこの鋼鉄製の義肢だ。屈強な装甲と人工筋肉による増強機能ブーストと右手に仕込まれたブレード。野生の動物如ごときを相手に、遅れを取ることはまずないだろう。しかし、誰かを守りながら、となるとそうはいかない。それに相手がもし、群れで取り囲んだりすれば、状況は絶望的だ。足手まといのお嬢様を最後まで守りきる自信は、私にはない。

　こういう時、クロがいたらどうだろう。きっと、私の前に立って、自分を身代わりにしてでも、私のことを庇かばおうとするだろう。でも、彼はいないのだ。今の私は守られる立場ではなく、誰かを守らなければいけない立場なのだ。

　──ぉぉぉぉぉぉぉぉん。

　張り詰める緊張に、私は潰されそうになる。この場から逃げた方がいいだろうか。いや、夜にローバーを走らせる方がかえって自殺行為になりかねない。事態を打開するような妙みよう案あんは浮んではこない。

　冷たい夜風が吹く。それなのに、私の背中は汗でぐっしょりと濡ぬれる。身体が芯から冷やされるのを感じる。かと言って、焚たき火びでのんびり暖をとるわけにはいかないのだ。私は銃を構えた姿勢を崩さぬまま数十分、何もない暗闇との睨にらみ合あいを続けるほかはなかった。

　おかしい、とは思う。野犬たちは現れない。気配らしい気配も感じない。なのに、遠とお吠ぼえだけは聞こえる。ひょっとして、ここではないどこか遠くで啼ないているのかもしれない。でも、だからといって、警戒を解いて自分も寝袋に潜もぐり込むわけにはいかない。

　緊張がようやく解けた頃には、東の地平線から赤く焼けた光が差し込んでいた。野犬たちの声はいつしか聞こえなくなっていた。一晩中燃え続けた火も小さく消えかかっていた。




　清すが々すがしい朝も、今の私には心底、憎らしい。結局、私は一晩、一睡もせずに銃を構えていた。声だけしか聞こえない野犬たちも、ついには現れずじまい。どうやら、助かったようだ。張り詰めた緊張の糸はすぐに睡すい魔まに取って代わられた。前日の疲労も加わって、もう意識を保つのもやっとだった。出発の前に、一時間でも寝ておこうと、テントに向かう。

　そこで起きだしたメッセと鉢はち合あわせになる。

「すいません。メッセさん。ちょっとだけ寝かせてください。その間、見張り、頼んでもいいですか」

　当然、そのくらいのこと快く引き受けてくれるだろうと。そう思った私が甘かった。

「は？　何を言っているの。さっさと出発しなきゃ。エリシウムに着くのが延のびるのよ」

「あ、いえ。それはそうなんですけど……ちょっとだけですから。休ませてください」

「知らないわよ。私は急いで、カッシーニの仲間たちと合流しないといけないのよ」

「でも……本当にちょっとだけですから」

「あのね、エリス。あなた、郵便配達員なんでしょ。配達員が配達中に居眠りをしていいの？　それじゃあ、プロの仕事とは言えないわよ」

『プロの仕事』という殺し文句。それを言われたら、何も言い返せなくなる。誰だって、自分の職業に多かれ少なかれ、誇りや矜きよう持じを持っている。それがプロ意識というもの。私だって、自分の仕事に胸を張りたいのだ。だから。我慢しなきゃいけないことだってある。

「……分かりました。すぐに出発します」

　テントを片付け、早々に私はローバーのエンジンをかけた。徹夜明けのドライブなんて経験はないが、数時間の辛抱だ。今夜は早めに就寝して、まとめて二日分、眠ればいいのだ。

　朝の風が首筋に絡からみつく。纏まとった冷気が、眠気覚ましにはちょうどいい。

　ルクス・グラーベンに近づくにつれ、大地が緩やかに傾斜を描き始める。ローバーの加速が増す一方で、悪路はさらに険しくなっていく。六輪のタイヤで弾いた砂さ礫れきが飛んで、おでこに当たる。遮光ゴーグルはあっという間に赤い砂の層に覆われて、視界が遮られる。車輪が地面の凹凸でこぼこに囚とらわれるたびに、車体が上下に大きく揺さぶられた。

「ちょっと！　もう少し丁寧に運転しなさいよ！」

　サイドカーのお嬢様はすごく不機嫌そうに私を怒ど鳴なりつける。

「……分かりました。気をつけます」

　とは言っても、どうすればいいのやら。とにかく、速度をぎりぎりまで落として、慎重に地面の凸凹でこぼこが少ない場所を選んで、タイヤを走らせるようにする。

「あなた。ふざけているの？　これじゃあ、歩く方が速いわよ」

　歩く方が速いと思うなら、歩いてくださいと、言ってやりたかった。私はあなたの召使いじゃないのだ。今度は速度を上げる分、車体の揺れも大きくなる。

　脳のうみそが揺さぶられる。視界がふらつく。空に昇ったお日様から降り注ぐ日差しがどんどん強くなっていく。今日はとても暑くなりそうだ。

　視界がぐにゃりと曲がった。赤いはずの地面がどういう訳か灰色に見える。私は空を見た。空も灰色だった。雲なんて一つも見えないのに。運転席から立ち上がろうとすると、下半身がふらつく。まずい。これはまずい。

「あの……すいません。メッセさん。やっぱり、休ませてもらっていいですか」

「あなた、さっきからしつこいわよ！　いい？　私たちは一刻も早く、カッシーニのクルーと合流しなきゃいけないのよ！　いつまでも、船が不時着した場所にとどまってくれればいいけど、時間が経たてば、私のことを探して、そこから離れてしまうかもしれないのよ。そうしたら、お互い会えなくなるかもしれない。いい？　聞きなさい。これはあなたたち、火星の人間にとっても大事なことなのよ」

　色々と言葉を言い連ねてはいるけど、メッセも自分の仲間に早く会いたいだけなのだろう。見知らぬ土地に自分一人だけ放り出されて、不安でないわけがない。そんな時に同郷の人間が傍そばにいてくれたら、どれだけ心強いことか。

　私だって。《夜の迷宮ノクテイクス・ラビリントス》で《紅き蠍スコーピオン》に襲われてクロとはぐれたことがあった。そして一晩中、一人で砂漠を彷徨さまよい続けた。深い孤独と、そして恐怖。そして、クロと再会した時、私は心の底から安あん堵どした。だから、これだけ酷ひどいことを言われても、メッセの気持ちも少し分かる。少しだけ、少しだけね。

「……分かりました。もう少しだけ頑張ります」

　再びタイヤが回り出し、砂さ塵じんを砕く。意地で何とか意識を保とうと私は努力する。でも、気持ちだけで何とかできるものではなかった。視界からどんどん光が消えていく。日の光が差し込んでいるのに、どうしてか、周囲は夜のように暗い。ハンドルを握る手からどんどん握力が消えていく。そして、自分の身体が宙に浮いているような落ち着かない感覚。まるで半分、夢を見ているような錯覚に陥はまる。果たして、今。私はいったい、どこにいるのだろうか。

　でも、次の瞬間、私は強制的に現実へと引き戻らされた。

「どこ見ているの！　前よ、前！」

　……前？　何を言っているのか分からないまま、私の身体は大きく横に揺らされ、ローバーから投げ出された。細かく砕かれた砂さ礫れきが敷き詰められた地面に私は顔から突っ込んだ。

「痛っ！」

　擦り切れた額から血が流れ落ちて、目の中に入る。ローバーの車体が無様に傾いていた。

「あんた！　何を呆ぼけているの！」

　同じように投げ出されたメッセはカンカンにお冠かんむりだった。一瞬、自分の身に何が起きたのか分からなかったが、徐々に状況を理解し始める。端的に言えば、事故ったのだ、私は。

　地面にできた数十センチくらいの深さの窪くぼみに、ローバーの前輪が見事に嵌はまっていた。真ん中の車輪で何とか支えているが、これが普通の四輪車だったら正面から車体がひっくり返っていたところだ。そうなれば、アウト。数百キロの車体を元に戻すことはできない。私は危うく、取り返しのつかないことをするところだったのだ。

　新人の配達員でもあるまいし、自分がそんなミスをしてしまったことが何よりもショックだった。酷ひどい剣けん幕まくでメッセは私のことを睨にらんで、考えられるだけの罵ば倒とうの言葉を並べ続けていた。まあ、こんな失態続きの郵便配達員なら、クライアントが怒り狂うのも分かる。

　とにかく、今は車を立て直さないと。ひっくり返ったわけではないけど、この大重量を元に戻すのは相当に骨が折れそうだ。試しにフロントから車体を両手で押したが、びくともしない。だから、次は全体重を預ける。それでも結果は変わらない。

「すいません、メッセさん。手を貸してもらって良いですか」

　しかし、メッセはそっぽを向く。

「何で？　あなたのミスでしょ。どうして私があなたの尻しり拭ぬぐいを手伝わなきゃいけないの？」

　実に信じがたい一言。いや、これまでの彼女の言動を知っていれば、当然、予測される反応かもしれない。でも、やっぱり、私はお釈迦しやかさまでもないし、マハトマ・ガンジーでもない。右の頰ほおをぶたれたら、左の頰ほおを差し出すほど信心深くもない。

「いい加減にしてよ！　あんた、何様のつもり！」

　私はとうとう、キレてしまった。即座に鬼の形ぎよう相そうでメッセが睨にらみ返す。

「は？　何？　だいたい、あなたのミスでしょ。それをどうして私に八つ当たりするわけ？」

「八つ当たり？　メッセさんが無理難題を言うからでしょ！　私はあなたの召使いでも専属ドライバーじゃないんですよ！」

「何を言っているの？　私を送り届けるのがあなたの仕事でしょ！　私がいなきゃ、この星は地球の救援も受けられなくなるのよ！」

「何ですか、その上から目線！　だいたい、メッセさんみたいに何もできない人がどうして、地球の特使なんですか？　その話、本当なんですか？」

「あなた！　もう一度言ってみなさい！」

「ええ！　言われなくたって、何度も言ってあげますよ！　メッセさん、本当は地球の特使なんかじゃないんですよね？　本当はぜーんぶ、噓うそなんじゃないですか？」

「本当よ！　あんた、私を怒らせるのもいい加減にしなさいよ！」

「メッセさん。ずっと、何をするのにも私のこと手伝ってくれませんでしたよね。すごくお高くとまった嫌なお嬢様だと思ったんですけど、私、思ったんです。本当は手伝う気がないんじゃなくて、手伝えないんじゃないかって。メッセさん、実はあなた、何もできない人なんじゃないかなと。私、そう思ったんです」

　いきり立つメッセの表情が一瞬、強こわ張ばったのを私は見逃さなかった。その反応に私は確信をした。これは、図星なんだろうな、と。

「別にローバーを運転できないのは仕方ないです。でも、テントを立てるのもできないし、お料理だってできない。ひょっとして、寝具を広げるのも畳むのも、ヒーターの電源をつなぐのもできないんじゃないんですか？」

　メッセの顔が紅潮する。怒りだけじゃない。屈辱に唇を嚙かみしめている。それはそうだろう。自分より年下の人間にここまで虚こ仮けにされたのだから。

「自分のことすら何もできない人がどうやって、この星のことを救ってくれるんですか。あなたが何で特使を名乗っているかは、知りませんけど、仮にそうだとしても、たぶんお飾りの大使様だったんでしょう？　実質的なお仕事はたぶん、他のクルーがやることになっていて、メッセさんは交渉の席の隣でニコニコ笑っていればいいだけの役割で」

　図星だと、ここまで顔にはっきりと出る人もなかなかいない。私は確信していた。この人をエリシウムに連れて行っても、きっと、何もできっこはしない。

「だから、クルーとはぐれて不安だったんでしょう？　自分一人では何もできない、何をすればいいのか、分からないから」

　ここで思いっきり引っ叩ぱたかれた。そして、露骨に背中を私に向けて、岩陰に腰を下ろした。

　ああ、やってしまったな、と悔いる。これでは初日の状態に逆戻り……いや、それよりも酷ひどい状況。言い過ぎたと思う反面、気分がスカッとしたのも事実。でも、やっぱり、時間が経たつに連れ、後悔の方が強くなる。こんな険悪な状況で、これから先も旅を続けないといけないのだ。いっそのこと、ここでメッセを置いて旅を中断してしまうのも、一つの手かも。いやいや、こんなところで、サバイバル能力ゼロのお嬢様を捨てたら確実に野の垂たれ死ぬ。確実に。

　そんな風に悩むのも、ローバーが穴に嵌はまって立往生している今のこの状況を何とかしなければ、話にもならない。私は戻って、ローバーを押す。やっぱりびくとも動かない。ついでに、背中を向けたメッセもびくとも動かない。この状況で手伝ってくれなんて、もう言えない。私一人でこれを何とかしなければいけないのだ。

　いつにも増して、日差しの暑い日だった。ぎらぎらとした直射日光が私から体力を削そぎ落とす。全体重をかけて、ローバーを押す。どうしてだろう。息がどんどん辛くなる。頭が痛い。がんがんと、金かな槌づちで叩たたかれるみたいに。そして、視界がどんどんと暗くなる。どんどん暗く。どんどん……。それまでだった。私の意識と視界は不意に真っ黒い幕を下ろされて途切れる。そのまま、私の意識は為なす術すべもなく、静寂と空虚の中へと乱暴に放り込まれたのだった。
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　幼いころに見た星空をメッセ・シェパードは今でも鮮明に覚えている。それは地上で見たものではない。高度三万五千キロメートル。それは特別な星空だった。

　研究者だったメッセの曽そう祖そ父ふは人類の宇宙開発のパイオニアと呼ばれ、祖父も誰もが知る宇宙飛行士だった。そして、父のノーマン・シェパードはジェミニ財団の現会長。多国間の出資によって設立されたジェミニ財団は世界中から優秀な研究者と飛行士を集め、人類の宇宙開発を永らく主導してきた。古くは火星の惑星改造テラフオーミング計画の中軸も担にない、シェパード家は四代に渡り、人類の宇宙開拓史の主役だった。

　そんな父が家族旅行の行き先に、軌道エレベーター《スカイレーン》を選んだのも必然。一家の家業でもある宇宙の現場を幼い子供たちに見せておきたかったのだろう。シェパード家は五人きょうだい。末娘であるメッセの上には三人の兄と、姉が一人いた。一番上の兄は父の背中を追い、若くしてジェミニ財団の役員に名を連ねた。

　幼いメッセは五つ年上の姉に手を引かれ、カウンターウェイトの展望台に降り立った。そして目まの当たりにしたのは、これまで見たこともなかったような神秘的な光景だった。煌きらめく星の光は地上で見るよりも遥はるかに密度が濃く、濁にごった大気層が存在しない分、澄すみきって見えた。幼い記憶に刻み込まれるには十分な光景だった。

　周りの兄と姉たちがそうであるように、自分もいつかはこの宇宙を舞台にした仕事に携わるのだと信じていた。宇宙飛行士か、研究者か。父のように、財団の事務側という立場から宇宙開拓を支える選択肢もある。幼い夢はこのとき、初めて羽ばたいたのだった。

　そんな夢もあっさりと翼を折られて終しゆう焉えんした。

　名門ギルバード大学傘さん下かの第一中等学校。メッセの兄や姉たちもかつて通っていたエリートの養成校だ。その入学試験結果を報しらせる掲示板に彼女の受験番号は記されていなかった。

　彼女の国では、学歴が全てとは言えないものの、人生の多くの物事を支配するのは紛まぎれもない事実だった。優秀な兄や姉とは違って、自分には平凡な能力しかないことを知っている。その自分が、人生のほんの序盤で躓つまづいてしまったのだ。

　ギルバード大はシェパード家の曽祖父も創設に関わり、宇宙航空分野で多くの人材も輩はい出しゆつしてきた。その付属学校は言わば、宇宙開拓者への登とう竜りゆう門もん。世界から多くの才能が集まることでも知られている。もちろん、それ以外の道だって当然、存在はする。一般の学校からでも、飛行士や研究者になることだってできる。しかし、それはさらに狭き門だ。

　つまり、多くの子どもたちにとっては受験に失敗した日から、宇宙への道は閉ざされると言っても過言ではない。少なくとも、メッセ自身はそう思ったし、事実、それまで家の者から掛けられてきた期待と重圧はわずか一日で綺き麗れいなまでに消滅していた。

「メッセ。九月からはこの学校に通いなさい」

　父の書斎に呼び出され、渡されたのは実家から遠く離れた中等学校の入学パンフレットだった。エルブレス学園。元々は敬けい虔けんな修道女たちの集う宗教学校だった。莫ばく大だいな入学金と寄付金さえ納めれば、その門は万人に対して開かれる。その評判は風の噂うわさ程度に知っている。元々が修道院だったのだ。エリートの養成とは対照的。厳格な全寮制の下で、学ぶのは先端科学ではなく、神の御み心こころと淑しゆく女じょとしての立ち振る舞い。前時代的な花はな嫁よめ養成学校だと、誰かが言っていた。つまりは、父は家から自分のことを厄やつ介かい払ばらいしようとしているのだ。シェパード家の人間としてではなく、どこかに花嫁としてさっさと嫁いでくれればとでも思っているのだろう。

「ミス・バレンティンは立派な方だ。これからは彼女の言いつけをしっかりと守りなさい」

「お父さんはそこまでして私のことを家から追い出したいの。兄さんたちと違って出来損ないの娘はお父さんにとって、そんなに恥なの？」

　この家の中で父の言うことは絶対だ。それでも、メッセは毅き然ぜんとして刃向かう。しかし、父は動揺する気配さえ見せなかった。ただ、諫いさめるようにして言うだけだ。

「メッセ。そういう風に言うもんじゃない」

「けれども、そうなんでしょ？　私は受験に失敗したから。兄さんも姉さんも通った学校に私だけが入れない。兄さんや姉さんが歩んだ道を私だけが歩くことができない。私だけが……」

　そう言いながら、メッセの目にはふと、幼い頃に見た星空が去きよ来らいした。もう一度、あの空を見たい。それが自分の夢。でも、それは人生のたった一つの躓つまづきで不意となった。次兄のアルフレッドは来年から研究生としてジェミニ財団の関連の研究施設に配属も決まっている。姉のシルフィーも高校生を対象にした航空工学のアイデアコンテストで受賞したばかり。三男のウェルキンも高校の特待生に選出された。自分だけが、夢の前で足踏みをしているのだ。

「メッセ。聴きなさい。お前はまだ幼い。多くのことをまだ知らないし、まだ自分一人では何もできない」

「できるわよ！」

「いいから、落ち着いて聴くんだ。お前は今の自分に足りないものを学んで、自分にできないことをできるようにしなければいけないのだ。さっきも言ったが、ミス・バレンティンにはお前のことをよく頼んでおいた。あの人は規律正しく、厳格な教育者だ。きっと正しき道にお前のことを導いてくれる」

「噓うそよ、噓うそ！　知らないわよ！　お父さんのことなんか！」

　吐き捨てて、メッセは書斎を飛び出す。頑固者の父だ。自分がどう足搔あがいたところで、監かん獄ごくのような学校に入れられることは覆くつがえらないだろう。だから、幼いころから過ごしてきたこの屋や敷しきとも、もうじきお別れになる。

「あなたのこと。シェパード家の面つら汚よごしだって言う人がいるわ」

　部屋の前で姉のシルフィーが声を掛ける。嫌なタイミングで嫌な人間に会ったと思った。

「何よ？　主席の優等生様は出来の悪い妹と違って忙いそがしいんじゃないの？」

「あなた、エルブレスに進学が決まったんだって？」

　姉の相変わらずの地じ獄ごく耳みみに驚かされる。

「あそこ、結構やばいらしいわね。人間は猿から進化したのではなくて、神様が土くれの中から創ったと教えているらしいわよ。シェパード家の精神とは相あい容いれない価値観ね。お父様はどうして、そんな所に自分の娘を入れるつもりになったのかしら」

「笑いたきゃ、笑えばいいでしょ。この性しよう悪わる女」

「まあ、でも。自じ業ごう自じ得とくよね。あなた、頭も悪いのに、まともに努力も勉強もしなかったんだし。それじゃあ、家の面つら汚よごしって言われても、仕方ないわよね」

　どうせ、そんな陰かげ口ぐちを叩たたいているのは使用人の誰かだろう。彼らが家人に忠誠を誓わず、末娘のことを小馬鹿にしていることは以前から知っていたので驚かなかった。

「言いたいのはそれだけ？　私、もう疲れているから。男に見向きもされないその不細工な顔をこれ以上、私に見せないでくれるかしら」

「あなた。これから人生、どうするつもり？　言っておくけど、あなたが思っているほど、世の中、甘くはないわよ。あなたみたいに、自分のことも満足にできないような人間なんて野の垂たれ死ぬくらいしかないのよ」

　不愉快な言葉をこれ以上、聞きたくなかった。メッセはそこで会話を打ち切って、部屋の中へと逃げ込んだ。ドアの向こうから姉の高笑いする声が聞こえたような気がした。




　エルブレスの学まなび舎やは深い森に囲まれた山間にあった。一番近くの村までも車で一時間。けれども、バスなどは一切、走っていない。まさに、絵に描いたような修道教会の立地だった。

　逃げ場のない監かん獄ごくで、淑しゆく女じよになるための〝花嫁修業〟が始まった。修道女長を務めるミス・バレンティンは父の言うとおり、堅かた物ぶつで融ゆう通ずうの利きかない宗教者のお手本のような人物だった。

「メッセ・シェパード。あなたは今、自分がこの場所にあることの意味を考えなさい」と、彼女はことあるごとに言った。いつも眉み間けんに寄った皺しわは加齢によるものなのかどうかは分からない。彼女はメッセの顔を見るたびに、しつこく小言を繰り返した。

　淑しゆく女じょを目指す授業プログラムで、メッセは紛れもない落ちこぼれだった。語学だけは誰にも負けなかったが、聖書の言葉と淑しゆく女じょの嗜たしなみを問うような試験ではいつも落第点だった。

　入学から四年が経たった。けれども、友人らしい友人はできなかった。周囲は皆、どこぞのご令れい嬢じようばかり。美しき花嫁候補たちとは根本的にウマが合わなかった。

　いつまでこんな不毛な生活が続くのだろう。家に帰りたい、家に帰りたい。毎晩、ベッドの中に蹲うずくまって、そんなことばかり繰り返した。そんな日々の中で訪れた転機は、たまたま寮のロビーを通りかかった時に目に入った新聞の見出しだった。

　急いで自室に戻って、通信をつなげた。相手は長兄のデイビット。優しい青年は、家族の中では唯一と言ってもいいメッセの味方だ。

「メッセ。久しぶり。君から連絡をくれるなんて珍しいね」

「兄さんも久しぶり。あのね。お願いがあるの。私、この学園から出たいの」

　通信モニターの向こうで、明らかにデイビットは困った顔をする。

「メッセ。いくら、君の頼みでもそれは難しいよ。父さんの決めたことだから。でも、もし、寂しいならまた、時間を見つけて会いに行くよ。欲しい物とか足りない物があるなら、メールをくれれば、いつでもそっちに届けるようにするよ」

「兄さん。そういう話じゃないの。あのね、私、新聞で見たの。今度、火星に使節団を派遣する計画があるって」

「ああ。それはあるね。でも、それがどうかしたのかい」

「派遣の人員計画はもう決まっているの？」

「それは勿もち論ろん。もうクルーの選抜と訓練はもう何年もかけて続けてきたから」

「でも、兄さん。特命大使の方はまだなんでしょ？　新聞に書いてあるわ。大使についてはジェミニ財団の幹部か、シェパード家の近親者の中から候補者を調整しているって」

「ああ、そうだね。往復できっと二年以上の旅になるだろうから。さすがに、そんな長い間、今の仕事を放り出せる人間はなかなかいないからね。結構、調整が難航している。でも、どうして、そんなことを聞くんだい？　って、まさか……」

「そのまさか、よ。ねえ、兄さん。明日までに用意してほしいものがあるの。車と、ロサンゼルスまでの航空チケット！」




　末娘との数年ぶりの再会にノーマン・シェパードの顔は強こわ張ばっていた。それとともに、深い悲しみのこもったため息をついた。お淑しとやかに育ってほしいと送り出したはずが、まさか、とんだじゃじゃ馬になって家に戻ってこようとは想像さえしていなかったのだろう。

「ミス・バレンティンから先ほど、連絡があった。メッセ。無断で学園を飛び出したらしいな」

　父の書斎は四年前に喧けん嘩かをした時と間取りから積まれた書類の配置まで、何もかもが変わっていない。ただ、父の方は少し白髪が増えて老ふけたようにも見えた。

「父さん。単刀直入に言うわ。今度の火星への使節団派遣。私をそこに加えてほしいの」

　予想もしない言葉に父の表情はさらに厳しくなる。いくら何でも無茶な話だと一いつ蹴しゆうされることも覚悟はしている。もちろん、そのくらいのことで退く気などないが。

「お前、何を馬鹿なことを言っている。そんなこと、認められるわけが……」

「なら、誰を派遣するつもりなの。デイビット兄さん？　それとも、副会長のコンラッド氏かしら。いえ、無理よね。二人ともお父さんの腹心だもん。二年近くかかる長期出張で留守にされたら困るものね」

「お前の気にすることではない」

「それなら、アルフレッド兄さんは。無理ね。今や現場の研究主任という立場だから。ウェルキン兄さんも大学に進学したばかり。それなら、シルフィー姉さん。絶対無理。あの人、無重力酔いが酷ひどいものね。と、なると、ジェミニ財団の幹部の中から適任者を選ぶことになるけど……父さん。それはきっと考えていないわよね」

「ほう。どうして、そう思う」

「《隕石嵐メテオストーム》の大災害から八十年。苦難の復興の時代を終えて、八十年ぶりに火星にロケットを送るのよ。そして、あの赤い星には数十年も音信不通だった私たちの〝兄弟〟とも言える人々が待っているのよ。あの《隕石嵐メテオストーム》から火星が今、どうなっているのか。みんなが知りたがっているし、火星の復興を望んでいるわ。いい？　父さん。これは政治的なショーなのよ。地球の弟分である火星の復興を、ジェミニ財団が……いえ、シェパード家が担になうのよ。父さんも世間にそう印象づけたいのでしょう。だから、特使を身内から選ぼうとしている。違わなくて？」

「この四年でお前は悪知恵ばかりが働くようになったんだな」

　皮肉を込めて言うノーマンに、メッセは机の上に身を乗り出して迫った。

「褒ほめ言葉として受け取っておくるわ。父さん。クレバーに考えましょう。脂ぎったおじさんを選ぶより、私を選んだ方がマスコミ受けはいいわよ。知っているでしょ、私、あの名門お嬢様学校のエルブレスの現役女子高校生なのよ。エルブレスといえば、大女優のミシェルも、歌手のレオナもエルブレスの出身。この国中の男たちがエルブレスの可か憐れんな乙女たちを妻に娶めとりたいと色目を使っているわ」

「メッセ。私にはどうにも、お前が可か憐れんな乙女には見えないのだが……」

「見えるわよ、少なくとも世間の人には。だって、彼らにはモニターから外面しか見えないんだもの。自分で言うのもおかしいけど、容姿に自信はあるわ。それにエルブレスという看板がある。うら若きシェパード家のお嬢様が自らの使命のため、危険を顧かえりみず、五千万キロ以上も離れた赤い星へ旅立つ──。大衆を魅了するストーリーよ。財団の広告塔として、これ以上のものはないんじゃない？」

「浅はかな。世の中、お前が思うほど簡単ではないんだぞ」

　浅はか、とは言うが、具体的にどこが、とは言わない。言えるわけがないのだ。メッセが言うことはほとんどが真実であるから。それを認めようが、認めまいが。

「父さん、知っているのよ。関連団体の不正経理が発覚して、議会で糾きゆう弾だんされているって。この時期に火星の計画を発表したのも、世間の批判からの目め眩くらましなんでしょう。随分と姑こ息そくよね。世論が追い風になったら議会だってこの問題をさらに追及せざるを得なくなるでしょう？　ねえ、父さん。本当は財団中枢の幹部もこの不正経理に関わっているんじゃなくて」

　父の口元が引ひき攣つった。自分に不都合なことを言われた時にいつもこうなるのだ。

「……明日までに荷物をまとめてフロリダに行きなさい。ロズエルという男がいる。後のことは彼に従い、訓練を受けなさい」

　心の中でメッセはガッツポーズを取る。これまでの人生で、自分が父を言いくるめられたことなんて初めてではないだろうか。とにかく、あの山奥の学園から自分は抜け出すことができるのだ。火星だって何もない場所かもしれないが、あの田舎のボロ校舎と比べたら、遥はるかにマシだろう。それに何よりも──。

　姉さんたちを見返すことができる。人類史にも残る一大プロジェクトなのだ。今まで、自分よりも下に見ていた妹に先を越されるのはどんな気持ちになるのだろうか。その吠ほえ面づらを是非とも拝んでみたいものだ。もう、自分は何もできない子供ではない。一家の面つら汚よごしでもない。自分もれっきとしたシェパード家の人間なのだと、ようやく胸を張って言える気がした。

　しかし。

「お前は相変わらず、何もできない子供のままか。ミス・バレンティンに預ければ、少しは変わってくれると思ったのだが。じゃじゃ馬を躾しつけるのに神の教えでは足りなかったようだな。神さえ変えられなかったお前を、赤い星が変えてくれることを期待しよう」

　父は認めてくれない。ただ、数年ぶりに見る娘の姿にも諦めの混じった吐息をつくだけ。その言葉が突き刺さって、小さな棘とげみたいに胸の内から抜けないのだ。

　──私だって、できる。何もできないわけじゃない。だから……。







「何だ……。私、やっぱり、何もできないじゃないの」

　荒野の中に今、自分はいる。年下の少女に言われた通り。自分は何もできない。何をどうすべきかさえ、自分一人で決められない。ただ、言われるがまま、見知らぬ星を旅している。やっぱり。父が言った通り。私は何もできない、身体が大きくなっただけの子供に過ぎないのだと思い知らされたような気がする。

　まさか。火星へ来た理由が学校に行きたくなかったから、とは誰にも言えまい。その甘えた考えは、宇宙飛行士と同じ訓練プログラムを受けるようになって、早々に吹き飛んだ。幼い頃に見て感動した星空も、大きくなった自分には何の感かん慨がいも与えなかった。

「どうして、こんな所、来ちゃったんだろう……」

　これなら、山奥の学校で軟なん禁きんされたままの方がまだマシだった。平凡で息の詰まるような毎日だったかもしれないが、少なくとも寝る場所と食べるものはあるし、使命だの任務だのとは無縁。自分の無力さも、無能ぶりにも気付かずに済んだかもしれない。

　打ちひしがれている間も、降り注ぐ日差しに汗は流れ、体力は奪い取られていく。こんな所で足踏みしていたらそのうち日干しになってしまいそうだ。

「ちょっと、エリス！　まだなの！」

　だが、返事はない。いつもなら、不ふ貞て腐くされたような声で反論してくるくせに。メッセは立ち上がって、ローバーを見た。つんのめった車体の前で、ぐったりと倒れる少女の姿があった。

「ちょっと、エリス！　何、居眠りしているの！」

　怒ったが返事はない。肩を揺すっても、反応もない。メッセは血の気が引いた。ひょっとして、死んでいる……？

「エ、エリス、エリス！　返事なさい！」

　何度、呼んでも同じだった。どうしよう。自分が彼女に無理をさせたから。そういえば、先ほどから具合が悪そうにしていた。もし、これで彼女が死んでしまったのなら、それは自分の責任だ。確かに、年下のくせに生意気で、ずけずけと人の気に障さわるようなことも口にする。正直、自分は彼女のことが好きではない。でも、だからと言って、死んでほしいなんて思わない。

　もう、完全にパニックだった。こんな時、どうすればいい？　どうすれば、彼女のことを助けられる？　しかし、その答えは彼女にはない。

「やっぱり……何もできない。私には。父さんの言った通り……」

　自らの無力さを痛感する。きっと、優秀な兄や姉ならこんな時でも冷静に対処することもできるだろう。そうすれば、エリスだって助けることができるはずだ。

　──冷静に。その言葉を反はん芻すうした。慌てても、悲観しても、状況が良くなるなんてことは決してない。なら、考えるのだ。自分でできる限りのことを。そして、思い立ち、メッセはローバーのコンソールを弄いじくってデータを漁あさった。アーカイブの中から探し出したのは緊急時のマニュアルだ。困ったことや、トラブルが発生した時はまず落ち着いて、マニュアルを探せと訓練の時に言われた。そして、医療用の簡易マニュアルを見つけ出す。

　まずは状況の確認。つまりは患者の生死のチェック。手首を摑つかんで親指を押し当てた。とくん、とくん、と微弱ながら血流の鼓こ動どうが存在していた。メッセはほっと安あん堵どする。そして、口元の近くまで耳を近づける、大丈夫。息もある。次に楽な姿勢で寝かす。リアボックスから寝袋を取り出し、地面の上に敷く。その上にエリスを運んで寝かそうとしたが……。

　両手で抱えようとした彼女の華きや奢しやな身体はとんでもなく重かった。まるで鋼鉄の塊を抱きかかえるかのように。数メートル、彼女を抱きかかえて運ぶだけで、全身から噴き出す汗が止まらない。この暑さだ。こちらまで頭がくらくらする。それでようやく、彼女が倒れた原因に気が付いた。

　おそらく、ただの熱中症。何てことはない、とは言い切れない。熱中症も放っておけば、命に関わる。電子マニュアルから医療対処項目を一つ一つ確認する。ご丁寧に熱中症の応急措置方法について数ページ分にわたって詳しよう述じゆつされていた。

「えっと……『まずは木陰に患者を運びましょう』……木陰？　何言っているの！　木陰どころか、木なんて一本も生えてないわよ！　このへぼマニュアル！」

　まず、出だしで躓つまづく。ぽたぽたと、吹き出した汗がエリスの顔の上にかかる。落ち着け、落ち着け。落ち着いて考えれば、何とかなる。メッセはもう一度、リアボックスを開けて、何か役に立ちそうなものがないか探す。でも、あるのはせいぜい、キャンプ用の道具。そこから、テント用具を見つけて取り出した。テントを立てて、自分で日陰をつくってしまえばいい。

　しかし、そのテントの立て方が分からない。長めのポールと短めのポール。地面に突き刺すつっかえ棒。一つ一つの部品を見つめても、使い方なんて分からない。

「ああ、もう！　説明書とかないの！　電子マニュアルは……」

　しかし、考える。目的はテントを立てることではなく、直射日光を避けるためのスペースを確保すること。いちいち、杓しやく子し定じよう規ぎにマニュアルに従っていたら、それこそエリスは手遅れになってしまうかもしれないのだ。

　ポールとつっかえ棒を三脚の形に突き刺して、その上に布をかぶせた。これでエリスを直射日光から守ってくれるし、何よりも風通しもいい。

「それから足を高くして、楽な姿勢で寝かせます。それから、服を緩めます。身体の各部を冷やします……」

　マニュアルを読み上げて、もう一度、「服を緩めます」という箇所を読み返した。

「まあ。いいわよね。あなただって、私の裸、見たんだし……」

　以前から疑問に思っていたのだが、こんな暑い最中さなかでも、エリスは長なが袖そでのシャツも上着も手袋も決して脱ごうとしないのだ。どれだけ冷え症なんだか。上半身を起こし、まず腕を抜いて上着を脱がす。それから首元の一番上のボタンから順番に外していく。そして、三つ目のボタンでメッセの手は止まった。見てはいけないものを見てしまったという背はい徳とくの感情。それは性的な意味ではなく、もっと深刻な──エリスという少女の最も触れてはいけない秘密を無遠慮に曝あばいてしまったという後ろめたさ。

　彼女の白い肌は首の付け根で終わっていた。身体の右半分。柔らかい肌と差し替えられた冷たい鉄の肌が無防備に晒さらされていた。

　体組織の再生技術が進んだ地球では百年以上も昔に廃すたれた義ぎ肢し技術だ。《レイバー》と呼ばれる第一次開拓民が自らを機械の身体へと改造した歴史も知っている。そう。エリスという少女は身体の半分が《レイバー》なのだ。どうりで運ぼうとした時に重かったわけだ。身体の半分が鉄なのだから当然。本当は目が覚めた時にダイエットしろ、と言ってやりたかったのだが。

　生半可な人生を送ってきたわけではないことは、その身体を見れば分かる。自分より年下の少女が、背負って生きてきたその重さに、メッセはぬるま湯に浸つかって生きてきた自分のことが恥ずかしくなる。でも、だからこそ。彼女の命をこんなところで終わらせてはいけないと、心に固く誓う。

　とにかく、身体を冷やさなければいけない。タオルや自分の着替え用のシャツを水で濡ぬらしてエリスの首や肩に巻きつけた。

「それから塩水を経口摂取……って、塩なんてどこにあるのよ！」

　ボックスの中を漁あさっても、そう都合よく食卓塩が見つかったりしなかった。でも、いつも夕食で食べさせられているレトルト食品の袋が目に付いた。薄い塩味の淡泊な味付けの……。固形スープを細かく砕いて水筒の中にぶち込んだ。そして、眠るエリスの口に持っていく。しかし、流し込んだ水は唇と歯に弾はじき返かえされて、なかなか口の中に入っていかない。落ち着け、落ち着けと自分に言い聞かせる。今は緊急事態なのだ。四の五の言っていられる余裕はない。

「いい？　これはカウント外だからね！」

　自分と、エリスに向かって言い聞かせる。そして、水筒の水を口に含むと、意を決し、自分の唇とエリスの唇を重ねた。不本意ながら、初めてのキスは塩水の味がした。口から口へと水を流し込む。それを三回、繰り返した。

　何の感慨もなく、艶っぽさもなく、ただ、照りつける陽ひ射ざしが空から重なり合う二人を見ていた。
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　目が覚めて、いきなりメッセの顔が目の前に飛び込んできた時はさすがに私も驚いた。

「はぁ……よかった。本当によかった」

　あれだけ憎まれ口を叩たたいていた彼女が私の顔を見ながら、涙ぐんで、心底、安あん堵どした表情になるのだから、何か裏があるのではと勘ぐってしまう。

「メッセさん。何か悪いものでも食べたんですか。泣いていますけど……痛っ！」

　いきなり引っ叩たたかれた。

「あのね！　人がどれだけ心配したか分かっているの？」

　そう言われて、私はお日様が西の地平線に沈みかけているのに気が付いた。はて、まだお昼前だったはずだけど……。それから少し遅れて、私は服がはだけて、それがどういうわけか、びしょ濡ぬれになっていることを知った。そして、ちらりと見える、セクシー……ではない、自分の鉛色のお肌を。

「あの……メッセさん。ひょっとして、見ちゃいました？」

　文字通り、乙女の秘密を見られた。跋ばつが悪そうにメッセは咄とつ嗟さに私から視線を逸そらした。

「わ、悪かったとは思うわよ！　見ちゃったことは謝るわよ！　で、でも、仕方ないでしょ！」

「別に謝らなくてもいいですよ。というか、私がお礼を言わなくちゃいけませんよね。メッセさん。私のこと、看病してくれたんですね」

　素直にお礼を言ったら、メッセの顔が赤くなって、妙にそわそわし始めた。この人、ひょっとして、他人から感謝されることに慣れていないんじゃないかなって。

「ふん。体調管理も満足もできないなんて。とんだ世話のかかる子ね」

　それはメッセさんが無理をさせるから、とは言わなかった。少なくとも、自分が倒れて、世話をかけてしまったのは事実なのだし。

「そうですね。迷惑をかけました。あと、メッセさんに謝らないといけませんね。私、色々と酷ひどいことを言ってしまいましたから」

「別にいいわよ。それに、あなたの言ったこと、全部、間違ってないから」

　そのあまりに殊しゆ勝しような言葉に私は驚く。ふと、頭上に目を移した。屋根に張るポールが地面に突き刺さって、本来、床に敷くはずのシートを屋根の代わりにして支えていた。

「そうみたいですね……」

「何よ。何か言いたげね」

「いいえ、いいえ。それなら、メッセさん。今日は一緒にテントを張りませんか」

　メッセは一瞬、嫌そうな顔をしたが、しぶしぶ、頷うなずいた。そうして、夕暮れ前に私たち二人は汗まみれになりながら、何とかローバーを元に戻すと、それからこの日はほとんど移動しないまま、その場でキャンプすることになった。

　テントを張るのも、食事を用意するのも、今までが噓うそのように、メッセが驚くほど協力的になった。いつの間にか、別人に取り替えられたのではと疑うほどに。これはあれだ、病人になったら途端に周囲が優しくなる、みたいな。私は背中がむず痒がゆくて仕方なかった。

「それであなたのその身体のことだけど」

　食事を終えて、やはりメッセの方から切り出してきた。ずけずけと土足で踏み込んでくる、というよりは、そろり、そろりと、相手の反応を窺うかがいながら申し訳なさそうに。

「話しても、いいですけど、メッセさんもご家族のこと、話してくれますか」

　あまりにメッセの反応が面白かったので、私も意地悪を言ってみた。そうしたら、彼女は「うっ」と詰まりながらも、観念したように「分かったわよ！」と叫んだ。

「取引終了ですね。えーっと、メッセさんは《隕石嵐メテオストーム》ってご存知ですか。これはその時の怪け我がなんです」

《隕石嵐メテオストーム》は八十年も昔、大量の隕いん石せきが一晩で大挙して降り落ちた大災害。結果として、火星の文明は壊滅的なダメージを受け、今もこうして私たちの困こん窮きゆうした歴史が続いている。

「あなた、冗談を言うならもう少しマシなものを考えなさいよ。《隕石嵐メテオストーム》って、あなた、まだ生まれてなかったでしょ！」

　そりゃあ、八十年も昔のことだから。そう思うのは仕方ない。

「ですけど、噓うそではないんですよ。クリプトビオシス。開拓時代に開発された生体保存技術です。分かりやすく言えば、コールドスリープです。《隕石嵐メテオストーム》の夜、私は崩れた瓦が礫れきの下敷きになって死にかけました。それをお父さんとお母さんが見つけて、私をコールドスリープで眠らせたんです。少しでも私の命を永らえさせるために。そうして、私は目が覚めたとき。時計の針は七十年、経たっていました。潰つぶれた右半分の身体は機械に改造されて」

　メッセは言葉を失っている。むしろ、聞かなきゃよかったみたいな顔をしている。

「そこにお父さんもお母さんもいませんでした。私が郵便配達員になったのも、世界を旅して二人のことを探したかったからです」

「……それで、見つかったの？」

　私は首を振る。どうしてか、メッセの方が私よりも泣きそうな顔になっている。

「いいえ。お墓も見つけていません。二人があの後の内戦でどうやって生きて、どう死んだのか、私には知る手掛かりもありません。でも、昔に住んでいた家は見つけられましたよ。街ごと廃はい墟きよになっていました。……えっと、で、何で、メッセさんが泣いているんですか？」

「泣いてない！　泣いてない！」と繰り返して、またもや引っ叩たたかれた。

「それでは、次。メッセさんの番ですよ」

「あのねぇ……。あなたの話の後で、すごく喋しやべりづらいんだけど……。えっと、その……。私がこの星に来たのは、ほかの兄や姉……家族を見返してやりたかったから。それともう一つ。学校に行きたくなかったから……」

　最後の辺り、聞こえないくらい小さな声でボソッと言った。

「さすがメッセさん。私の想像通りの人でした！」とついつい、本音を口にしたらメッセが怒り出して、今度は頰ほおを抓つねられた。

「私のお父さんはジェミニ財団の会長でね……」

「ジェミニ財団って、えーっと、確か……」

「地球の宇宙開発事業を主導する国際組織よ。主要国からの出資を受けてね。私のひいひいおじいさんが設立提唱したのよ。その会長職はうちのシェパード家が代々、継いできたの。まあ、つまり。私の実家が人類の宇宙開発を実質的に操ってきたと言っても過言ではないわ」

「はへー。まさか、本当にリアルお嬢様だったとは。でも、そんなお嬢様なら何不自由なく暮らせるはずなのに、何が悲しくてこんな赤砂まみれの星にきてしまったんですか」

「受験に失敗したの。それからよ、家の中で私を見る目が変わったのは。私は厄やつ介かい払ばらいされるみたいに、田舎の修道学校に出されたわ」

「受験、ですか。それって、そんな大事なことなんですか？　私、小学校も出ていませんけど」

「火星と地球を一緒にしないでよ。地球では、いえ、その一部の国では、エリートになるためには、そのために設けられたレールの上を進まなければいけないの。そのレールの上から一度でも外れたら、駄目の烙らく印いんを押されるのよ。それが私。四人の兄と姉はみんな、ずっとそのレールの上を辿たどるように走っているというのに。家の中で、私だけがドロップアウトしたわけ。それがどういうことか、分かる？」

「家にはいられない、ということですか？」

　メッセは頷うなずく。地球の人たちはみんな、幸せに暮らしているものばかりと思っていた。しかし、現実は随分と窮屈な生き方をしているみたいだ。

「だからね。これはね、私にとって、人生一発逆転のチャンスなわけ。だって数十年ぶりに地球と火星の橋渡し役になるのよ。うまくいけば、私はヒーローよ。だから、これはあなたたち、火星の人たちのためではなく、あくまでも自分のため。どう？　失望した？」

「いえ。むしろ、安心しました。使命とか、責務とか、美ひ辞じ麗れい句くで着飾られるより、よっぽど、人間的で信用できます。本当ですよ？　それこそ、私の知っているメッセさんです」

　褒めたつもりなのに、また、ぽかりとやられた。

　それからはお互いに他愛のない話に終始し、夜は更ふけていく。明日からはいよいよ、《ルクス・グラーベン》だ。早めに寝て、備えようと思った。

　なのに。

　──おおおおおん。

　まただ。野犬たちが鳴いている。私はニードル銃を手に取った。

「ひょっとして、これが夕べ、あなたが言っていた……」

　メッセの顔も強こわ張ばる。その声は夕べよりもさらに大きく、野犬の遠とお吠ぼえというよりはむしろ、何か巨大な生き物が咆ほう哮こうしているように聞こえた。不安そうに、メッセが私の肩に引っ付く。私も全身の震えが止まらない。これはまずい。本当にまずい。咆ほう哮こうはここから西から聞こえる。そう。ルクス・グラーベンから。死の渓谷とも呼ばれる人外魔境だ。それなら想像を絶する生命体が存在していてもおかしくはないが……。

「ねえ。そのルクス・グラーベンってどんな所なの？」

「おじいさんの話では、かつての古戦場だった場所みたいですけど……」

「放射能まみれで巨大化した怪獣モンスターがいるとか……」

「さすがにそれはないと思いますけど……」

　でも、頭から否定もできない。この得体の知れぬ咆ほう哮こうを前にしたら尚なお更さらだ。

　ひょっとしたら、私たちはとんでもない場所にこれから足を踏み入れようとしているのかもしれない。

　暗闇に向かって目を凝らすが、何か見えるわけでもない。しかし、その正体不明の何かは絶えず私たちのことを狙っているようにも思う。これは今夜も寝ずの番をしなければいけないかもしれない。

「こんな状況ですけど、メッセさんは明日に備えて寝ておいてください」

「は？　この状況で冗談でしょ？　それにエリス、あなたはどうするつもり？」

「私なら大丈夫ですから」

「いやいや、全然、大丈夫じゃなかったでしょ！」

　そう言いながら、メッセは私のすぐ横に腰を下ろす。

「今日は私も見張りをするから。あなたも適度に休みを取りなさいよ」

「……やっぱり、メッセさん。悪いものでも食べたんじゃないんですか……って、痛っ！」
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　死の渓谷とはまさに、自然が生み出した迷宮。ヒビの入った硝子ガラス玉みたいに、大地を割る亀裂が縦横無尽に走り、互いに絡からみ合あうように交差する。その巨大な地溝《グラーベン》の一本を私たちに西に向かってまっすぐに走っていた。

　結局、暗闇に紛れた化け物が私たちを襲うことはなく、私たちは恐怖を抱きながらも一晩を一睡もしないままに過ごした。不思議なことに、東の空から光が差し込む頃にまた唸うなり声は止やんだ。ひょっとしたら夜行性の獣なのかもしれない。ともあれ、私たちは日の出とともに少しだけ仮眠をとり、結局、お昼前の出発となった。

　そして、ついに《ルクス・グラーベン》へと足を踏み入れる。

　死の渓谷と言うから、どんな恐ろしい場所だろうかと不安も憶おぼえたが、実際には、これまで見てきた風景の延長線上だった。つまりは、赤い地面にごつごつとした石ころが転がっているだけの見慣れた景色だ。ローバーはゆっくりと斜面を下っていき、グラーベンの奥地に向かって突き進む。両側から迫り来るように土と石の壁がそそり立つ。大地の割れ目から差し込む陽ひ射ざしは心こころ許もとない。視界が薄暗くなるにつれて、私の不安は搔かき立たてられる。

　そうして、迷い込んだのは、石壁に囲われた自然の迷宮への入り口だった。

「何、これ」

　不格好なゴーグルとぐるぐる巻きのチューブ。手渡されたメッセは露骨に顔を顰しかめさせた。

「ガスマスクです」

「こんなものをずっと着けていろ、とでも」

「ずっと、じゃないです。なるべくガスの濃度の低い場所を行きますから。でも、いざとなったら、これをかぶって自衛してください」

　私はハンドルの前にガス探知機にベスタ線量計、ガイガーカウンターを並べてぶら下げた。このうち、どれかでも危険な水準まで数値が上がったら、警報ベルが鳴ることになっている。

「神経系の有毒ガスならどうするの。いくら口を塞いだところで、皮ひ膚ふを晒さらしていたら意味ないわよ」

「そう思うなら、暑いからって、シャツの袖そでを捲まくるの、よしたらいいじゃないですか」

「放射線からはどうやって身を守るの？」

「ノーガード戦法でお願いします」

「ちょっと！　あなた、ふざけているの？」

「ここに来たいと言いだしたのはメッセさんですよ！　私はこんな所、迂う回かいしたかったのに！」

　昨日の今日で、また私たちはお互い睨にらみ合あいの喧けん嘩かを始める。本当はこんなことしていないで、さっさと通り過ぎてしまった方がいいのに。

「ああ、これで夕べの化け物まで襲ってきたらどうするつもりなの！」

　サイドカーでぶぅぶぅと文句を垂れるだけのメッセのことは放っておいて、私はローバーを走らせる。そんなに文句を言われたって、どうしようもないではないか。私たちは知っていて、この危険な場所に足を踏み入れたのだから。

　ルクス・グラーベンは東西に延びること百五十キロ。南北には実に五百キロ超。数億年前の地殻変動と浸食によって生み出された広大な迷宮だ。そんな場所から不時着した宇宙船を見つけないといかない、とか無理難題にも程がある。毒の沼地に沈んでいるとか、剝むき出だしの放射性廃棄物の山に埋まっているとか、そういうのだけは勘弁してほしい。

　しばらく走っていると、ビービーと、警報器が喚わめき始めた。それを聞いて、メッセの顔が青ざめる。私は一度、ローバーを止めてから、落ち着いて探知機のメーターを覗のぞき込こむ。青から緑、黄色、赤へと変わっていく目盛りの中で、針は緑色を差している。そして、液晶画面にはアルファベットと数字が交互に表示されている。アラームが報しらせるのは土中に残存する砒ひ素そや鉛。それと、不発弾のまま投棄されたガス弾から漏れ出る硫化物質。戦争が終わって数十年と経たっているにもかかわらず、汚染された毒が呪いの如ごとくこの地に残留し続けているのだ。

「メッセさん、すぐに死ぬようなレベルの濃度ではなさそうですけど、一応、マスクはつけておいてくださいね」

「すぐ死ぬレベルじゃないって……あなた、毒ガスに詳しいの？」

「いいえ、全然。でも、おじいさんが、メーターが緑色のうちは大丈夫だって言っていました」

「……はあ。生きてここから抜け出せるのかしら？」

「それなら、宇宙船のこと、諦めます？」

「駄目よ。ひょっとしたら、誰か仲間が宇宙船の中で助けを求めているのかもしれないのよ」

　もちろん、メッセの気持ちだって分かる。分かるけれども……。走っていると、また、ビービーと警報音がなる。今度は隣のガイガーカウンターだ。今はまだ、気にも留とめなくていいレベルの線量だが、この先を進むのはやめた方がいいと判断する。私はローバーを一度止めて、別ルートを探すため、地図を広げる。

「ねえ、そのガーガーうるさいの、何とかないの？」

　また、そういう無茶なことを言う。自由奔放なお姫様は退屈で身体を動かしたくなったのか、サイドカーから勝手に降りる。あちこちに丸っこい、奇妙な形の石が転がっている。私は気にも留とめなかったが、メッセは「何かしら？」と、興きよう味み津しん々しんに近場の石に近寄っていく。本当に、こういうこと、やめておけばいいのに。メッセは好奇心からその一つを拾い上げる。

　メッセが手にした石と、私は目が合った。いや、それは石などではなく。頭部がいびつに凹へこんで欠けた人間の髑髏しやれこうべだった。

「ひ！　ひぃぃぃぃ！」

　気付けば、どこもかしこも、転がっているのは人の頭ず蓋がい骨こつ。空くう虚きよな瞳ひとみが数十年ぶりの来訪者を見つめていた。私はメッセの腕を摑つかんで座席に戻すと、急いでローバーを発進させた。

　思い知る。ここは古戦場で、多くの兵士たちが死んだ墓場なのだと。死して数十年を経たってもなお、放置され続ける遺い骸がい。やはり、《死の渓谷》の名は伊達だてではない。

　それからも、私たちは迷宮の中を彷徨さまよい続けた。通行不能な道、少し危険そうな道。警報器が鳴るたびに地図に赤鉛筆でバッテンを描いた。それを続けていくと、とうとう最後には周りに道が一つもなくなってしまった。だから、今度は鉛筆の跡を消して、「一番マシなところ」を探していく。こんなことを数百メートルごとに繰り返すのだから、まともに前に進めるわけがない。気が付けば、お日様がいつものように西に向かって落ちていくところだった。地図を確認すると、今日一日で前へ進んだのは十数キロ。こんなペースで、エリシウムまで着くのにいったい何日かかることやら。

　そして、いつものように私たちはテントを張る。ルクス・グラーベンで最初に迎える夜。できることなら、この場から逃げてしまいたいというのが本音だ。

　咆ほう哮こうする獣。おそらく、そいつはこのルクス・グラーベンに潜ひそんでいる。今までは声だけで襲ってくることはなかったが、それが今夜も同じだとは到底、考えられない。できる限りの武装で迎え撃ちたいのも山々だが、手元にあるのは豆鉄砲にも等しいニードル銃と目め眩くらましにしか使えない閃せん光こう弾が数発分。奥の手としてあるのは義手に仕込まれたブレード。だが、これも相手が体長十数メートルの化け物だったりしたら、太刀打ちなんてできはしないだろう。もしも、いざという時は逃げるしかない。幸いにも、地球製のローバーの走力は相当なものなので、相手がチーターでもない限りは逃げおおせることはできるはずだ。

「ねえ、エリス。あなたの持っている銃。もう一丁、私の分はないの？」

「ないですよ。あったところで、メッセさんには貸しませんよ。なんか、面白半分に私のこと、撃ったりしそうですし……」

　と、気付いたら、そのニードル銃の銃口が何故なぜか私の顔の前に向けられていた。

「いやね。そんなこと、しないわよ」と、持ち手を逆さまに、グリップを握りながらメッセが照れ笑いした。

「説得力ゼロなんですけど……。だいたい、銃なんて使えるんですか」

「こう見えても、私。カウボーイの血を引いているのよ？　あなたと違って、狙ったターゲットは百発百中よ」

　メッセは銃を手に随分と、自信ありげに語る。確か、リアルお嬢様と、私、聞いたはずなんですが……。

「ねえ。エリス。これってどうやって撃つの」

　カウボーイの末まつ裔えいではなかったのか。

「えっと、ですね。まずはロックと安全装置を順番に外してですね、充じゆう塡てんコックに親指を当ててゆっくりと手前に押して、弾を装塡。引き金のレバーは二つあると思いますので、手間にある方に人差し指を当てて……」

　シュッ。と、何かが私の頰の先をかすめた。振り返ると、岩の上に三センチほどの針が一本だけ突き刺さっていた。つい数センチ、顔を傾ける位置がずれていたら、その針が顔面に直撃していたところだった。

「あーごめん。ごめん。つい、うっかり……」

「何が、つい、うっかり、ですか！　本当に撃つ人がありますか！　これで私、お嫁に行けなくなったらどう責任とってくれるんですか！」

「まあ、そうしたら、私が責任とってもらってあげるから」

「嫌ですよ！　メッセさんのお嫁さんなんて」

「あれれ。いいの、そんなこと言って。あなたのそのまな板で、もらってくれる人なんているのかしら」

　勝ち誇ったような、蔑さげすんだような目で貧相な私の身体を舐なめ回すように見つめる。私は咄とつ嗟さに両手で胸を隠した。対して、メッセの豊満な肢体。人を見下すのはさぞかし楽しいだろう。

「み、見たんですか！　見たんですか！　乙女の秘密を！」

　そういえば、私。この人に脱がされたんだっけ。何という失態。と、いうか。まな板も何も、私の右胸には本当に鉄板が敷かれているんだけど。

「別にいいじゃない。あなただって、私の身体、見たんだから、おあいこでしょ！」

「いや、あれは下着姿で所構わず、うろつくメッセさんが悪いんですよ！」

「人を痴ち女じよみたいに言うな！」

　お互いに遠慮なし、全力を賭とした言葉のぶん投げ合い。一区切りがつく頃には、ぜえぜえと、互いに息を切らしていた。なんか、つまらないことで無駄なカロリーを消費してしまった。そして、私は何だか深刻な心の傷を負ったような気がした。

「ふん。まあ、いいわ。今日は私が夕飯をつくってあげるから。いい加減、機嫌を直しなさい。いいこと？　ちゃんと、感謝するのよ。私が料理の腕を振るってあげるんだから。ふふ、どうかしら。新にい妻づまみたいでしょ？」

　新にい妻づまが聞いて呆あきれる。お湯を沸かして、ぶち込むだけのインスタント食品に料理の腕なんて関係あるわけがない。と、その時までの私は微み塵じんも、疑問にさえ思わなかった。約一時間後、鍋の底にこびりついた黒い塊──謎の物体Ｘを見させられるまでは。

「すまないわね。ちょっと、焦がしちゃったみたい」

「お鍋、駄目にしちゃったんですか！」

　今夜の夕食になるはずのものは鍋の底で黒くくすんだ炭と化していた。彼女の言う「ちょっと焦こがした」レベルではない。

「私、今日はあまり、お腹なかが空いていないから。エリス、これ全部、食べていいわよ」

「食べませんよ！」




　日が暮れて、風が急激に冷える。私は携行用の火ひ鉢ばちに炎を点ともした。暖をとるのが目的ではなく、野生の獣は火を怖がるから。白い煙が夜の闇の中に吸い寄せられていく。私は火ひ箸ばしで小さな木炭のかけらを転がした。

「ねえ。こんなので、本当に襲ってこなくなるの？　もっと派手にキャンプファイヤーみたいにした方がいいんじゃない？」

　火の前で両手を当てながら、メッセが言う。

「キャンプファイヤーって……どこにそんなに薪たきぎがあるんですか」

　薪たきぎどころか、木の一本さえ乾いた大地には生えていない。たまに乾燥に強い多年草が逞たくましく根を張っていることもあるが、それを安易に引っこ抜いてはいけない。そう決まっているのだ。この星の法律で。小さな命といえども、この星を一面、緑に包もうとした人類の夢の跡。それを無む碍げに扱ってはいけないのだ。

「この星って、どこを行ってもこんな感じなの？　森とか海とか全然ないわけ？　雨だって今まで一切降ってないし……。どうして、《惑星改造テラフオーミング》は失敗したのかしら？」

「この星の地形は極端なんです。地球には太平洋があって、大西洋があって、インド洋があって……海が陸地を取り囲んで、だからこそ、雨が降ったり、雪が降ったり、気象の変化に富んでいるんです。でも、この星の場合、北半球に低地が集まって、南半球に高地が集中していますから。どうして、そんないびつな地形になったのかって？　昔、大きな隕いん石せきが飛んできて、北半球を丸ごとクレーターにして凹へこませたんじゃないかっていう説もあるみたいです。まあ、それはともかく、もし、海をつくることができても、海しかない北半球と、陸地しかない南半球が出来上がってしまうんです。昔、地球にもあったみたいですよね、超大陸パンゲアって。あんな感じです。海から遠い内陸部には雨はほとんど降りませんから、どっちにしろ、火星の大陸の半分はこんな荒野と砂漠だらけの乾いた土地になっただろうと言われています」

「ふーん。つまり、惑星改造の成功、失敗は関係なく、ということ？」

「だから、火星の植民都市は海に近い赤道周辺にほとんどが建てられたんですよ。開拓時代には北のボレリアス平原に大きな海もあったみたいなんですけど、それも数十年前にあっさり干上がってしまって。それからは星全域で乾燥化が止まりません」

　汲くみ上あげられる地下水も年々、目に見えて減っている。雨なんて年に一度、神様の気まぐれで降ればいい方だ。水も空気も、この星の外へと逃げて行っている。数百年後には確実にこの星は人の生きていける場所ではなくなる。

「エリス。あなた、なんか、やたら詳しくない？」

「へへ。そうですか。全部、クロの受け売りなんですけどね」

「……クロ？　そういえば、よくその名前、寝言で呟つぶやいているけど、誰なの？」

　私はメッセから衝撃的な事実を知らされる。

「ね、寝言って……！　な、なんで、そんなものを聞いているんですか！」

　激しく狼ろう狽ばいする私をメッセはニヤニヤと笑って見物する。本当に何という性しよう悪わる女なんでしょう、この人は。

「そりゃあ、いつも、隣で寝ているわけなんだから、嫌でも聞こえてくるわよ。『クロ、クロ。好き好き、チュッチュ』って」

「言っていませんから、絶対に！　そんなこと！　絶対に！　何でそういう意地悪なこと言うんですか！　もうやだ！　今日から私、外で寝ますから！」

　顔を真っ赤にして反論する私のことを、メッセは指差して爆笑するのだから本当の本当に性格が悪い。

「ははは。まあ、悪かったから。教えてよ。そのクロっていう人のこと。素敵な彼氏？」

「だから、違いますってば！　クロはその……オリンポスの郵便ポストまで三ヶ月間、一緒に旅してきた相棒みたいなものです。一応、言っておきますけど、レイバーの人です」

「レイバーね……機械改造された第一次開拓民だっけ？　まだ生きている人がいたんだ。で、そのクロさんってのは今、どうしているの」

「クロは……亡なくなりました」

　その言葉を絞り出すのに私にはまだ勇気みたいなものが必要だった。クロの死を言葉にするたび、あの辛い記憶が蘇よみがえり、私の胸を鈍なまったナイフが何度でも抉えぐり取とる。

「クロは最初から死ぬ気だったんです。それを私は何も知らず……いえ、気付かない振りをして、ずっと旅を続けてきたんです……」

　知らず知らずのうち大粒の雫しずくが手の甲に落ちていた。やっぱり。少しは吹っ切れたかな、なんて思っていたけど、やっぱり駄目だった。彼のことを思い出すたびに、私は感情を抑えることができなくなる。きっと、私はずっと、ずっと、この気持ちを抱いたまま、生きていかなければいけないのだろうか。

　そんな私の頭にメッセが片手を載せ、髪をくしゃくしゃにして撫なでた。

「ほらほら。泣いてるんじゃないわよ、ちんちくりんが」

「ちんちくりんじゃないですよ！　メッセさん、酷ひどいです！」

　泣きながら抗議しようとする私の左右のほっぺたにメッセが両手を当てる。顔を近づけて、真正面から青色の瞳が私を見つめる。

「おじいちゃんが亡なくなる前にね、言っていたわ。『泣くのは亡なくなった人に失礼だ』ってね。まあ、無茶苦茶だけど。でも、そうかもって、私もちょっとだけ思うわ」

「私は──」

　濡ぬれた私の頰をメッセはその細い指先で拭った。

「あまり泣き虫にしていると、その彼に笑われるわよ。知っている？　いい女の条件って。いい女というのは泣いているより、笑ってなきゃいけないのよ」
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　随分と言葉に不器用さはあるけど、一応は彼女なりの優しさだと受け止めておこう。

「いい女の条件って……メッセさんが言っても全然、説得力がない……って痛っ！」

　私の頭頂部に手刀を振り下ろしたメッセの手が止まる。そして、私も気付く。

　──ぉぉぉぉぉぉぉぉん。

　やはり、来たか。私はニードル銃を手に取った。

「メッセさんは私の後ろに隠れてください！」

　私は戦闘モードにスイッチを切り替える。敵はすぐそこまで迫ってきているはずだ。

　轟とどろく咆ほう哮こうは、夕べまでのものとは明らかに異質だった。それはどこからか声が聞こえるのではなく、どこからでも声が聞こえるという奇異な状態。獣の叫び声が私たちのことを取り囲んでいる。

　私は戦せん慄りつするしかなかった。これでは逃げることも叶かなわない。応戦するにしても、予想される圧倒的な数の差に対抗しきれるとは思えない。

　幸いにも、まだ気配はない。しかし、この状態で動くのは得策とは限らない。私は暗闇の中を睨にらみながら、敵の出方をうかがおうとする。これは私と、見えない敵との神経戦なのだ。

　緊張の時間が続く。手の震えはどんどん大きくなる。でも、いつまで経たっても、相手が動き出す様子はない。緊迫したまま、時間だけが無為に過ぎていく。相変わらず、気配らしい気配を闇の向こう側から感じることはできない。ひょっとしたら、獲物が痺しびれを切らせて動くのを狩人かりゆうどたちは息を潜め、待っているのかもしれない。

　しかし。やっぱり、これはおかしい。私たちを襲うチャンスなんて夕べから何度もあったはずだ。なのに、どうして彼らは未いまだに動こうとしないのか。

「やっぱり、おかしいです。メッセさんはちょっと、ここで待っていてください」

「……は？　な、何を言っているの！　ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」

　私は獣の声を辿たどるように闇の中へと足を踏み入れる。その後ろにメッセが付いてくる。

　──ぉぉぉぉぉぉぉぉん！

　これまでも幾度となく聞いた咆ほう哮こうが谷の奥底に反響する。初めて野犬の遠とお吠ぼえを聞き、一晩を震えて過ごしたあの日から何一つ変わっていない。ほぼ等間隔に同じ声量、同じ声質で繰り返される声。そして、これだけ声の主から近い場所にいるのに、自分たち以外の気配を一切、感じさせないのだ。それはつまり。声の主は実際には存在しないということではないか。

　闇の中を進むにつれ、咆ほう哮こうは大きくなる。見えない野獣が吠ほえ立たてるたびに空気が震え、風が暴れ、私を吹き飛ばそうとする。

「な、何よ！　この風！」

　メッセが私の上着の裾すそを引っ張って前方から押しつける強風に耐える。私も両足でしっかりと地面の上に踏ん張らなければ、たちまち風に足を絡からめ取られかねない。重圧とともに押し寄せる風はしかし、そのほんの数秒のうちにぴたりと止やんだ。私はランタンの光を高く上げた。けれども、特に何もない。そこにあったのは、せり出した岩の壁を縦に割った大きな亀裂。亀裂といっても、数十メートルのスケールで地層がぱっくりとずれているのだ。そう、ちょうど、野菜に包丁で切れ込みをいれたような。先ほどの強風も、この細い道を通ってきたようだ。

「って、うわ！」

　再び風が猛もう威いを振るう。意表を突かれたメッセが吹き飛ばされ、私も地面に押し倒された。それとともに、大きな唸うなり声が空間全体を震わせた。

　──ぉぉぉぉぉぉぉん！

　何ということだろう。私は脱力するより、笑うしかなかった。

「ちょっと、エリス。あなた、なに、笑っているの？」

　吹き飛ばされて頭から砂をかぶったメッセが呆あきれ顔で私を見ていた。

「何って……私たち、こんなものに三日間も怯おびえていたなんて、もう、笑っちゃうしかないじゃないですか」

　幽霊の正体見たり、枯れ尾花。怖い、怖いと思っていると、枯れたススキさえ、幽霊に見間違う。それは本当だったんだなと。まだメッセは「分からない」といった顔をしている。

「全部、風の音ですよ。細い道を通った風が自然に生まれた笛を鳴らしているんです。こんなにあちこち、大地の割れ目が交錯している場所ですからね。同じようにあちこちで笛の音が鳴いているんでしょう。それがさも、野犬の群れに囲まれているように思えたわけで……」

「それがどうして、朝になると聞こえなくなるのよ」

「地面が暖まると、風の流れ方が変わりますからね」

「……馬鹿みたい。誰よ、怪かい獣じゆうがいるとか言っていたのは」

「はは……そうですよね。今夜はゆっくりと眠れそうですよね。外はうるさいでしょうけど」

　手品も、タネさえ分かってしまってば、何てことはない。姿のない猛獣の幻げん影えいに怯おびえていた少し前の自分の姿を思い出し、私たちはお腹なかを抱えて笑い飛ばした。

　笑い疲れ、私たちはキャンプに戻る。私は火ひ鉢ばちの火を消して、就寝の準備を始める。もう今日は疲れに疲れている。早く泥のように眠ってしまいたい。

　と、そこでメッセが不自然に立って、どこかへ行こうとしているのが見えた。

「あれ？　メッセさん。今からどちらへ。寝なくていいんですか」

「別になんだっていいでしょ」

　少し顔を赤くして言うので、私もそれで察した。

「ああ。お花を摘みにですか……なるべく遠くにはいかないように……って、痛っ！」

　石を投げられた。

「あんたね！　もう少しデリカシーというものを持ちなさいよね！」

　怒ったメッセはずかずかと大股で闇の中へと消えていく。たぶん、ずっと我慢していたんだろうなぁ……と、思いながらも、そんなことを口にしたら今度こそ、殺されかねない。メッセが戻ってくる時に迷わないように、外の明かりは消さないようにして私は一人でテントの中に潜り込んだ。

　寝袋に身体の半分を突っ込ませ、ランタンの光を当てて地図を広げる。明日のルートを確認する。地図のあちこちに小さなバツと三角が入り交じる。安全な道を探るのにも相当、難儀させられた一日だった。

　それでも、危険な場所よりも安全な場所の方が格段に多い。「死の渓谷」という印象から考えると、それほどまでに危険な場所ともあまり思えなかった。ここで根を張って一生を過ごすというのなら、話は別だが、あまり怖がっていても、今回みたいに風の音を怪かい獣じゆうの声と聞き間違えて無駄にあたふたするだけだろう。

　それなら一定のリスクを承知した上で、強行突破というのもありかもしれない。私はバツが三つ並ぶ区域を上から赤鉛筆で線を引いた。それが西へ抜ける最短ルートだ。

　しかし、ここで最も注意しなければいけないものがある。ホルトが言っていたベスタ線だ。かつては「レイバー殺し」とも呼ばれた特殊な電磁波。それを生み出す鉱石結晶は隕いん石せき由来で、この星には元々、存在しないものだ。高精細な半導体ほど、その特殊なエネルギーには弱い。私の身体も右半分はレイバーのものと変わらない。私の一部の内臓と血管は人工的な装置に差し替えられ、私の命をつなぎ止めている。もし、これが一定限度の線量を浴びれば、故障する。そうなれば、命に関わることになる。

　幸いにも今日一日、走っていても、ベスタ線の線量計の針はわずかにも動かなかった。とはいえ、爆発事故を起こした「六号棟」と呼ばれる研究施設があった中心部に近づけば近づくほど、リスクは高まるはずだ。ここから先の旅は私に厳しい選択を迫るものになりそうだ。

　にしても、メッセは遅すぎではないのか。そんなに我慢していたのか。いや、そうじゃなくて。私は少しだけ不安になるが、見に行ったら見に行ったで、また引っ叩かれそうだけど。

　しかし、その時だ。

「きゃあああああ！」

　風の唸うなり声に紛れていても、その悲鳴は遠く響き渡った。メッセの声だ。私は慌てて、テントから飛び出して、ランタンの光を闇に向けた。

「メッセさん！　どうしたんですか！　どこですか！」

　風が吠ほえ、私の声を吞のみ込こんでいく。

「ここよ！　ここ！　早く助けて！」

　声は聞こえても、闇の中で何が起きているのかまでは分からない。ただ、切せつ羽ぱ詰つまった状況であることだけは分かる。私は声を頼りに走り出した。

「メッセさん！　メッセさん！」

「エリス！　エリス！」

　ランタンが点ともす先に、腰を抜かして動けなくなったメッセがいた。そして、隣に彼女を見下ろすように立つ人影があった。その細長い腕が伸び、まさにメッセの首を摑つかもうとしていた。

「へ、変質者！」

　深夜の人ひと気けのない場所で乙女を襲うのなんて、そうとしか思えない。そう。これが本当にただの変質者だった方が余程よかった。

　光がその人影の正体を浮かび上がらせる。剝むき出だしになった筋肉の筋を顔面に引ひき攣つらせ、今にもこぼれ落ちそうな眼球がこちらを向いた。少なくとも、それは人間ではなかった。

「ひぇ！」

　恐怖が判断よりも先に身体を動かせた。ニードル銃を抜き出すと、私は本能的に引き金に手をかけた。銃声とともに長さ三センチの針が射出された。

　かん！　金属同士がこすれる音。発射したニードルの弾体は鉄の装甲を破って、その何者かの右肩へと突き刺さった。汚よごれた緑色をした体液が飛散する。それでも、そいつは怯ひるんだ様子さえ見せない。鋼鉄の皮膚はただれ、目も鼻も腐って半分以上が溶け落ちかけていた。その忌いまわしい化け物の顔がまっすぐ、私のことを捉える。

「こ、こいつ！　ゾンビよ！」

　メッセが叫ぶ。なるほど。それが一番、わかりやすい表現かもしれない。

　ゾンビが伸ばす腕からメッセは逃げようとする。私は二発目のニードルを装塡し、ゾンビの眉間を狙った。鋭い射撃音とともにゾンビが一瞬、怯ひるんだ。

「メッセさん！　今のうちです！　逃げて！」

　緑色の血流が噴水のように吹き出す。その一滴が私の手にもかかった。ぐちょぐちょ、と粘度の高いゲル状の〝血〟だった。これと同じものを私は知っていた。だから目の前に立つ得体の知れぬ存在も大方、想像がついた。

「この人、レイバーです！」

「へ？　レイバーの変質者？」

　すかさず、私の背中に回り込むメッセ。私は両手で銃を支え、レイバーと対たい峙じする。

「あなたは誰ですか。名前を教えてください！」

　攻撃の姿勢は解かず、相手の出方をうかがう。もし、これが本当にレイバーなら、生身の人間と同様に意思疎通が可能なはずだが……。

　────。

　返ってきたのは人間離れした猛獣の咆ほう哮こうだった。飛び出して零こぼれかけている眼球でどれほどの物が見えているかは分からない。だらしなく開かれた口から絶えず涎よだれのようなものが溢あふれ、そこからは知性につながるものを一切感じられない。身体もぼろぼろだ。よく見れば、腕は肘ひじから先の片側がない。全身を覆うはずの鋼鉄の装甲は無惨に剝はがれ落ち、グロテスクな人工筋肉と内臓が無防備に晒さらけだされている。

　ゾンビと表現したメッセは正しい。似た姿のレイバーを私は以前に見ている。

《紅き蠍スコーピオン》の兵士ジャック。過去に私はクロと一緒に、ジャックと戦った。ブラスターの直撃を浴びても生き延びたジャックは最後に暴走し、理性を完全に喪失した。脳の基幹部分が故障した状態。そうなれば、もう目の前にある全ての攻撃対象を破壊するだけの殺人マシーンと化す。話し合いなど不可能になる。

　こちらも生き延びたいのであれば全力で立ち向かうだけだ。

　にじり寄るスピードは決して速くはない。目的も意思もなく、ただ闇の中を彷徨さまよい歩く。その足取りは足腰の衰えた老人のように覚おぼ束つかない。

　私は冷静になって息を一度、整えると、落ち着き銃口を狙い定めた。三度目の射撃音が漆しつ黒こくの中に反響する。ニードルはレイバーの首を穿うがち、貫いた。緑の血を吐き出し、膝から落ちた。しかし、執念の炎は容易に消えない。下半身を芋虫のように地面に這はわせ、こちらをなおも狙おうとする。止とどめを刺すことは躊躇ためらわれた。魂の消失した抜け殻であっても、レイバーとは元々、人間だったのだ。それが過酷な《惑星改造テラフオーミング》の現場で身体を失い、鋼鉄の体たい軀くに置き換えた。彼らがいなければ、今の時代に私たちもいないのだ。

　私はメッセの手を引いた。

「今です。逃げましょう！」

「え……でも、あいつ。倒さないと、追ってくるわよ！」

「どっちにしろ、私たちの力じゃ倒せませんよ！」

　逃げる私たちを、レイバーは四よつん這ばいになって追いかける。虚うつろだった眼球には何か狂気に似たものを宿していた。とにかく、ローバーで逃げられるところまで逃げよう。そう思った矢先だった。

　暗闇の中にさらにもう一つの影が浮かび上がる。それが、私たちの行く手を阻はばむように立っていた。同じだ。レイバーのゾンビ。今度は頭の半分が抉えぐれてなくなっていた。そいつがふらふらと、何かに誘われるように、私たちに向かってくる。

　私は慌てて四発目の銃弾を装そう塡てんする。片手にグリップを握り、撃鉄を引くが、狙いが甘かった。弾道は標的から大きく外れ、何もない中空を切った。

　ゾンビは私の両肩に摑つかみかかると、問答無用で押し倒した。突然のことに、応戦できなかった。目の前にしたその姿はおぞましい化け物だった。

　消えた顔の右半分は何かの爆発に巻き込まれた時に吹き飛んだのだろう。残った左半分も装甲は完全に焼けただれて、剝むき出だしに晒さらされた筋肉が脈打つのが見えた。

「エリスを離しなさい！」

　メッセが両手で石を摑つかんで、レイバーに殴りかかった。潰された脳の部分から汚らしい茶褐色をした潤滑油が吹き飛ぶ。レイバーの全身がびくびくと痙けい攣れんを始める。それでも、摑つかまれた腕の拘束は解かれない。さらにもう一撃、メッセが石を振り下ろしたところで、ぐったりと腕を下ろし、動かなくなった。

「エリス……私……」

　レイバーが撒まき散らした体液を返り血のように浴び、メッセが呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。石を摑つかむその手は震えていた。抜け殻となったレイバーとはいえ、初めて人を殺あやめる感触はきっと一生、その手から離れることはないだろう。

　私は起き上がり、メッセの腕を摑つかむ。まだ、危機は去っていない。後ろからはもう一体のレイバーが追いかけてきているのだ。再び、走り出そうとしたところで、私たちは愕がく然ぜんとした。

　テントの光に誘われるように数人の人影がローバーの周囲をうろついていた。同じくレイバーのゾンビたちだ。そして、右手の方からも複数の気配がこちらに近づいてくるのを感じた。

　全身から血の気が退いていく。

　うー、うーとゾンビの群れが唸うなり声を上げる。何たる失態か。風の声にばかりに気を取られていたばかりに、《死の渓谷》に潜む本当の脅威に今の今まで気付くことができなかったのだ。

　ここは古戦場。しかも、対レイバー用の兵器をこの場所で開発していたのだ。そりゃあ、レイバーの死骸がいくつもあったって不思議ではないし、そのうちのいくつかがゾンビになって歩き回っていても、不思議ではないのかもしれない、かも……。

　戻るに戻れない。彷徨さまよう死者は私たちを徐々に包囲しつつあった。

　覚悟を決め私はランタンの光を消した。

「ちょっと、何、やってんのよ、エリス！」

「たぶん、光に寄って集まってきているんだと思います！　このまま、闇に紛れて逃げましょう！」

　暗くてよく見えないが、メッセがどんな顔をしているか、私には手に取るように分かった。

「冗談じゃないわよ！」

「それでも、こうしなきゃ、あいつらに捕まりますよ！」

　もう頼りは月と星の光しかない。夜空を点ともす二つの月の光が私たちを導く。暗闇の中を私たちは何度も石に躓つまづいて転び、足を滑らせ、それでも走り続けた。もう、何度、転んだかも分からない。服は擦すり切れ、全身に打撲の傷だらけ。転んだ時にできた額の擦り傷から血が滲にじんだ。満身創そう痍いで逃げ続けた私たちは最後にたどり着いた岩場の陰に身を隠して、息を殺した。

　風が唸うなり声を上げる中、ゾンビたちの気配を感じることはもうなかった。ただ、それは彼らも気配を隠しているだけで、すぐそこにでも潜んでいるのかもしれない。闇の中を見通す手段がない以上、恐怖だけが募っていく。

「どうして……どうして、こんなことになったのよ」

　涙ぐみながら、メッセが呟つぶやく。私だって泣きたい気分だ。これではもう、ローバーのある場所まで戻ることは難しい。今夜はここで、日が昇るまで待たなければいけないだろう。

《死の渓谷》。やはり、とんでもない場所だった。そもそも、あのレイバーたちは……。

　レイバーは死期が迫ると暴走する。そう教えてくれたのはクロだ。レイバーたちの脳に搭載されている半導体は現在の火星の技術では修理することは不可能だ。しかし、機械である以上、ある程度の時間が過ぎると、部品が劣化して脳は故障する。それがレイバーにとっての死。だが、それだけでは終わってくれない。脳から人格情報が消えた場合、代わりの代用品として、疑似人格ダミーパーソナリテイープログラムが自動的に導入《インストール》される。これは内戦の時期に組まれた粗悪品のプログラムだ。理性も知性もなく、ただ、目の前のものを破壊し、殺さつ戮りくする。しかし、例外もある。疑似人格ダミーパーソナリテイーに非戦闘員としてインプットされた対象はそもそも、視界にも入らなくなる。つまりはお年寄りや子供、そして女性。

　それがどうして、女二人の私たちを襲ったのか。とにかく、分からないことだらけなのだ。ひょっとしたら、疑似人格ダミーパーソナリテイーのプログラムにも種類があるとか。いや、そうではなく──。

「ベスタ線……」

　知らず知らずのうちに私は呟つぶやいていた。考えられる可能性はこれ一つしかない。ベスタ線による脳の基幹プログラムの誤作動。顔の半分が爆発で抉えぐられたレイバーがいた。おそらくは《六号棟》と呼ばれる研究施設の爆発に巻き込まれたのかもしれない。そして、六号棟ではベスタ鉱石を使った研究が行われていた。それはつまり。

　……いや、もう、今日は寝よう。これ以上は考えても仕方のないことだ。

　まだ、どこに敵が潜んでいるのか分からないのに、これ以上は疲労と睡魔に勝てなかった。私は両脚を抱きかかえて、身体を丸めた。吹き荒れる夜の風が汗ばむ肌から熱を奪う。せめて、風を避けるものが欲しかったが、荷物も何も、ローバーと一緒に置き去りにして逃げてきた。同じような格好でメッセが身体をくっつける。一人でいるより温まるし、安心もする。

「ねえ、エリス。私たち、どうなっちゃうの？」

「……分かりませんよ。難しいことは起きてから考えます」

「あなた、本当に寝る気なの？　この状況で」

「すいません。もう限界なんです。さすがに丸三日、まともに睡眠、取っていないので……」

　そのまま、すとん、と私は眠りに転落した。







　目が覚めた時には空は東から明るくなっていた。ぼやけた目で周囲を確認する。レイバーたちの姿は見た限り確認できない。メッセは私の肩に寄り掛かって、ぐーすかぴーすか、お気楽に寝息を立てていた。

「ほら、メッセさん。起きてください。朝ですよ」

　肩を叩たたくと、「ひぇっ」と奇声をあげて飛び起きた。

「ぞ、ゾンビが！　襲ってきた！」

「襲ってきてませんよ。なに、寝ね惚ぼけているんですか」

　メッセも周りをきょろきょろと見回して、それから安あん堵どの吐息をついた。いつもと同じ。静かな朝。そう、静かすぎるくらい、静か。

「ひょっとして、夕べのあれ。夢だったりしないかしら」

「もし、そうなら、私たち、こんなところで寝てないですけどね」

　ぐぅ、とお腹なかが泣く。朝ご飯を食べられる状況でもないし、そもそも。

「夕べ、私、消し炭みたいなのしか食べていませんよね……」

　ゾンビの一行がいないうちに、早くこの場から立ち去った方がいいだろう。私は立ち上がって、再度、周囲を見回す。そして、深刻な問題に突き当たる。

「……メッセさん。ここがどこか分かりますか？」

「ルクス・グラーベンでしょ」

「いや、そうではなくて……ローバーがどのあたりにあるか知っていますか？」

「分かるわけがないでしょ？　あんな真っ暗の中を無我夢中で走ったのよ。って、まさか……」

「そのまさかですよ。遭難したいみたいです、私たち……」

　事実を言った途端、物もの凄すごい形ぎよう相そうでメッセが私の肩を摑つかんだ。

「あなた！　地図をいつも持っていたでしょ！」

「テントの中ですよ！」

「何で肌身離さず持っていないのよ！」

「あの状況で無茶を言わないでください！　泣きながら悲鳴を上げたのは誰ですか！　そもそも、メッセさんがちゃんと携帯トイレでやってくれないのがいけないんですよ！　わんちゃんじゃないんだから、そこらへんに自由に用を足すのやめてください」

　顔を真っ赤に膨らませたメッセにまたもや引っ叩ぱたかれる。

「携帯トイレって、それ、あなたの目の前で用を足せってこと？　冗談じゃないわよ！」

「それは仕方ないんですってば。水を再利用するためにはですね、トイレとローバーの水槽タンクを濾ろ過か装置でつなげないといけないわけですから。だから、行ってくれれば、その間、私、席を外しますよ？」

「そんなの信用できない！　……というか、そういう問題じゃないの！」

「じゃあ、どういう問題なんですか！」

　一呼吸を置いて、私たちは二人同時に溜ため息いきをついた。こんなこと、やっている場合じゃないのに。なに、やっているんだろう、私たち。

「なんか、私たち。毎日、一日一回は喧けん嘩かしてない？」

「そうですね。日課というか、喧けん嘩かしない日がないと背中がむず痒がゆくなりますね……」

　そして、二人一緒に「ぷっ」と吹き出して笑った。こういう時だけ、気が合うのだ、私たちは。笑って、スッキリしたら、私たちは歩き出す。

　まずは位置の確認。そのためには高い所に登って、周囲を見渡す必要がある。目の前に小高い岩山が峰を連ねている。あれをよじ登るのは一苦労だろうが、無闇に迷路の中を迷うよりはずっといい。黙々と斜面を登る私たちを痛めつけるように陽ひ射ざしが照りつける。

「エリス。喉が渇いたわ」

「奇遇ですね。私もです」

　ふらふらとよろめく足で、気力だけで前を進んでいる。お腹なかも空いた、喉も渇いた。しかし、私が抱いた違和感はそれだけではなかった。

　急激に身体が重く変化する。それも、どういうわけか、身体の右半分にだけが不自然に。不意に神経が鈍化して、手足の先の感覚がどんどん麻ま痺ひしていく。最初は単なる疲労と考えたが、どうもそうではなさそうだ。鉄の皮膚の下で筋肉が痙けい攣れんし、私の意思とは関係なく、無軌道に収縮を繰り返す。手足の関節が勝手に逆向きに捩よじれていくような感覚が襲う。

　私は地面に膝をついた。まずい、まずい、これはまずい。全身が縮こまる。血管が収縮する。神経が捻じ曲がる。未いまだかつて経験したことのないような重く鈍い痛みが全身の神経を襲う。言い知れぬ感覚。しかし、私には心当たりがあった。そう、たぶん、これは。

　ベスタ線だ。

　機械を狂わせるというのはこういうことなのだろう。電子部品の集積体である私の半身を見えない毒のナイフが切りつけているのだ。

「ちょ、ちょっと！　エリス！　大丈夫なの！」

「す、すいません。メッセさん……なるべく遠くまで私をこの場所から離してください」

　半身の不調は瞬またたく間まに全身に巡る。今や喋しやべるのも辛い。メッセは私を肩で担かつぎ、山道を引き返し始めた。あの場所から離れるにつれ、筋肉の収縮は和らいでいった。それに合わせ、身体を締め付ける痛みも消えていく。おそらくは一時的な不具合。

　やはり、あの場所が元凶なのだ。高いベスタ線の線量に局所的に汚染された《ホットスポット》。そんな場所が、この《死の渓谷》のあちこちに潜んでいるのだ。それらに対して、私の身体はあまりに無防備に曝さらされている。その上、最悪なことに、線量計はローバーの運転席にぶら下げたままだ。

　もし、線量計がなければ、私はこの地を歩くこともままならなくなる。今の私は目に見えない刃をあちこちから突き立てられて歩いている状態なのだ。

「どう？　楽になった？」

「ええ。おかげさまです。もう、一人で立てると思います」

　一人で立とうとして、ふらついた私を後ろからメッセが支える。

「駄目よ。無理しちゃ」

　私はメッセに肩を借りながら、前を進む。ホットスポットを迂う回かいし、別の丘に向かって歩みを進める。日はだいぶ、高い所まで昇っていた。あまり悠ゆう長ちようにはしていられない。

「着いたわね」

　丘を登りきると、視界が開けた。私たちはその場所からルクス・グラーベンを一望することができた。大地に刻まれた亀裂が縦横無尽に走り、それが地平線の先まで果てしなく続いていた。

　そして、お日様が昇る方角とは逆側に、放置されたローバーとテントを見つけた。しかし、待っていたのは深い失望だった。

　数えただけでも四人。人影がローバーの周りに集まっていた。少し離れた場所にも六人。何をするでもない。ただ、目的もなく、そこに立って、その場所に存在しているだけ。生きることの意思は彼らからは一切、感じられない。

「何なのよ、あいつら！　ゾンビは朝になったら巣に帰るんじゃないの！」

　……それは初耳だ。と、言うより、彼らはゾンビであって、ゾンビではない。死者ではないが、生者でもない。彼らはベスタ線によって、脳を、魂を破壊された《生ける屍リビングデツド》。彼らがこの地を彷徨さまよっているのは怨おん念ねんからでもない、執念からでもない。ただ、そこに存在しているからという結果論の産物にすぎない。

　厄介だ。非常に厄介だ。あれだけの数のレイバーを相手にするなんて、ありえない。

　私は考える。何かあるはずだ。事態を打開する冴さえた方法が。《生ける屍リビングデツド》の弱点が。

　彼らの動きは鈍い。反射反応もそうだが、私たちが全力で走れば、彼らの走力では追いつくことができないのは夕べで実証済みだ。そして、事態を冷静に判断することのできる頭脳も欠く。少なくとも、数で劣る私たちが彼らに勝まさっているのはそれくらいのものだ。

「メッセさん。閃ひらめきました」

「閃ひらめいたって、何が？」

「あいつらからローバーを取り返す方法を、ですよ」

　そして、作戦会議にもならない作戦会議。私たちは互いに合図を決めて、二手に分かれた。

　作戦とは言っても、いたってシンプルだ。私が彼らの気を引いている間に、メッセが背後から近づいてローバーを奪還する。私は走って逃げて、彼らを撒まいた後にメッセと合流する。なんと、単純明快で隙のないプランだろう。と、思いたい。

　夕暮れまでには決着をつけなければ。急ぐ私たちは丘を下り、お互いのポジションに着いたところで作戦を決行に移す。

　岩陰に身を隠し、私はもう一度、敵の勢力を確認する。ローバーの周りに四人。少し離れて六人の計十人。嫌な感じの団体さんだ。まずは最初の四人をローバーから引き離さなければ。そして、後ろの六人が合流するまでに決着をつけるのだ。

　私は片手にはめた手袋を脱ぐ。鋼鉄の右手がニードル銃のグリップを握る。そして、腰のベルトに左手を当てる。武器はこのニードル銃と、ベルトから下げた閃せん光こう弾が二発だけ。

　彼らが光と音に反応するのは分かっている。私は意を決して飛び出した。

「やいやいやい！　夜道で乙女を襲う不ふ埒らち者！　遠からん者は音に聞け！　近くの者は寄って目にも見よ！　私は火星郵政公社エアリー支店配属の長距離郵便配達員ポストマン！　エリスだ！」

　とにかく、相手の注意をこちらに引きつけること。腹の底から大声を張り上げた甲斐かいもあって、十人のゾンビレイバーが一斉にこちらを見た。二人ぐらいが私の顔を見て、首を傾かしげるような素振りを見せたのが、少し腹に立った。見たら向こうの岩陰で、メッセが私のことを指差して爆笑している。

「これでも食らえ！」

　私は腰のベルトから外した閃せん光こう弾を彼らに向かって叩たたき付つけた。網膜を焦がすほどの光の爆発は、たとえ日中であろうと関係ない。光の爆炎が一瞬にして立ち上った。その閃せん光こうに意思を持たぬ《生ける屍リビングデツド》たちが反応した。

　強い光に導かれる。永遠に彷徨さまよう彼らは天国の入り口を探しているだけなのかもしれない。ふらふらと覚おぼ束つかない、お年寄りみたいなゆっくりとした足取りでレイバーたちが私の方に向かってくる。

「こっち、こっち！」

　ゾンビたちを十分に引きつけてから、私は二発目の閃せん光こう弾のピンを外して放った。

　やった。作戦は成功だ。レイバーたちは無我夢中で私に向かってくる。その背後で岩陰からメッセがローバーに向かって走って行くのを確認する。大丈夫。サイドロックを外してからエンジンキーを回せと何度も教えた。アクセルを掛けたら、とりあえず行ける所まで走れと言ってある。もう、これだけだから大丈夫。大丈夫と信じたい。

　しかし、案の定。メッセは運転席に跨またがって、あたふたとしている。ロックを外さず、エンジンを掛けようとしているので、キーが回らない。

「メッセさん！　メッセさん！　ロックです、ロック！」

　私は声を張り上げて教える。やっと気付いて、メッセがエンジンを噴ふかす。ようやく、これで一安心と思ったが。

　突然、隣に立つテントの中から人影が現れた。四よつん這ばいに地面を這はうレイバーだった。

「ひ！　きゃぁぁぁぁぁぁ！」

　四よつん這ばいのゾンビがメッセの足を摑つかもうとする。それをメッセが顔面を何度も蹴りつけて食い止めようとする。それでも、相手はしがみついて、離れようとしない。

「な、何よ、こいつ！　変態！　変態！」

　すると、今度はその悲鳴を聞きつけて、そこかしこから別のレイバーたちの群れが寄ってくるではないか。最悪だ。

「メッセさん！　そいつに構わないで、さっさと発進させて振り切ってください！」

　私は叫んだが、パニックになったメッセにはその声は届かない。そうしている間にも屍しかばねの軍団は彼女を包囲しつつあった。

「メッセさん！」

　助けに入ろうとした私を十人のレイバーの集団が阻はばむ。

「武装解除パージ！　リミッター解除！」

　わが半身を覆う人工筋肉が瞬発的に躍動する。全身への負荷を度外視し、文字通りのリミッターが解除される。私の身体は一時的に超人的な運動能力を宿す。一度の跳躍で十数メートルの間合いを一気に詰める。

　手甲から飛び出るのは超硬度のブレード。その剣先を水平に滑らした。剣けん戟げきが死者の胸元を狙い、一いつ閃せんした。吹き出す緑色の血潮。手に残る嫌な感触も今は耐えなければいけない。さらに跳んで再び、間合いを空ける。胴を斬られ、それでもレイバーは立っている。それがわらわらと、四人から十人に増えて、私の行く手を阻はばむ。全員を相手にしている暇はない。私は再び跳躍し、ゾンビの群れの頭上を跳び越えようとした、が。

　何かが私の足首を空中で摑つかんだ。跳躍は中ちゆう途と半はん端ぱのまま、私は空中から引きずり下ろされ、地面に叩たたき付つけられる。ゴムのように伸びた腕が私を摑つかんでいた。何とか逃げようとしたが、拘束は簡単には解とけない。

　引っ張ったゴムが手を離すと元に戻るように、私を摑つかんだ腕は今度、逆向きに収縮を開始しようとした。逃のががれる術すべもなく、私は赤い地面の上を引きずられ、死者の元へと引き寄せられる。《生ける屍リビングデツド》の軍勢に瞬またたく間まに取り囲まれた。生気を失った目が一斉に私を見下した。

　咄とつ嗟さに身体を翻ひるがえして、ブレードの刀身を走らせる。剣先が剝むき出だしになったレイバーの筋肉を断ち切る。粘膜を飛散させ、噴ふき出した腐臭が周囲に漂う。それだけで致命傷にはならない。たとえ、四肢を切り刻まれたとしても痛覚の存在しない改造人類は戦うことをやめない。そして、動けなくなるまで立ち続けるのだ。それは魂の抜け殻になっても変わらない。

　足首を摑つかんだ手をブレードで切り落とす。緑色の血を噴ふきながら、それでもレイバーはたじろぐこともない。別の一体が私の腕を摑つかんで取り押さえる。躱かわそうとしたところで、ほかの一体が私の左腕に嚙かみついた。そして、さらに他の一体が、背後から私の身体の上に乗かかり、手足を取り押さえて拘束した。

「離して！　離して！」

　懇こん願がんして見逃してくれるわけがない。十人のレイバーが次々と寄って集たかり、私の身体のあちこちを摑つかんで完全に取り押さえる。リミッターを外した機械の体たい軀くでも、これだけの数の敵を相手にすれば無力に陥る。

　状況はメッセの方も同じだった。数人のレイバーたちがローバーを取り囲み、そのうちの一人が彼女の両腕を背後から摑つかんだ。

「きゃあああ！」

　メッセがローバーから引きずり下ろされるのを私は黙って見ているしかない。いったい、今までどこに潜んでいたのか、《生ける屍リビングデツド》たちが次から次へとわき出して、集まっていく。しかし、彼らには知性も目的意識はない。私たちを襲うのも、猟犬が逃げる獲物を追いかけるのと同じ本能的なものにすぎない。中にはお互いに肩がぶつかっただけで、つかみ合いを始める者たちさえいた。そして、取っ組み合いの末、とうとう片方のレイバーがもう片方の首筋を嚙かみ切きり、殺してしまった。それはまさに、《死の渓谷》の名にふさわしき地獄絵図と言える。

「エリス！　エリス！」

「メッセさん！　メッセさん！」

　私たちは腕を伸ばし、お互いの手を握ろうとする。もちろん、届く距離ではないけれども。もう、ここで終わってしまうのか。私たちの物語は。命乞いさえ届かぬ相手に嬲なぶり殺されるのを待つだけなのだろうか。

　もしも。こんな時にクロがいてくれたら。きっと格好良く、私たちのことを助けてくれるはずだ。もう、そんなこと叶かなわないことなのに。今の私は彼の幻影に縋すがることしかできない。

　脇腹に大きな穴が空いたレイバーが腰を曲げて、メッセの髪を摑つかんで引っ張ろうとした。渓谷に響く悲鳴を、私は耳を塞ぐこともできなかった。

　しかし。不意に、そのレイバーの頭部が爆砕した。

　首から上を失ったレイバーが四肢を痙けい攣れんさせ、赤い大地の上に立たち竦すくむ。やがて、その残った首から下の身体の方も、二発目の砲弾によって一瞬にして木こっ端ぱ微み塵じんに砕かれた。

　砲弾が放たれたのは上からだ。私は空を仰ぎ見た。目映まばゆい逆光に浮かび上がるシルエットが空中から飛び降りた。土煙が舞い、一瞬、視界が遮られる。私も、レイバーの軍勢も、その場にいる全員が突然の闖ちん入にゆう者に視線を釘くぎ付づけにされる。

　薄汚れた外がい套とうの裾すそが荒野の風に流された。海うみ坊ぼう主ずみたいな不格好な頭部がゆっくりとこちらを向く。遮光ゴーグルの奥底で緑色の二つの光が瞬またたいた。

　その姿は──。




　──クロ。




　私は呟つぶやいた。

　その姿は私が三ヶ月を共に過ごしてきた相棒そのもの。いや、よく見るとちょっと変わった。剝はげ落ちた塗装は綺き麗れいに塗り直され、全身にこびりついた赤あか錆さびの染しみはさっぱり消えてなくなっている。まるで、新品そのものだ。でも。あれはクロだ。私の直感が告げる。

『ああ。エリスさん。お久しぶりですね』

　そんなとぼけたことを言って、笑ってくれる──そう私は期待した。

　でも、クロは私を一いち瞥べつしても何の反応も示さない。右腕を掲げたかと思うと、メッセを取り囲んでいたレイバーの頭部にいきなり拳を叩たたき込こんだ。その一撃だけで、首が吹き飛んだ。
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　あまりに残虐で、衝撃的なシーンに言葉を失うほかなかった。それはレイバーたちにとっても同じ。突如、現れた敵の存在にレイバーたちがそろって激げき昂こうした。意思も感情も持たない彼らが、しかし、本能が恐怖と敵意を喚起させた。

　メッセを取り囲んでいたレイバーたちが一斉にクロに襲いかかる。さらに、私を取り押さえていた者たちがそれに続いた。

「クロ！　クロ！」

　私は叫んだが、彼に反応はない。自分に向かって来る敵をただ静かに見据えるだけだった。そこに私の知っているクロの人間じみた温かみは存在しなかった。

　そう。見た目の通り。ただ、歯車が回って動くだけの機械の人形だ。

　一人対十数人。しかし、それは一方的な殺さつ戮りくだった。クロの一撃がレイバーの胴体に風穴を穿うがつ。中には銃器を手にした者もいた。硝しよう煙えんと火花が散る。あるいは爆炎が踊る。

　しかし、その真新しい装甲が致命的なダメージを受けることはない。両手で薙なぎ払はらい、次々と敵のレイバーたちを蹴散らす。手首が折れ、小型のバルカン砲が頭を出す。雷鳴のように轟とどろく砲音とともに、無数の弾丸がレイバーたちを蜂の巣に変えていく。

　次々と積み上がる屍しかばねの山に私は血の気が退いていく。これは本当に私の知っているクロなのだろうか。殺さつ戮りくを一方的に楽しんでいる……いや、むしろ殺すことに何の感情を抱いていない。冷たく無機質。それはもう、改造人類レイバーでもない。ただの機械人形マシーンだ。

「クロ！　クロ！　私よ、エリスよ！」

　火を吐いていたバルカンが止まる。でも、私の声が届いたわけではない。片手からブレードが伸び、鉄てつ屑くずと肉塊に変わり果てたレイバーたちの遺骸をさらに切り刻み始めた。丹念に、丹念に、相手が息を吹き返さないように、確実に無力化するように。

「クロ！　クロ！」

　しかし、こちらを振り向こうとさえしない。本当に私のことを忘れてしまったのだろうか。駆け寄ろうとした私の腕をメッセが摑つかんだ。

「何してんの！　今のうちに逃げるわよ！」

「どうして！　ここにクロがいるんだよ！」

　私は振り払おうとしたが、メッセは手を離そうとしなかった。無理矢理に私をローバーに乗せようとした。

「いい？　あいつはね、悪魔なのよ！　死にたくなかったら、さっさと逃げないと！」

　いくらメッセでも、クロのことを悪魔呼ばわりするのは許し難がたかった。私は睨にらみ返す。

「何で！　クロのこと、何も知らないくせに！　クロは私たちのことを助けてくれているのよ！」

　それでもメッセは曲げない。強引に引きずって、私をサイドカーに押し込んで、自らローバーのハンドルを握った。そして、土煙を巻き上げて急発進。

「停とめてよ！　停とめてよ！　クロがいるの！　また会えることができたのに！」

「うっさいわね！　あんた！　あれが正義のヒーローにでも見えるの？　あいつはね、私たちを助けたんじゃないの！　自分の手で私たちを殺すために、邪魔な障害物を排除しているだけよ！」

　メッセの言うことなんか、私には信じられなかった。メッセがこのまま、ローバーを停とめないつもりなら、サイドカーから飛び降りるつもりだった。私は車体の背部に身を乗り出す。

　ローバーは速度制限を超えて加速していた。そこから飛び降りるのは自殺行為に思えた。

「クロ！　クロ！」

　彼を呼ぶ声が風に負けないように声を張り上げ続けた。そして、ようやく、彼がこちらを向いた。レイバーたちは皆、死し屍し累るい々るいと積み重なっている。動く標的をなくしたクロが次に狙い定めたのが私たちだった。

　ブレードを納める。代わりに細長く伸びた銃身が現れる。照準を定める。明らかに私たちに向かって。装塡時間も短い。銃口が妖あやしく光るのが見えた。

「メッセ！　に、逃げて！　右にいっぱい、ハンドルを切って！」

「うるさいわね！　分かったわよ！」

　急ハンドルに前輪が浮かびかけた。その轍わだちを追うように、赤く燃えた光線が風を焼き払った。あと少し、ハンドル操作が遅ければ、間違いなく私たちに直撃していた。

　私は悟った。クロは本気で私のことを殺そうとしている。

「どうして！　クロ！」

　返事は返ってこない。攻撃を加えられても、私にはどうしても、彼から殺意も敵意も感じることはできなかった。まるでその中身は空虚そのもの。私の知っているクロではなかった。

　バルカン砲を構えながら、クロの両足が大地を蹴って駆けた。それは驚異的なスピードだった。風を追うのではなく、風が彼のことを追いかけた。百キロを超す速度で疾しつ走そうするローバーとの距離は広がるどころか、ゆっくりと縮まっていく。

　銃撃が襲う。無数の弾道が頭上を飛び、車体の装甲の上を跳ねた。私は思わず、サイドカーに身を屈かがめた。

「お願い！　クロ！　目を覚まして！」

　目の前の悪夢を振り払おうと、私は必死に叫ぶ。しかし、その声は、飛び交う銃声の中に搔かき消される。

　大地の裂け目の奥深くへと、ローバーは走る。超高速のチキンレースは果てしなく続く。メッセのハンドル捌さばきは、それはもう、酷ひどいの一言だった。前に障害物を見つけるたびにハンドルを限界まで回すので、極端なＳ字カーブの軌跡が連綿と地面の上につながっていく。しかし、そんな素人しろうとの無茶な運転だからこそ、銃弾の雨を避け続けることができたのかもしれない。

　メッセが必死に運転を続ける横で、私は蹲うずくまり泣いていた。その頭上をバルカン砲の銃弾が飛び越えていく。クロが私を殺そうとしている。その事実が、私の胸を容よう赦しやなく切り刻む。

「あんたね！　いつまでそうやって、めそめそしているつもりなの！」

　メッセは私にひどく怒っていた。けれども、その理由を私は飲み込めずにいた。

「だって、メッセさん！　クロが……クロが！」

「うるさい！　うるさい！　めそめそ泣いているなら今すぐ振り落とすわよ！　私はね、こんなところで死ぬ気はないの！　殺されるもんですか！　《冥界の王プルート》なんかに！」

　メッセが私に見せたのは鬼気迫る表情。けれども、その本当の意味はその時の私には分からなかった。ただ、命への本能が決死の逃走へ搔かき立たてた。

　警報が鳴った。最悪のタイミングだった。

「メッセさん！　今すぐこの場所から離れてください！」

「馬鹿を言うんじゃないわよ！　あなた、この状況を見て言っているわけ？」

　大地の溝はほぼ一本道で奥へと続く。背後からはクロが追いかけてきている。これはもう、完全に袋のネズミだ。探知機が喚わめき散らす声はどんどん大きくなる。そして、塵ちりのせいなのか。靄もやがかかったかのように前方の視界がどんどん悪くなっていくのを感じた。

　ガスだ。それがどこからか噴ふきだしているのだ。空気がわずかに紫色を帯びる。

「けほ！　けほ！」

　運転席とサイドカーで二人一緒に咳せき込こむ。これは本当にまずい。本格的にまずい。

「強行突破するしかない！」

　ローバーは加速する。しかし、視界を遮るガスの雲はどんどん濃度を上げる。もう、背後で追いかけてくるクロの姿もガスに遮られてぼんやりとしか見えない。しかし、銃弾は散発的に撃ち込まれ続ける。

　どうすればいい。どうすればいい。私たちが走る渓谷はどんどん狭くなって、左右から切り立った崖が迫ってくる。道は細まり、ローバー一台が辛かろうじて抜けられる幅まで狭まった。

　逃げ道はない。でも、それは向こうだって同じだ。

　私は体を乗り出して、背部のリアボックスに手を伸ばした。サバイバル用の秘密道具がふんだんに詰め込まれている。何か利用できるものもあるはずだ。

　そして見つけたのは機関銃のような形をしたアンカーの射出装置だ。アンカーが三本の鉤かぎ爪づめで捕まえたものを引き上げるための道具。要は持ち運んで、撃つことができるクレーンみたいなものだ。

　私は立ち上がって、目を凝らす。活路はどこかにあるはずだ。そして、崖の上に巨大な岩が転がっているのを見つけた。あれだ。サイドカーのシートに逆向きに足を掛けて、シートベルトを腰に二重に巻いて固定した。

　射出口を上空に向ける。視界が歪ゆがむ。息が苦しい。でも、負けられない。

　ぷすん、とガスの圧力でアンカーが飛んだ。射程距離は二百メートル。お願い、届いてと、私は胸の中で懇願した。

　三本の鉤かぎ爪づめが岩の表面を抉えぐって突き刺さった。私はすかさず、ウインチを巻き上げる。身体がアンカーごと、後ろへ吹き飛ばされそうになるのを両足でシートを踏みつけて持ちこたえる。

「リミッター解除！」

　決して、手を離すものか。両腕で射出装置を抱きかかえた。ローバーの加速と、ワイヤーを巻き上げようとするウインチのパワーが合わさる。ほんの僅かな時間がすごく長く感じられた。アンカーが摑つかんだ巨岩が動いた。崖の縁から身を乗り出し、そのまま、重力の腕に摑つかまれて、急傾斜を転がり始める。作戦の成功を見届け、私はそのまま射出装置から手を離した。

　巨岩が落下するその先に、クロがいた。十数メートルはあろうかという岩の塊が彼を押し潰した。

　ああ、やってしまったと思った。自分が生き残るためとはいえ、大切な人を手にかけてしまったのだ。……いや、あのぐらいでレイバーが死んだりしないことはよく分かっている。でもやっぱり、自分からクロのことを攻撃してしまったことには変わりはない。

　後で謝れば、クロだったら許してくれるかな、とか見当違いなことを私は考えていた。だって、先に攻撃してきたのはクロの方なのだ。むしろ、私の方が彼に謝ってもらう立場だ。

『すいません、すいません。つい、寝ぼけていまして。でも、エリスさんも酷ひどいですよ。あんな大きな岩、頭から落としてきて』

　そんな風に笑って許しくれるはずだ。クロなら。とにかく、今は一刻も早く、この毒ガスのエリアから逃げなければ。

「メッセさん！　今のうちです！　早くここを抜けましょう！」

　しかし、返事はない。

「メッセさ……」

　メッセはハンドルを握ったまま、気を失っていた。

「メッセさん！　メッセさん！」

　何度も身体を揺らしたが、意識は戻らない。そうしている間にもローバーは加速しながら一直線に走り続けている。私はサイドカーから立ち上がり、横からハンドルを握った。目の前に大きな岩が転がる。辛かろうじて、ハンドルを切るが、今度は壁にぶつかりかける。一度、ブレーキをかけて体勢を整えるしかない。

　しかし。グリップを握る手が急に動かなくなる。末端の神経が脳からの命令を遮断する。手の先も、足のつま先も、理由なく震えだして、それが止まらない。息がどんどん苦しくなっていく。もっと、空気がほしい。なのに、喉から空気が入っていってくれない。

　目の前に赤い景色と青い景色が現れて、それが互いにぶつかって黄色い景色を生み出した。やがて、その景色からもゆっくりと色が剝はがれ落ちていき、光だけがそこに残る。

　あれだけ、けたたましく泣いていた警報の声が遠のいていき、もう聞こえてこない。意識が身体から離脱しかけているのだ。

　いけない、いけない。早くブレーキをかけなきゃ。

　わずかに残された理性のかけらが最後まで私をつなぎ止めたが、全てはすでに手遅れだった。次の瞬間、大きな岩盤の上にローバーの前輪が乗り上げた。激しい衝撃と瞬間的な意識の寸断があった。私たちは自分でも気付かないうちに、地面の上に放り投げ出されていた。

「メッセさん。大丈夫ですか」

　言葉が口に出ず、それでも私は手を伸ばして彼女の姿を見つけた。

　ガスの雲は晴れるどころか、さらに濃度を増していく。いよいよ。これが死の瞬間だと私は悟る。

　だって、ほら。神様の御み使つかいがすぐそこに。

　天使の少女が私の前に立っていた。月並みな言い方だけど、雪のような純白の肌と輝くような白銀の髪を風に靡なびかせて。灰色の瞳が私を見つめる。今から彼女が天国まで連れていってくれるのだ。

　できることなら、お父さんとお母さんと、それからクロと一緒がいいな。あ、クロは生きているんだっけ。

　天使の少女がその小さくて細い腕で、私とメッセを二人いっぺんに抱き上げた。最近の天使様って随分、ワイルドなんだな、と思いながら、私は天国の門をくぐるのを待った。
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　私がくぐったのはどうやら、天国の門ではなかったことは目が覚めてからすぐに理解した。だとしたら、地獄か煉れん獄ごくなのかな。だって、目の前にすごく不機嫌そうなメッセさんの顔があるんだから。天国ということはまずありえないな。

「誰が地獄の門番ですって？」

「……聞こえましたか」

　テントの中にベッドが二床並び、私はその一つに寝かされていた。そして、腕には点滴のチューブが伸びていた。隣のベッドで病人服を着たメッセが胡座あぐらをかき、私の顔を見ながら、つまらなさそうに欠伸あくびをした。はて、ここは野戦病院か何かかな？　天井からつり下げられたランタンの光に当てられ、戸棚に並んだ小さな薬品の瓶びんが見えた。かすかに消毒液の匂いがした。

　そして、もう一人。床にしゃがんで、こちらを興きよう味み津しん々しんに覗のぞき込こむ人影が。私が顔を向けると、さっとベッドの向こうに隠れる。小さな子供みたいだった。

「あの……そんな所に隠れていないで、一緒にお話しませんか」

　そろそろと、小さな頭が私を覗のぞき込こんだ。年は六、七歳くらいだろうか。

「エリス。感謝なさいよ。この子が私たちのことを助けてくれたみたいよ」

　と、言われ、私はあの毒ガスの霧の中で見た光景を思い出す。ひょっとして、あれは夢ではなかった──。

「へぇ……そうなんですか。あの。ありがとうございますね」

　すると、小さな少女が嬉うれしそうに立ち上がった。そう。あの時、見た天使の少女だ。

　私は驚く。何しろ、彼女は一切の色彩を持っていなかったからだ。首筋で短く切りそろえられた髪の毛は白銀に輝き、病的なまで白い肌は降ったばかりの新雪を思い起こさせる。瞳の色まで白みの強い灰色。そして、着ている服まで純白のシルクときた。

　世界の光景から彼女だけが切り離され、全ての色を奪われたかのようにも見えた。その完璧なまでの純白はその幼い少女の汚れのない純朴さを強く引き立たせていた。

「えっと、私はエリスです。で、あそこの性格の悪そうなお姉さんがメッセさんです。あなたの名前、教えてくれますか」

「誰が性格悪いって！」と隣で騒ぐ人は無視しといて。少女はくりくりとした瞳で私を見つめ、はにかんだ笑みを向けた。

「うーん？」

　小鳥の囀さえずりに似た、透き通る声とともに、小さな首を傾かしげさせる。無む垢くな瞳がこちらを見ている。言葉がちゃんと通じているのか、相当にあやしい。

「えーっと、お、な、ま、え。分かる？」

「おーまーなーえ？」

「いえいえ。おなまえです。お、な、ま、え」

　そのたどたどしいやりとりを見て、メッセが指差して笑っているのだ。その命の恩人に向かって。やっぱり、「性格の悪いお姉さん」で正解だ。少女は何を笑われているのか分からず、きょとんとした顔をこちらに向ける。

「しろ、よくわかんないのー」

　そうか、シロちゃんか。見た目の年齢よりも更に、受け答えはさらに幼く感じる。名前一つ聞くのにも、ここまで苦労するとは。これからも色々と難儀させられそうだ。

「シロちゃん。あなたがここまで運んでくれたの？　お父さんとお母さんもここにいるの？」

「しろ、あるいていたら、ねてたのー。おっとうにみせようとおもったのー」

「……ごめんなさい、エリス。私、本気でこの子の言っていることが分からないわ」

　私だって、さっぱりだ。悪い子ではなさそうだが、私には意思疎通を深められる自信があまり持てない。

「おっとう、連れてくるのー。おっとうー」

　ぴょんと跳びはねて、少女はテントから飛び出していった。
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「ねえ。エリス。あの子、誰を連れてくるって言っていたの？」

「……さあ。オットーさんという人だと思いますけど……」

　たぶん、大人の人だと思う。大人から話を聞けば、私たちのこの状況も分かるはずだ。

　……話が通じる相手であればいいけれども。幸いにも、その不安はすぐに払ふつ拭しよくされた。シロが連れて戻ってきたのは、車椅い子すに乗ったお爺じいさんだった。瘦やせ細り、骨と皮だけになった瘦そう身しんに刻まれた深い皺しわ。シロと同じ、真っ白い髪もあちこちが抜け落ちている。虚うつろろな双そう眸ぼうが静かにこちらに向けられた。何だか、ベットの上の私たちと正直、どちらが病人か分からなくなる。

「二人とも起きたようですね。どこか具合が悪いところはないですか」

　とても穏やかな口調で、紳士的。この人が私たちを治療してくれたのだろうか。

「あ、はい……おかげさまで。で、あの……私たちは……」

「神経性のガスを随分と吸い込んでいましたから。シロがここに連れてくるのが遅かったら、おそらく助からなかったかもしれません」

　老人がシロの頭を撫なでた。幼女が誇らしげに柔らかな笑みを浮かべる。

「あ、ありがとうございます。では、おじいさんが私たちの看病を？」

　老人が頷うなずく。

「中和剤を投与しました。毒も後遺症が残るような悪質なものではなかったですし、安心してください」

　そう言いながら、老人は空になった点滴袋を新しいものに取り替えた。テントの中に薬品も並んでいるし、お医者さんなのかなと思った。

　でも。こんな場所でお医者さん？　まあ、確かに「死の渓谷」と呼ばれるくらいだから、開業すればさぞかし繁はん盛じようすることだろう。通院する患者がいれば、の話だけど。

「おじいさん……いえ、オットーさんですか」

「クライドです」

　……全然、名前、違うではないか。

「す、すいません。で、クライドさん。お二人はこんな所で何をしている方なんですか」

「……その質問は私の方からもお二人にお聞きしたいですね。罪と死しかないこの《ルクス・グラーベン》の地を、あなた方はいったい何のために訪れたのですか？」

　命の恩人に聞かれたら正直に答えるしかない。地球からの使者をお届けしている最中です、なんて荒こう唐とう無む稽けいな話。そう簡単に信じてもらえるとは思わないけど。

　しかし、老人は私の話を笑い飛ばさなかったし、真剣に聞いて信じてくれたようだった。どうして、こんな突拍子もない話を無条件で信じてくれたのか、私には疑問だったが、その理由はこの後、すぐに分かった。こっちの老人の話の方が余程、荒こう唐とう無む稽けいだったからだ。

「……私とシロは六号棟の生き残りです」

「……へ？」

　それは予想さえしなかった言葉だった。車椅い子すに座る静かな老人と、美しい銀髪の少女。それだけを切り取ると、片田舎にひっそりと暮らすお爺じいちゃんとその孫娘の図にしか見えない。

　──六号棟。その正式名称は「ルクス・プラント・ナンバー６」。内戦時代に暗躍していた極秘の軍事研究施設だ。少なくとも、そんな物騒なものとは、無縁な世界で生きてきたようにしか見えない二人。幸せと静かな日々の中で暮らしてきた──ごくごく平凡は家族。そう信じたかった。でも、忘れてはいけない。ここは《死の渓谷》なのだ。ただの平和で平凡な家族が長く暮らしていけるような場所ではないのだ。

「内戦前からエリシウム政府は極秘の研究プラントを少なくとも八カ所につくっていました。このルクス・グラーベンにかつてあったのはそのナンバー６とナンバー７です。とは言っても、ナンバー７はナンバー６と隣接していたので、二つまとめて《六号棟》と呼ばれていました」

　内戦前から、と聞いて驚く。エリシウム政府は先の内戦で市民連合の盟主だった。一方的な殺さつ戮りくと略奪行為を繰り返す武装集団《紅き蠍スコーピオン》に対して、善良な一般市民が立ち上がり、市民連合軍として悪の軍勢に立ち向かった──というのが歴史の教科書に載っている粗あら方かたの筋書きだ。しかし、その市民連合の一角が、戦争が始まる前から、戦争のための研究を裏で進めていたとなると、印象ががらりと変わる。

「歴史とは白と黒に簡単に塗り分けられるほど、簡単なものではありません。エリシウムは自分たちがこの星での覇権を得るために秘密裏で軍事的な研究を重ねていたのです。内戦前……いえ、《隕石嵐メテオストーム》が起きるずっと以前から。その当時の仮想敵はメリディアニでしたが」

　メリディアニとはエリシウムに次ぐ火星第二の都市。昔からこの二つの街が仲の悪いことは子供でも知っていることだ。

　シロはつまらなさそうに欠伸あくびをして、私のベッドの上に座った。私の真向かいでは同じようにメッセが欠伸あくびをしている。老人とは皆、昔話をしている時が一番、饒じよう舌ぜつだ。ホルトもそう。そして、クロもそうだった。そういう話を聞くのも私は嫌いではない。でも、クライドの語る昔話は、二人のものとは違って、物騒で、怖くて、そして人の罪深さを感じさせるものだった。

「私は六号棟の研究員でした。そして、シロは、その実験体の一人です」

　単刀直入に、彼は真実の核心へと触れる。これをすぐには信じろと言われても無理な話。私は隣にちょこんと座る幼い少女に目を遣やる。自分の正体を「実験体」と言われても、彼女の様子は変わらない。所在なさげに足をぷらぷらとベッドの下で揺らしている。

「あのクライドさん。それってどういう……」

「六号棟で行われていた研究は大きく分けて三つあります。一つは人体に影響を与える化学兵器の開発。いわゆる、毒ガス兵器です。まあ、これは有名でしょう。二つ目はベスタ結晶の加工技術、兵器への転用の検証。毒ガスが人間を殺すための兵器なら、ベスタ線はレイバーを殺すための毒です。そして、三つ目は」

　老人は哀れむような目で少女を見つめる。

「毒ガスも効かず、ベスタ線も効かない。究極の改造兵の開発です」

　その目線から私は察する。──それがシロなのだと。こんな話、誰が信じるというのだ。でも、それを信じなければいけない「証拠」とも呼べるシーンを私は目撃したではないか。

　あの時。毒ガスの霧の向こうから現れる少女。私にはそれが天使に見えた。天使は私たちを担かついで、こんな丘の上まで運んだのだ。確かに、普通の子供にはそんなこと、できるわけがない。私はシロの細い腕をちらりと覗のぞいた。雪のように白くて、マシュマロみたいに柔らかそうな二の腕。そこに成人二人を担かつぐ腕力が眠っているとはとても思えない。それに加えて、あの毒ガスの霧の中でも動ける強きよう靭じんな耐性。それはおよそ、人類とはかけ離れた存在のものだった。

「我々は《キャトル》と呼んでいました。デザイナーチャイルドとか試験管ベイビーと言った方が、あなた方には分かりやすいかもしれません。彼らは人工的に造られた生命ホムンクルスです」

　少女の灰色の瞳が私を見上げた。その瞳どう孔こうには何も写ってはいない。ただ、吞のみ込こまれそうなほど空くう虚きよな輝きがあるだけだ。瞳だけではない。年とし端はもいかぬ幼い少女に色彩は一切ない。髪も肌も、そして心さえも色を持たず、ただ何にも染まらぬ純白だけが彼女に存在している。

　その不自然なまでの純白も、彼女が人工的に生み出された存在であれば理解できる。

「あ、あなたたちは──」

　救ってくれた恩義は確かにある。でも、この話を聞いて、沸わき上がる義ぎ憤ふんに似た感情を抑えることはできない。彼が口にするのは明らかに、命に対する冒ぼう瀆とくでしかないのだから。

「胎たい児じに対する遺伝子操作は国際法で禁止されているわ。確か火星の諸都市だって、条約に署名しているはずよ。禁きん忌きを犯せば、最悪の場合、研究者は終身刑になるわ。それが国家的な計画なら国際社会から相当に厳しい制裁を受けるはずよ」

　私の代わりにメッセが口を開く。私が感情的に捲まくし立たてるより、彼女の方が冷静に端的に、論点を突くことができる。もちろん、彼女の言うようなことは当のクライド本人も知らないわけではない。しかし、クライドの無機質な表情には微み塵じんの変化も起きなかった。

「元々、《キャトル》を軍事転用する計画ではありませんでした。この枯れた大地で人類が生き残っていくためにどうするのか。その行き着いた先の結論が、人為的な人類の進化というものでした。我ながら愚かしい話だとは思います。ただ、今考えれば、命の冒ぼう瀆とくではありましたが、我々はこの未来の見えない星で何か縋すがれる希望を見つけたかったのかもしれません」

　クライドの言葉はどこか弁明のようにも聞こえた。戦争のためではない。この星の未来のためだと。もちろん、それも理解できる。ただ死を待つだけの、今のこの星の惨状を見れば、きっと皆が同じ気持ちを持つはずだ。過酷な環境にも生き延びることのできる新人類の創造──。

「しかし、内戦が激化してからは、《キャトル》は兵器を指す代名詞へと変わりました」

　淡々と言葉を繰り出す老人に反発さえ抱く。何の躊躇ためらいもなく、あどけない幼女に向かって「兵器」と言い放つのだ。そこに慈いつくしみとか、愛情とか、あるのだろうか。それでも、少女は何も変わらず、退屈そうに隣で足をぶらぶらと泳がせていた。

「おっとー、しろ、つまんないのー」

「おお、そうか。そうか。すまないな、シロ。付き合わせてしまって。もういいから、外で遊んできなさい」

「うんー。行ってくるのー」

　ベッドから飛んで、シロは嬉うれしそうに外へ出て行ってしまった。被検体と研究者という関係のはずが、シロが随分とクライドに懐なついているように見えたのも驚きだった。やっぱり、どう見てもお爺じいちゃんと孫だ。

「……で、そのクライドさんとシロちゃんがどうして、こんな場所にいるんですか」

　六号棟で爆発事故が起きたのはもう二十年以上も昔の話だったはずだ。そのおかげで、この《ルクス・グラーベン》は毒に汚染された《死の渓谷》に変わった。今はもう、寄りつく人もいない。そんな場所を選んで、わざわざ暮らし続ける理由が見当たらない。

「……罪滅ぼしみたいなものです」

　クライドが呟つぶやくようにして言った。その言葉の真意は私にはつかめなかった。

「何だっていいわ。それより、ずっと寝ているのにも疲れたの。身体を動かしたいわ。それにお腹なかも空いたし」

　命の恩人に飯まで食わせろ、とは随分、地球のお嬢様は厚かましい。メッセはなまった体を馴ならすように両腕を上げて、背中をぐいと伸ばした。

「もう動いても問題ありませんよ。二人とも外の空気を吸ってくるといいでしょう。大丈夫、この辺りには毒ガスも放射能もありませんから」

　私もメッセに続いて、起き上がってベッドから下りることにした。しかし、ほぼ丸一日、寝込んでいた足腰は急激に弱っていた。木の板が敷かれた床に素足を下ろすと、足元が不安定にふらついた。ベッドの背もたれを摑つかみながら、私は自らの下半身の筋肉が立つことと、歩くことを思い出してくれるのを待った。

　すでに日が傾きかけた時分。テントはちょうど高台に立っていて、西から紅の空が水に染み込むように広がっていく様が見て取れた。同じ高台の上に似たようなテントが三つほど立っている。その隣で、白い少女が楽しげに岩場を跳びはねるのを見つける。無邪気に一人で遊んでいる姿を見ると、ああ、子供なんだなと、安心する。

「ははは……お子ちゃまは安上がりでいいわね」とメッセが馬鹿にしたように笑う。

「そうですねーメッセさんみたいな性格の悪い大人にはなってほしくないですよねー」

　と、本人の陰でこっそり呟つぶやいた。

「……あんた、何か言わなかった？」

「いいえ。何も」

　シロはああやって、一人で一日中、遊んでいるのか。周りにほかの人が住んでいるような気配もない。周囲には草木の一本も生えていない。それどころか、一歩、外に出れば、毒ガスが充満する死の世界が待っているのだ。少なくとも、私はこんな場所で二十年以上も暮らしたいとは思わない。それに不思議に思うことがある。あの二人。食事はどうしているのだろう。

「あなた方に見せたいものがあります」

　車椅子の老人が私たちを導く。

「シロ。悪いけど、手伝ってくれませんか」

「わかったのー！　おっとう！」

　シロは跳びはねながらこちら側に来ると、クライドの車椅子の取っ手を握った。

「ここから少し離れた場所になりますから、空が明るいうちに急ぎましょう」

　シロが車椅子を押す。私たちは言われるがまま、二人の後ろを付いていく。高台からさらに上に向かって山道を進む。眼下に土と岩の迷宮が広がる。自分たちが倒れた場所はどのへんだろう。ローバーも後で回収しないといけない。でも、どうやって。考えると頭が痛くなる。

　……それに、あの謎のレイバーのことだってある。そもそも、あれは本当にクロだったのだろうか。でも、あれはどう見たってクロだ。なら、どうして彼は私たちを襲ったのか。私、恨まれることでもしたっけ？　もう、わけが分からない。私の頭はオーバーヒート寸前だった。

「ねえ。エリス。この後、どうするつもりなの？」

　メッセが聞いてきたが、どう答えればいいのか分からない。そんなこと、私が聞きたい。

「どうするって……まあ、まずはローバーを回収する、ってところですかね……」

　でも、その先のビジョンが見えない。クロのことも、メッセの宇宙船のことも。打開の糸口さえも見つけられない。今は、何を考えたところで無駄かもしれない。

　そこから二十分ほど。荒れた山道を上ったり、下ったり、随分と長い距離を歩かされたような気がする。病み上がりの身で、随分と体力をすり減らされた。でも、それに見合うだけのものがその先に待っていた。

「ここです」

　車椅子の老人が誇らしげに、目の前の光景を私たちに見せた。

　そこは立派な菜園だった。柵で隔たれた畑の中に赤や緑や黄色の野菜の実がぶら下がっている。畑の真ん中でぷすぷすと水が噴き出し、四方八方に水みず飛沫しぶきを散らした。地下水を引いたスプリンクラーだと、クライドは説明した。

　同じ装置があちこちに設けられ、乾いた畑の上に定期的に水を撒まいていた。これなら毎日、この広い菜園をまわって水みず撒まきにあくせくしなくても済みそうだ。

　たわわに実った真っ赤なトマトをシロがもぎ取ってかぷりと嚙かみついた。真っ赤な汁しるが飛び散って、シロの口元についた。純白の少女に初めて色彩が宿った。彼女の真似まねをして、今度はメッセがキュウリをもぎ取って齧かじり付ついた。

「美味おいしいわね！　これ！　ねえ、エリス！　あなたも食べてみなさいよ！」

　クライドも、どうぞと言うように首を頷うなずかせる。

　その厚意に私も甘えてみることにする。少し遠慮して、私は腰の高さの草から小さめの実をもぎ取った。真っ赤な楕だ円えん形をした風変わりの果実だった。恐る恐る、その先っぽの方を囓かじってみると……舌を鋭いナイフが突き刺すような痛みが奔はしった。

「か、辛いぃぃぃぃぃ！　み、水！」

「あんた、馬鹿ね……。唐辛子も見たことないの？」

「な、なんれしゅかぁ、しょれ！」

　私は慌ててスプリンクラーに駆かけ寄ると、口をいっぱいに広げて水みず飛沫しぶきをかき集めた。後ろでげらげらと笑うメッセに一発、かましてやりたかったが、それどころではない。これは辛いという次元ではない。口の中で火災を起こさせる兵器そのものだ。いや、《死の渓谷》の名にふさわしい毒野菜かと思って、私は死も覚悟した。

「まあ、香辛料なんて、今の時代はかなりの高級品でしょうから。見たこともなくても仕方がないでしょう。ほれ、シロ。助けてあげなさい」

「うん。おっとー」

　クライドに言われて、シロが木の上によじ登る。伸びた枝の先になるのは大きな木の実。それを三つ、摑つかみ取とると、一個を私に渡した。いや、もう私は騙だまされない。きっと、これも毒の野菜に違いない。私が泣きながら首を横に振ると、シロは問答無用でその赤い実を私の口に突っ込んだ。

「あ、甘ぁぁぁぁぁい！」

　激辛の痛みを、柔らかな甘さがどんどん中和していく。しゃきしゃきと歯ごたえのある果肉からふんだんに滲にじみ出でる果汁。食欲と一緒に喉の渇きを癒やしてくれるなんて、何と素晴らしい食べ物がこの世に存在するんだろう。私はさっきまでとは違う涙を流しながら、その天国の食べ物を貪むさぼった。

「林檎りんご一つで何をオーバーな……」と、メッセが呆あきれているので、地球では珍しくもない食べ物なのかもしれない。地球人って、こんなものばかり食べているんだ。いいなぁ。

「あんたと一緒にいると、原始人と話している気分よ」とまで言われた。

　メッセはだだっ広い菜園の中をぐるりと見回して、興味深げに頷うなずく。

「あれはトウモロコシ、それにキャベツ。驚いた。イチゴやオレンジまであるのね。でも、これだけの種類を育てるのにこれ、随分と品種をいじっているんじゃない？」

「ええ。六号棟は元々、農作物の品種改良を研究していた場所ですからね」

　クライドが答えた。それはそうだろう。この星の乾いた土壌はそもそも植物を育てるのには適していないし、そもそも、ここは《死の渓谷》と呼ばれる死の大地だ。

「……あれは何かしら？」

　ハートの形をした緑色の葉っぱが土の上に覆おおいかぶさっていた。

「いもっこ！　いもっこ！」

「サツマイモです。乾燥に強いので、この星の環境でも十分育ちますし、助かっています」

　まあ、さすがにお芋くらいは私でも知っている。火星の歴史の中で幾度も飢き饉きんの危機を救ってきた。人類にとっては大切な命の恩人だ。それ以外にも、聞いたことのある野菜や聞いたこともないような果物も。驚くべくことに、ここは貴重食材の宝庫だった。

「あんた……今までどんな食生活をしていたのよ」

　メッセが呆あきれ顔をするが、そんなに馬鹿にされる言われもない。

「あのですね、この星だとトカゲの肉が貴重な食材なんですよ。私たちのご先祖様なんて、クマムシを巨大化させて家畜にして本気で食べようとしていたくらいなんですよ！　食べられるだけありがたいと思ってくれないと！」

　眉を顰ひそめてメッセが私から離れるように一歩だけ後ろに退くのを見た。私から少し距離を取りたいという暗のメッセージ。ちょっと、失礼すぎる。この人。

「べ、別に。私、他人ひと様の食文化にケチをつけるほど野や暮ぼじゃないわよ」

「めっせも、砂とかげ、たべるのー？」

「た、食べないわよ！　そんなもの！」

　シロはきょろきょろと周囲を見回すと、何かに気付いて、ぴょんとその場で跳ね、岩場の上に飛び移った。数メートルもある高さを、楽々と。鳥の如ごとく舞う少女を私は見上げるだけだった。

「う、噓うそでしょ……」

　メッセが驚きよう愕がくしたのは跳躍力だけではない。体長一メートルほどの大物の砂トカゲが岩の上に陣取って構えていた。シロは自分の身体とさほど大きさの変わらぬモンスターにも臆せず、駆け寄っていく。いきり立ったトカゲが尻尾を振り回す。大人の男の人だって、直撃を食らえば一度に肋ろつ骨こつを数本、へし折られるほどの重い一撃だ。しかし、その一撃を脇腹に食らっても、なおも平然とした顔をして、少女は立っている。そして、大きく掲げた右手を振り下ろした。

　ごりごり、とトカゲの首を摑つかんだ右手から嫌な感じの異音が鳴る。たぶん、片手の握力だけで獲物の背骨を砕く音。トカゲが泡を食って、手足も尻尾もぐったりと落ちた。

　大トカゲの死骸を振り回しながら、セミやチョウチョを捕まえたかのように無邪気に笑って、私たちの前まで持ってきた。見かけによらず、随分と野性的……。それはまさに、人間離れした身体能力とパワー。彼女が人間ではない存在だと、再認識を余よ儀ぎなくされる。

　──キャトル。と、クライドはシロのことを言った。眉まゆ唾つばとは言わないが、その話に半信半疑だった私も、こんなものを見せつけられれば、与よ太た話ばなしだと切り捨てることもできなくなる。

「めっせもたべるのー」

　顔面にトカゲの死体を突きつけられれば、誰だって顔を青ざめさせるだろう。自じ業ごう自じ得とくだと思った。シロが言いたいことは分かる。メッセは砂トカゲのステーキも唐揚げも、小馬鹿にした。食べたことのないものを嫌厭するのはよくない。メッセも一度、食ってみろと言っているのだ。
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「メッセさん。食わず嫌いはよくないですよ」

「う、うるさいわよ！　わ、分かったから！　私が悪かったからシロ！　いい加減、そのトカゲを下ろしてよ！」

　半泣きで懇願する。自分の主張が通ったと思ったのか、シロはご満悦そうに頰を緩ませた。

　それにしても、驚かされてばかりだ。《死の渓谷》と呼ばれる場所に野生の砂トカゲが生息している。と、いうことは裏を返せば、彼らの餌えさになるような小動物がこの辺りには生息しているということだ。そして、大がかりな家庭菜園。農業プラントを除けば、ここまで大規模で、種類豊富な野菜を育てている農場は外の世界にも存在しないだろう。

　だが、ここは《死の渓谷》だ。汚染され、人が住むことができなくなった呪いの土地──のはずだ。その疑問にクライドが私を農園のさらに奥へと誘う。

　谷を一つ超えた場所に黄色い花畑が広がっているのが見えた。砂漠の陽ひ射ざしにさえ負けまいと、黄色の大輪が空に向かって正々堂々と屹きつ立りつする様は見ていて清すが々すがしさを覚える。

「一部の植物は土地を浄化する能力を持っています。大地に根を下ろし、土の中から水分と栄養と一緒に大地を汚染する重金属類や放射性元素まで吸収してくれます。そうやってこの二十年。我々はこの場所に植物を育て続けてきました」

　その成果が、この目の前の光景だと、老人は胸を張る。

「この呪われた大地を浄化する。それが私の罪滅ぼしです」

　日々、こうして土に種を撒まき、自然の力が大地を犯す毒を癒やしていく。そして、浄化された土地に再び、野菜や果物を植える。草木が枯れても、それは新たな命の苗床となる。土の中に眠るバクテリアたちが目を覚まし、地面の底に栄養を蓄える。小さな虫や微生物たちも戻ってくる。その小さな動物たちを餌えさとする砂トカゲのような生き物もこの地に根を下ろすようになる。こうして、自然の食物連鎖は完成し、かつて失われた自然の営みが死の大地に命の息い吹ぶきを吹き込むようになる。が、それは気が遠くなるほどの壮大な試みだ。

　でも、老人の手により、ほんの一部だけでも、この《ルクス・グラーベン》はかつての姿を取り戻そうとしている。死の大地に、命が蘇よみがえるのだ。きっと、想像を超える長い年月、そして計り知れぬ労苦があったに違いない。そんな苦労も、彼自身は「罪滅ぼし」だと言った。その真意は分からない。でも、老人の言葉は私なんかでは受け止めきれないほどに重かった。

　この老人が言う罪とは何だろう。二十年も死の土地に縛られ続けなければいけない罪って、いったい、どれだけのものなのだろうと考える。シロを──キャトルを生み出したこと？　この大地を毒で汚染したこと？

「さあ。食べる分の食料を採ったら帰りましょう。たまには人工携行食ばかりではなく、自然のものも食べてみるとよいでしょう」

　この地で流したであろう多くの汗。その苦労話も、クライドは多くを語ろうとはせず、この場から引き上げようとした。私は近くにあった大粒のトマトをもぎ取ると、彼の背中を追いかけた。ちょうど、日が沈みかけている。大地から全ての光が追い払われるわずかの合間だった。帰り道の途中で、メッセが何かを見つけた。

「あれ……」

　東向きに視界の開けた山道。同じような山々が東西に峰を連ねるのがよく見える。山と山の合間が深い溝に区切られ、それが迷路のように複雑に入り乱れている。しかし、その迷路も北に向かって徐々に、道が広がっていき、その終着点は大きく開けた吹ふき溜だまりになっていた。小さな川が湖に水を溜ため込こむように、山に囲われた小さな盆地の地形があった。迷宮の袋ふくろ小路こうじとも言える終着点──あれが、《ルクス・グラーベン》の深しん奥おうだ。

　メッセが声を震わせて指を差す。その方角に、明らかに自然のものではない巨大な構造物が見えた。四方を山に囲まれたお盆の中はもう半分以上、夜の闇に浸食されていたため、その全ぜん貌ぼうをはっきりと見ることはできなかった。

　でも、大地に突き刺さり、空に向かって屹きつ立りつした塔のようなもの……それは宇宙船の尾翼に見えた。散らばった残骸の周囲はクレーターのように地面がいびつにくぼんでいた。

「カッシーニ！」

　そう叫んで、両手に抱えた芋と野菜を放り投げて走ろうとしたメッセの腕を摑つかんで止めた。

「ま、待ってください！　いくら何でも、今から行くのは自殺行為ですよ！」

「う、うるさいわよ！　こうしている間だって、クルーのみんなは私が来るのを待っているかもしれないのよ！」

「気持ちは分かりますけど……レイバーのゾンビとかにまた襲われたらどうするんですか。毒ガスだってどこから噴ふいているかも分からないんですよ。それに……」

「あの場所に行きたいのなら、少し考えないといけないかもしれませんよ」

　後ろから車椅子の老人が私たちの会話に割り込んだ。

「ねえ。あなた。何か知っているのね！」

　冷静さを失いかけたメッセはクライドにけんか腰で詰め寄る。

「あれが空から落ちてきたのは数週間前。激しい衝撃で地面が揺れたのを覚えています。最初は隕いん石せきだと思っていたのですが。なるほど。確かに、あれは宇宙船に見えますね」

「何よ。知っていたなら、もうちょっと早く教えなさいよ！」

「お嬢さん、逸はやる気持ちは分かりますが、物事には順序というのがあります。特にこの場所では、長生きをしたいなら、人の話は最後まで聞くべきです」

　温厚な老人の様子が一変して冷たいものに変わる。敢あえて冷淡に語ることで、メッセの暴走を諫いさめているようにも見える。彼女もそれが分かったのだろう。強引にでも、宇宙船まで走ろうとは、もう言い出さなくなった。

「もう、暗くなっているから見づらくなっていますが、分かりますか。宇宙船の手前にある廃はい墟きよです」

　クライドが闇に向かって指を向ける。辛かろうじて見えるのは、かつてそこにあったと思われる巨大な建造物の残骸。とは言っても、残っているのはせいぜい、鉄骨の壁の一部くらいで、残骸のほとんどは大きく穿うがたれたクレーターの中に沈んで埋まっているようだった。

「あれが六号棟ですよ」

　私は咄とつ嗟さに右半身を左腕で庇かばった。そんなことをしても、何も意味がないことは分かっているけど。

「大丈夫です。さすがにあそこからではベスタ線は届きませんよ」

　クライドに言われて、少しだけ安心した。とは言っても、距離的にはかなり近い場所に、私の命を脅おびやかす領域が存在することには変わらない。

「……エリス？」

「……すいません。今すぐ、この場所を離れたいです。メッセさん。お願いします」

　一瞬、メッセは悔しげな表情を見せる。でも、その本音はすぐに隠す。無言で頷うなずき、私の手を取って、その場から離れた。

　大爆発を引き起こした六号棟の廃はい墟きよは、宇宙船カッシーニの墜落現場までの道を塞ぐように立ちはだかっていた。大災厄の爆心地となった場所だ。汚染濃度はこれまでとは比較にならないだろう。あの場所を通り抜けるとなると、命を捨てる覚悟が必要だろう。

　重い空気が私たちの間に漂った。




　まともな食事にありつけたのは何日ぶりだっただろうか。採れたての野菜を刻んだサラダに、野菜と芋を煮たシチュー。そして、砂トカゲの肉塊から血を抜いて火で豪快に炙あぶったステーキ。

　でも、あんまり美味おいしくはなかった。いや、美味おいしいは美味おいしかったのだが、食卓を包む重苦しい空気が私たちの舌を鈍くさせた。

　銀髪の少女が野生児のように肉塊にかぶりつく。その隣でメッセは食事にあまり手をつけていないようにも見えた。

　目的の宇宙船はすぐそこなのに、近づくことさえできないもどかしさ。防護服であれば、毒ガスからも身を守れるが、ベスタ線となれば、防ぐのにも限度がある。特に、六号棟は事故を起こした濃縮炉がかつてあった爆心地だ。汚染濃度を考えれば、防護服一枚で高線量のベスタ線から身を守りきれる保証はない。レイバーのゾンビだって、他にどこをうろついているか分からない以上、メッセ一人でそんな危険な場所に向かわせることもできない。

「あの……メッセさん」

「何よ」

「お肉、食べないなら、私がもらいますよ」

　ひょいと、骨付き肉を取り上げようとした私の手首をメッセが摑つかんで止めた。

「あんたなんかに、あげないわよ」

「でも、メッセさん。トカゲの肉、好きじゃないんですよね？」

「うるさいわね。食べるわよ」

　口元まで肉を運んで、一瞬、躊ちゆう躇ちよした後に目を瞑つむって齧かじり付ついた。

「まあ、味の淡泊な鶏とり肉にくみたいなものね」

　どうやら、お口に合ったようで、二口目、三口目は間を置かずに貪むさぼった。あっという間に、メッセはお皿の盛り付けられた料理をぺろりと平らげてしまった。

　懸案事項は山積みで、正直、これから先のことも全然、分からないけど、とりあえずはお腹なかも満たし、気持ちだけはなんとなく落ち着いた。そして、夜も深まったころに、意を決したかのようにクライドが口を開く。ソファーにはシロが寝そべって寝息を立てていた。

「六号棟を抜ける方法はあることはあります」

「……は？」とメッセが声を上げた。そんな方法があるなら、もっと先に言えと、不審の混じった視線で車椅子の老人を見つめる。それを十分に承知していた上で「ただし」と、クライドは付け加える。シロの傍かたわらに車椅子を着け、寝息を立てる幼子の頰を優しく撫なでた。

「条件があります。その条件さえ吞のんでいただけるのなら、あなた方に協力しましょう」

「……条件ですか？」

　私が聞き返すと、静かにクライドは頷うなずいた。その穏やかな目の中に、何か決意に満ちたものが隠れていることに私は気が付いた。

「あなた方の旅にこの子を……シロを連れて行ってほしいのです」

「はぁ？」と思わず、素すっ頓とん狂きような声を上げたのはメッセだ。寝た子を起こしてしまわないように、慌てて両手で口を塞いだ。彼女の反応も理解できなくもない。今、彼女の考えていることも私は手に取るように分かる。──こんな小さな子供を一緒に旅に連れていけと？

「見た目は幼いですが、この子は普通の子供ではないことは先ほどまでにも話した通りです。旅の中でお役に立つこともあるはずです」

　控えめに、彼女を連れていくことのメリットを強調する。毒もベスタ線も通用せず、人間離れした身体能力。彼女はれっきとした兵器なのだとクライドは言った。だから、彼女を連れて行くのは拳銃を一丁、多めに持って行くのと同じだと。

　もちろん、私にはシロのことをそんな風に見ることなんてできない。だからこそ、そんなことを言うクライドの真意を私はつかみきれなかった。

「あの……どうして、そんなことを私たちに頼むのですか」

「この子は外の世界を知りません。もし、私が死んだら、この子はこの閉じられた世界で一人きりになってしまいます。ですから、どうしても私が生きているうちにこの子に外の世界を見てほしいのです」

　世間知らずの我が子を放っておけない。クライドがシロに向ける思いとは、そんな親子の愛情に似ている。別に、シロのことをただの兵器だとしか見ていないわけではない。

「つまり、私たちにこの子の子守をしろということ？」

　……私にとってはメッセさんの面倒を見るのも十分、子守みたいなものなんですけどね。

「……エリス。何か言った？」

「いいえ。何も」

　寧むしろシロの方が何かと役に立ってくれそうと打算的なことを考えたのは内緒だ。

「私には反対する理由はないです。シロのこと、好きですし。メッセさんはどうなんです？」

「それが協力の条件っていうなら、我慢してあげてもいいわよ。でも、この子の面倒はエリスが責任を持って見るのよ」

　ぷい、と首を横に背ける。相変わらず、素直ではないんだな、この人。

「そうですか。ありがとうございます」

　老人が深々と私たちに頭を下げた。私は慌てた。そもそも立場が逆。命の恩人に頭を下げるのはむしろ、自分たちの方だ。

「えっと。お、おじいさん。頭を上げてください。別に私たちは……」

「……シロをお願いします」

　頑かたくなに頭を上げようとしないのは、それだけ、この人にとってシロが大切にされているということだ。なのに。無闇に場を引ひっ搔かき回まわそうとするのはメッセだ。

「ねえ。あなた。大事な娘を余所よそ様さまの人間に預けるのって、どういう気持ちなのかしら」

　いきなり喧ケン嘩カ腰でこの人は何を言い出しているんだ。冷たい汗が流れた。頭を上げたクライドも当惑の表情を浮かべていた。

「メッセさん！」

「あなた。本当はあの子のこと、厄やつ介かい払ばらいにしたいだけではなくて？」

　別に彼女も言い掛かりをつけるつもりではないということは、私も知っていた。ただ、疑心暗鬼になっているのだ。何しろ、彼女自身が家から厄やつ介かい払ばらいをされた身だから。少なくとも、彼女自身はそう思っている。だから、自分とシロを重ね合わせているのかもしれない。

　親にとっては可愛かわいいわが子に旅をさせろ、というつもりだったのかもしれないが、少なくともメッセはそう受け取ってはいない。

「……そうかも、しれませんね」

　意外なことにクライドは、メッセの罵ば詈り雑ぞう言ごんを否定しなかった。テントの中でロウソクの小さな光が静かに揺らいでいた。

「私が辛いだけかもしれません。この子の顔を見るたびに私は私の罪を思い出すので」

　それが半分の本音なのだろう。どれだけ綺き麗れい言ごとを並べたところで、否定することのできないもう一つの真実の裏側みたいなもの。それをむしろ隠さず、正直に口にすることでかえって、私はこの老人のことを信じたいという気持ちを強くした。

　あどけない幼子の寝顔は老人にとっては、忘れ難がたき過去を暴あばく存在でもあった。だから、遠ざけたい。老人と少女の決して覆くつがえすことのできない悲しい関係──。

　メッセの顔に驚きはなかった。全てをあらかじめ知っていたと言わんばかり。だから、やっぱり、クライドの申し出を断るのではと思って私は心配した。でも、それは徒労だった。

「いいわ。あの子のことは連れて行く。だから、ちゃんと協力してもらうわよ」

「ありがとうございます」

　再び、クライドが頭を下げる。それをメッセはわざと視線を逸そらす。

　果たして、これでよかったのだろうか。そもそも、シロの意思がどこにあるのか分からないのに、決めてしまっていいのか。もし、仮に本人が嫌がって、それを無理矢理、連れ出すのは如何いかがなものかとも思う。でも、そんな疑問もお構いなしに、クライドとメッセはさっさと話を進める。

「で、具体的にどうするの？」

「ルクス・プラントはかつて秘ひ匿とく性せいの保持から、周辺施設をつなぐ大がかりな地下通路が存在していました。それを使うのです」

「地下通路ですか？」

　私とメッセは互いに顔を見合わせる。クライドが戸棚の奥から持ってきたのは古い地図。細長く伸びた地溝に沿って、手前から奥に向かって七号棟と六号棟、そして、倉庫区画などが一本の線でつながっていた。爆発事故で吹き飛んだのは地上の構造物だけだとクライドは説明する。つまり、地下の通路部分は無傷のまま残っているのだという。

「なら、地下通路を辿たどって、六号棟の反対側に抜けられるということ？」

　クライドが頷うなずく。七号棟も六号棟も今は、地上部分はほぼ更地だが、地下の施設は今もなお生きているという。にわかには信じられない話。でも元々、彼は六号棟の研究者だったのだ。それが今更、作り話をしているとも思えなかった。確かに、ベスタ線が届かないような地中深くからなら、六号棟の下をくぐって安全地帯まで抜けることも可能かもしれない。

「いいわ。別の手段もないことだし。そのプランで行くわ」

　特に作戦を吟ぎん味みしようともせず、メッセはあっさりと決断した。

「道案内はこちらでいたします」

　それからしばらく時間を掛けて、私たちはルートの確認をして、明日に向けて準備を整えることになった。気が付けば、夜も随分、更ふけていた。私はソファーで寝るシロを抱きかかえると、ベッドのある隣のテント小屋まで彼女を運んだ。

　彼女は私の腕の中で静かな寝息を立てていた。本当にただの子供。その幼さに相反して、美しい銀髪と端整な顔立ちには目を奪われそうになる。でも、クライドはシロの顔を見るたびに自分の罪を思い出すと言った。

　──罪。無意識に反はん芻すうする言葉も、私はどこか捉えきれずにいた。

　確かに六号棟では命を弄もてあそんで冒ぼう瀆とくするような数々の研究が行われていたのだと思う。でも、少なくとも、シロの穏やかな寝顔を見る限りは、そんな業ごうや因縁とは無縁にも思えた。少なくとも、シロは自分を生み出したクライド博士のことを恨んでいるようには見えなかった。だって、自分のことを生んでくれた親のことを恨むような子供なんかいるわけがないじゃないか。と、少なくとも私はずっと思っていた。

　でも、たぶん。同じことを訊きいたら、メッセは違うことを言うとは思う。

　テントの入り口をくぐって、私は小さなベッドの上にシロを寝かして上から毛布をかけた。幸せそうに涎よだれを垂らして、むにゃむにゃ唸うなっている。食べ物でも追いかけている夢でも見ているのかも。隣にはメッセもいた。私は少し勇気を出して、さっきの疑問をぶつけることにした。

「あの……。メッセさんはお父さんとお母さんのこと。嫌いですか」

「何を藪やぶから棒に？」

「いえ、ちょっと気になって……。さっきもクライドさんに嚙かみついていたから。シロのこと、厄やつ介かい払ばらいしたいのかと言っていたの。あれ、たぶん、メッセさんのお父さんのことですよね？」

「少なくとも、人の心の中に土足で平気に踏み込んでこようとするあなたのことは嫌いよ」

「……うう。すいません。忘れてください」

　やはり、いけない部分に触れてしまったか。でも、口で言うほど、怒ってもなさそうだったのが不思議だった。むしろ、訊きいてくれてありがとう、みたいな顔をしている。

「別にいいわよ。今日は機嫌がいいから、答えてあげる。まあね。結論から言えば、好きとか嫌いとか、そんなに単純に言えるものじゃないわね。恨んでいるかと言われれば、そうかもしれないし。好きかと言われれば、嫌いとは断言しきれないわね」

「そうですか……」

　親子を取り巻く環境は私とメッセでは随分と異なる。だから、一方的にあなたの考え方はおかしい、と言うつもりはない。でも、一言、言わせてもらうなら──。

「私、本音を言うと、メッセさんのことが羨うらやましいです」

　少なくとも、恨むのも、甘えるのも、親を見返してやりたいという気持ちもみんな、相手がこの世界に存在しているからこそ。激しい憎ぞう悪おも、対象がそもそもこの世に存在していなければ、ただ虚むなしいだけ。私は七歳で両親と生き別れ、今も二人の墓の位置さえ分からないのだ。

　でも、メッセの答えは私とは正反対だった。

「こんなこと言ったら、罰ばちが当たるかもしれないけど、私はあなたの方が羨うらやましいわよ」

　別に親がいなければよかった、と言うつもりはないのかもしれないが、不穏当な台詞せりふかもしれない。彼女の真意を尋ねようとしたが、「さあ、明日も早いんだから、さっさと寝ましょ」とメッセは一方的に話を切り上げた。これ以上はあまり話したくはないみたいだった。

　私も頷うなずいて、大人しく床とこに就つくことにする。

「あの。メッセさん……」

　毛布をかぶり、寝る前に、やっぱり、言っておこうと思った。

「何よ」

「さっきの話の続き。いつかしてくださいね」

「嫌よ」
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「ハロー　ハロー　ハロー・マーズ♪」

　狭苦しい宇宙船のモジュールの中に陽気に聞こえる鼻はな唄うたが響いていた。本来ならアップテンポの原曲を無駄に間延びさせた音程で口ずさむものだから、それは、それは有り体ていな言い方をすれば、度を超した音おん痴ちだった。

「ねえ、ジョナサン。その音おん痴ちな曲、やめてくれない？　四六時中、こんな下手くそな歌を聞かされたらこっちは気が狂いそうよ」

　無重力の海に身を漂わせながら、メッセは抗議の視線を男に向けた。モジュール内の電気系統を調整するコンソールをいじっていた男の手が一瞬だけ止まる。一昔前のストリートミュージシャンを思わせる奇抜な髪型とその出いで立たちで、この音おん痴ちなのだから、これは一種の芸術かもしれない。しかし、嫌けん悪お感たっぷりに込めた少女の言葉も彼にとっては、何の意味もなかったようだ。健康的な浅黒い肌の中に、腹が立つほど綺き麗れいな真っ白い歯が爽さわやかに姿を現した。

「なんだよ。メッセ。相変わらず、君は堅かたいな。君はあれを見て、テンションが高くなったりしないのか」

　男が指差す小窓の強化ガラスの向こうに広がっていたのは、果てしなく広がる宇宙空間だった。静寂と闇が支配する無限の空間の中に、燃えさかる炎のように赤い星がぽつんと、浮かぶ。地球のように青く煌きらめく海も、大気を満たす雲も、大地を覆う深き森林の緑も、そこにはわずかとして存在しない。

　赤錆さびた大地。赤あか砂すなを巻き上げて広がる巨大な砂塵嵐ダストストームが空の上からも見ることができる。赤道直下、大地を引き裂く爪つめ痕あとはマリネリス渓谷。そして、その西側に膨らむ巨大な山塊は太陽系最大の火山と言われるオリンポス山。どちらも、自分たちが今、向かっているこの星の険しい環境を象徴するかのような存在だ。彼らは今、あの「火星マーズ」と呼ばれる赤い星を目指し、果てしない宇宙を旅するその途上にあった。

「だいたい、何なの。その間抜けな歌は」

　いら立たしげなメッセに、男は何の悪びれた様子もなく言った。

「昔のＣＭソングさ。火星の惑星改造テラフオーミング計画が立ち上がった頃、テレビのＣＭでこうやって入植希望者を募っていたのさ。ハロー　ハロー　ハロー・マーズ……ってね。知らないかい？」

「知っているわけないでしょ。そんなの二百年以上も昔のことでしょ。こんなセンスのかけらもない歌を聴いて、火星に行きたいって思うなんて、当時の人たちの感性を疑うわ」

「でもさ、メッセ。そのおかげで、今の僕たちもある」

　にんまりと笑って、ジョナサンは窓の外に浮かぶ真っ赤な星を指す。あの星が赤く見えるのは、大地に含まれる鉄の成分が酸化したせい──高等科の地学の先生がそんなことを言っていたっけ。つまり、今、自分たちの目の前にあるのは巨大な赤あか錆さびの塊ということになる。

　そう考えると、メッセは陰鬱な感情に押し流されそうになる。そんな場所にこれから約十六時間後、この宇宙船は降り立とうとしている。星全体が赤い砂漠に覆われたような場所だ。ちゃんとしたシャワーやバスルームもあるだろうか。砂すな埃ぼこりで服が汚されるのは勘弁だ。

　あの赤き惑星を目指して、この宇宙船カッシーニが地球を出発したのはもう半年前のこと。火星が地球側に接近するタイミングとはいえ、かつては二年近くかかった宇宙の船旅は大幅に短縮された。これもこの二世紀のうちに人類が成し遂げた技術発展の成果だ。

「火星に行くより、地球一周するクルージングの方がよほど、長旅だね」とジョナサンが上機嫌に言う。しかし、メッセは目的地に近づけば近づくほど気持ちは重く沈んでいった。

「メッセ。あの星に暮らす人たちはどんな生活をして、どんなことを考えているんだろう。八十年前の大災害から滅亡の一歩手前まで追い込まれた彼らがどう復興の道を歩んでいるのか、興味はないかい。後は火星にどんなお酒があるのか、とか。火星人と一緒に吞のんだら、きっとさぞかし盛り上がって、楽しいだろうね」

　このミッションは人類の歴史の中で、間違いなく一つのターニングポイントになるだろう。なのに、彼が口にするその動機はあまりに軽薄だ。

「興味なんてないわよ。後、ジョナサン。毎晩、お酒を飲むの、やめてくれるかしら。酔っ払って下手くそな歌を大声で歌って。隣の私の部屋まで聞こえてくるんだけど」

「それならメッセ。君も一緒に吞のめばいいじゃないか」

「お生憎あいにく様。私は未成年なの」

　ジョナサンはつまらなさそうに肩を竦すくめて作業に戻る。すでにカッシーニは火星上陸への最終確認作業へと入っていた。ジョナサンは制御盤に並んだ熱量計の数値を一つ一つ確認して自らのタブレット端末にデータを転送していく。黙々と作業する彼の背中をメッセは黙って見守っているだけ。それ以外にやることなどないのだ。

　この船では彼女だけが業務を割り振られていない。正規クルーであるジョナサンを含め約二百人がそれぞれローテーションを組んで、船内の機器を逐一、チェックして異常がないことを確認する。宇宙では小さなトラブルが、クルー全員の生命を脅おびやかす事態となりやすい。だから、二十四時間態勢で船の隅々まで監視の目を行き届かせなければいけない。

　それでも、メッセだけは例外だ。彼女はこの船では唯一の『お客さん』であり、お嬢様。この船で彼女がやることといえば、こうして他人の仕事を後ろから眺ながめるか、地球から持ち込んだ本や音楽で時間を潰すことくらいだ。無む尽じん蔵ぞうにある暇な時間を彼女は持て余していた。

「それならさ」と、再びジョナサンから話を切り出す。

「メッセはどうして、このミッションに参加したのさ。お父さん……ノーマン・シェパード会長に君からこの任務を志願したって聞いているけどさ」

「……別に、あなたに教える義理なんてないわよ」

「やれやれ」と言った風に、ジョナサンは渋い表情で首を振る。「まあ、いいけどさ。でも、火星に着いたら、もう少し愛あい想そ笑わらいくらいはしてくれよな。これでも、あちらからすれば、君は地球人類の代表なんだからね。そう、そう営業スマイル」

　言いながらジョナサンは自分の頰を両手で引っ張って、笑顔をつくる実演をして見せた。

「別に……そういうことは、船長たちがやればいいのよ。どうせ、私は飾り物の特命大使なんだし」

「いやいや、飾りなら尚なお更さら。その仏ぶつ頂ちよう面づらはよくない。君だって、少しは笑えば、お姉さんのように美人に……」

「それ以上、姉さんのこと、言ったら怒るわよ」

「……申し訳ない」

　そう言いつつ、ジョナサンはまた、あの「ハロー・マーズ」の歌を口ずさみ始めた。しかし、その独唱のステージは、不意に鳴り響く警報に中断を余儀なくされた。

　けたたましく頭上から降り注ぐ時代遅れの警報ベルの音はメッセが通っていた中等科の火災報知器にも使われていたものと同じ。防災訓練をやるなんて話は一切、聞いていない。ミッションの終了間ま際ぎわに抜き打ち訓練とは随分と人が悪いではないか。

「なんだ、なんだ？」

　混乱する二人にさらに追い討うちをかけるように、今度はモジュール内の全ての照明が一瞬落ちて、非常用電源のか細い明かりへと切り替えられた。そして、非常事態を告げる警告ランプがサイレンの音ともに稼か働どうする。ベルとサイレンの音が重なって、騒々しいことこの上ない。

「なんてこった！　いったい、何が起きているというんだ！」

　ジョナサンが赤く灯ともるランプを見て、吐き捨てた。

　あの警告の光が灯ともることは本来あってはいけないことだ。何しろ、あれは生命維持装置《ＥＣＬＳＳ》に異常があったことを報しらせるもの。それが稼か働どうするということは宇宙船の中に閉じ込められた自分たちにとっては死活問題に直結する事態を指し示す。

「とにかく、状況を確認しよう。メッセ。これからは俺の指示に従ってもらう」

「嫌よ」

「お願いだからさ。冗談を言っている暇はないんだ」

「冗談を言っているわけじゃないんだけど……」

　言葉の途中だったが、ジョナサンは強引にメッセの腕を引っ張った。すでに宇宙船の各モジュールをつなぐ隔壁は閉じられ、行き来することはできなくなっていた。緊急操作用のコンソールにジョナサンは自らの端末をコードでつないで、システムサーバーにアクセスする。

　端末の液晶に指を滑らせながら、ジョナサンの顔が青ざめていく。

「何よ、黙ってないで、少しは状況を説明しなさいよ」

「セクション34と27からの反応がない」

「いや、だから。分かるように説明しなさいよ！」

「少なくとも防災訓練ということではなさそうだな」

　再び大きな揺れと爆発音が襲ったのはその直後だ。メッセがジョナサンの端末を覗のぞき込こむと、宇宙船の巨大な機体の二割以上の区画がマップから黒く光が消えて、反応が消失していた。

「これって……どういうこと？　ここにいた人たちはどうなったの？」

　ジョナサンは何も答えない代わりに、首を横に振った。その反応からようやく、メッセにも事態の深刻さが理解できた。

　ジョナサンが端末からパスを入力すると、封鎖されていた隔壁が再び開かれた。そこからエアロックを挟んですぐ隣のモジュールへとつながる。

　この宇宙船カッシーニは円筒状のモジュールが五十基近く、連結して一つの船の形をつくっている。船の中枢とも言えるブリッジ・モジュールを取り囲むようにして動力区画や居住区画などのモジュール・セクションがそれぞれ、エアロックを介して有機的につながった構造だ。一つのモジュールに大きなトラブルが発生しても、その区画を閉鎖するか、切り離せば、宇宙船の航行自体に支障はない。そのはずだが……。

　メッセたちが足を踏み入れたのはそのうちの実験棟のセクションだったが、通路にはすでに黒く淀よどんだ煙が充満していた。ジョナサンが端末から排気システムを稼か働どうさせて、少しはマシになったが、それでも、何か、油が焦げるような不快な匂いはすぐには消えない。

「何なの……これ？　火事」

「それならまだいいけどな。火事にしたって、火のまわりが早すぎる。そもそも、宇宙船に使っている資材はほとんどが防火性のある素材だからな。誰かさんの煙草たばこの不始末くらいじゃ、ここまでの大火事にはならないはずだ」

　その時だ。目の前で閉じられた隔壁が突然、爆発し破られた。

「きゃぁぁ！」

　衝撃に身体が弾はじき飛とばされる。無重力空間では一度、バランスの制御を失えば、上下左右の感覚はなくなり、身体はピンボールのように細長いモジュールの中で壁に弾はじかれて止まらなくなる。それをジョナサンが両腕で抱きかかえて庇かばった。

「な、何よ……いったい……？」

　立ち上る黒煙の向こうに現れたのは人の姿をしたシルエットだった。

「こりゃあ、何てこったい……」

　ジョナサンの腕の中で、彼が絶望を呟つぶやくのを聞いた。黒煙の中に立っていたのは無骨な機械人形だった。ずんぐりとした胴体が纏まとうのは物騒な重火器。両肩に乗っかったブラスターの砲口からはまだ白い煙が吹き出されていた。隔壁をぶっ放した犯人が誰かなんて、考えるまでもなく分かる。

「プルート……。お前、いったい何故なぜだ！」

　二人の前に立っていたのは一機の《スレイブ》だった。

　地球では完全に機械化された兵士のことを《スレイブ》と呼ぶ。戦場では《奴隷スレイブ》のように従順で、作戦を遂行する。微み塵じんの良心もなく、破壊行為を実行し、敵前で恐怖心から逃走することも降伏することもない。いつしか、彼らは人間に変わって戦争を代行する存在となっていた。今や地球では人間の兵士が戦場で血を流すことはなくなった。その代わりに《奴隷スレイブ》たちが、同族同士で醜悪な殺し合いを人間の代理で繰り広げるようになった。

　メッセ自身、資料映像などを除いて、彼らの姿を見たのはこれが初めてだ。確かに、このカッシーニの中に《プルート》というコードネームの機体が搭載されているとは説明を受けていた。あくまでも、搭乗員の安全確保のため、という名目で。

　──その意思も持たぬ《奴隷スレイブ》が人類に牙を剝むこうとは誰が想像できたであろうか。

　プルート。その名は太陽系の準惑星《冥王星》から、そして、ローマ神話における冥界の王から借用したものだ。非常に縁起が悪い。ネーミングした人間の感性を疑わざるを得ない。

　その冥界の主が手にしたライフルが吠ほえた。銃弾はモジュールの壁を跳ねて、ジョナサンの右腕を抉えぐった。雫しずくになった血滴が無重力の空間に浮かんで漂った。

「プルート！　やめろ！　俺たちは敵ではない！」

　ゴーグルの奥に灯ともる緑色の光からは温情のかけらさえ感じられない。《冥界の王》は腕を伸ばし、二人を捕とらえようとする。

「く！」

　ジョナサンはメッセを抱きかかえたまま、モジュールの壁を蹴って跳んだ。無重力の空間を泳ぐようにして逃げる。止とめどなく流れ続ける血筋が空中に糸のように伸びて漂う。背後から追いかけるスレイブも、その赤い糸を手た繰ぐるように空中を泳ぎ追跡する。

　ライフルの銃声が断続的に響く。壁を跳ねた銃弾が踊るように四方八方に飛び交う。そのうちの一発が再びジョナサンの背中を突いた。

「くそ！」

「ジョナサン！　ジョナサン！」

　背中から噴き出す鮮血のカーテンが空中を舞う。交差した分かれ道を二人は右に旋回して逃げ込む。二つ目のエアロックを通過したところで、ジョナサンが端末を弄いじくった。

　遠隔操作された隔壁が閉じる。しかし、その程度では足止め程度にしかならないことは百も承知だ。何しろ、つい先ほど、目の前でブラスターの一撃が隔壁を溶かして破ったのを見せられたのだから。ジョナサンは一旦、メッセを下ろすと、もう一度、緊急用の制御コンソールに自らの端末を接続した。

「ブリッジ！　聞いているか！　プルートが暴走して俺たちを襲ってきている！　こっちから直接、セクション13をパージする！　許可をくれ！　急いでくれ！」

　コンソールの通信機に向かって声を張り上げた。通信はブリッジまでつながっている。同じく緊迫した様子で、この船の船長であるコーディエが声を返す。

「こちらでも状況を把握している。パージを許可する。緊急コードをそちらに送信する」

《警告》と記された赤い画面が端末の液晶画面に浮かび上がる。その上にジョナサンは指を走らせ、短いパスワードを入力する。《了承》の文字が表示されるとともに、モジュールが縦に大きく揺れ始めた。振動が大きくなるにつれ、警報の上に新たな警報が重なり合っていく。

『セクション13のパージを開始いたします。当該エリアにいる乗務員が速やかに避難してください。繰り返します。セクション13のパージを開始します』

　艦内に響き渡る人工音声が警告を発する。パージとは文字通り、モジュールを船外へと切り離す工程。エアロックの隔壁で閉じ込められたスレイブをモジュールごと宇宙へと放り捨てようというのだ。元々は船内で問題が起きた時に事態が深刻化しないうちにトラブル箇所だけを切り離すためのシステム。要はトカゲが尻尾を切るのと同じだ。

　地震が起きたような縦揺れとともに、パージ作業は十数秒のうちに完了した。今、隔壁を一枚隔てた向こう側は宇宙空間。そう考えると不思議な気持ちにもなる。ちょうど、宇宙船全体の後背部に当たるエリアがすっぽり、肉を削そぎ落とされたように欠落した形だ。散々、暴れ回ったスレイブも今頃はきっと、巨大なデブリとともに宇宙の藻も屑くずとなっていることだろう。

　作業の完了を見届けてようやく一息をつき、ジョナサンは壁に寄り掛かった。

「ジョナサン。あなた、大丈夫なの？」

「あはは。メッセが俺のこと、心配してくれるなんて明日は《隕石の雨メテオストーム》でも降るのかな」

　軽口を叩たたく余裕はありそうで、ひとまずメッセは安あん堵どした。

「いい？　さっさと、医務室に連れ込むからね」

　メッセはジョナサンに肩を貸して運ぶ。すぐに数人のクルーたちとも合流し、その場でジョナサンに応急処置が施された。

「とにかく、メッセお嬢様にけががなくて良かったです」

　馬の尻尾のように後ろ髪を束ねた年上の女性が救急箱を手に言った。彼女の名前はメリル。このカッシーニのクルーで、看護師の資格も持っている。病気や怪け我がの時は彼女が看みてくれることになっている。ジョナサンの出血は見た目こそ酷ひどいが、急所は外れており、彼女は手慣れた様子でジョナサンに止血を施し、腕と胴に包帯を巻いた。

「残念ながら、命に別状はないみたいね。本当に残念だわ、ジョナサン」

　笑いながら、メリルはぽん、とジョナサンの肩を軽く叩たたいた。痛みに顔を歪ゆがませながら、ジョナサンは抗議の視線を送る。

「お前といい、メッセといい、このカッシーニの女どもはどうしてこうきついんだろうな……って、痛っ！」

　傷口をメリルに叩たたかれ、ジョナサンが悲鳴を上げた。

「……とにかく一度、ブリッジに行きましょう。船長に状況を説明しないと。ジョナサン。もう、一人で歩けるわよね」

「はいはい。人使いが随分と荒いことで……」

　メリルに付き添われ、メッセはジョナサンとともに艦橋へ向かう。船の操そう舵だ作業を担う艦橋は言わば宇宙船の心臓部だ。ドーム状に大きく膨らんだ広々としたスペースに常時、十数人の一等宇宙航海士と通信オペレーター、操そう舵だ手らが三交代のシフトを組んで詰めている。

「二人とも無事で何より」

　艦橋の中央に立つのは立派な顎あご髭ひげを蓄えた船長のコーディエ。

「船長。俺は結構、無事ではないんですけどね……」

　ジョナサンは皮肉を混ぜながら、包帯を巻かれた自らの腕を船長に見せた。

「おお。そうか、そうか。それはすまないな。ジョナサン君。しかし、君の機転で我々は何とか難を逃れることができた。その点は感謝しているよ」

　ジョナサンと船長はお互い笑いながら、しかし、事態の報告になると二人とも、真剣な顔つきに切り替わる。

「我々は突然、プルートから襲撃を受けました。彼は火器の武装までしていました。俺が撃たれたのは対人用のライフル。隔壁を破ったのは高出力のブラスター砲です。こちらが非戦闘員であることとも、戦う意思もないことも伝えましたが、そもそも意思疎通が可能な状況には見えませんでした。こちらの説得にも、問答無用でこっちを撃ってきました」

　ジョナサンは状況を報告するが、事態の解明につながるような内容ではなく、コーディエも困ったように自分の顎あご髭ひげに片手を当てた。

「第三種甲型スレイブ《プルート》の暴走か……。状況は一応、こちらも把握している。今より七十三分前。プルートは何の予告もなく、我々のアクセスコードを全て遮断し、自律機動を開始した。彼を収容していた格納セクションは爆破され、七人のエンジニアスタッフと現在も連絡が取れなくなっている」

　それは遠回しに七人のクルーがプルートに殺害されたと言っているのと同義だ。

「暴走の原因は不明だ。パージしたセクション13も含めて四つのエリアが反応をロストした」

「船長。お聞きしたいことが。この船の積み荷にブラスター砲は元々、積んであったのですか」

　コーディエは首を横に振った。

「そのような事実は把握していない。我々はあくまで平和の使者だ。火星を侵略しに行くわけではない。そのような物騒な武器を積み込む許可をした覚えはない。それにあのスレイブにしても、あくまでも現地の自衛に必要な最低限レベルでの武装だと認識している」

「だから戦闘能力が低くて、偵察任務をメインにする第三種甲型だと。しかし、あの武装は甲型の機体で扱えるものには見えませんでしたが……」

「しかし……だな」

「船長。ひょっとして、我々は嵌はめられたのではないですかね」

　核心を突く一言に、コーディエの顔が見る見るうちに青ざめていく。船長にさえ、秘ひ匿とくされ積み込まれた兵器。目的地到着の直前に突如として暴走し、破壊行為を繰り返した機械兵。悪意を持った第三者による策謀がなければ、どれも説明できない。

「ちょっと！　ジョナサン！　あなた、お父様が私たちのことを嵌はめたと言いたいわけ？」

　食ってかかるメッセにジョナサンは首を横に振る。

「そうは言っていない。シェパード会長がそんなことをする人ではないことくらい、俺でも知っているさ。でもな……」

「……カッシーニが火星への着陸作業に失敗し、大気圏で爆発。二百人のクルーは全員が死亡……。そういうシナリオを描いている連中がいるということだ。このタイミングでプルートが暴走するようにあらかじめ、仕込まれていたのだろうな。おそらくは地球を出発する前から」

　コーディエが口にしたのは信じられないような可能性だ。メッセには理解できない。そんな陰謀が存在することなど。そもそも、そんなことが可能として、実行する理由が見当たらない。

「船長まで何を言っているの！　そんなことして、誰が得をするのよ！」

「まあ、確かに得をする奴やつなんてたぶん、いないよな。でも、俺たちが火星に行くことで損をしそうな連中ならいっぱいいるぜ。容疑者を一人ずつ挙げるだけで、それこそ両手が足りなくなるくらいにはな」

　それはたぶん、メッセには分からない政治の世界の話。今回のミッションも、メッセが思っているような火星の窮きゆう地ちを救う慈善事業、という単純な話ではない。そうジョナサンは言った。

　メッセは悔しかった。結局、自分は何も知らない世間知らずのお嬢様でしかないのだと。危険はある程度、承知していたが、まさか、同じ地球の身内から命を狙われようとは。そして、最後にジョナサンが不吉なことを言った。

「相手が俺たちのことを消すことに本気なら、たぶん、この程度で終わりというわけにはいかないだろうな」

　その予言はその直後、見事なまで的中した。激しい衝撃と爆発音に突如、船内が揺れた。

「後部左舷で爆発！　外部からの攻撃と思われます！」

　オペレーターの一人が叫ぶ。何者かの攻撃──しかし、ここは宇宙空間だ。誰にそんなことができるだろうか。

「被害状況は！」

「セクション22の反応をロスト！　外部から何者かが侵入しました！」

「セクション８から43の全隔壁を下ろせ！」

　ブリッジの巨大モニターに船内の地図が映し出される。爆発のあった地点からブリッジまでの全ての隔壁が一斉に閉鎖される。しかし、それもただの足止めにしかならない。セクション22に隣接するエリアからの信号が順繰りに途絶していき、マップ上で次々と真っ黒な表示に切り替えられる。監視カメラにはマシンガンのようなものをぶっ放し、機械を、人間を、次々と破壊し、殺さつ戮りくする悪魔の姿が映っていた。

「プルート！」

　モノクロの画面に人の血と死体が次々と折り重なっていく。まるで戦場。いや、戦争が人から機械兵の手に移った今の時代には、こんな惨劇は戦場ですら見ることはできないだろう。

「な、何よ……これ……」

　スレイブは破壊と殺さつ戮りくを撒まき散らしながら、ゆっくりと船の中枢部に向かっていた。この場所に殺人兵器がたどり着くのも時間の問題だ。戦場では一個大隊にも相当すると喧けん伝でんされるスレイブを相手に、クルーたちが手にするのはせいぜい、小型のハンドガン。ほぼ丸腰に近い状況で、彼を食い止める手段は皆無だ。

「着陸艇の用意を。メリル君。メッセ君を搭乗口までエスコートを」

　この状況で、船長のコーディエはメッセだけを脱出させることを決断した。ジョナサンもメリルも、ほかのオペレーターたちも誰も異論は挟まなかった。ただ一人。当の本人を除いては。

「な、何を言っているの。まさか、私だけ逃げろと言うの？」

「どのみち、緊急脱出用ポッドの半数が破壊されて私たち全員が脱出することは不可能だ。メッセ君。軍属の我々とは違って、君は民間人だ。これ以上の危険に晒さらすわけにはいかない」

　しかし、そうは言っても、自分一人で逃げるのは良心が咎とがめる。まして、自分だけ火星に降ろされたところで、一人で何をしようというのだ。

「おいおい、勘違いするなよ。メッセ。別に俺たちだって、このまま黙って殺されるつもりなんかないさ」

　ジョナサンが笑いながらメッセの肩を叩たたく。努めて平静に、いつものおちゃらけた調子で。

「そうだ。これより本艦は火星への緊急着陸行程に入る」

　現在、カッシーニは火星の衛星軌道上を周回しながら大気圏に入る角度を調整している最中だ。それを今から強引に大気圏に突入する。下手をすれば、大気との摩擦から宇宙船が燃え尽きてしまう可能性も否いなめない。しかし、逆を言えば──。

「プルートを道連れにできるかもしれん。大気圏の突入とともにモジュールをパージする」

　再び、トカゲの尻尾ごと宇宙にスレイブを放り出すのだ。たとえ、スレイブであろうと、重力圏からは逃れることはできない。自由落下のエネルギーと合わせ、モジュールごと大気圏の中で燃え尽きるだろう。

「でも……それなら、私もここに残って……」

　メッセは抵抗する。それをジョナサンが笑い飛ばす。

「なんだ、寂しいのか。おっと、まだまだ、子供だなぁ」

　メッセが睨にらみ返すと、申し訳なさそうに肩を竦すくめた。

「あのさあ。言わせてもらうと、こういう非常事態でさ、素人アマチユアにそこらへん、うろちょろされたくないわけ。分かる？」

　言い方が気にくわないが、メッセには言い返すことができなかった。唇を嚙かんで、言葉を必死に堪える。代わりにメリルが後ろからメッセの手を取った。

「行きましょう、メッセさん」

　手を引かれ、ブリッジを後にする時。後ろからジョナサンが声を掛けた。

「後でちゃんと迎えに行ってやるからさ、それまで大人しく待っていろよ。まあ、寂しかったら、歌でも歌ってなよ。ハロー、ハロー、ハロー・マーズ♪　……ってな！」

「……嫌よ。そんなダサい歌」

　ブリッジの奥の通路に昇降機があった。そこから下に第二格納庫があり、大型の脱出ポッドが鎮座していた。ポッドは本来、六人以上が乗れる仕様だったが、今は乗り込むのはメッセ一人だけだ。

「メリルも一緒に脱出しましょう」と誘った。しかし、彼女は「私には怪け我がした人を看みる役目がありますので」と断る。そして、メッセは気付く。自分だけがここから脱出するのは、自分だけがこの船で役割を持っていないからだと。いてもいなくても、問題ない。だから、先に避難しても許されるのだと。

「メリル……あの、私……」

　自らの無力さが歯は痒がゆい。こんな時に仲間から頼られることもなく、厄やつ介かい払ばらいされる。あの時、父が言っていたことを思い出す。いつまでも、無力な小娘だと。

「メッセさんが気に病むことはありませんよ。ほら、急いでください。中にカプセルがありますので服を脱いで入ってください。大気圏突入時にはポッドの中も相当な熱量になりますから」

　釈然としない気持ち。そして、一人だけ逃げる後ろめたさ。それでも、後で迎えに来てくれると言ってくれた。だから、納得するしかない。

「ねえ。メリル。後でちゃんと、私のこと。迎えに来てくれるわよね」

「勿もち論ろんですよ。船長たちの腕を信じてください。悪い奴やつなんてやっつけて、無事に火星に着けるはずですよ」

　嫌がる子供を寝かしつけるように、優しげにメリルが言う。それが気休めのための言葉だとは思いたくはなかった。メッセは無意識のうちにメリルの袖そでを摑つかんでいた。それを見て、彼女は微笑ほほえんで、メッセの頭を撫なでた。

「ジョナサンも言っていましたよね。寂しくなったら歌ってください。メッセさんなら、ジョナサンよりきっと、上手うまく歌えるはずですから」

　そう言って、メリルはカプセルを閉じた。やがて、ポッドの出入り口も封鎖され、脱出のための準備が始まった。

　ポッドの中の照明は全部落ち、メッセは一人、暗闇の中に取り残された。外部からの声も音も聞こえない。今、自分が宇宙船の中にいるのか、宇宙の外へと放り出されたのかも分からない。外の世界とは完全に隔離され、孤独だけがそこに存在していた。

　ただただ、怖かった。このまま目を閉じれば、もう二度と目を覚まさない可能性だってある。言い知れぬ不安に襲われる。そんな時、ジョナサンの言葉を思い出した。

　とても癪しやくだったが、ほかにいい選曲も思い浮かばなかった。陽気で、頭を空っぽにしても歌える曲。これから本当に自分があの赤い星と出会うのだと思うと、少し可笑おかしかった。

　だから、気持ちだけは負けないように。ジョナサンが口ずさんでいた独特のテンポを思い出しながら、メッセは歌った。

「ハロー　ハロー　ハロー・マーズ……」
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　……嫌な夢を見たと思った。

　メッセが目を覚ましたのは赤い星の最果ての地。吹き荒れる夜の風にテント小屋が音を立てながら揺さぶられていた。気が付けば、全身が冷たい汗で濡ぬれていた。

　忘れたくても、忘れることのできない人生最悪の日の記憶。それが呪じゆ縛ばくのようにこの身を囚とらえ続けている。仲間を置いて、自分だけが逃げたという罪悪感。そして、必ず迎えにいくという未いまだ果たされぬ約束。頭は今でも混乱していて、気持ちの整理もつかない。

「迎えに来てくれるって言ったじゃない……」

　その言葉だけを頼りに今まで仲間の生存を信じてきた。それがいよいよ、明日。再会を果たす時が来るのだ。嫌な夢を見たせいで身体が熱くなって、寝付けなくなった。ふと、見ると、隣のベッドも空っぽだった。

「エリスったら。こんな時間に何をしているのかしら」

　でも、ちょうどいい。自分も火ほ照てった身体を冷まそう。テントを出て、すぐにエリスを見つけた。木の株の上に腰を下ろして、呆ほうけたように月を眺めている。

「こんな所で夜よ更ふかし？　いいご身分ね」

　エリスは最初、少し驚いて、すぐに照れくさそうに笑った。

「昼間にあれだけ寝れば、夜は眠れなくなりますよ。いつも寝るの、寝袋の中だから、ベッドって慣れないんですよね。何だか、色々、考えちゃって」

「色々？　何か乙女の悩みでも」

「いえ、別に乙女というほど乙女でもありませんけど。ただ、クロとお別れしたのも、こんな月の綺き麗れいな夜だったなって……」

　それこそ、月が空に昇るのなんて毎日のことだろうとは思ったが、口にはしなかった。クロとは彼女が全幅の信頼を寄せていたレイバーだとは知っていた。見る限り、彼女は彼との別れにまだ踏ん切りをつけられていないようだ。だからかもしれない。彼女が勘違いしているのは。

「昼間……いえ、もう昨日のことになるんですっけ？　クロとまた会った時は驚きました」

　──渓谷の底で自分たちを襲った謎のレイバー。いや、似ているのかもしれないが、間違いなく、あれはスレイブ。火星の開拓民ではなく、地球の殺さつ戮りく兵器だ。

「でも、クロ。私のこと、覚えていませんでした。ひょっとしたら、ベスタ線の影響かも……」

　あくまでも、エリスは現実から目を逸そらそうとしている。それが傍はたから見て、自分のことのように辛かった。でも、いつまでも、現実から目を逸そらし、夢を見続けていられる時ではない。

「エリス。私はそのクロっていう人のことは知らないけど、これだけは言えるわ。あれは、あなたの知っているレイバーではないわ」

「……メッセさん。またまた。そういう意地悪を言うの、やめてくださいよ」

「意地悪じゃないわよ。いい？　あれはレイバーではないわ。あいつの名前は『プルート』。地球で造られた戦争のための兵器よ」

　エリスは絶句した。突きつけられる現実に両目は涙ぐんでいた。でも、ここで有う耶や無む耶やにしては、彼女のためにならないと思った。

「……メッセさん。どうして、そんなこと言うんですか。だって、あれはどう見たって……」

「プルートよ。私だって見たわよ！　あの殺人兵器が仲間を殺して、宇宙船を破壊するのを！」

　エリスの驚いた顔。そして、すごく悲しみに満ちていた。彼女には初めて、宇宙船が「墜おとされた」という事実を伝えた。そう。墜おちたのではなく、墜おとされた。さすがに、彼女もあからさまに動揺していた。

「スレイブって言うの。あなたの星でレイバーと呼んでいる機械人形のことを。とは言っても、元々、人間だったレイバーとは違って、スレイブは一から百まで、完全なロボットよ。地球ではね、スレイブが人間の代わりに戦争をするの。強国の開発したスレイブの中には小国の軍団一つにも匹敵すると言われているのもあるわ。プルートもそういう連中の中の一機。暴徒鎮圧とか、偵察任務用に開発されたモデルタイプ。……元々は、だけどね」

「……でも。あれは」

　まだ、エリスは自らの思い込みに固執しようとしている。自分が見たのは、死んだ相棒だと。いつもは年下のくせに憎まれ口ばかり叩たたくくせに、どうしてこう、急に女め々めしくなるのだ。それが、少しだけ腹が立った。エリスの両頰を両手で軽く叩たたき、抓つねって引っ張った。

「な、なにすりゅんでしゅか、めっしぇさん」

「他人の空似……と、言うか、当然よね。プルートはね、第一世代の汎用レイバーとそっくりにデザインされた機体なんだから。火星の人たちに少しでも馴な染じんでもらおうという配慮ね。それがね、船の中で突然、暴走したの。原因は分からないわ。とにかく、あいつは船を壊して、私たちの仲間を次々と殺していったのよ」

「………」

「いい？　ちゃんと、聞きなさい。エリス。いくら、あなたの大切な人にそっくりだとしても、あいつはただの殺人マシーンよ。私にとっては仲間の敵なの！」

　困惑しエリスが視線を逸そらそうとする。しかし、逃げることは許さなかった。両手で摑つかんだエリスの顔を無理矢理、自分の顔の前に軌道修正させた。目と目で至近距離に向き合い、自らの真剣度を相手に伝える。エリスの瞳には今にもこぼれ落ちそうなほど、涙が溜たまっていた。

「エリス。言っておくわ。もし、今度、あいつが現れたら、私は戦うわ。そうしないといけないから。あいつは殺された仲間たちの敵。でも、それだけじゃないわ。渓谷で襲われた時、あいつが狙っていたのは私の命よ」

「……」

「たぶん、あいつの頭の中にインプットされている命令は、カッシーニの全搭乗員の抹殺よ」

　この星の大地にあの悪魔が立っている。その事実はつまり、コーディエ船長たちが作戦に失敗したということを意味する。悪い予感は現実になりつつある。まだ、自分は約束を果たしてもらっていない。でも。最後の望みまで捨ててしまうのは早い。だから、自分は仲間たちを迎えに行く。迎えに来てくれるのを待つのではなく。何もできないお嬢様の自分とはもうお別れ。

　もし、自らが信じた道の上に最凶の敵が立ちはだかるというのなら。

「戦うしかない。自分が生き残るためにはそれしかないんだから。エリス。あなたはどうなの？」

　すぐに即答できる話ではないことは承知している。残酷な決意を促している自覚だってある。とうとう耐えかねて、エリスは泣き出してしまった。

「どうしてですか。どうしてそんなこと、言うんですか。嫌いです。メッセさん、嫌いです」

「そう。エリス、あなた、私のこと、嫌い？」

「嫌いです。当たり前じゃないですか！　いっつも、いっつも私を困らせてばかりで！」

　泣きじゃくる姿は本当に子供だ。普段は図太くて、逞たくましそうにも見えるのに。本当は無理をしているのだということが分かる。

「でも、私は好きよ。あなたのこと」

　一瞬、時が止まったように、エリスが硬直した。

「……ほへ？」

「でも、あなたのこと、嫌いっていうのも本当よ」

　そこまで言って、ようやく、止まっていたエリスの時間が動き出した。

「な、何を言っているんですか！　メッセさんの言っていること、全然、分かりません！」

「べーつに。お子ちゃまには難しくて分からないでしょうね」

「私、お子ちゃまじゃないですってば！」

　ようやく、エリスが笑った。今はそれだけで十分。

「ねえ。エリス。でも、これだけは聞かせて。もし、あいつが目の前に現れたら……そのクロという人のそっくりの殺人兵器があなたの前に現れたら、あなたは戦える？」

　エリスは答えを躊ちゆう躇ちよする。考えて、考え抜いて、返ってきた答えは──。

「分かりません。でも、たぶん、戦えないと思います。戦える自信がありません。すいません」

　そうだろうと思ったし、無理強いをすることもできない。

「別にいいわよ。それにこれは私の問題だから。あなたを巻き込むわけにはいかないし」

　そう言って、メッセは立ち上がった。

「じゃあ、この辺で寝ましょ。寝坊したら、置いていくからね」
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　夜が明けた。私たちは六号棟突破のための準備を日の出とともに始めた。まだ欠伸あくびをしているシロと、車椅子の老人を連れ立ち、向かったのはテントから少し離れた場所にあるコンテナ倉庫が並ぶ一角。そのコンテナの中に見たこともない怪しげな機材がいくつも陣取り、厳重に封を閉じられた試験管がガラスのケースの向こうにずらりと並んでいた。テントの棚に並んだ医薬品や化学物質は全てこの場所で製造されたもののようだ。野菜を育てる農薬もそうだし、有毒物質に汚染された土壌を浄化する中和剤もここでつくっているのだという。

　使い古された防護服はコンテナの奥の方に畳まれて埃ほこりをかぶっていた。

「まだ、足腰がしっかりしていた頃には、これもよく着ていたんですけどね」とクライドは苦笑した。

「大丈夫よね、これ。ネズミとかに齧かじられて、服に穴が空いていたりしないわよね」

「まあ、それは何ともいえないですが……」

　年季の入ったよれよれの泥色の生地に、ゴーグル部分が曇りかけた重厚なヘルメット。私も少し不安になる。

「でも、これって三着しかありませんけど」

「しろー、だいじょーぶー」とシロは言って、くるくるとその場で回ってみせた。素足に、ショートパンツ。真っ白い薄手のシルク生地がひらひらと空中に踊る。ひょっとして、その格好で汚染エリアに行くつもりだろうか。

　それから鞄かばんの中にあるだけの解げ毒どく剤を詰め込んだ。ただし、それでも、ベスタ線に対してはほとんど無防備であることには変わらない。私は腰に線量計を括くくり付つけた。もし、これが鳴るようなことがあれば、私は全力でその場から逃げるつもりだ。

　武器になりそうなものも探したが、せいぜい見つけたのはドライバーとペンチぐらい。マシンガンとかないか期待したが、老人と幼女の二人暮らしでそんなものを隠し持っているわけもない。結局、武器はニードル銃が一丁だけ。それが私たちの唯一の戦力となるわけだ。

「はあ。なんか、これから私たち、宇宙の外にでも出掛けるみたいね」

　防護服をかぶって、まずメッセが言ったのはそんなこと。気持ちはすごくよく分かる。服の上からだぼだぼの作業着を着込んで、ヘルメットで蓋をする。まるで一昔前の宇宙服。しかも、それが服の生地に鉛板でも使っているのかとも思うくらい、重たいのだ。特殊な繊維で編まれた生地が何重にも重なって、ベスタ線もある程度は防いでくれる。そう、気休め程度にだが。

　私たちは防護服に身を包み、朝のうちにテントを出発する。日が高くなるまでになるべく距離を稼いでおきたい。気温が高くなれば、服の中は完全に蒸むし風ぶ呂ろ状態になるからだ。

　クライドが乗った車椅子をシロが押し、私たちを先導する。十数キロの重りを着けて歩いている私たちと違って、ピクニックに赴おもむくかのような出いで立ちの少女はとても身軽だ。とても楽し気に軽い足取りで私たちの前を行く。

「信じられないわね……」

　メッセが呟つぶやく。丘を下って、かつて七号棟があった北へと向かう。いつの間にか、周囲には紫色のガスが充満していた。煙は地面の割れ目から噴き出している。クライドの話では地面に溶け込んだ卑金属が地下水と反応して、ガスに姿を変えているのだという。致死量分を吸い込めば、数分で象でも殺せる代物だとクライドは説明してくれた。私の背筋は凍りつく。

　だと言うのに、シロは目の前で爛らん々らんと、楽しそうに鼻唄を歌っているではないか。ガスで視界も悪い。私はスキップしながら進む少女の背中について行くだけで精一杯だった。

　やがて視界もゆっくりと晴れていくが、今度は線量計がブザーを鳴らす。「ぷー」と、口笛の練習をしているみたいな間抜けな音声は、まだベスタ線の線量が低い証拠だ。

「大丈夫です。この程度なら支障はありませんよ」

　車椅子の老人が言うが、私は内心、怯おびえていた。しかも、この先に進めば進むほど、さらに線量は増していくのだ。心なしか、半身がいつもより重くなったように感じる。

「おっとう。あったのー」

　シロがおもむろに足を止めて、毒霧の奥を指差した。赤く錆さびた鉄柵に囲われた一角。柵が不自然に歪ゆがんで破られて、人が一人分、通れるほどのスペースがあった。その入り口をくぐって敷しき地ち内へと足を踏み入れる。すると今度は目の前に、半壊した赤煉れん瓦がの廃はい墟きよが現れた。

　かつては結構な規模の建造物だったはず。敷しき地ちの奥に向かって細長く伸びていたのであろう煉れん瓦がの壁が、今は途中で抉えぐり取とられたかのように綺き麗れいさっぱりと消失していた。黒く焦げた煉れん瓦がの破片が赤土の上に散らばってあちこちに突き刺さっていた。巨大な爆発によって敷しき地ちの半分が吹き飛んだ爪つめ痕あとは今なお、当時のままの姿でこの地に刻み込まれている。

「今はほとんど、面おも影かげもありませんが、かつてはここが七号棟と呼ばれていました。主に弾薬の製造ラインと、毒性の低い化学薬品の開発を行っていた場所です。比較的、秘ひ匿とく性せいは低い施設でした。六号棟と比べれば、の話ですが」

　崩れた煉れん瓦が屋や敷しきの傍かたわらに隠れるようにして、小さなトンネルが口を開いていた。岩山をくり貫ぬいて掘られたトンネルの奥は大きな金属の扉で封じられていた。あれが六号棟への地下通路の入り口だ。しかし、そこへ早速、突入するのには一つ、問題があった。

　──うぅぅぅぇぇぇ。

　聞いたことのある、おぞましい唸うなり声が渓谷の底にこだまする。ゾンビのレイバーが三人、徘はい徊かいしている。まるでトンネルを守る門番のように、私たちの行く手を塞ふさいでいた。まずはあれを何とかしないと、地下路にはたどり着けない。

「いきなり、どうすんのよ。エリス」

「いや……そんなこと、私に聞かれても……とりあえず、作戦を考えてみますか」

　出足から足踏みとは。私はしゃがんで、地面に指で地図を書いた。現在位置と、レイバーたちの配置。そして、最良な接近ルート……。

「やはり、この前みたいに囮おとりを使って、それから……」

　防護服のせいで身動きが取りにくい上に、敵の配置が散らばっているので、なかなかあの防衛網を破るのは難しそうだ。私は頭を捻ひねって作戦を考える。が、その横で。

「シロ。悪いが、ちょっと行ってきてくれないか」

「うん！　わかったのー」

　──え？　止める間もなく、裸足はだしのまま少女が岩陰から飛び出した。銀髪を紫色の風に泳がせて、自分自身まで風になったかのように荒れ地を駆け、そして軽やかに跳んだ。空高く仰ぎ見なければ、その姿を見失ってしまうほどの大跳ちよう躍やく。空中に放物線を鮮やかに描き、レイバーの一人に向かって矢のような蹴けりを突き刺した。
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　幼い素足が鋼鉄の機械人形の頭部を一撃で吹き飛ばす。首から上を失ったレイバーが為なす術すべもなく、その場に立たち竦すくんだ。それを少女は片手ではたくように投げ飛ばす。小さなネジと部品が弾はじけ飛び、空中に四散する。

　残りのレイバーたちも異変にすぐに気が付いた。腐りかけた下半身では足取りも覚おぼ束つかない。茶褐色の潤滑油を体液のようにそこら中に垂れ流しながら、屍しかばねたちが少女ににじり寄る。しかし、亀にも劣る鈍足の兵士は、軽快に空中を跳びはねる少女にとって脅威にはなり得ない。

　左のかかとで小さくステップを踏むと、空中に踊ってバク転を仕掛け、一機のレイバーに上から張り付いた。両手で首筋を摑つかむと、おもちゃの棒を振り回すように数百キロとも呼ばれるレイバーの体たい軀くを軽々と持ち上げた。独楽こまを踊らせるように、機械の人形を振り回して、最後の一機に目掛けて放り投げる。

　かつて不死身の戦士と呼ばれたレイバー三体を無力化するのに、少女が要した時間は二分足らず。一仕事を終えた少女はぴょんぴょん、と育ての親の元へと舞い踊り、「褒めて、褒めて」と言わんばかり、小さな身体を仔こ犬いぬみたいに踊らせた。

「おお、よくやったね。シロ。いい子だ、いい子だ」とクライドは少女の頭を撫なでる。シロも嬉うれしそうに頰を綻ほころばせる。その仕草も、見た目も本当に普通の小さな女の子なのだが。でも、その想像以上の戦闘能力。超人的な身軽さを持った身体能力に加えて、天性に宿した戦闘センス。それが《キャトル》と呼ばれる戦闘兵器の完成形というわけだ。

　……ともかく。私はこの先、シロとだけは本気の喧けん嘩かをしないように心に決めた。

　沈黙するレイバーの骸むくろを跨またいで、トンネルへと進入する。厳重に封じられたゲートの前で車椅子が止まった。壁から飛び出した小さなボールが淡い緑色の光を灯ともらせる。そこへクライドが静かに掌てのひらをかざす。すると、それまで堅く閉じられたゲートがひとりでに開き始めた。

「生体認証というものです。全ての研究員の指紋と網膜のデータはバンクの中に登録され、施設で鍵の代わりとして使われています」

　ということは、元々、ここの研究員でなかった人間はどうやっても、この中には入れない。この厳重なセキュリティー。言われてみると、確かに秘密の研究所っぽい。

「ほへー。昔はすごかったんですね。私、南なん京きん錠じようとダイヤル式以外の鍵なんて見たことないです」

　と言ったら、隣でメッセが馬鹿にしたように、「ぷっ」と息を噴ふき出した。

「あんたね、いつの時代の人間よ。こんなの。今時、ど田舎の個人商店だって、この程度のセキュリティーなんて常識よ」

「いや、地球標準で言われましても……」

　ゲートが開くと同時に、手前から廊下の奥に向かって順番に照明が光を灯ともした。

「ふむ。ここまで来たら、もう暑苦しい思いをしなくても大丈夫でしょう」

　そう言って、クライドは自らの防護服のヘルメットを脱いだ。私の腰に提げていた線量計もいつの間にか黙りこんで静かになっていた。

「ここから先、防護服の必要はありません。施設の中は安全です」

　そう言われて、私たちも、クライドに倣ならって防護服を脱ぎ捨てる。これ以上、この暑苦しい格好をしていたら、頭の中まで完全に茹ゆで上あがってどうにかなってしまいそうだ。

「うへー。もう、汗でびちょびちょ」

　額に溜たまった汗をメッセが腕で拭った。私も湿ったブラウスが肌にびったりとくっついて、すごく気持ち悪かった。手で風をあおいで少しでも涼すずもうとしたが、あまり意味はなかった。暑さでぐったりとした私の顔をシロが上から覗のぞき込こむ。

「えーっと、シロ。何ですか？」

「えりすー、あっついのー」

「え、まあ。暑いですね。でも、もう暑いのは脱いだから大丈夫ですよ」

「ふーん」と言いながら、シロは私やメッセの真似をして両手で風を扇あおいだ。

「えーっと。シロさんはすごいですね。レイバーも一瞬で倒してしまいますし」

　そうしたら、シロは照れくさそうに「えへへ」と笑った。年相応のあどけない笑みに、彼女の正体のことなんか忘れてしまいそうになる。でも、ここは彼女が──「キャトル」と呼ばれる生体兵器たちが生まれた場所でもあるのだ。シロは興きよう味み津しん々しんに辺りを見回している。

「シロはここのこと、よく知っているんですか？」

「うー。よくわかんないのー」と首を傾かしげる。少なくとも、自分が生まれた場所に初めて来たということはないのだとは思うけど。

「そうですか。小さい頃でしたらあまり記憶もないかもしれませんね」

　そんなやりとりをメッセが驚いたように私を見る。

「エリス。あなた、結構、その子に懐なつかれたみたいね。すごいわね。私、未いまだにその子の言っていることも、さっぱりだわ」

「え？　ああ、そうですか。うーん。そうかもしれませんね」

　相変わらず、シロは舌足らずで、言葉の数も少ないから、会話のキャッチボールもなかなか、大人と話すようにはいかない。でも、初めて会ったときと比べると、彼女が今、思っていることとか表情とか、随分と分かるようになった気がする。クライドもそうだろう。言葉ではなく、シロの表情とか、仕草とかで、彼女の考えていることとか感情とかを読んでいる。以心伝心、と言うんだっけ。

　クライドに頭を撫なでられると、シロはいつも嬉うれしそうに笑った。私もどさくさに紛れて、「いい子、いい子」としたら、やっぱり、にこにことお日様みたいな笑顔をこっちに向けた。

「表情が豊かな子ですからね。言葉がなくても、考えていることなんか全部、丸わかりですよ。腹の底で何を企たくらんでいるか分からないメッセさんよりかは随分と分かりやすいですよ」

　当然、そんなことを言ったら、メッセはムッとする。そして、こちらに反撃を加えるのが、いつものパターン。本当はこの人、非常に分かりやすいのだ。

「悪かったわね。腹黒い女で。でも、私もエリスの考えていることとか結構、分かるわよ」

「へー。それはどんな？」

「あら、分からない？　いつも寝言で全部、自分から告こつ解かいしているじゃない？」

　ほーら、来た、来た！　これだ、これ。これこそがメッセだ。

「何よ、エリス。ニヤニヤとして気持ち悪い」

「いいえ、別に何でもないですよ？　何でも」

　メッセが少し、悔しそうな顔をする。私にとっては夕べの仕返しを果たした気分になれて、結構、満足したりした。シロが今度は「めっせ、めっせ」と言いながら、メッセにまとわり付ついた。すごく嫌そう顔で、視線で私に助けを求める。

「良かったじゃないですか。メッセさんも結構、懐なつかれたみたいで。そのうち、シロのお喋しやべりすることもちゃんと分かるようになりますよ」

「わ、分からなくていいわよ。エリスが分かるなら、あなたが翻訳すればいいじゃない」

　少しの合間だけだったが、身体を休めたところで私たちは先を再び急ぐことにする。

　七号棟から北へ六号棟を抜け、かつての研究所の敷しき地ちの外まで縦断するのに数キロ。それだけの距離、この巨大な地下通路が延々とつながっているのだ。

　地下に向かって階段が伸びていた。それも、自動で段差の床が動く見たこともない階段。それがどんどん、地底に向かって私たちをリフトのように運ぶ。百メートルか二百メートルか。それだけの深さを掘削するのにもかなりの労力と技術力が必要だったはずだ。少なくとも、今のこの星には両方とも存在しないものだ。

　私は慎重に周囲を観察する。天井も壁も、綺き麗れいな濃紺のタイルが敷き詰められている。剝落している箇所もほとんど見当たらず、廃はい墟きよとは思えないほど、状態がいいことに驚かされる。

「元々、核シェルターの目的で建設された場所ですから」とクライドが言った。

「核シェルター……？」

「核戦争で人類が滅びそうになった時に逃げ込む避難場所よ。大きい場所なら数百人が十数年、地下に潜ってそれだけで暮らせるように設計されているわ。私の国にもそこら中にあるわよ。何しろ世界で一番、核兵器を持っているし、世界で一番、世界のあちこちから恨みを買っている国だからね」

「……地球って、結構、殺さつ伐ばつとしているんですね」

　緑と海に囲まれた豊かな大地。そんな天国みたいな場所に暮らしている人々もきっと天使みたいに、さぞかし平和的で大らかなんだろうと思っていただけにショックだ。

「そうね。そうかもね。でも、半世紀も星中を巻き込んで戦争していた火星の人間も似たようなものでしょ。気付けば戦争しているか、お互いに罵ののしりあっているか、資産と資源の奪い合いをしているわ。人間なんてものはそういうものよ。神様を信じますと、口先では言うくせにね」

「クロも昔、戦争したって言っていました。戦争とか一番、嫌いそうな人なのに……」

　半世紀にも渡ってこの星に吹き荒れた戦火に多くのレイバーたちも兵士として狩り出されたという。そのほとんどが半ば強制的に徴兵という形で。クロもその一人だった。

　クロは結局、最後まで戦争の時のことはあまり喋しやべってくれなかった。たぶん、私がそれを知ることも永遠にないだろう。だからこそ、どうして戦争が起きたのか、そこで何が繰り広げられたのか、私は知りたかった。

「そりゃあ、まあ、きっとあるんでしょうね。戦わなければいけない理由とか」

「理由って、たとえば、どんな？」

「どんなって……えーっと、そうね。あ、愛する人を守るためとか？」

　メッセが照れくさそうに、少し台詞せりふを嚙かんだ。この人の口から愛という単語が出てくるのは何か新鮮だなと思った。

「メッセさんにはいるんですか。たとえ戦ってでも、守らないといけない大切な人とか」

　メッセは顎に手を当てて考え込み、しばらく時間を置いてから言った。

「……ごめんなさい。いないわね」

　うん。それでこそ、メッセさんらしい。

「なら、エリス。あなたにはいるの？」

　いきなり切り返されて、私も困った。大概、そういうことを訊きかれて普通の人が答えるのは恋人とか、家族とか。残念ながら、天涯孤独の身としてはどっちも無縁なものだ。そう考えると、私の人生って、少し寂しいような気がする。家族はともかく、恋人は……ね……。

「すいません。メッセさん。私にもいません」

「うん。それでこそエリスらしいわ。私、安心した」

「ちょっと、メッセさん！　それ、何か私に酷ひどいこと言っていませんか！」

　あら、そうかしら、と言って、メッセは数歩前に出た。そんな何の生産性もない二人の会話に、何を思ったのか、クライドが割り込んだ。

「人間とは本当に大切なものを守るためなら、時としてどのような狂気さえも纏まとうものです。それを愛と呼ぶかどうかは分かりませんけどね」

「……クライドさん？」

　まるで、その狂気に心当たりがあると言わんばかりの口ぶりが気になった。しかし、それ以上は寡か黙もくな老人も口を閉ざす。そうこうしているうちに、動く階段は終点にたどり着く。

　やはり、すごく大きな施設だ。基本的には南から北への大きな一本道。そこに枝葉の幹が分かれるように小さな細い通路がつながっている。天井にはいくつもの配管が伸び、時折、機械が脈打つような騒音も響く。空調のダクトからは絶えず新鮮な空気が流れ込んでいる。

　世間の常識を覆くつがえすとんでもない発見をしたことに、私は今更ながら気付く。ここは決してただの廃はい墟きよではない。この研究施設は今なお開拓時代の技術を残したまま、生き続けている。でも、そこに人は一切いない。私たちを除いては。無人の研究所は地下墓地カタコンベと何ら変わらない。

「どうですか、驚きましたか」

　驚いたというレベルではない。それはもう、驚きよう愕がくしている。古いにしえの地球時代の技術がなおも稼か働どうしている場所なんて、この星のどこを探しても、一部のプラント施設を除けば、もうほとんど残されていないはずだ。しかも、それが爆発事故を起こした秘密研究所の跡地のすぐ地下にあろうとはいったい、誰が想像できるだろうか。こんな完璧な状態で残った施設をどうして昔の人は簡単に放棄したのか。むしろ、そっちの方が疑問だ。

　車椅子で前を行くクライドがこちらを振り向いた。

「あなたたちの思っている多くの疑問の答えは、この先にあるものを見れば解決するでしょう」

　意味深な言葉。真実を口にするのにいったい、何を焦じらすことがあるのか。ミステリアスな老人に対して抱いたわずかな疑念。一度、疑いの心に囚とらわれれば、それを振り払うことはなかなかできない。

　やがて、広々とした空間に出た。紺色の壁と強化ガラスの向こうに、水族館を思わせる巨大な水槽が見えた。しかし、その水槽の中に漂うのは綺き麗れいな熱帯魚ではなく、黒い鉛の装甲に覆おおわれた謎の球体。蛸たこの足のような配管につながれ、時折、左右に並行して巨大な球体が回転する。その度に水槽の水に照射されたライトが赤色から青色へと明滅を繰り返した。

　私の直感が、あれはやばいものだと告げていた。得体の知れぬ鉛の大オオ蛸ダコの胴体に張り付く三つの目玉が無機質な光を発する。それはすごく不気味で、底知れぬ不安を搔かき立たてる。

「ベスタ結晶の濃縮炉です」

　クライドが言った。全身から血の気が退いて、思わず倒れそうになる。それを後ろからメッセが支えてくれた。

「大丈夫ですよ。この施設の防護策は完璧です。仮にベスタ線が漏れていたら、この施設が今も生きている理由が説明つきませんからね。濃縮炉の格納器を囲う特殊金属がベスタ線の漏出を98％防ぎますし、水は透過するベスタ線の85％を遮断します。心配することはありませんよ」

　言われたとおり、腰から提さげた線量計はうんともすんとも言っていない。しかし、いくら安全だと言われても、目の前に刃物を突きつけられるような、背中がぞわぞわする感覚は変わらない。

「ここでは隕いん石せきから採取したベスタ鉱石から結晶を取り出して、さらに軍事用に有用な線量レベルまで精製する工程を行っていました」

　つまり、あの蛸たこのお腹なかの中には凶悪なベスタ結晶の塊が今もなお詰まっているということだ。

「でも、おかしいわね。濃縮炉って事故で吹き飛んだんじゃないの？」

「確かに暴走事故で爆発しました。地上にあった工業用の濃縮炉は。ただ、地下の実験炉は見ての通り健在です」

　つまり、ベスタ鉱石の濃縮炉は地上と地下の二つ、存在していたということだ。爆発事故を起こしたのはその一つ。もう一つは地下にあったために、難を逃れたと。私にとってはすごくありがたくない話だ。

「あの……。この炉ってまだ、動いているんですか？」

　私の目の前で、蛸たこの胴と手足は絶えず鼓動を繰り返している。まるで、それがまだ生きているかのように。

「ええ。とは言っても、精製作業ではなく、透過したベスタ線から熱エネルギーを採収する工程です。本来の使い方ではない、あくまでも副次的な工程ですが……」

　何を言っているのか、さっぱり分からない。

「つまり、あの蛸たこみたいな奴やつが発電機になって、ここの施設のエネルギー全般を賄まかなっているってことでしょ？」

　メッセの解説にクライドが頷うなずく。何十年も前に放棄された施設が今なお生きている理由も、ようやく、合点がいった。私はもう一度、水槽の中を覗のぞき込こんだ。水の中で鉄と鉛でできた蛸たこが踊っている。きっと、もう何十年もずっと。ご苦労さま。

　こぽこぽと、水槽の中にいくつも、小さな泡が踊っている。

　そして、異変は唐突に訪れる。最初はほんのわずかな数でしかなかった水すい泡ほうが、見る見るうちに増えて視界を塞ぐように水槽全体を満たした。

　水泡の幕の向こうに、浮いていたのは──クロだ。

　いや、違う。そうじゃない。──あれは。

「プルート！　何でこんな所にあいつがいるのよ！」

　メッセの声に反応したかのように、無機質な機械人形の顔がこちらを向いた。私たちを追って、ここまで来たというなら、それはとんでもない執念だ。鉄の塊からできた人形が両手いっぱいに水を搔かいて泳ぎ、こちらへ接近する。そして、ガラスの壁の手前で止とまり、右腕を大きく振りかざしてパンチ。一撃で水槽の強化ガラスにヒビが走った。

「いけません！　二人ともこっちへ！」

　通路は奥に向かってやや勾配の急な上り坂となっていた。シロがクライドの車椅子を押す。その後ろに私とメッセも続くが間に合わない。線量計のブザーが吠ほえ立たてるように鳴った。これは、もう。まずいっていうレベルの話ではない。

　二撃目で完全にガラスが砕け、水槽から大量の水が一斉に廊下に向かって流れ出した。水の塊が押し寄せて、容赦なく上から私たちに覆いかぶさった。私は逃げ切れず、濁流の中に一瞬で吞のみ込こまれた。鉄の身体は引きずり込まれるように、水の底へと沈んでいく。

「くっ……」

　水中を悠ゆう然ぜんと歩くスレイブがじわりと迫り来る。何とか泳いで逃げようとしても私の身体は一切、言うことを聞いてくれなくなっていた。《死の渓谷》で味わった症状と同じ。痺しびれるような痛みが神経の末端から心臓に向かって遡そ上じようする。私の身体は私の物でない、何か別の鉄の塊に急速に置き換えられようとしていた。内臓が軋きしんで、肉を引き千切られるような痛みが全身に拡散する。加えて、沈む水底で、私には呼吸の手段もなかった。

　あのクロそっくりの機械に引き裂かれるか、それとも汚染水の底で窒ちつ息そく死するのが先か。嫌だ。死にたくない。彼の手で──クロの手で殺されることだけは嫌だ。それがただの他人の空似だとしても。クロとの思い出が傷つけられるのは私の中で、耐えきれないことだった。

　だから、無意識に私はもがいた。気が付けば、水の底でメッセのことを呼んでいた。助けて、助けて、と。そして、無我夢中で腕を伸ばした。

　その手をメッセが摑つかんだ。

「エリス！　何をぼけっとしているの！　早く逃げるわよ！」

　同じように全身びしょ濡ぬれになったメッセが私を抱き上げて、濁流の中を懸命に泳いだ。それでも、プルートが水中を進む速度には到底、敵かなわない。

「二人とも大丈夫ですか！　隔壁を下ろします！」

　頭上からクライドの声が聞こえる。天井から警報が降り落ちるように鳴った。

「めっせ！　えりす、こっち！」

　シロが水の中に飛び込んで、メッセに代わって、私を担かつぎ上あげた。

「早く！　急がないと隔壁が下ります！」

　私を背中に負ぶったまま、シロは階段を駆け上り、そこからさらに坂道の上を跳びはねた。押し寄せる水はそれ以上、私たちのことを追ってこなかった。やがて天井の警報が鳴り止やむ。

　気付けば、私は廊下の上に寝かされていた。わずかな記憶の空白。そこから意識を取り戻すと、不安げな顔で覗のぞき込こむメッセとシロと目が合った。

「あ、おはよう……」

「おはようじゃないわよ！」

　怒ったメッセにほっぺを抓つねられた。

　どうやら全員、無事のようだ。水没しかけた廊下は分厚い隔壁によって完全に封鎖されていた。濃縮炉も、流れ出した汚染水も、襲いかかるプルートもみんな、あの閉じた隔壁の向こう側に置いてきた。急場しのぎかもしれないが、一応、難局を乗り切ることはできたようだ。

「いくら地球の兵器といえども、ここの隔かく壁へきを破るのはそう容易なことではないでしょう。何しろ、元々は核シェルターだった場所ですから」

　クライドが言った。……是非ともそうあってほしいが。幸いにも痺しびれた手足も徐々に回復し始めている。これならば、歩く程度ならすぐにでも大丈夫かもしれない。

「しかし、あのプルート……でしたっけ。とんでもない場所から出てきましたね」

　あの厳重なゲートからは入れないので、どこかで床を破ったのか、地面を掘ったのか。それとも別のルートか。少なくとも、水槽の水を外部と循環させるための水道設備は必要だったはずなので、そこから侵入した可能性も考えられる。いずれにせよ、すさまじい執念だ。これで向こうが諦めてくれると嬉うれしいんだけど……。

「……そうね。私のこと、追ってきたんだと思うけど……。はあ、これじゃあ、まるでストーカーね。あーあ。モテる女は辛いわね」

「メッセさんみたいな性格の悪い女の人でも、やっぱりモテたりするんですか」

「あんた、うるさいわね」と、メッセにまた引っ叩かれた。

「へへ。やっぱり、メッセさんはそうでないと」

「何よ。気持ち悪い子」

　体を休める間もなく、再び私たちは出発する。びしょ濡ぬれに水を含んだ服が相当に重い。袖そでの先を絞ると、ぽたぽたと水滴が滴したたり落おちた。廊下はさらに奥に向かって伸びている。ここから先は六号棟の中枢部があった場所。今はもう、地上につながる経路は封鎖されているが、かつてはこの場所で生体兵器の開発も行われていたという。

　それはつまり。ここがシロの生まれた場所というわけだ。通路は途中で終わって、再び大きなゲートがお目見えした。それこそ、核爆弾でも壊れなさそうな厳重な扉だ。しかし、それも、液晶の上にクライドが掌てのひらをかざすとあっさりと開け放たれた。

「二人ともここから先は心して見ることです。この場所が──原罪の地です」

　霊安室。目の前の光景を見て、真っ先に頭に浮かんだ言葉がそれだった。

　広々とした冷たい空間に棺の代わりに並べられたのは人の背丈ほどの大きな試験管だ。満たされた緑色の水溶液の中にぷかぷかと、浮かぶのは──人間の出来損ない。

　頭部と脊せき髄ずいだけの赤ん坊がこちらを見ていた。私はぎょっとする。その目は一切の光を宿してはいない。そこにあるのは、生気を感じさせないただの肉の塊だ。

「気にすることはありません。その子はとっくの昔に死んでいます」

　ほかの試験管の中も覗のぞき込こむ。が、その全ては酷ひどいものだった。人間の形になる以前の胎たい児じの姿のまま干からびた死体が空の試験管の中に転がっていた。水溶液の中に浮かぶ骸がい骨こつ。そして、身体の一部が欠損した屍しかばね。そのいずれもが、シロと同じくらいの年とし端はもいかぬ少年少女や乳児、そして胎たい児じ──。

「よくフィクションで見るわ。悪魔の研究に手を染める秘密地下研究所。そこには出来損ないの試験管ベイビーたちが並んでいるの。それがフィクションとして成り立つのは、この世界にそんな馬鹿げた研究を本当にやる人間なんていないって、みんなが思っているからね。だから、びっくりだわ。本気でこんな神様を冒ぼう瀆とくするような愚かなことをする人たちがいたなんて」

　クライドを睨にらみ付つけるその視線には殺意に近いものさえ込められていた。しかし、車椅子の老人に動揺した様子はない。そう蔑さげすまれることをあらかじめ、分かっていたかのように。

「私の家系も一応、研究者の端くれみたいなもの。分野は違うけどね。だから、言わせてもらうわ。研究者にも責任と覚悟、そして正義が必要だと。私の曽そう祖そ父ふのお言葉よ。ここにはそのどれもが存在しないわ。聞かせてくれるかしら、おじいさん。あなたにとっての責任と覚悟、正義って何？」

　クライドは何も答えなかった。重い沈黙。それを破るかのように、シロの嬉き々きとした歓声が悪夢の舞台に響いた。

「おっとう！　ひとがいるのー！」

　その言葉に私もメッセも反応した。そんな馬鹿な、と。しかし、シロの言う通り。立ち並ぶガラス製の棺の中にたった一人だけ、生きている少年がいたのだ。緑色の水溶液の中に、彼は生まれたままの姿で立っていた。

「おっとう！　おっとう！」

　騒いで、シロが試験管の壁をぽんぽん、叩たたく。少年がその閉じた眼差まなざしを開いた。

『……やあ。久しぶりですね。ドクター・クライド。それと、君は……シロだね。前に会った時と比べて、随分と大きくなったね』

　私は驚いた。試験管の中の人が喋しやべっている！

「だーれー？」

　騒ぐ少女の頭をクライドが優しく撫なでる。

「こちらこそ久しぶり、アオ。悪かったですね。最近は会いに来ることもできなくて。この通り、随分と足腰が弱くなってしまって。どうか許してほしい」

『いいんですよ、ドクター・クライド。どうか、お体を大事にしてください。僕なら一人でも平気ですから』

　その二人の会話を私たちは呆ぼう然ぜんと傍そばから見ていた。

「シロ。この人はね、お前のお兄さんだよ」

　クライドに紹介され、シロはまた、まじまじと少年のことを見つめた。

「おにぃ？」

『うん。そうだよ。シロ。僕は君のお兄さんだよ』

　ぱっと、少女の顔が明るくなった。兄弟の存在がそんなに嬉うれしかったのか、ぴょんぴょんと跳びはねている。最後にクライドは私たちをアオに紹介した。まるで、ここだけを切り取って見ると、本当の家族みたいだった。お兄ちゃんが試験管の中から出てこないことを除けば。

「で、彼は何なの。この子もキャトルとかいう兵器だというの？」

　あくまでも冷たい口調でメッセが核心に切り込む。その問いに年老いた科学者の代わりに答えたのが、当のアオ本人。

『おっしゃる通り。僕たちはこの六号棟で生み出された《キャトル》。戦争のために造られた生体兵器です』

　少年が自分で自分のことを兵器と呼んだことに私は驚く。見た目はシロと同じ。私たちとも変わらない人間そのものなのに。

　──なのに。

『いや、正確には僕はキャトルになれなかった《物》。ただの出来損ないです。何故なぜなら、僕はここから出ることはできないからです。ここにいる他の仲間たちも同じです。僕たちはあらゆる毒性に耐性を持つべく、遺伝子を組み換えられ、生み出されました。どんな神経ガスも、放射線も、ベスタ線も、僕たちの身体を破壊することはできません。それでも、唯一、僕の場合、耐性を得られることができなかった物質があります。それは──酸素です』

　自らを嘲あざけるように、アオは言う。何という皮肉なのだろう。あらゆる毒性に耐えられる生命を生み出すはずが、私たちにとっては何でもない大気中の空気が彼らにとっての毒と変質したというのだ。

「そう。アオはこの試験管から外へは出ることはできません。もし、無理をして外に出そうとすれば、酸素の毒によって免疫機能が過剰反応して、細胞組織がものの数分で維持できなくなるでしょう」

　クライドは感情を排した口調で淡々と説明する。

　つまりはこの試験管の中でしか生きることのできない、生命としては明らかな欠陥品。私たちと同じように、喋しやべったり、考えたりすることができるのに。

「でも、シロは……」

「シロだけは例外です。あの子は実験の過程で生まれたイレギュラーの存在です。数々の失敗作の中から唯一、生み出された《キャトル》の完成形です。もっとも、それが分かったのも、この施設が閉鎖されて大分、時間が経たった後ですが……」

　だから、彼女だけはこの研究所の外へと連れ出すことができたのだと、クライドは言う。そんな数奇な運命を辿たどった少女を私は見た。当の本人はそんなこと、我関せずと言わんばかり、兄の隣に寄り添ってご機嫌に鼻唄まで唄っていた。

「つまり、これがクライドさんの言っていた罪──」

　不遇な命を生み出した罪。生命の存在を冒ぼう瀆とくした罪。それが、老人が一生を懸けてでも償つぐなわなければいけない原罪。──と、私は思ったのだが。メッセは首を振った。

「話してくれてありがとう。でも、おかげであなたの本当の罪のことが分かったわ」

　メッセの視線がさらに厳しいものへと変わる。それは怒いかりというよりも、いざこれから罪人を裁かんとする判事の冷たい正義感のようなものが瞳に灯ともっていた。

「おじいさん。この六号棟を破壊したのはあなたね？」

　──は？　メッセさん、何を言い出すんだろう。元々、突とつ拍ぴよう子しもないことを言う人だとは思っていたけど、いくら何でも、今回ばかりは度が過ぎている。

「ちょっと、メッセさん。い、いくら何でも、クライドさんに失礼じゃないですか！」

　しかし、いったい、何の確信があるのか、メッセは頑がんとして退こうとしない。

「エリス。あなたは不思議だとは思わないの？　地下の施設がここまで完璧に残っているのに、どうして、この場所が放棄されたのか」

「えーっと、それは……」

　確かにメッセの言う通り、それは不自然な部分だ。でも、周囲の環境が汚染されたなら、地下の施設が大丈夫でも、研究の続行を諦めざるをえなかったのかもしれない。

「被験体が少なくとも、ここに一人いる。被験体を残して、研究員だけが逃げて施設を閉鎖？　ありえないと思わない？」

「そ、それは……」。私は言葉に窮する。そもそも、私が弁明するのもおかしい話なのだが、クライドは一切、反論しない。

「考えられることは一つだけよ。研究員も爆発事故でみんな、死んだのよ。当然、研究する人間がいなくなるのだから、この地下施設が丸ごと放棄されることになったんでしょうね」

　クライドは表情を変えず押し黙ったままだ。それは最初から、メッセが推理を披露するのを待っていたかのようにも見えた。

「すると、そこにもう一つ、疑問か湧わくわ。このおじいさん。私たちの目の前にいる彼はいったい、何者なんだろうってね。ほかの研究員はみんな死んだにもかかわらず、何故なぜ、たった一人だけ、彼だけが生き残っているのかしら。しかも、この無傷な地下施設と一緒に。いくら何でも、出来過ぎよね。ここまで言えば分かるでしょ？　……彼が殺したのよ、ここの研究員全員を！」

　私は戦せん慄りつする。メッセの推理が当たっていても、外れていても、これはマズい。非常にマズい。

「め、メッセさん……。さすがにクライドさんに謝った方が……」と、言いかけたところだった。静かに空虚な笑い声が響いた。

「はっはっはっはっ！」

　クライドだった。それは私の知っている温厚な老人ではなく、まるで別人。深い狂気を纏まとったような一人の男の笑い声が冷たく響く。

「ははは！　さすがですね。ご明察です。そうです。あなたの言う通りですよ！」

　まるで人が変わったかのような剛ごう毅きな笑いが霊安室の不気味な静寂の中に残響する。そのあまりの豹ひよう変へんぶりに私はただ戸惑うしかなかった。

「ようやく、地を出したわね。マッドサイエンティスト」

「別に騙だますつもりも、隠すつもりもありませんでしたが、ここまでズバリと言い当てられるとは思いませんでした。ただの平凡なお嬢様かと思っていましたけど、なかなか鋭い洞察力ではありませんか」

「ありがと。褒め言葉だと受け取っておくわ。きっと、マッドサイエンティストと殺人鬼から褒められるのなんて、今日が最初で最後だと思うから」

「そうですね。その通りだと思います。あなたの言う通り。ここの研究員を皆殺しにしたのは何を隠そう、私ですから」

　……噓うそではない。クライドが自らの罪を告白する。その目に宿すのは狂気か、それとも……。

「ど、どうして……」

「言ったはずです。人間は守らなければいけないもののためには、狂気とさえ契約を結ぶのものだと」

　──守らなければいけないもの？

　たぶん、この人を突き動かしているのはただ狂気なんかではない。それは私も漠然と感じた。

「この子たちのことね」

　メッセの言葉に、年老いた科学者が頷うなずく。壊れた試験管の中で干からびた乳幼児たちの残骸を見る。

『ドクター・クライド……』

　不安げにアオとシロの兄妹きようだいが老人を見つめる。老いた科学者は今まで溜ためこんだ毒を吐き出すように語り始めた。
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　少年少女をガス室に送るのが彼の日課だった。

　通称「六号棟」第三研究分室。若き日のクライドはそこにいた。極秘の軍事研究を行っていた六号棟の中にあって、なお人目を避けるように地下に設けられた一角。厳重に封鎖されたエリアには常時、五十人ほどの子供たちが詰め込まれ、そして〝飼われていた〟。

　見た目に限れば、子供たちは乳幼児から十代後半まで幅広い年齢層に跨またがっていた。しかし、実際には彼らは皆、遺伝子を人工的にいじられ、試験管の培養液の中で通常の数倍のスピードで成長を促進された、言わば人間の模造品《イミテーション》だった。

　その「人間もどき」を毎朝の八時、ガス室へと送って行く。一日に送るのは三人から四人。腰にはロープを巻かれ、一列になって暗い地下通路を歩く。その見てくれから、口の悪い研究員からは『列車ごっこ』とも呼ばれていた。

　子供たちの首には逃走を防ぐための監視用チョーカーも装着されていた。それはまさに囚人と同じ扱いだった。

　ガス室で毎日、行われていた一連の実験は、研究員の間では「ストレスチェック」と呼ばれていたものだ。致死量をはるかに超す毒ガスに「キャトル」と呼ばれるヒトの《模造品》が、どれだけ耐えることができるのかを実際に試すための実験の場。だから、日によって使うガスの種類も、量もまちまちだった。

　求められたのは如何いかなる毒にも、環境にも耐えうる不死身の肉体だ。死に向かおうとするこの星の中で人類という種が生き残っていくため。地球との連絡が途絶し、孤立した火星の人間にとっては、「キャトル」とは唯一の希望だった。しかし、その崇すう高こうな大義名分も、いつしか、忍び寄る戦争という狂気によって、理想を大きく変えた。

　研究は数十年を経てもなお、そのために必要な遺伝子の回路を描けずにいた。遺伝子のどこをいじれば、毒性に強い身体を生み出すことができるのか、彼らは試行錯誤を続けていた。

　だからこそ、彼らは考えた。そして、行き着いたのはより原始的な品種改良という手段だった。より害虫に強く、冷害に強く、乾燥に強い麦や稲を生み出すために、優れた品種同士を交配させ、新たな品種を人工的に生み出す。それと同じ。より強く、生命力のある遺伝子同士を掛け合わせることで、「キャトル」たちはより生命の高みへと、人類を超越した存在へと成長すると彼らは考えていた。

　毎日のストレスチェックはその一環。どの因子がどの毒性に耐性を持つのかを実際に一つ一つ確かめるための「作業」だ。毎日、ガス室へと運ぶ四人ほどのうち、全員がその日のうちに戻ってこられる日は幸いだ。たいていは一人か二人は棺になって帰ってくる。

　そして、その日は不幸なことに四人全員が棺の中に入れられてガス室から戻された。クライドは数人の同僚とともに、「霊安室」と呼ばれるキャトルたちを収容する《牢ろう獄ごく》へと棺を運び込んだ。遺体は週二回、実験の隠蔽のために強酸性の液剤で処理する取り決めになっていた。それまでは霊安室の中に長ければ、三日間、保管されることになる。その棺の横で子供たちが寝て起きて、食事を取る。誰もが《実験動物》たちに人道的な配慮を向けることはなかった。

　いつも「霊安室」の中には不吉な死臭が漂っていた。なので、クライドも「霊安室」の中に長い時間を留まることを嫌っていた。棺を運び込んだら、すぐに部屋を出るつもりでいた。しかし、その日は棺の数が多く、作業に手間取った。鼻につく死の匂い。三日前の死体がすでに腐敗を始めていた。

　クライドがさっさと作業を終わらせて、帰ろうとしたその時だ。

「私はよみがえりであり、命である。私を信じる者はたとえ死んでも生きる。また、生きていて私を信じる者は決して死ぬことはない」

　暗がりの中に幼い祈りの言葉が聞こえた。それは聖書ヨハネによる福音書の一節だ。イエスが自らの復活の奇跡を予言し、信心深き女マルタの信仰心を試す場面。葬送の儀式ではしばしば、神父が朗読する祈りの言葉であり、そして、クライドにとっては最も嫌悪する一節でもあった。

　その死の慰みと、揺るがぬ信仰の言葉。そして、ありもしない復活の奇跡への希望。それを口にしていたのは「人間もどき」の子供たちだった。運び込まれた棺の周りに子供たちが集まり、手を合わせ、無意味とも思える祈りの言葉を繰り返していた。

「おい、お前ら！　何をやっている！」

　クライドは激げつ昂こうした。当たり前だ。キャトルとはつまり「家畜」。家畜が人間の神に祈りを捧ささげるとは人間に対する冒ぼう瀆とくである。その家畜の群れの中に一人の少女がいた。美しい白銀の髪と碧あおい瞳。イヴと呼ばれるキャトルたちの年長の少女だった。

「これはお前の仕業か！」

　クライドは少女に詰め寄る。しかし、彼女はそれに臆する様子は見せなかった。

「ええ。亡なき者たちに神の祝福があらんことを。私たちはただ、祈っているだけです」

「今すぐにこいつらを止めさせないか！」

　しかし、キャトルたちの祈りの言葉は終わらない。彼らは一心不乱に聖書の言葉を紡つむぐ。クライドの目に彼らは狂信者のように映った。その中心には銀髪の少女がいた。

「お前たちに神はいない。お前たちは人間ではない。人間もどきだ。神が祝福を与えるのは人間だけだ」

　きっと、誰か物好きな研究者が彼らに聖書を渡したのかもしれない。おそらくは、ただの興味本位。だが。たとえ、《家畜》といえども、生きる限りは死への恐怖は免まぬがれない。

　彼らにとって死はより身近で、抗あらがいきれぬ運命。毎朝、霊安室を出掛けていった仲間が数時間後には棺になって戻ってくる。常に喉元に突きつけられた死に怯おびえて生きている。それは誰だって、神に縋すがりたくもなるだろう。彼らに聖書を与えた者は残酷で、そして悪趣味な奴やつだろう。彼らが神へと縋すがる様を高い場所から見下ろして、そして笑いながらガス室のスイッチを押すのだ。

　碧あおい瞳が若き研究者を見詰めて、優しげに笑った。

「ええ。知っています。主が祝福するのはヒトだけだと。しかし、それでも、私たちには創造主はいます」

　冗談で言っているのか。嘲あざけるようにクライドは笑う。いるのか、キャトルにも創造主などと呼ばれる存在が。しかし、彼はすぐに気付く。曇りのない碧あおい瞳にまっすぐ、自分の姿が映り込んでいることに。

「私たちの創造主あるじよ。ヒトこそが私たちを生み出した主であり、父です」

　冷たい戦せん慄りつが奔はしった。イヴも、そのほかのキャトルたちも皆が、自分のことを見ていた。それは自分たちを生み出したことに対する憎ぞう悪おではなく、感謝と敬愛が込められた目だった。

「主ヒトよ。感謝いたします。この世界に私たちに生を与えてくれたことに」

　感謝する、と言ったのだ。彼らは。毎日、自分たちをガス室に送る悪魔に向かって。狂っている。狂っているとしか思えない。確かに彼らキャトルを生み出したのは、自分たちだ。しかし、自分たちは彼らに福音を与えない。ただ、苦痛と死だけを与える存在だ。

　銀髪の少女が微笑ほほえみながら言う。

「主よ、私はあなたを信じます。信じることによって命が始まるのです。信じ続ける限り、命は終わらないのです」

　碧あおい瞳がぶれることはなかった。クライドにとって、それは恨まれるよりも余程、恐ろしいことだった。人間に何をされても、彼らは創造主たる人間を信じ続けるという告白。それが狂気でないなら、いったい何であるのか。

　だが、その彼らの人間に対する篤あつい信仰心を嘲あざ笑わらうように、その次の日も、さらにその次の日も、彼らはガス室に送られ、棺となって霊安室へと戻っていった。棺を運び込むたび、彼らは仲間の周りに集まって、祈りの言葉を捧ささげた。それをクライドは後ろから見守った。それでも、一度たりとも呪いの言葉を吐かれることはなかった。

　いつも祈りの中心にいたのはイヴだった。彼女が生まれたのはわずか五年前。しかし、キャトルたちの中では歴代でも群を抜いて長命だ。人間とは比べようもなく、肉体的にも精神的にも成熟のスピードが速い《キャトル》の中で、イヴはすでに何かを達観し、それでいて、この世の全てを諦めているようにも見えた。

《家畜》の仲間たちの間では最も年長者。それはつまり、それだけガス室のストレスチェックを生き抜いたという証左。彼女が多くの毒に対して耐性を持っているということでもあった。科学者たちの間ではイヴこそが目指すべきキャトルの完成体に近い被験体と信じられていた。

　クライドは毎日、彼らの祈りを見続け、考えるようになった。自分たちと彼ら。本当に人間らしいのはどちらかと。ある時、クライドはイヴに尋ねた。もし、自分が死んだ時。その魂はどこへ行くと思うのか、と。彼女は躊躇ためらいもなく、聖書の言葉を引用した。

「私はよみがえりであり、命である。私を信じる者はたとえ死んでも生きる。また、生きていて私を信じる者は決して死ぬことはない」

　そして、その翌日。ストレスチェックは彼女の番へと巡った。彼女にとっては数百回目のガス室だった。その日も碧あおい瞳は穏やかに、その笑みに憂いはかけらも存在しなかった。科学者のいったい誰が言い出したのか、この日の実験は少し趣向を変えてみようという話だった。

　ガス室の中に彼女を一人だけ連れ、真ん中の椅子に座らせた。そこまではいつもと同じ。

「ドクター・クライド」

　部屋を出ようとしたところで、珍しく彼女に名前を呼ばれたので驚いた。

「どうした？　何か問題でも」

「いつも、ありがとうございます」

「何を言っている。私は感謝されることは何もしていない」

　少女は首を振った。

「いいえ。いつも私たちのことを見守ってくれています」

「……見守っているわけではない。監視をしているだけだ」

「私は今、とても満たされています。それはあなたのおかげです」

「……実験を開始する」

　扉を閉じ、マジックミラーから実験が始まるのを見守った。ストレスチェックの研究員たちが選んだこの日の毒ガスは、酸素だった。

　酸素は生命にとって最もありふれた毒だ。その毒の正体は酸化能力の高さだ。酸素原子は対ついとなる電子を周囲から引き寄せることで、細胞を変質させ、遺伝子を損傷させる。二十億年も昔、地球では酸素の発生によって大量絶滅さえも起きた。今や全ての生命が耐性を得たが、それが猛毒であるという事実に変わりは無い。狭い部屋の中に、高濃度の酸素が流し込まれた。最初の数時間は何の変化もなかった。しかし、やがて、ミラーの向こうでイヴが苦しみ始めた。

　床に倒れた少女が全身を痙けい攣れんさせ、のたうちまわる。必死に誰かの名前を呼んでいるようにも見えた。しかし、壁越しには何も聞こえなかった。

　クライドは実験の中止を進言したが、それは聞き入れられなかった。ほかの研究者たちはいつもの日課のように、少女が苦しみもがき、そして死んでいく様を事細かに観察し、研究日誌に書き留めていた。そして、彼女が倒れて動かなくなるまでをガラスの向こうから、クライドは最後まで見届けるしかなかった。それは毎日、この場所で行われることの繰り返しルーチンワークでしかなかった。

　実験が終わり、クライドは彼女の遺体を棺に納め、霊安室へと運んだ。この日ばかりは、イヴの死に、ほかの子供たちも動揺していた。しかし、リーダーが不在となっても、すぐにまた、彼らは誰からともなく、いつものように棺を囲んで祈りの言葉を捧ささげ始めた。仲間の死を悼いたむことのできる《家畜》と、命を冒ぼう瀆とくすることに慣れきった自分たち人間。いったい、どちらが神に祝福されるべき存在か。クライドの胸はざわついた。

　イヴの死によって、研究は一つ先の段階へと進みつつあった。彼女の遺伝子を複写し、人工的に一部を改変させ、新たに二つの個体が生産された。研究者たちは自分たちの目標へと一歩近づくことができたと最初のうちは喜んでいたが、それはすぐに落胆と失望へと変わった。

　一つはシロと名付けられた個体。イヴの能力をほぼそのままに受け継いだが、彼女には著しい知性の発達の遅れが見られた。もう一人はアオ。彼はシロよりもさらに欠陥品だった。彼はほぼ全ての生命に備わっているはずの酸素の毒に対する耐性を喪そう失しつしていた。

　クライドがその欠陥品たちと出会ったのは彼らが産み落とされて半年が経たったころ。プラントの中に設けられた試験管の培養液の中に幼い兄妹きようだいはボウフラのように浮かんでいた。

　初めて出会った相手に向かって碧あおい瞳が開き、少年が口を開いた。

「私はよみがえりであり、命である。私を信じる者はたとえ死んでも生きる。また、生きていて私を信じる者は決して死なない」

　キャトルの子供たちが祈り続けた葬送の言葉の意味を、初めてクライドは知った。見覚えのある美しい笑みを向けて、彼は言った。

「お久しぶりです。ドクター・クライド」

　クライドは背筋が凍った。自分は彼に会ったことは今日これまで一度もない。しかし、彼はクライドの名前を《記憶》していたのだ。まるで、イヴの魂が目の前の幼い少年に乗り移ったかのように。これまでの実験の中で、このようなことなど、一度もなかった。遺伝子マップとともに記憶まで古い個体の情報をコピーしてしまうことなど。あるとしたら、これが神の奇跡と言うのか。イヴの記憶はアオにしか受け継がれていないように見えた。少なくとも、シロにも記憶があったとしても、意思疎通ができないのだから、確かめようがない。

「君はどれほどの記憶を残しているのか」

「小さな部屋の中であなたと交わした二言三言の会話。そして聖書の言葉を何篇ぺんか。それから、満たされた心です」

　緑色の液体に浮かぶ美しい白銀の髪は、彼の母から授かったものだ。

「イヴ……いや、アオ。それはまやかしのものだ」

「何故なぜ、そのように言うのですか」

「神などは存在しない。そして、我々も神ではない。創造主という概念は人による幻想であり捏ねつ造ぞうされた虚きよ像ぞうそのものだ」

　わずかな沈黙。クライドは明確に彼らの信ずるものの存在を否定した。それが彼らにとっての唯一の生きる支えと知りながら。だから、感情的な反論が返ってくると思っていた。しかし、返ってきた言葉は意外なものだった。

「しかし、あなたはそこに存在しています」

　キャトルの子供たちによる葬そう儀ぎはそれからも毎日のように続けられた。そして、彼らの宗教的振る舞いは仲間が死んだ時の葬そう儀ぎに留まらず、早朝のミサまで執り行われるようになった。彼らの手には一冊の聖書もないので、口承によってのみ伝えられたフレーズを仲間から仲間へ連綿と伝えていくに過ぎない。

　彼らの異変にほかの研究者たちも気付いていた。宗教という概念を生んだ《家畜キヤトル》たちがどのような社会科学的な変化を起こすのか興味深げに見る者もいれば、研究事項と関係のないイレギュラーの変化を快く思わない者もいた。多くが後者だった。

　そして、当時の研究所所長が下した結論はそのイレギュラーの排除だった。

「……キャトルたちの処分ですか」

　薄暗い所長室でクライドは上司から告げられた。

「そうだ。軍上層部の結論でもある。多くの時間と資金をかけ、君たちのセクションは結局、目標とするものを生み出すことができなかった。軍としてはこれ以上の投資は必要ないと判断したということだ」

　軍とは、悪あしき集団《紅き蠍スコーピオン》に立ち向かう正義の軍団《市民連合》。実質的にはその盟主であるエリシウムの軍団総司令部のことだ。裏と表の顔を使い分け、悪夢のような研究を秘密裡りに続けているのも、彼らの掲げる輝かしき大義があってこそのことだ。

「ですが、イヴの研究データにより、多くの進展がありました。今後も研究を続ける意義はあると思います」

「それで生まれたのが、例の欠陥品というわけか。それにあくまでも噂うわさだが、我々の研究が外部に漏れている可能性があると軍が騒ぎ出した。まあ、それが一番の理由だと思うが、上は研究成果の速やかな廃棄を求めている」

　廃棄とはつまり、彼らを殺せということだ。シロもアオも、それ以外のキャトルたちも含めて。クライドは抵抗したが、末端の研究員が軍部の決定を覆くつがえせるわけもなかった。

　現在、霊安室にいるキャトルは四十四人。プラントにはアオも含めて「製造中」のキャトルはさらに六十三人。合わせれば百人超を一週間で処分しろ、という。ガス室ではより強い毒が用いられることが決まり、プラントの培養液の循環は三日後に停止されることが決まった。処分が終わった者から順番に遺体を強酸で溶かして《最終処分》する手はずが決められた。

　絶望的な決定を知らされた日。霊安室の前を通りかかると中から無む垢くな讃さん美び歌かが響いていた。彼らは何も知らず、ただ、神の祝福が自分たちに訪れる日を心待ちにしている。

　耳を塞ぎ、クライドはプラントに向かった。二人は相変わらず、培養液の中に浮いていた。シロは起きているのか、眠っているのか分からないような寝ね惚ぼけた目。こちらから呼び掛けても、薄い笑みを向けるだけで、意思疎通もままならない。クライドは決定のことを一切伝えず、アオに尋ねた。

「アオ。お前は……いや、イヴは以前、何があっても私のことを信じると言った。アオ。それは今も、変わらないか」

「ええ。信じます。私は。ヒトが敬う神ではなく、今、私の前に立つあなたのことを」

「愚かな子供だ。いずれ必ず後悔する」

　しかし、この時。すでにクライドの中で決意は揺るがぬものとなっていた。

　決行は三日後だ。




　完璧な計画だと、自らに言い聞かす。作戦決行の時間、クライドは地下の管制室の中にいた。彼の足元には銃弾を食らって倒れた管制官たちの死体が転がっていた。目的は、自分とキャトルを除く全ての研究員の抹殺。この地下の研究棟の存在を知る者を全て排除しなければ、子供たちに自由が訪れることはない。

　正午、乗っ取った管制室から警報を流し、研究員たちがアクセスする情報サーバーにダミー情報を流す。それはベスタ結晶を精製するための濃縮実験炉が臨界暴走事故を起こしたことを想定し、災害訓練用に設定されたダミーデータだ。サーバーに流される情報の上でだけ、深刻な暴走事故がシミュレーションされる。混乱が起きるわずかな時間であれば、騙だましきれる自信はあった。

《警告。警告。地下実験炉において緊急事態が発生。総員は速やかに避難を実行せよ》

　警報と防災放送に従い、地下に潜っていた研究員たちが地上棟に避難しようと通路に殺到する。無人になったブロックから順番に隔壁で閉ざし、隔離する。ほんの十数分で、全ての研究員を閉め出し、地下の研究棟は完全な無人になった。クライドがいる管制室と、キャトルの少年少女がいる霊安室を除けば。

　クライドの計画は次の段階に進む。地下管制室から地上の濃縮炉のシステムに介入を試みる。外部からの不正アクセスに対しては鉄壁の防衛網が敷かれているが、内部からの介入に対しては比較的、守りが緩いことは知っていた。あらかじめ用意していたウィルスをネットワークに感染させ、拡散する。全ての情報がセキュリティーの庇ひ護ごから外れ、この小さな管制室に集まる。

　最後の操作に入る前、わずかな躊ちゆう躇ちよが生まれた。その時、脳裏を過よぎったのはガス室で死んでいった子供たちの苦く悶もんの顔。その中にイヴもいた。

　アオは言った。何があっても自分を信じると。残念ながら、自分は神ではない。強いて言うのであれば悪魔だ。

　目もく論ろ見み通り、ネットワークに放たれたウィルスの手により、システムの叛はん逆ぎやくが開始される。地上側の濃縮炉は管制室の統御から離れ、放出されるベスタ線の線量が野放しに、加速度的な上昇を始める。一度、破局への坂を転がり始めれば、もはや止められる術すべはない。ベスタ線が透過する際に発生する熱エネルギーが蓄積され、一方で結晶体の分裂反応によって生み出されたガスが格納容器内に溜たまっていく。上昇する圧力が格納容器の耐久値を超えた時。極限まで蓄積された熱エネルギーが爆発的に放出される。

　鼓膜をつんざく爆音と振動が地上で起きた惨劇の大きさを伝えた。空に向かって伸びた爆炎が一気に大地を薙なぎ払い、周囲数キロ圏内にあるあらゆる建物を吞のみ込こんだ。地上に避難したほとんどの研究員は炎の中に吞のみ込こまれるか、高線量のベスタ線によって黒焦げになって焼き尽くされるか。あるいは、たとえ、難を逃れても、爆発によって吹き飛ばされた化学工場から漏れ出る毒ガスによって、神経系と内臓を蝕むしばまれ、もがき苦しんで死んでいった。

　飛散したベスタ結晶の破片は南向きの風に運ばれ、渓谷中に降り落ちた。猛毒の化学物質も拡散し、大地を汚染した。六号棟には数百人の研究員がいたが、二時間後にはほとんど、全ての人間がこの地から姿を消した。事故の真相を証言する者は誰一人としていない。

　変わり果てた大地を見た時、クライドはもう笑うしかなかった。それしかできなかった。そして、改めて自らが犯した罪の重さを認識する。ここはもはや、人の住む世界ではなくなった。

　このとき、霊安室に残っていたキャトルは十六人。彼らをガス室に送る者はもういない。クライドは彼らを地上に連れ立ち、解放した。しかし、彼らはその場から離れようとはせず、あろうことか、死んでいった人間のために祈りを捧ささげ始めた。それから数週間経たち、彼らは水も食料も口にしないまま、衰弱しきり、そして、一人ずつ死んでいった。

　彼らは知らなかったのだ。一人で生きていく術すべを。これまで学んできた神の言葉は、生き抜くために必要なものを何一つとして教えてくれなかった。

　結局、残されたのはプラントの培養液の中にいる「製造中」のキャトルのみ。その彼らも一人また一人と死んでいき、最後に残ったのはシロとアオだけになった。
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「おっとう。どうしたのー？」

　過去を語るクライドの傍かたわらにシロが駆け寄って、しがみついた。老人の声は最後の方で、震えていた。幼い少女が彼の語る言葉の意味をどれだけ理解していたのか分からない。それでも、何かを敏感に察したのだろう。目を真っ赤に腫はらして、老人の腕の中に顔を埋めた。

　聞かなきゃ良かった、と思ったのは私だけではないはずだ。二十年以上も昔にこの六号棟で起きた惨劇の真相。そして、アオとシロの出自。誰も幸せになっていない、誰しもが等しく不幸になる最低最悪の物語だ。

「結局、私は何も変えることはできませんでした。祈ることしか知らない霊安室の子供たちはこの枯れた大地の上で何もできぬまま、野の垂たれ死んでいきました。狂気に駆られた私が数百人の命を犠牲にして、結局、救えたのはアオとシロの二人だけ……」

　その言葉の途中で老人は苦しそうに咳せき込こんで、急に血を吐き出した。

「く、クライドさん！」

　真っ黒い床の上に鮮血が広がる。疲弊しきった目でクライドが頭を上げる。

「おっとう！　おっとう！　死なないでぇ！」

「……どうやら私も時間切れのようですね」

　弱々しく顔を上げてアオのことを見た。クライドの容体の急変にも少年は驚いた素振りさえ見せなかった。あらかじめこの終幕を知っていたかのように、目の前の現実を静かに受け入れていた。

「《死の渓谷》と呼ばれる場所に二十年も生きてきたのですから。それは長生きもできるわけがありませんね……」

　車椅子の背もたれに寄り掛かって、クライドは懸命に息を整えようとする。しかし、症状は治まらず、再び血の嘔おう吐とを繰り返した。

「あなた。私たちにシロのことを任すと言ったのって……自分の死期が近いのを知って……」

　メッセの言葉にクライドは静かに頷うなずく。

「それに最後に一つ。言っておきたかったことがあるのですが……」

「……何ですか、おじいさん」

「二人とも。私のことを老人扱いしていますが、本当は私、まだそんな歳としではないんですよ。こう見えても、本当の年齢は四十八ですから」

　と、言われて、私は天地がひっくり返るぐらいに驚いた。真っ白く染まった髪の毛とよぼよぼに衰えた皮膚、がりがりに細くなった体たい軀く。それはどう見ても、壮年期の男性のものではない。急速に進んだ老化現象。それも、この《死の渓谷》に蔓延はびこる見えない毒の仕業だろう。それを知って、なおもクライドはこの地から離れることを拒んだ。解放されたはずのキャトルの子たちが、どこにも行かず、この場所で死んでいったように。過去の罪によって縛られた一人の男はその最さい期ごの瞬間まで、この地に刻まれた悪夢と寄り添うつもりなのだろう。

　クライドは最後にもう一度、シロの頭を撫なでる。

「おっとう……？」

「シロ。もういい。お前は外の世界に行きなさい」

「うう……嫌なの。おっとう、置いていけないの」

「シロ。お前には私たちと違って、歩いて行ける足があるだろう。お前の兄弟は皆、生きる方法を知らずに死んでいった。その轍てつは二度と踏ませない。これまで、お前には外の世界でも生きていく方法を十分に教えたつもりだ」

「嫌なの！　しろ、おっとうとずっと一緒にいるの！」

　泣き喚わめきしがみつくシロをクライドは強引に引き離して、私に託たくした。

「旅の郵便配達員ポストマンよ。こんなことに巻き込んで申し訳ないと思っています。でも、お願いです。シロのことをどうかお任せします。この子に、この広い世界を見せてやってください」

「クライドさん……」

　咳せき込こみながら、クライドは一人で車椅子を動かす。彼が向かったのは試験管の少年の下だ。

「この命も、あとどれだけのものかも分かりません。だから、私は最後の清算をしようと思います。いいな。アオ……この私を許してくれ」

　死に行く男と少年が互いに目を合わす。意思を交わすのに言葉など必要ないみたいに。

「もう、随分と昔に言った通りですよ。ドクター・クライド。私が信じるのはあなたです」

　そして、クライドは試験管につながった培養液循環用のパイプを引き抜いた。排水口から緑色の液体が流れ出し、床に広がっていく。試験管の中を満たしていた液体が見る見るうちに減っていく。代わりに空気が流れ込み、劣化した試験管のガラスに亀裂が入った。

「あんた！　自分が何をしているのか分かっているの！」

　メッセが怒いかる。アオは試験管の中でしか生きられない。そう言ったのは当のクライドのはずだ。それがどうして、こんなことを。外気の酸素に触れれば、彼は死んでしまうのに。

「私が死んで、この研究棟を管理する者がいなくなれば、アオも長くは生きられないでしょう。霊安室の子供たちが成熟する前にガラスケースの中で死んでいったのと同じように。なら、せめて最後は私自身の手で、その命を終わらせましょう。これが私が犯す最後の罪です」

　わずかに揺らぐこともなく、クライドは言い切る。おそらく、彼がこの場所に来た目的も、最初からこれだったに違いない。全ては自らの死を前に、残した罪を清算するため。

「ふざけるな！　そんなのただの無理心中よ！　ただのあなたのエゴでしょ！」

「……そうかもしれませんね」

　試験管の培養液は全てが抜き取られ、代わりに空気が流れ込む。そこに含まれる酸素が少年を殺そうとする。もはや、試験管を元の状態に戻すことは不可能だ。ただ死を待つだけの少年は、全てを受け入れた穏やかな目をしていた。

「何が贖しよく罪ざいよ！　あなたは自分の自己満足のために他人を巻き込んでいるだけでしょ！　自分が悪魔だか神だかとか言っておいて、あんたは自己陶酔に浸っているだけ！　盲目的に自分に従ってくれる子供たちに依存して甘えているだけよ。そんなのが大人のすることなの？」

　贖しよく罪ざいと言えば、正義と言えば、それらしい大義を口にすれば、命を冒ぼう瀆とくすることも、殺あやめることも赦ゆるされるのか。メッセの怒りは、破は綻たんした独りよがりの正義へと向けられる。

「過去がどんなものか知らないけど、今、この子たちの親はあんたしかいないんでしょ！　親なら親らしく、この子たちの親として振る舞いなさいよ！　どうして、死ぬまで一緒にいてあげないのよ！」

　たぶん、その怒りの半分はたぶん、彼女自身の父に向けられたものかもしれない。私だって、メッセの気持ちも分かる。私は泣きじゃくるシロの手を握った。

　でも、決別の時計は針を逆向きに戻ったりはしない。彼の決意は固かった。

「そうかもしれませんね。全てはあなたの言う通りなのかもしれない。けれども、私には悔いる時間も、やり直す時間も残されていないのです」

　そして、最後に私たちに決別の言葉を向けようとする。しかし、それは声にならない。それよりも前に、別れの瞬間は再び訪れた敵の襲来によって妨害される。

　相変わらず、その襲撃者は何の前触れもなく現れる。いきなり目の前で、天井が崩落した。

　そして、続くように大柄の人影が瓦が礫れきの中を舞い落ちた。時代遅れのボロの外がい套とうに、太く逞たくましい鋼鉄の四し肢し。これまで何度も見てきた懐なつかしい鉄仮面の頭部がこちらを振り向いた。

「……プルート！」

　やはり、現れた。執念深き追跡者チエーサー。本当に腹が立つほど最悪のタイミングでやって来る。今、私たち、取り込み中なんだけど！

　冷徹な機械人形はこちらの都合なんてお構いなしだ。拳を握り、その筋きん骨こつ逞たくましい右腕を振りかざした。そのとき、敵と最も近い場所にいたのはクライドだった。

「クライドさん！」

　咄とつ嗟さに助けに入ろうとしたが、間に合わなかった。その凶暴な拳がクライドの脇腹を突き刺し、抉えぐった。飛散した血ち飛沫しぶきが床に広がる緑色の培養液に滲にじんで混じった。

「く……くっ」

　一撃で即死しななかったのが、奇跡だと思った。痛みにのたうち回る体力さえ失われ、小さく丸まった身体が床の上に小石のように転がった。

「おっとう！」

　追撃はさせまいと、シロが《スレイブ》に飛びかかる。しかし、小さな体たい軀くで繰り出す一撃は、規格外の敵に対してはあまりに軽かった。的確に顔面を突く蹴りも、数を打ち重ねる拳けん撃げきも、その全てはたやすく弾はじかれる。敵がダメージを負った様子は一切ない。

　もちろん、敵も攻撃されるだけで済ましたりはしない。反撃の一手がシロの腹部を突いた。少女の小さな身体がまるでピンボールのように跳ね、硝子ガラスの試験管をまとめて何本も割った。飛び散った硝子ガラスの破片が少女の白い肌に突き刺さる。白い身体から鮮血が流れ落ちる。

「──うぅぅ！」

　それでも、痛みを感じないのか、即座に起き上がって、再び戦闘態勢をとる。私は驚いた。流れる血はすぐに傷口を塞ぎ、裂れつ傷しようを見る見るうちに癒いやしていく。この常識外の治癒力と生命力こそが兵器たる《キャトル》の真しん髄ずいだ。それでも、相手が悪すぎる。きっと、この先は一方的な殺さつ戮りくになるという予感があった。

　今度はプルートから仕掛ける。鋼鉄製の巨体が軽やかに跳びはねた。激しいパワーを持った一撃が寸分の誤差もなく、腹部の全く同じ箇所を撃ち抜いた。今度はさらに黒く濁った血の塊が四散した。少女の纏まとう純白のシルクが深紅に染め上げられる。

　あまりに圧倒的な力の差に、私たちはただ立たち竦すくむしかなかった。

　目下の敵対勢力を排除したプルートが今度はこちらを睨にらむ。そして、ゆっくりと近づく。

「………」

　向けられる無言の殺意に、私の足は震えて動かなくなる。一番の標的はメッセ。彼女を殺すために、こいつは遥はる々ばると地球からやって来たのだ。メッセは怯おびえ、金縛りにあったかのようにその場から逃げることもできなくなっていた。

　もう戦うしかないのだ。それしか道は残されていないのだ。今、動かねば、メッセはきっと殺されてしまう。でも──。

　私はプルートの前に立つ。見た目はクロと一緒。あのおどけたような鉄の仮面の奥で緑色の瞳が冷たく光を点ともしてこちらを見つめる。いつも、私のことを見守っていてくれた優しい目が今は、殺意を剝むき出だしに私を突き刺す。

『エリスさん。今までありがとうございました』

　どこからか、クロに名前を呼ばれたような気がする。最さい期ごに耳にした彼の言葉。でも、それは頭の中で勝手に再生された幻聴だ。ただ、それだけのことで私の闘志はぐらつく。こいつはクロじゃない。そうは頭で分かっていても、感情は容易にコントロールできるものではない。

　メッセの前に、まずは私。プルートの標的ターゲツトが切り替えられる。鉄の腕が私を狙い、振り上げられる。殴り合いで勝てる算段など万に一つもない。覚悟を迫られたその時。今度は目の前で砕け散った硝子ガラスの破片が空中に舞った。不意を突き、プルートに飛びかかったのはアオだった。

「させるか！」

　少年は強大な敵に向かって単身、勇猛果敢に戦いを挑む。苦しいはずだ。空気の中では数時間も生きてはいられない身体。猛毒の酸素と反応してその皮膚は紫色に変色を始める。アオがプルートの両腕を摑つかみ、互いに取っ組み合いが始まる。五分と五分、とは言わないまでも、パワーで一方的に圧倒されたりはしない。彼だって、「兵器」として生み出された命。そう簡単に力負けをするわけにはいかない。両者はがっぷり四つに組み合って、互いに譲らない。アオは自らを壁にして、殺人兵器の進撃を食い止めようとしているのだ。

　ほんの少しの間だけだが、猶予が生まれた。私は倒れたまま動かなくなったクライドの下もとへと駆け寄った。脇腹からの流血は手で押さえようとしても止まるレベルのものではない。いくら手を施そうと、もう長くはないと悟った。それでも彼が意識を保っていたのは果たして幸か不幸か。クライドは私の顔を見ると、震える右手で霊安室の奥を指差した。

「あそこまで私を」

　硝子ガラス張りの壁に囲われた一角に、コンピューター端末が並ぶ。私は何も聞かず、言われたとおりにクライドを背負って、その場所まで運んだ。端末の前まで着くと、すぐにクライドは右手を伸ばして起動用のスイッチを押した。モニターが青色を背景に、インターフェースを立ち上げる。血が滴したたって赤く染まるキーボードの上で、小刻みに震え続ける指先を動かした。

　モニターの上では複数のプログラムが立ち上がり、その度にクライドが短いコマンドを書き込んでいく。もう意識をつなぎ止とめているだけでも限界のはずなのに。

「く、クライドさん……いったい、何を……」

　返事はない。それだけ必死にコマンドを書き換えている。一見したところで、私には彼が何をしているのか分からない。でも、直感が告げる。この人がやろうとしていることは、ひょっとして、何かとんでもないことなのではないかと。

　硝子ガラスの壁の向こう側ではアオとプルートの死闘が続いていた。彼ひ我がの優劣は一目瞭然。アオは一方的な防戦を強いられていた。機械人形が繰り出す一撃が炸さく裂れつするたびによろめき、倒れ、それでも超人的な治癒能力によって回復し、再び立ち上がる。だが、その回復も間に合わず、どんどんと追い詰められていく。このままではジリ貧だと分かる。

　シロはメッセの腕の中で苦しそうに抱きかかえられていた。

「今すぐ、シロを連れて逃げなさい。今すぐに、です。とにかく走りなさい」

「……え」

　操作を終えたクライドが天井を仰ぎ見る。視線は私の方を向いていない。ひょっとしたら、もう、彼の目にはほとんど何も見えていないのかもしれない。

『緊急警報。緊急警報。実験炉のベスタ線の出力が規定値を超えました。繰り返します。実験炉のベスタ線の出力が規定値を超えました』

　ひび割れたスピーカーから抑揚のない人工音声が警報を発する。

「あと二十分で、ここの実験炉は臨界暴走状態に入ります。四十五分後には爆発して、この地下研究棟もろとも吹き飛ばすでしょう」

　とんでもないことをあっさりと言われた。濃縮炉の暴走──二十年前に起こした惨事を今度はこの地下で起こそうというのだ。そんなことをして、ただで済むわけがない。狂っている。この人は最後まで狂っている。でも、それ以外には選択肢もないのも分かっている。

「さっさと行くのです。アオがあいつを抑えている間に！」

　それはつまり、私たちにクライドとアオのことを見捨てて逃げろということだ。二人とも、その命に残された時間はそう長くはない。それでも、わずかな命の灯ともし火びを燃やし尽くして、私たちのために道を切り拓ひらいてくれたのだ。

　それはきっと、シロのため。彼らにとって、あの子の未来は、自分の命を懸けてまで、守らないといけないものなのだ。

　──あの時、クライドは言っていた。人は守らなければいけないもののためには、時として狂気を纏まとうものだと。

　でも、私には分からない。命を懸けてまで守ることの意味が。だから、私は知りたかった。私にとって長い間の疑問だったものを彼に自然と投げかけていた。

「あの……クライドさん。私、小さなころに大きな怪け我がをして、《生体保存コールドスリープ》の装置に入れられたんです。今から八十年前の話です」

「……そうですか」

　こんな状況で身の上話なんて、私も正気じゃないかもしれない。たぶん、みんな、正気じゃない。正気でなんかいられるわけがない。それでも、今、ここで話さなければ、私はきっと、ずっと後悔すると思った。胸に空いた大きな穴が、それを求めていたのかもしれない。

「クライドさんなら分かりますか。その時、お父さんたちがどんな気持ちで私をコールドスリープさせたのか」

　しばしの沈黙が酷ひどく長く感じられた。モニターにはカウントダウンが始まっていた。考えて、ようやくクライドが口を開く。

「さあ。そもそも、私は人の親ではないですから。そういうことは分かりません。でも、きっと、悩んだだろうし、苦しんだでしょう。この先、どんな苦難が待っているかも分からない。そのときに自分が傍そばにいられないのは耐えがたい苦しみのはず。だが、それでも。希望は繫つなぎ止とめるためにあると思います」

　ビデオレターで同じことをお父さんが言っていた。希望の芽を育ててほしいと。今の私は、お父さんやお母さんから託たくされた希望を育てられているのだろうか。すごく、自信がない。

「別に今の生き方を引け目に感じることはないでしょう。昨日の積み重ねが今日となったように、今の積み重ねが明日につながっている。そう、私は信じています」

　虚うつろな目が一瞬だけ光ったように見えた。男の目に浮かぶのは小さな涙だった。

「昨日の積み重ねが今になる、か。私とあの子が積み重ねた昨日は、あの子にとってどんなものだったのでしょうか」

　死にゆく男が言う。

　幼い少女を研究所から連れ出した日。彼女はひどく怯おびえていた。砂塵嵐ダストストームが吹き荒れていた。そんな中で、テントを張って一晩を過ごした。少女は何も喋しやべらず、反応もせず、男に近寄ろうともしなかった。食事を与えても、最初は口にしようともしなかった。皿に盛ったスープをスプーンで掬すくって、差し出した。それを恐る恐る、シロは口をつけた。そして、今度は自分でスプーンを掬すくうと、逆に男の前に差し出した。

　そこからだ。お互いに時間をかけて、紛まがい物ものかもしれないが、家族となっていた。男は根気強く言葉を教えた。土を耕すこと、植物の種を植えることも教えた。そうして、ゆっくりと、この死んだ大地の景色を、二人だけで少しずつ変えていった。

　悔かい恨こんを挙げれば、きりがない。毒が自分の体を蝕むしばんでいることも知っていた。いつかはこの生活も終わると分かっていた。そして、それが偶然、今のタイミングになったというだけ。

「本音を言えば、この生活が永久に続けばいいと思っていました。しかし。それではいけない。いつかは別れる時がくる。その時に、私と過ごした時間があの子にとって、未来を生きる支えとなってくれさえいれば。……身勝手に生きた罪人の最さい期ごの言葉です」

　その言葉が私を救ってくれた気がする。お父さんも、お母さんも、それにクロも。みんな、私を置いて去っていった。でも、一緒に過ごした時間が今を生きる私を支えてくれている。別れが悲しみだけではないと、クロが教えてくれた。両手いっぱいの優しさを、クロたちは私にくれた。だから──。

「ありがとうございます。クライドさん」

　返事はもうなかった。頰に残る乾いた涙の跡を指先で吹き、感謝の言葉を最後に伝えた。そして、私はメッセたちと合流する。

「おっとう！　おっとー！」

　じたばたと抵抗するシロを私は両手で強引に抱きかかえた。クライドとの約束は絶対に果たしてみせる。

「アオさん！」

　プルートと対たい峙じする背中がこちらに覚悟と決意を語っていた。決して勝てぬ強敵。そして、間もなく途切れようとする命の鼓動。それでも、少年に一歩たりとも退こうとしない。

「シロのこと、よろしくお願いします」

　口にしたのはその一言だけ。でも、それだけで十分だと、その後ろ姿が言っていた。そして、再び敵に立ち向かっていく。敵かなわないと知って、私たちが逃げる時間を稼ぐために。でも、やはり、私たちには躊躇ためらいがあった。

「何で……また。どうして、私は逃げることしかできないの」

　己の無力さにメッセが唇を嚙かみしめる。プルートに襲撃を受けた時、宇宙船で彼女だけが逃がされた。そして、今も。私だって同じ気持ち。でも、私は託たくされたのだ。クライドからシロのことを。その気持ちを今は無駄にできない。私はメッセの腕を引っ張った。

「行きましょう。メッセさん。私たちにできるのはそれだけです」

「何を言っているの！　彼を置いて自分たちだけ逃げるの？　私たちを助けるために戦ってくれているのに！　あんたがそんな薄情な女だったとは知らなかったわよ！」

「薄情でも結構です。でも、私たちがシロのことを託たくされたことを忘れないでください。クライドさんは亡なくなりました。私たちが死んだら、誰がこの子のこと、守るんですか」

「…………」

　反論は飛んでこない。嚙かんだ唇から血が滲にじみ出でる。「分かったわよ……」。渋々とだが、彼女も了承した。残り時間は四十分を切る。最後に私は戦う少年の背中に語り掛ける。

「シロのことは絶対、最後まで守ってみせます」

　皮膚の腐食はさらに進み、紫色に濁った外皮に赤い血が滲にじんで床に垂れ落ちる。背中越しに最後、彼がどんな表情をしていたのかは私には分からない。「ありがとう」と、ただ、それだけを言った。

　警報が鳴り響く中を私たちは駆けた。

「おっとう！　おっとう！」

　腕の中で小さな少女が泣いていた。クライドの死を本能で悟っていたのかもしれない。それを慰めるように、彼女のことをぎゅっと抱きしめた。

　私たちが走った後を追いかけるように、通路の隔壁が一つずつ下りていく。それがわずかでも足止めとなってくれる。クライドがあらかじめ、プログラムを組んでいたのだろう。残り時間、二十分。まだ地上の光は見えてこない。そもそも、この道を進んで、本当に地上に出られるのかさえ、私は知らない。でも、今は信じるしかない。私たちは走り続ける。

　息も荒く、メッセが疲れたように途中で壁に寄り掛かる。もう限界かもしれない。でも、こんな所で休んでいたら、濃縮炉の爆発に巻き込まれてしまう。

「すいません。メッセさん」

「ちょ、ちょっと！　いきなり、何をするのよ！」

　左でシロを、右腕でメッセを抱きかかえた。メッセが暴れたが、気にはしない。そして、私は叫んだ。

「リミッター解除！」

　いつもの号令とともに活性化した機械の体が覚かく醒せいする。人工筋肉が限界ぎりぎりまで、私に力を貸してくれる。人間を二人、担かついで私は矢の如ごとく、加速を開始する。

「光……！」

　疾走してすぐにゴールが見えかける。しかし、タイムリミットも同時に尽きていた。

　背後で大きな爆発音が轟とどろき、衝撃が波をつくって押し寄せる。封じられた隔壁扉がまるで薄っぺらな木の板のように次々と破られて薙なぎ倒たおされていく。

　脈打った衝撃波が襲いかかる。それでも、逃げ切れる自信はあった。が、そこで悪運は尽き果てる。出口まであと一歩の所で、すてん、と私は躓つまずいて転ぶ。運も悪いことに、弾みで左の足首を捻ひねってしまうおまけ付き。

　立てない。どうしよう。どうしよう。焦あせる私の右肩をメッセが乱暴に持ち上げた。

「何やっているのよ、この馬鹿！」

　今度は代わって、メッセとシロが左右から私を支えて、駆け抜ける。地上の出口へと続く階段には赤い砂が溜たまっていた。砂に足を囚とらわれながら、ラストスパートをかける。階段が後ろから私たちを追うように崩れていく。

「こんな所で死んでたまるもんですか！」

　メッセが歯を食いしばって、最後の力を振り絞る。突き刺す日差しと乾ききった風を肌に感じた時。私たち三人は赤枯れた荒野の土の上に一斉に崩れ落ちた。
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　赤い土の上に、火ほ照てって汗まみれになった身体を横たえる。無造作に吹き荒れる荒野の風と、疲ひ労ろう困こん憊ぱいに乱れる吐息が同化する。地下へと続く階段は今や、崩れた土砂の中に完全に埋まっていた。本当に間一髪のところで、私たちは地下の研究棟から脱出に成功したのだった。

　見渡せば、何もない荒野のど真ん中で、ぽつんと、地下に続く階段だけが取り残されていた。

　命こそ助かったものの、私たちが支払った代償はあまりに大きかった。

「おっとう！　おっとう！」

　少女の慟どう哭こくが風に遠く響く。乾いた砂の上に涙の雫しずくが滲にじむ。

　結局、クライドも、アオも研究棟の崩壊と運命をともにすることを選んだ。それが二人にとっての結論。何の違和感もなく、それがさも自然なことのように、二人は息を合わせたように同じ選択をし、同じ結論へと至ったのだ。全べてはこの幼い少女の未来を守るために。

　泣きたいのなら、好きなだけ泣けばいい。私だってそうだった。私は後ろから両手を回してシロを抱いた。彼女が泣き疲れるまで、そうしてあげるつもりだった。

「ねえ。エリス。なんで、シロって、クライドのことを『オットー』って呼ぶのかしら」

　それは最初、私も疑問に思っていたことだ。

「……おとうさん、ってことじゃないですかね？」

「ああ。そういうこと……」

　それだけ納得するように呟つぶやいて、メッセは一人で歩き出した。

「あの……メッセさん？」

「私は先に行くわ。あなたたちはそこで休んでいていいわよ」

　メッセが向かおうとする先には、地面に突き刺さった宇宙船の尾翼がまるで聳そびえ立つバベルの塔のように空に向かって伸びていた。休んでいろ、と言われても、こんな場所でメッセを一人にするわけにもいかない。

「ねえ。シロ、動ける？」

　こくりと、少女が頷うなずく。私はシロの手を引いて、メッセの後ろを追いかける。

　思えば、私たち二人の旅はこの墜おちた宇宙船を探すところから始まったのだ。

　メッセは仲間たちの生存を信じて、ここまで旅をしてきた。たぶん、その希望はとても弱くて脆もろい。彼女自身も、本当は心のどこかで分かっていたと思う。丘の上から、逆さに突き刺さった船体を見た時から、正直、覚悟だってしていたと思う。

　彼女は無言で進み、私たちはその後ろをついていく。やがて、メッセの足が止まる。

　……本当になかった。何もなかった。荒野の真ん中に、張りぼてみたいに、尾翼が突き刺さっている以外は何も。黒焦げになった地面からは今も、細い黒煙の筋が立ち上り、焼けた油の匂いが漂っている。小石に混じっているのは飛び散った機械の部品と、砕けた装甲の破片。宇宙船と呼べるようなものはそれ以外には、何も存在していなかった。

　ぱたん、と気が抜けたようにメッセがその場にしゃがみ込んだ。

「メッセさん……」

　私は初めて、メッセが泣くのを見た。今まで溜ため込こみ続けたものが途端に堰せきを切ったように嗚お咽えつとともに吐き出される。

「噓うそつき！　噓うそつき！　みんな！　私のこと、迎えに来てくれるって言ったのに！」

　地面に転がる宇宙船の破片を握ると、地面に叩たたき付つけた。破片が掌てのひらに突き刺さって、血が零こぼれて赤い大地に落ちた。その慟どう哭こくに応える者はいない。張りぼての機体は数百人といたクルーたちの墓標だった。それだけの仲間を彼女は一度に失ってしまったのだ。
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「メッセさん……」

　掛ける言葉を私は必死に探そうとした。でも、駄目だった。今は何を言っても気休めにしかならないと、私は知っていた。

「コーディエ船長はね。普段はぐうたらなんだけどね、やる時にはやる人だったわ。ああ見えて、クルーからの信頼は厚かったわ」

「……うん」

「ジョナサンはほんとにうるさくて、やかましい奴やつだったわ。ああ、エリス。あなた、見た時、誰かに似ているなって思ったんだけど、彼だったわ。頭も口も軽い所もあなたにそっくり」

　──すごく失礼なことを言われているような気がしてならない。

「でも、いい奴やつだったわ。すごく」

　メッセは俯うつむいた顔を上げる。

「メリルは綺き麗れいでお淑しとやかで。私の理想の女性だったわ」

　一人一人の顔をきっと思い出しているのだろう。記憶の中の彼らの姿をその胸に刻み込むように、メッセはそっと瞼まぶたを閉じる。そして、しばらくしてそっと、立ち上がる。

「さあ。行きましょうか」

　なんと、こちらが驚くほどの切り替えの早さ。砂まみれの手の甲で残った涙を拭った。こんな何もない所でメソメソしていたって、しょうがない。たぶん、そう思ったのだろう。そういうところが本当に彼女「らしさ」なのだろう。それに、この旅で彼女だって強くなったはずだ。

「大丈夫なんですか。メッセさん」

「当たり前でしょ？　私を誰だと思っているの？　言ってみなさい」

「泣く子も黙る、世間知らずのお嬢様のメッセさんです」

　ほっぺたを思いっきり、抓つねられた。

「い、いたいれす、めっせしゃん……」

「だから、あんたは一言多いのよ。でも、いい？　この結果がどうでも、私のやることは別に変わったりしないのよ。だから、私は踏みとどまっちゃいけない。歩き続けなきゃいけないの」

「そうですよね……」

「まあ。地球代表が一人だけになった分、肩に掛かる重荷は増えたけどね」

　シロの顔を見て笑う。シロは私の肩に腕を回して、背中から抱きつく。

「まるで猿の親子ね。新しいお母さんでも見つけたつもりなのかしら」

　おんぶされたシロを見ながら、とても失礼なことをこの人は言う。

「……私。こんな大きな子。産んだ気はないんですけどね……」

　ぷっ、とメッセが噴き出す。

「でも、そういえば、この子って年はいくつなの？」

「あ。そういえば、私も気にしていませんでした。ねえ。シロ。自分の年、分かる？」

　うんーと、言いながら、きょとんと首を傾かしげる。それから手を伸ばして、右手でパー、左手でチョキをつくった。

「そうか、そうかー七歳なんだねー。よくできましたねー」

「にじゅーごさい！」

　その一言に私とメッセの間に戦慄が走った。「にじゅうごさい」って、まさか、あの「にじゅうごさい」ですか！

「私より年上なんだけど……二十五歳って……」

　でも、よく考えたら、二十年以上も昔の爆発事故より前に、あの地下研究棟で生まれたと言っていたのだから、七歳というのはまず、ありえない。にしても、二十五歳って……。

「ははは！」

　メッセが笑う。私も一緒に笑って、連れられてシロも笑った。みんな。大切なものを失ったばかりなのに。すごく可笑おかしくて笑った。オリンポスの山の頂上で一人きりだった時には、そんなこと考えられなかった。でも今、私たちは三人いる。誰かが倒れそうな時は、残った二人で起き上がらせればいい。三人いっぺんに折れそうな時も、お互いに支え合えばいい。

「さあ、行きましょうか」

　張りぼての宇宙船の残骸に近寄る。高く突き出した塔の天てつ辺ぺんに西に傾きかけた日差しが突き刺さる。何か使えそうなもの……できれば、地球まで届く通信機なんかがあればと思ったが、それも望み薄だった。遺品になるようなものさえも見つからず、結局、探索作業は無為に終わった。

　落胆がなかったと言えば、噓うそになるが、最初から期待もしていなかったのが本当のところ。

　最後に空に伸びる巨大な墓標の前でメッセが十字をきった。

「みんな、さようなら。ありがとう。私は行くよ」

　そして、別れを告げる。仲間との邂かい逅こうの時間はほんのわずかで、すぐにメッセは前を向く。ぽん、とシロの頭を軽く叩たたいて撫なでる。

「行くわよ、チビ助」

　シロはこの場所から離れることに戸惑いを見せた。この子にとってはこの《ルクス・グラーベン》は生まれ故郷であるとともに、育ての親であるクライドが眠る場所でもある。そして、何よりも私たちに付いて行って外の世界に出ることへの不安だってあるはずだ。足踏みする少女にメッセが言う。

「ずっと、そこにいる？　言っておくけど、ここにいればいるほど、離れるのが辛くなるわよ」

　何とも、メッセらしい言葉だ。可か哀わい想そうに、突き放されたと思ったシロが、オロオロする。それをメッセが少し強引に腕を摑つかんで引っ張った。

「いい？　あんたは私たちと来るの、チビ助。知っている？　旅は道連れ、世は情けって」

　分からないという顔をするシロを無理矢理、引きずって連れて行こうとする。いやだ、いやだ、と駄々をこねるのでメッセもさすがに苦戦する。だから、私も加勢することにした。

「行きましょう、シロ。これからは私たちが一緒だから」

　メッセが右手を、私が左手を握って、左右からシロを引きずる。最初は嫌がっていたはずのシロも、可笑おかしくなってきたのか、にぱっと笑って逆に私たちに抱きついてしがみついた。

「おっとうも好きなの。でも、えりすも、めっせも好きなの」

　家族を失った悲しみを必死に振り払おうとしている笑みだった。そんなこといじらしい姿を見せられたら、抱きしめたくなるくらい、愛いとおしくなるではないか。これからはクライドの代わりに、私が、いや、私たちがシロのことを守らなければいけないのだ。もう、今までの、クロに守られていた私ではない。

　私たちはカッシーニの墓標を背に歩き出す。次なる目的地は、この星の最大都市エリシウムだ。地球からの使者の存在を多くの人たちに知ってもらわなければいけない。

「メッセさん。大丈夫ですか。これからはもう甘いことも言っていられなくなるんですよ」

　他の宇宙船クルーたちはもういない。これからはメッセが一人で、地球の代表者としての大役を果たさなければいけないのだ。

「うるさいわね。やるしかないでしょ。やるしか。そのために生かされた命なら、逃げるわけにもいかないでしょ」

　決意に燃えた彼女の瞳はすごく綺き麗れいだった。旅を始めた頃とは別人がすり替わったのではと少し心配になるくらいだ。メッセが私の前に手を差し出す。

「だから、これからもお願いね。郵便配達員さん」

　私はその手を握り返す。それは私とメッセとの間の一つの契約であり、私自身にとっても一つの覚悟と決意でもあった。

　──希望の芽を育ててほしい。

　お父さんは私に言った。混乱の時代に私の両親は《豆の木ビーン・ストーク》に多くのものを遺のこしていた。いつかの時代、その蒔まいた種を誰かが芽吹かせると信じて。ゆっくりと死に向かうこの星を救う手段がもし、あるのなら、私はどんな苦難でも乗り越えてみせる。

　でも、その前に。私たちの目の前には超えなければいけない試練があった。

　荒野の向こうに人影が立っていた。いや、正確に言えば、いきなり、土の中から人の形をした何者かが現れたのだ。

「本当に嫌になるわね。しつこい男って」

　メッセの声は引ひき攣つっていた。いったい、何故なぜ、どうして。その答えは誰も持っていない。私たちはただ目の前の信じがたき光景を受け入れるしかなかった。

　荒野に立っていたのはプルートだった。あれだけの爆発に巻き込まれながら、見た目に大きな損傷も見当たらない。せいぜい、土を全身にかぶって、外装が汚よごれたくらいか。

　地下の爆発に巻き込まれて生き埋めになったはずが、まさか、モグラのように土の中を掘ってきたというのか。実に馬鹿げている。こんな奴やつ、私たちだけでどうにかできるのだろうか。

「そりゃあ、大気圏から墜おちても、ぴんぴんしているくらいだものね。生き埋めになった所で死なないわよね」

　もう、メッセは半分、笑っていた。そうでもなければ、この状況、やっていられない。

「でも、ベスタ濃縮炉の爆発に巻き込まれたんですよ！　どれだけの線量があると思っているんですか！」

　私なんて少し漏れ出した程度の線量で死にかけたのだ。それがベスタ結晶の塊が爆散するのに巻き込まれて、何のダメージもないなんて。どれだけ、地球の機械兵は規格外なのだろう。

「地球の技術を馬鹿にしないで。ベスタ線を使った兵器なんて今時どこの戦場にもないわ。私だって、博物館で埃ほこりをかぶったのを見たくらいよ。地球の戦場じゃ、機械が人間の代わりに戦争しているのよ。ベスタ線の防護策なんて、とっくの昔に見つかっているわよ！」

　文字通り、不死身の兵士が砂すな埃ぼこりを巻き上げながら、静かにこちらに歩み寄る。

　せっかく、クライドとアオが命を賭として、道を切り拓ひらいてくれたのに。こんな所で私たちの旅は終わってしまうのか。

「こいつ！」

　仇かたきに飛びかかろうとしたシロを私とメッセが両脇から咄とつ嗟さに止めた。

「なんで！　えりす！」

「無闇に突っ込むんじゃないわよ！　このイノシシ娘！　わざわざ殺されに行きたいの？」

「でもぉ、おっとうのかたき、とるの！」

　誰だってそうだ。親の仇かたきを前にして、正気でいられるわけがない。でも、それはメッセだって同じことだろう。仲間を何人も殺されている。でも、彼女は驚くほど冷静だった。

「いい？　いま、私たちが死んだら、あの爺じいさんの死も、アオの死も、カッシーニの仲間が私を逃がしてくれたこと全部が無駄になるのよ！　わかる？　勝機がない限りはあいつに突っ込むのは禁止！」

　メッセは勢いだけでシロを説得する。

「あるんですか……勝機が」

「あるわけないでしょ。それなら今は三十六計、逃げるしかないわけ！」

　私たちはシロを引っ張って駆け出した。今日はずっと逃げてばかりいるような気がする。

「でも、どうするんですか。こいつ、多分、火星の裏側まで追いかけてきますよ！」

「なら、火星一周すればいいじゃない！」

　一周しちゃまずいでしょ、一周したら。でも、それだけこの《追跡者チエーサー》はしつこい。にもかかわらず、彼自身には意思と呼べるものは一切存在しない。同じストーカーの類たぐいでも、《紅き蠍スコーピオン》のジャックとは違う。そこには執念も渇かつ望ぼうも存在しない。ただ、誰かから受けた命令を遂行するためだけに、冷たい機械の意思プログラムが私たちのことをつけ狙っているに過ぎない。

　でも、私は奇異なことに気付いた。私たちが懸命に走れば走るほど、プルートとの距離が開いていく。追いかけてきていないわけではない。でも、獲物が全力で走っているのに、ハンターの方は実にのんびりと、歩いて後をついてきているのだ。ちょっと、疲れたから一休み……ではないだろう、さすがに。なら、考えられるのは。

「あいつ、ひょっとして走れないんだわ！」

　メッセが言った。私も同意見。でも、《ルクス・グラーベン》ではローバーで走っている後ろを猛スピードで追いかけてきたではないか。と、いうことはつまり──。

「やっぱり、あの爆発でダメージを負ったんだわ！」

　遠くから見た限りでは、そんな風には見えないが、やっぱりあれだけの爆発で無傷ではいられなかったというわけだ。これはひょっとして、光明が差してきたかもしれない。

「くび！　くびのとこもなんか、あるの！」

　シロが飛び跳ねながら私に教える。慌てて双眼鏡を取り出して覗のぞき込こむ。言われるまで気が付かなかった。首と肩、それから右肘ひじのあたりに、小さくだが、装甲が焼け焦げて剝はがれた場所があった。

「ねえ！　これって、ひょっとして火星の裏側まで走ったら逃げ切れるかもしれませんよ！」

　だが、敵もそう簡単に見逃してくれない。少し油断しかけたところで、背後でプルートが射撃の体勢に構えた。武器なんて一切持ってないし、完全な丸腰なのに何故なぜ──。

　白煙を吐き出してミサイルのように飛んできたのはロボットの右腕だった。

「危ない！」

　メッセとシロを庇かばって後ろから突き飛ばした。地面と濃厚なキスする私たち三人の頭上を弾道が轟ごう音おんともに横断した。

　ロケットパンチなるものを私が見たのはこれで二度目。一度目は落石から私を助けるためにクロが自分の右腕を犠牲にした時。そして、今、頭上をかすめていった右腕は目の前の巨岩を粉々に爆ばく砕さいすると、また、一人でにブーメランのような放物線を空中に描いて、持ち主の下もとへと戻っていた。そして、何事もなかったのように手首の先に拳がくっつく。

　へえ、元に戻るんだ。やっぱり、地球の技術は進んでいるなと思わせられた瞬間だった。

「あんな飛び道具、持っているなんて聞いていませんよ、メッセさん！」

「私だって知らないわよ！」

　再び私たちは全力で駆ける。あんなものをぽんぽん、飛ばしてこられたら、どれだけ距離をとっても、火星の裏側に逃げても、同じことだ。

　走ると背後から轟ごう音おんが唸うなる。そのたびに飛んでくる拳を左右に地面を蹴って躱かわす。

「てっぽう！　てっぽう！」

　へろへろになって走る私たちの前を先導して走るシロが指を差した。それは小高い丘の上に佇たたずむ赤あか煉れん瓦がの建物だった。地下道の入り口があった七号棟と同じ造りをした三角屋根の四階建て。六号棟からかなり離れた場所で、爆発事故から難を逃れた関連施設なのだろう。シロに聞いても、「てっぽう、てっぽう」としか言わないので分からない。ひょっとして、それはあの鉄てっ砲ぽうのことだろうか。

「あれって、もしかして武器庫なんじゃない？」

　プルートをだいぶ引き離して、メッセが言った。シロはあそこに鉄砲がいっぱいあると言いたいのだろうか。それなら、今の私たちが一番、必要としているものだが。

「でも、鉄砲が何丁もあったところで、あいつを倒せるとは思えないんだけど」

　私は自分たちが古びたアスファルトの上を走っていることに気付いた。路面はひび割れて、赤い砂と小石が上から覆おおいかぶさって消えかけてはいるが、古いにしえの道は確かにそこに存在していた。かつては六号棟で製造された武器をこの道を通って、武器庫まで運んだのだろう。

　丘を上っていくと、やはり同じように朽ちた鉄の柵に囲われて、似たような赤い建物が屋根を並べているのが見えた。その背には切り立つ岩山の壁。もうこの先に道はない。文字通りの行き止まりだ。

　この武器庫が並ぶ一角に、シロは以前、来たことがあって銃などがあることを知っているのだろう。だから「鉄砲、鉄砲」と言っている。それが使える代物かどうかは別として。

「核兵器でもないかしら」とか物騒なことをメッセが言う。しかし、実際、そのくらいのものがなければ、あの怪物は倒せないかもしれない。

　でも、私には心当たりがあった。プルートを倒すための唯一の方法が。

「とにかく、あの中を探しましょう！」

　疲労で張った両脚を残り僅かな気力だけで引ひきずって走らせる。

「こっち、こっち！」

　入り口はシロが知っていた。壁が崩れて空いた穴から建物の中へと入る。そこは弾薬庫のようだった。入ってすぐに壁に立てられ掛けた無数のライフルに目が行く。それも対人用のものだけではなく、レイバーの後方支援用のブラスターまで揃そろえてあるのだ。随分と品揃ぞろえは豊富だが、そのほとんどは銃身が赤あか錆さびに侵されて、使い物になるような状態ではなかった。

　弾薬は奥に並んだ戸棚に、木箱に入れられた状態で並んでいた。箱の上には弾薬の種類と使用武器が書かれた紙が貼られていた。もうインクが蒸発して、文字もかなり読みづらくなっている。あまり時間的余裕はない。一刻も早く、目当てのものを見つけなきゃいけない。

「あったわ。これね」

　奥まった場所から木箱の一つをメッセが持ち出す。ご丁寧に赤い字で「DANGER」と書かれ、海賊が使う髑髏どくろマークまであしらってあった。蓋は釘くぎで留とめられて厳重に封じられていたが、メッセが蹴っ飛ばして箱ごと壊してしまった。髑髏どくろマークが付いている代しろ物ものを。

　床に散らばったのは細長い真しん鍮ちゆう製のケース。腰につけた線量計がビービーと鳴った。とっさに私は後ろに退いた。それを見て、メッセが馬鹿にしたように笑う。

「大丈夫よ。この程度の線量なら死なないでしょ」

　真しん鍮ちゆうのケースを開ける。入っていたのは鋭い針に似た弾丸。私はニードル銃を取り出し、ストックの底部に挿入された弾だん倉そうを外して確認した。二センチ口径の細い針が細かく仕切られた小部屋に一本一本、収納されている。真しん鍮ちゆうのケースに入った針も同じ規格のようだった。

　近づこうとすると、ブザーの警告レベルがもう一段階上がった。

「しかし、よくもまあ、ベスタ弾を使うなんて考えたわね」

　私は以前、ホルトから聞いた話を覚えていた。戦時中の対レイバー用の切り札。

　この細い針の中に詰め込まれたのは濃縮炉で精錬された高純度のベスタ結晶。それが薄く、防護用のコーディングを施されている。撃って、弾体がターゲットに突き刺さると、摩擦熱からコーディングが溶け落ちて、中の結晶体が剝むき出だしになるというものだ。硬度もあるので、貫通力はそこらの徹甲弾にだって負けない。レイバーの装甲であろうと、破って貫くだろう。

「メッセさん。聞きますけど、地球の兵器にはベスタ線の対策が施されているって言っていましたよね」

「ええ、そうよ。今時、途上国の武装ゲリラだって、こんな時代遅れの武器は使用しないわ」

「それって、半導体とか基板とかに対ベスタ線の処理を施されているということですか。それとも、周りの装甲がベスタ線を完全に防いでくれるってことですか」

「……後者よ。地球の精密機械だって、守ってくれるものがなければ、ベスタ線を浴びたら壊れるのは一緒よ。まあ、問題はあいつの分厚い装甲を破る手段があるかどうか、だけど」

　それだけ聞いて、私は確信した。活路はここにしかないのだと。

　プルートの首に、腕に、その装甲が剝はがれた箇所があった。そこが急所。その隙間から脆ぜい弱じやくな人工筋肉と血管と、そして内臓が脈打つのを双眼鏡越しで確認した。

「装甲の破れ目です。あそこにベスタ弾を撃ち込めば、体の内部に毒を仕込むことができる……はずです」

　簡単ではないことは重々、承知の上だ。的の大きさはせいぜい数センチのレベル。それも、止まっている的ではない。動くどころか、攻撃してくるのだ。理想は近接戦を仕掛けて、至近距離から敵の隙をつくることだが。まあ、無理だろう。クロがいれば……彼ならたぶん、そんな芸当も十分、できただろうけど。そもそも、私が手にベスタ結晶の塊を持って戦うなど、あまりにリスクが大きい。戦闘の途中で機械の身体が言うことを聞かなくなったら、それこそお仕舞いだ。やはり、作戦をもう一度、考え直した方がいいだろうか。

「悪いけど、あなたの言う計画は不可能よ。……私がやらない限りはね」

　……随分と自信満々に言うから、私はかえって不安に煽あおり立たてられる。

「さあ、私にその銃を貸しなさい」と右手を出す。

「まさか、メッセさんが銃を撃つつもりとかじゃないですよね？」

「そのつもりだけど、何か文句ありそうね」

　有無を言わさず、銃をひったくる。その割に「どうやって使うんだっけ？」とか言っている。

「前にも教えたような気がしますけど、まず、安全装置を外してから……」

「こうかしら？」

　シュン！　私の頰を鋭い弾道がかすめていった。ニードルが壁に突き刺さっている。何だか、すごく既視感デジヤヴがある光景だ。

「い、いい加減にしてくださいよ！　メッセさん！」

「あーごめん、ごめん。手が滑ったわ」

　悪気なんか欠けらもなさそうに、舌をぺろりと出す。なのに、私が「返してください」と手を出しても、それを拒む。

「どっちにしろ、これはあなたに持たせる訳にはいかないわ。あなたが動けなくなったら、重いから運ぶの、大変なのよ。少しはダイエットしなさい」

　真しん鍮ちゆうの筒からベスタ弾を一つ一つ取り出して、ニードル銃の弾倉へと詰め替えていく。その手て際ぎわの良さを見る限り、全くの素人しろうとには見えなかった。ケースの中に厳重に入れられたのは弾が三発のみ。他に木箱に入っていたのはライフル用の銃弾で、ニードル銃には装塡できなかった。つまりは、この三発で確実にプルートを倒さなければいけないのだ。

「だ、大丈夫なんですか！　メッセさん……」

「任せなさい。私、こう見えて、小学校《エレメンタリースクール》の時に州の射撃大会で優勝したこともあるのよ」

　ドヤ顔をしながら、カウボーイを真似まねてトリガーガードをくるくると指で回した。

「小学生で射撃大会があるなんて、つくづく、メッセさんの国って物騒なんですね……。って、いうか、メッセさん。ちゃんと銃の使い方、知っているじゃないですか……」

　自分で言いながら、ふと、気付く。二度も、私の顔の横をぎりぎりで外れた弾道を。

「……メッセさん。一応、聞きますけど。弾を撃ったの、あれ。わざとじゃないですよね？」

「ご想像にお任せするわ」

「やっぱり、わざとなんですね！　ほ、ほんとうに止めてください！」

　ぎりぎりの位置で的から狙いを外すなど、狙って的に撃つのと同じくらい難しいことは私でもよく分かっている。やられた。この人、とんでもない荒くれ者カウガールだ。

「うっさい。とにかく、私に任せなさい。狙った的も男も百発百中よ」

「当てたことないくせに」と言ったら、やっぱり、頰を抓つねられた。

「いい？　エリス。悪いけど、あなたにはもっと危険な役割があるのよ」

　今度は真面目な顔になって、私の肩をぽん、と叩たたく。言われずとも、分かっている。私に時間を稼げというのだ。ほんの数秒だけでもいい。プルートの動きを止められれば。

　もうじき、プルートがここまで来る頃だ。私は身構える。

　怖い。でも、それ以上に不安で落ち着かなかった。ここまで来たら、戦わなければいけないのだ。クロとそっくりの《スレイブ》と。でも、果たして戦うことできるのだろうか。私に。

　その時、聞き慣れた曲のメロディーがふと、耳朶じだに触れる。クロと旅をしていた時に聞いていたカセットテープの曲だ。遠い場所に行ってしまった恋人を想おもう切ない歌詞。いつか、きっとまた会えると信じる想おもいだけが空に響き渡る。

　その恋人はたぶん、亡なくなった人なのかもしれない。もう一度、会えると信じる心はひょっとして、悲しみのあまり現実から目をそらしたものかもしれないけど。でも、古いアルバムのページをめくることが、明日を生きる勇気になることだってある。私はそうやって、思い出に励まされてきた。ああ、この曲のテープ。ローバーに置きっぱなしだったけ。

　でも、それなら、この妙に上手うまいメロディーを歌っているのは誰だろうと、視線を移す。

　この極限の状況下、隣で腰を下ろすメッセが鼻唄を口ずさんでいった。

「メッセさん……その曲……」

　私は驚いていた。どうして、この人がその曲を知っているんだろう。いや、一回だけ、ローバーに乗ったとき、かけたと思う。でも、メッセに冷たく言われた記憶がある。

『何か、ダサい曲ね』

　それからは一切、あのテープはかけていない。はずなのに。

「え？　この曲？　エリスがよく鼻唄で歌っているから覚えちゃった」

　その一言に、私の全身に電撃が駆け巡った。

　嫌だ。恥ずかしすぎる。私はまた自覚もなく、ただ無意識に音痴な歌を垂れ流していたのか。

「め、メッセさん！　ど、どうして、教えてくれなかったんですか！」

　顔が耳の先まで真っ赤に燃える。とんでもない人に自分の弱みを握られたような気分だ。

「あなた、大概、鼻唄を歌う時って上機嫌の時か、もしくは逆に落ち込んでいる時よね。でも、緊張している時とかは歌わない。ああ、音痴な歌も暇つぶしには結構、良かったわよ。でも、教えたら、あなた、きっと歌ってくれなくなるでしょ？」

　何たる不覚か。そこまで把握されていようとは。もうお嫁に行けない。

「メッセさん。酷ひどいです……趣味、悪すぎます」

「そうかしら。でもね。カッシーニの仲間にもね、よく鼻唄を歌っている奴やつがいたわ。エリスよりさらに輪をかけた音痴だったけど、割と人生、楽しそうにしていたわよ。私も嫌いじゃなかったわね、そういうの」

　たぶん、というか、間違いなく、その人はもう死んでいる。

「別にいいんじゃない？　私たち以外に誰もいないんだし。そういうの、楽しんだもの勝ちなんじゃないの？」

　──どうせ、この荒野に、私たち二人以外、誰も聞いていないんですから。ここは演奏会のステージではないのです。楽しければいいと思いませんか。

　旅の中でクロが言っていた言葉を思い出す。ちょっと不ふ貞て腐れた私を宥なだめるようにして言って、自分も一緒に音痴な唄を歌った。胸の底にスッと何かが落ちていく。

「メッセさんって、意外と逞たくましいんですね」

　この状況でお気楽に鼻唄を歌って。それも不安と緊張で動けなくなった私を助けるために。

「別にそんなのではないわよ。こういう場面、初めてではないんだし。もう、二度と何もできない私は嫌なの。それに今は、私は一人じゃないわ」

　互いの視線を交わす。そうだ、私はもっと自信を持つべきなのだ。これまでだって、この二人で、この凸凹でこぼこだらけのコンビでどんな場面も乗り越えてきたのだから。

　だから。私は戦おう。過去に立ち向かおう。

　決意を固めたその時、シロが叫んだ。

「くるの！」

「来たわね！　プルート！　ここで決着をつけてやる！」

「……ち、違う！　こ、こいつら！」

　無数の足音が砂すな埃ぼこりを蹴る。割れた窓から一斉に何者かたちの集団が倉庫の中へと流れ込んだ。

　最悪だ。床に転げ落ちる無機質な死者たちの瞳はすでに皆、私たちへと狙いを定めていた。立ち上がるレイバーのゾンビたちが私たちを取り囲んでいく。

「本当にどこにでもいるのね、こいつら！」

　彼らは光と音に本能的に反応する。あれだけ派手に物音を立てて、大声で言い争っていれば、嫌でも気付かれるだろう。

　──ぅぅぅ。

　彼らは音が聞こえる方向に天国があると思っているのかもしれない。二百年も昔に地球からこの死の星にやって来て、礎いしずえを築いた功労者たちの悲しき末路。当たり前の死さえも、彼らには許されないのか。それなら、クロの死に方はまだ、幸せだったのかもしれない。

　数十人はいる。このうちの何人がクライドの起こした爆発事故の犠牲となったか。それは正真正銘の彼の罪。でも、今はもう、彼もいない。自らに罰を課すことを選択し、そして亡なくなった。

　咎とが人びとはいなくなり、罰も消えた。ただ、罪の産物だけがこの地に遺のこり続けている。

　死者の軍団は苦しそうに呻うめきながら、腐りかけた足を引きずる。粘膜の張った体液が床にこぼれ落ちる。その嗚お咽えつにも似た呻うめきはまるで、私たちに対して助けを求めているようにも聞こえた。だから、私は決意する。終わらせる。この地に遺のこる呪のろいの全てを。

　私はシロと、メッセに視線を向けて合図を送る。

「終わらせよう、ここで」

「分かったの！」

　シロが屍しかばねたちの列に切り込んでいく。その後を少し遅れて追いかける。

「武装解除パージ！」

　右手から伸びたブレードがレイバーの胴体を目掛けて一いつ閃せんする。血の代わりに緑色の液体が噴き出して、背中にかかる。私自身の汗と混じって、嫌な腐臭を放つ。彼らに対して戦うこと自体、強い矛盾と嫌けん悪お感を抱く。本当なら献花と鎮魂の言葉で、人類の功労者たちを送り出すべきなのだ。でも、今、彼らを送ることができるのは白い花ではない。

　刃を通じて伝わる感触は、何かを殺あやめるという絶望だ。でも、その絶望でしか、葬送曲を奏かなでることはできないのだ。ブレードを切り返すと、片側にいたレイバーの右胸に刃を突き立てる。床は彼らから流れる緑色と茶褐色の体液によってぐちゃぐちゃに汚され、ブーツの靴底に粘膜が張り付く。意思のない人形の動きは陸亀のように魯ろ鈍どんで、素人しろうとの剣術でも十分に対抗できる。でも、それも一対一という状況での話だが。

　不意に左腕を後ろから摑つかみ取とられる。身体を反対向きに捩よじらせて、敵の腕を斬る。すかさず間合いをとって離れる。束つかの間ま、息を入れる。

　これだけやって、それでも、私を取り囲むレイバーたちの数が減っている様子がない。

「くるのぉ！」

　敵陣の真ん中に先行していたシロが叫んで、急に後ろに下がって逃げ出した。これ以上、さらに増援でも来るというのか。シロが私を摑つかんで、レイバーの群れから引き離した。

　目の前の景色を一瞬にして轟ごう音おんが破壊し、踏み潰した。分厚い煉れん瓦がの壁が積み木細工のように簡単に砕かれ、石片がみるみるうちに崩れて落ちていく。数人のレイバーが崩落に巻き込まれて潰されるのを見た。

　気が付けば、一瞬で建物の半分が抉えぐり取とられて消えていた。消えた天井から淡い西日の光が差し込む。瓦が礫れきの底から出てきた鋼鉄の拳はまるで糸でもつながっているかのように、持ち主の元へと帰って行く。赤い砂すな埃ぼこりの向こうから颯さつ爽そうと現れるのは、禍まが々まがしい空気を纏まとった不死身の兵士《スレイブ》だった。

「まずい！　爆発するわよ！」

　メッセが私たちの手を引いて、窓の外へと飛び出した。今、自分がいるのが文字通りの火薬庫だということを忘れかけていた。壁ごと打ち砕いたロケットパンチが摩擦によって小さな火花を生み出す。それが弾薬に引火するなど、一瞬のことだ。幸いと言うか、雨も湿気も関係ない火星の大気は火薬を何十年と保存するにはうってつけの環境だ。

　刹せつ那な、爆炎が目の前の全てを吞のみ込こんだ。爆発によって爆発が連鎖し、巨大な炎と爆風が全てのものを薙なぎ払はらった。赤煉れん瓦がで組まれた外壁が藁わらの家のように簡単に吹き飛んでいった。

　数秒前にそこにあったものが、綺き麗れいに消失していた。大きく穿うがたれた大地だけがわずかな痕跡。数メートルに渡って吹き飛ばされた私たちは瓦が礫れきの中に半分、埋もれながら目を覚ました。

　──ううううう。

　苦く悶もんを伴った叫びがなおも岩山の間に反響した。地面に転がった丸焦げの死体。そこかしこに、全身に炎をかぶって悶もだえ苦しむレイバーたちの姿があった。地獄絵図のような光景の中心にプルートが立っていた。

「痛っ！」

　私を庇かばうように上から覆いかぶさったメッセが苦痛の声を上げる。コンクリートの破片から飛び出した細い鉄の骨が彼女の右脚の大だい腿たい部を抉えぐり、深い場所にまで突き刺さっていた。

「くっ……！」

　唇を嚙かみしめ、痛みに耐えながら、メッセは自力で鉄骨を引き抜いた。穿うがたれた傷口から黒く濁った血が容赦なく流れ落ちた。

「メッセさん！　今すぐ応急処置を！」

　しかし、それを当の本人が止める。

「構わないで！　今はそんなことをしている場合じゃないでしょ！」

　確かに彼女の言う通り、目前まで宿敵は迫って来ている。シロが拳を構える。メッセはスカートの裾すそを遠慮なしに破ると、傷口を自分で縛った。しかし、そのくらいでは流血の勢いは治まらない。すぐに白い布切れが真紅色に染まった。それでも、メッセは全身から脂汗を流しながら、上半身を起こして銃を構える。

「こっちに構っている余裕なんてないでしょ！　あなたはあなたの仕事をしなさい！」

「……分かりました。でも、メッセさん。無理だけはしないでくださいよ」

「無理はするわよ。あなたたちだけを危険な目に遭わせたりしないから」

　私はブレードを構えて走った。敵との間合いを一瞬で詰めて、ブレードを振り下ろす。しかし、プルートにとっては私もシロもぶんぶんと飛び回る羽虫と区別はない。先制のはずの一撃はいとも容易たやすく、片手で払われた。装甲にブレードの刃が弾はじかれる。傷の一つさえもつけられない。伸びる右手を躱かわし、懐ふところに飛び込んで蹴けりを撃ち込む。一瞬でさえ怯ひるんだ様子はない。大木の幹を一人で蹴っているような気分だった。どれだけ一撃を繰り返し重ねようと、その巨木はびくともしない。

　私は絶望する。敵を倒すどころか、足止めをすることさえできない。シロが飛びかかり、顔面に跳び蹴りを食らわす。それもほとんど効いていない。一撃でダメージを与えられないのなら、無駄とも思えるその一撃をひたすら積み重ねていくしかない。

　戦車を相手にたった二人だけで立ち向かうのと同じだ。動きはあくまで緩やか。しかし、その一撃は砲台をぶちかますのと同じ。振り上げた拳が私を襲う。

　咄とつ嗟さに右手を構え、身体を庇かばった。気付いたときには私の体たい軀くは放たれた砲弾のように放物線を描いて空中を飛んでいた。固い赤土の上に背中が激しく打たれる。

　次はシロ。続いて、振りかざした一撃が少女を襲い、岩壁に叩たたき付つける。

　手数を増やしてどうこうできる相手ではない。戦力差は圧倒的。火力も耐久力も。隙を突く方法も考えてはみたが、これという打開策は全く見当たらない。

　加えて最悪は重なる。またしても、レイバーたちの群れが私たちを取り囲んでいた。先ほどの爆発でその人数は大きく減ったが、それでもなお、レイバーたちは立ち上がる。全身が黒く焼け焦げた者さえもが、再び起き上がり、いずこかを目指して歩む。

　そこに私は初めて、彼らの中になにがしかの意思がまだ眠っていることに気が付いた。

　プルートが静かに歩み寄り、私にとどめの一撃を加えようとする。

　しかし、その拳けん撃げきは突然、間に割り込んだ一人のレイバーによって食い止められた。名も知らない隻せき腕わんのレイバーだった。しかし、私の窮きゆう地ちを助けた代償に、彼の上半身は一撃で木こっ端ぱ微み塵じんに砕かれた。物を言わぬレイバーの下半身だけがその場に立たち竦すくむ。

　仕切り直してもう一度、私を狙おうとしたプルートに今度は別のレイバーが飛びかかった。全身に燃えさかる炎と黒煙を纏まとわせて、スレイブの右腕にしがみついて止める。

「どういうこと？　これって……」

　死に損ないのレイバーたちが次々と、プルートに立ち向かっていく。全身火だるまになりながら、もう歩けなくなった足を引きずってまで。

「ひょっとして、助けてくれているの？　……私たちを」

　彼らも昔は人だった。無慈悲に故郷から引き離され、使命のために全身を機械に替え、そして、死なない兵士として戦場に送り込まれた。きっと、彼らの一人一人にクロと同じような人生があり、人格があった。もし、その人間だったものが、ちょっとだけでも残っていたら。長く眠っていた人間の心が、最後の最後に彼ら自身の命に光をもたらそうとしている。そう考えてしまうのは私の独りよがりだろうか。

　知らず知らずのうちに、私の頰を涙の筋が辿たどっていた。

　変わり果てた姿になっても、その心は人の姿のまま。正義感か使命感か。見ず知らずの私たちを守ろうとしてくれているのだ。その背中がすごく頼もしく見えた。

「ありがとう……」

　──ぉぉぉぉぉぉぉ。

　風の中に咆ほう哮こうが轟とどろかせ、地球の殺人兵器と、火星の勇敢な兵士たちの死闘が幕を開ける。片手でレイバーたちを薙なぎ払はらい、拳こぶしの一撃でその身体を一人ずつ確実に粉砕していく。

　それでも立ち向かっていくレイバーたちの数は確実に増えていく。

　────。

　奇妙な電子音を響かせる。それは、感情を持たぬ兵器の怒りの哮たけりにも思えた。水平にかざした右腕から白煙が噴き出す。本体から引き離された右拳が弾丸のように疾しつ駆くした。砲弾はジェット噴流を撒まき散ちらし、一度に六人のレイバーの胴体を次々と食い破って狂きよう奔ほんする。

　恐るべき殺さつ戮りく兵器。でも、これこそが私の待っていた瞬間だった。

　私はただ無我夢中。鉄の下肢を跳躍させる。人工筋肉によって編み出される最大値の瞬発力は常人の能力を数倍も凌りよう駕がする。そして、私が目指したのは、空中で狂乱して舞う敵の砲弾だ。

　たった一撃でレイバーたちはほぼ壊滅した。役目を終えたロケットパンチが速度をわずかに緩めながら本体に戻ろうとする。その瞬間に私はその右拳を摑つかんでしがみついた。

　機械的な判断しかできない人工知能にとっては、プログラムにもないような予想外な行動を取る相手は鬼き門もんでしかない。少なくとも、ロケットパンチにしがみついて、ジェット噴射で一緒に戻って来る敵の存在など完全に想定外だっただろう。

　空中に高速乱舞して、右拳こぶしが持ち主の下へと帰還する。迎撃すべく振りかざす左腕にシロが後ろからしがみついて止めた。

「いまなの！」

　私はブレードを突き立てる。風をも引き千切るミサイルジェットの高速を加えて、私はスレイブの、構造的に最も脆ぜい弱じやくだと思われる一点を狙った。

　ゴーグルの奥に灯ともる緑色の光。光学センサーは人間で言うところの目だ。クロはいつも、あの目で私のことを見てくれた。でも、今は、あの目には冷たさしか感じない。

「いっけぇぇぇ！」

　突き出したブレードがゴーグルの強化硝子ガラスを食い破り、敵の片目を潰した。

　─────。

　高周波の電子音が響く。視界の半分を失ったスレイブが絶叫しながらよろめく。その瞬間こそが、ようやく訪れた絶好機だった。

「エリス、しゃがんで！」

　同時に、メッセの右手でニードル銃が銃声を叫ばせた。

　鋭い弾道が狙い定めた通りに、スレイブの首筋──わずか十センチ四方しかない装甲の破れ目に突き刺さった。打ち込まれたニードル弾が人工筋肉の中に深く潜って突き刺さり、体内にベスタ結晶を曝ばく露ろさせる。防護処理を施された外装甲とは違う。脆ぜい弱じやくな人工筋肉と内臓がベスタ線に無防備に晒さらされ、侵食される。

　ベスタ線は精密機械にとっては、致死性の毒だ。生命で例えるなら、血管を通じて毒が全身を巡り、神経を末端まで麻ま痺ひさせる。それはつまり、システムのネットワークが寸断され、中枢部のＡＩが全身の統御を失うということだ。《スレイブ》の挙動が一瞬、停止する。しかし、その沈黙は死を意味するものではない。内部に積み重なるエラーをシステムが自律的に修復を試みている。毒と抗体との戦い、とも言える。

　────。

　また、感情のない電子音が叫ぶ。一度は停止した指先が小さく震えて、再び動き出す。抗体が毒を駆逐しつつあった。鋼鉄の巨人を確実に葬ほうむるのには毒の量が足りなかったのだ。

　左手にシロを振り払い、右手をこちらに伸ばそうと前へ出る。その足を何者かが摑つかんで止めた。黒く焼け焦げたレイバーの死体が死し屍し累々と折り重なる。その中でわずかに息を残した最後の一人が、地面を這はい、殺さつ戮りく兵器の足を摑つかんでいた。

　半分、潰れた顔面にまだ人の感情を残した温かい光が灯ともる。それが何かを私に訴えているように見えた。

　──今だぞ、死ぬな、と。

「エリス！　行くわよ！」

　二発目の銃声が夕焼けの中にこだました。今度も右腕の装甲の破れ目にニードルが精せい確かくに突き刺さる。再び、毒が侵攻を開始する。

　でも、ただ野蛮なだけの兵器ではない。プルートの人工知能は一度、それが致死性の毒であることを学んでいる。だから、本体を守るためには大胆な決断も厭いとわない。右肩から下の腕が急に外れて、鉄の塊が地面に落ちた。トカゲが尻尾を切り捨てるのと同じ。毒が全身に回るより前に、自らの片腕を切り落として放棄したのだ。

　左手から黒く妖あやしげな光を放つ刀身が伸びる。大きく背中を仰のけ反ぞらした刀身は東方伝来の刃を思わせる形状。足を捕まえるレイバーの首筋を凶きよう刃じんが切り裂いた。

　レイバーの最後の生き残りは、緑色の血潮を撒まき散ちらし、沈黙した。鮮血を思わせる赤日の光が、枯れた大地と折り重なる屍しかばねの上に降る。残ったのはプルートと私たち三人だけ。

　殺意を滾たぎらせた凶きよう刃じんが走る。私の眉間を狙った一撃をブレードで弾く。間髪入れず、繰り出される剣けん戟げきをこちらも刃で受け止めてしのぐ。ぎりぎりの一線を耐えて踏ん張るしかなかった。向こうが攻撃を重ねれば重ねるほど、私は追い詰められていく。

　ベスタ弾は確実に効いている。身体の動きもどこかぎこちないし、パワーも落ちている。で、なければ、まともにチャンバラにさえなっていないだろう。だから、もう一撃。手や足では駄目だ。もっと、システムの中枢に近い場所に毒を打ち込まなければ。

　刃と刃が弾はじかれた瞬間、私は膝から落ちた。ついに体力の限界が来ようとしていた。これを好機にと、凶きよう刃じんが私を狙う。

「えりす！」

　シロが横から飛びかかる。しかし、その細身の体たい軀くで繰り出すキックは、スレイブの強きよう靭じんな体たい軀くを怯ひるませるには力が足りない。刃が一いつ閃せんし、シロの肩から胸に向かって血ち飛沫しぶきが舞う。地面に崩れる彼女にさらにプルートは追い討ちをかけようとする。

　駄目だ。こんな所でこの子を死なせてはいけない。自分の身を呈してでも。クライドがシロを庇かばい続けたように、クロが私を守ってくれたように、私のお父さんとお母さんが私の命をつないでくれたように。私も誰かを守れる存在になりたいと、夕焼けの赤い大地の上で誓う。

「メッセさん！」

「分かっているわよ！」

　銃をメッセが投げる。それを私が左手でキャッチする。敵の注意がわずかでも私から離れたこの一瞬がきっと、最後の好機となるだろう。銃口で再び狙うのは、潰されたプルートの片目だ。割れて砕けた強化硝子ガラスの向こう側へ照準を合わせる。

「いっけぇぇぇぇ！」

　最後に残った三発目の銃弾は、至近距離から放たれる。これで狙いを外すわけがない。すでに光をなくしたスレイブの片目を再び、弾丸が撃ち抜いた。

　─────。

　凶器を手にした隻腕が空中で不意に停止した。

　先ほどまではしきりに鳴っていた電子音も、ぴたりと止やむ。獲物に止とどめを刺そうとしたその最後の格好のまま、不死身の狂戦士は動かぬ石像へと変わった。

　それがプルートという殺さつ戮りく兵器の最さい期ご。私が撃ち込んだ針の銃弾は鉄の肉を抉えぐって、狂戦士の最も深い中枢の神経系へと達していた。銃弾に込められていた結晶が猛毒のベスタ線を放出し、スレイブの脳を破壊したのだ。そして今や、私の前にいるのはただの鉄の塊。

　鋼鉄の体たい軀くが力なく、大地の上に倒れた。




　夕闇がすでにそこまで迫っていた。夜の帳とばりが下ろされるまでのわずかな時間。不気味なほどの赤い光が空と大地を吞のみ込こむ。胸の中に渦巻くのは強敵に勝利した歓喜ではなく、やり場のない虚むなしさ。そして、多くのものを失った痛み。それは、オリンポスの山頂で感じたのと同じ悲しみだった。気が付けば、私は地面に膝をつけたまま、泣いていた。その横に、純白を血で汚した少女がやって来て、同じように泣いた。

「おっとう！　おっとう！」

　抑えてきた感情が一度に堰せきを切って、溢あふれ出すのを私たちは止められない。もう二度と会えない人たちの姿を思い出すたびに心は切り裂かれる。

　それはメッセも同じ。傷を負った片足を引きずって、隣に腰を下ろす。

「二人とも泣くんじゃないわよ。みっともないでしょ」

　そんなことを言いながら、当の本人が一番、みっともなく泣きじゃくっていた。

　この《ルクス・グラーベン》で私たちは余りに多くの経験をし、悲劇と惨劇を目まの当たりにした。南に見える巨大な墓標はすでに夕闇の中に消えかけていた。この《死の渓谷》で起きる悪夢はもう、これでお仕舞いだ。そう私は信じる。

「メッセさん。脚の怪け我がの方は大丈夫なんですか」

　彼女の太ももに縛って結ばれた布きれを見た。スカートの裾すそを破った白い生地は血を吸って、赤く染まっていたが、おかげで出血は止まっているように見えた。その生々しい傷跡も、私たち三人が初めて共闘して困難を切り抜けた証あかし。たぶん、きっと、この先にはこういうことが幾度も立ちはだかるのだろうと、私の予感が告げていた。

「傷口は何とかね……」

　夕暮れに沈むカッシーニの墓標を彼女は名残惜しそうに、それが暗闇に見えなくなるまでずっと見守っていた。仇かたきは取ったよ、と小さな声で呟つぶやくのが聞こえたような気がする。

　私とシロは左右から肩を貸して、メッセを支えて立ち上がった。三人とも、もうボロボロだが、こんな場所で一晩を過ごしたくはない。それに私たちはまだ旅の途中。だから、ふらつく足も、六本もあれば、きっとこの先を進んだとしても、そう簡単には倒れたりしない。

「それでは戻りますか。まずはベースキャンプに。随分な遠回りになるとは思いますが……」

　戦場を去るその最後に私は、積み重ねられたレイバーたちの遺体に手を合わせた。ふと、一人のレイバーと目が合った……ような気がする。最後まで、私を庇かばってプルートの足を止めてくれた黒焦げの人だった。昔はきっと、正義感があって、頼りがいのある人……だったかもしれない。その目は、とても戦いの中で死んでいったようには思えないほど、穏やかで、静かで、そして、何かを私に訴えかけているようにも思えた。

　苦く悶もんと絶望の中で、長い時間を漂流し続けてきた悲しい旅人たち。でも、その長い旅もようやく終わり、静寂の眠りが待っていた。これで良かったのだと、私は自分に言い聞かせる。

「アリガトウ」

　彼の目がそんなふうに言っているようにも見えた。

「こちらこそ、ありがとうございます」

　せめて彼らが最後に苦しみから解き放たれて、天国の門に迎え入れられることを願うしか、私にはなかった。










《死の渓谷》を脱して一週間が過ぎた。相変わらず、私は荒野を走っている。

　彷徨さまようレイバーたちにあれから出くわすこともなく、私たちは乗り捨てたままだったローバーを何とか回収。因縁の地を後にした。《ルクス・グラーベン》を西に抜ければ、後はなだらかな平原地帯が目的地であるエリシウムまで延えん々えんとつながっている。アクセルをかければ、かけただけ、ローバーは荒野を勢いよく快走する。

　打って変わって驚くほどの順調なロードだった。でも、来る日も来る日も変わらない殺風景に飽き飽きとしているのはずっと前から一緒だ。とは言っても、無口なレイバーと二人きりだった頃と比べると、随分と賑にぎやかな旅路になったと思う。

　地平線の向こうにはひときわ大きな岩山も見えた。地図を見ると、あれがエリシウム山のようだ。私たちが向かう火星最大都市エリシウムはあの山の麓ふもと。この調子で行けば、目的地まではあと数日もかからないだろう。

「ねえ、エリス。暑い。このローバー、クーラーとかつかないの」

　相変わらず、態度の悪いお姉さんがサイドカーの上で女王様みたいにふんぞり返っている。

「あともう少しで休息を入れますから。それまで、もう少しの辛抱ですよ」

「えー。暑い、暑い」と言いながら、貴重な水をぐいぐいと飲み干していく。これでも数日前までは結構、大人しかったのだが、傷が治った途端にこれだ。一日中、何もしないで、私の隣で、ずーっと不平不満を延々と愚ぐ痴ちっている。これなら、ずっと怪け我がをしていてくれた方がありがたかった……とは言いませんよ、さすがに。

「ねー、えりすー。あれ、うみー？」

　メッセの膝の上で大人しく座っていたかと思うと、猫みたいに私の膝の上に乗っかろうとしてきた。上機嫌にはしゃいで、少女が指差すのは、何一つとしてない単調な地平線だ。

「ちょ、ちょっと。シロってば。運転中に膝に乗らないでって言っているでしょ。それに、あそこにあるのは海じゃないですよ。岩ですよ、土ですよ、何もない地面ですよ」

「ふーん」と言いながら、何一つ聞いちゃいない感じで、今度は私の背中をよじ登って、肩の上に跨またがった。「きゃっきゃ」と大喜びをしながら、地平線の先に宝物を見つけようとする。

「あのぉ。シロ。肩車、重いですから、下りてくれませんかね……」

「ねーねー。えりすぅ、あれ、かわなのー？　もりはそこにあるのー？」

「あれは川じゃないですよ。森もこのへんにはないですってば」

「うみはー？　うみはどこにあるのー」

　大方、翻訳すると海とか山とか森とか、そういうものを見てみたいそうだ。山はともかくとして、海も森も、地球に行かなければ見られないものだ。クライドはいったい、この子に何を吹き込んだのだろう。

「たのしいのー。たのしいのー」

　歌うように、私の肩の上で身体を揺らす。私はこの悪戯いたずら好きの仔こ猫ねこを落としてしまわないようにと、シロの足を片手で摑つかむ。そして、もう片方の手でハンドルを握ってローバーを走らせる。たぶん、これをお巡りさんにでも見られでもしたら、すごく怒って追いかけてきそうだ。

「ふわぁぁ。私、眠たくなってきちゃった。それじゃあ、エリス。シロの面倒、よろしくね」

　乙女の羞しゆう恥ち心など微み塵じんも感じさせない大欠伸あくびをしながら、サイドカーで横になろうとする。

「ちょ、ちょっと！　メッセさん！　何を寝ようとしているんですか！」

　同乗者は不機嫌そうに私を睨にらみ返す。

「何よ。文句とかあるわけ？　仕方ないと思わない？　だって退屈なんだもん。それとも、あなた、私を何か楽しませてくれるわけ？」

　また、無茶苦茶を言い出したよ、この人は。だいたい一日に何時間、寝るつもりなのか。

「ああ。そういえば。また、エリスが歌ってくれれば、眠気も吹き飛ぶかも」と、およそ承諾もできない提案をしてくる。本当に性格の悪い人だと思う。

　意地悪な観客の前で自分の歌声を披露する気はないけど、これなら。私は久しぶりにカセットテープをデッキにかけた。かたかた、と音がして磁気テープが回り出す。音の割れたメロディーの向こうから届く澄みきった歌声。

　恋人との再会を待つラブソング。切ない言葉の一つ一つが、土を濡ぬらす雨水のように、胸の中へと染しみこんでいく。

「ねえ、メッセさん。まだこの曲、お嫌いですか？」

　尋ねると、メッセは不思議そうな顔をして「え？　私、そんなこと、言ったかしら」と返してくる。反応を見るに、自分の言ったことを本気で覚えていない節がある。私としては一大決心のつもりでテープを回したのだから、拍ひよう子し抜けもいいところだった。

　以前、テープをかけた時に、ダサいだの何だの言われて、それからは遠慮して、テープをかけることができなかった。だと言うのにこの反応。私はすごく納得できない。

「まあ、いいんじゃない。こういうしんみりとした曲もたまには」

　一発かましてやろうかとも思ったけど、そう言ってくれたから許すことにした。

「エリスの音おん痴ちな鼻唄を聴かされるより、断然、こっちの方がいいわね」

　ああ。私、本当にこの人、大嫌い。

　肩に乗っかっていたシロがひょいと下りて、私の背中に引っ付いた。音の流れるカセットデッキを興きよう味み津しん々しんに覗のぞき込こむ。嬉うれしそうに目を輝かせて。本当に分かりやすい子だ。

「お、シロもいけるクチ？　いいでしょ、この曲」

　にんまりと笑って、歌姫に続いて、歌詞を口ずさむ。いや、歌詞と言っていいのか、歌と言っていいのか、迷うくらいに酷ひどい音おん痴ちだった。たぶん、歌詞の意味も分かっていなし、メロディーもちっとも合っていない。でも、こちらが悔しくなるくらい、本当に楽しそう。

　そんなシロの姿が面白おかしくて、私とメッセは思わず目を合わせて笑った。

「へったくそぉ！」

　別に自分のことを棚に上げるわけではないけれども。まあ、下手くそと言われたところで、萎い縮しゆくして歌えなくなることもないのは正直、羨うらやましいかもしれない。

「あの、メッセさん。ずっと、私たちのこと、下手くそって言っていますけど、メッセさんはどうなんですか。私、鼻唄じゃなくてメッセさんがちゃんと歌うの、一度も聞いたことないですけど……」

　そう言うと、メッセは意表を突かれたように狼ろう狽ばいする。

「いや、私は別に……」

「ずるいですよ。私たちだけに歌わせて、自分は後ろからニヤニヤ笑うだけなんて。私も聞きたいですよ、メッセさんの歌。ねえ、シロもそう思うでしょ？」

「めっせもうたうのー！」

　白銀の髪を風に流しながら、シロが満面の笑みを向ける。いくら悪逆非道のお嬢様でも、小さなお子ちゃまの誘いは断れないだろうと踏んでいた。たちまち、メッセの顔が赤くなる。

「ほらほら。メッセさん。恥ずかしがることはないんですよ。こんな荒野に私たち以外は誰もいないんですよ。ここはステージではないんですから、楽しんだもの勝ち。ですよね？」

　顔を紅潮させて悔しがる。自分が口にした言葉でカウンターを受けることを全く想定していなかったあたり、この人、本当はとても口くち喧げん嘩かの防御力が低いのではとも思ってしまう。

「……まあ、いいわよ。でも、一人は嫌。一人だったら、絶対に歌わないからね！」

　本当は独唱ステージを期待していたんだけど、時には妥協も必要か。下手にへそを曲げられても、困るし。

「それなら、三人一緒ならいいですよね」

　ちょうど、テープが次の曲に切り替わる。思春期の男の子が、郵便ポストの前で初恋の相手からの手紙を待つ歌詞だ。郵便配達員ポストマンが通りかかるたび、「ハロー。ポストマン。手紙、ないですか」と声を掛ける。「ない」と言われても、また、手紙が届くのをポストの前で待つのだ。これから起きるわくわくが待ち遠しくて仕方がない。そんなピュアな気持ちが溢あふれている。

　イントロが終わる。

「じゃあ、行きますよ！　せーの！」
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　お父さん、お母さん。

　私は今、この何もない赤い荒野を旅しています。うるさくて、頼りない、本当に困ったことだらけの同乗者を乗せて。でも、ずっと、泣いて、落ち込んでばかりいた私も、今はちょっとだけ、この旅が楽しいと思えるようになりました。

　きっと、この先を進んでも、この星には赤い荒野しかないと思います。

　でも。私は色々な場所で色々な人たちと会いました。みんな。この死にいく星で必死に生きていました。亡なくした人への切ない思いを、希望をつなごうとする強き執念を、罪悪感に抗あらがう愛を、皆が抱えてこの星で生きていました。きっとこれからも、まだ見ぬ土地で様々な出会いが待っていると思います。

　お父さん。ビデオレターで言いましたよね。希望の芽を育ててほしいって。今なら、その答えが少しだけ分かったような気がします。

　私は郵便配達員だから。これからも旅を続けようと思います。この赤い星で。希望を探して、大切な思いと言葉をつなげて。

　だから。お父さん。お母さん。それと、クロ。

　オリンポスの郵便ポストよりもさらに、もっと高い場所から。私のことを見守ってください。





草々
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あとがき




　たまに授業をサボって、ふらりと一人旅に出掛けることの多かった学生でした。ブラック企業（労基署に滅ぼされればいいのに）に勤めて十年になりますが、今でも年に数度は一人でふらっと遠出をしています。アウトドアの趣味とは無縁の私にとっては、ささやかな楽しみでもあります。

　世界遺産だとか、風ふう光こう明めい媚びな景色だとか、お目当てのものを見てきて、最後に職場向けにアリバイ程度の一番安いお土産みやげを選んで買って、駅の改札口をくぐります。

　夜の闇に沈みかけた地方駅のプラットホームはいつも人影もまばらで、どこか寂しげです。お土産みやげの袋を持って、帰りの電車の時間を待つ時間。いつも、ひどく憂ゆう鬱うつな気持ちに沈みます。電車が来て、乗降口をくぐったその瞬間から、非日常の時間はお仕舞い。また、勉強とか仕事とかに追われる日常が戻ってくるのです。そう思うと急に帰りたくなくなります。

　この電車、乗るの、止めようかな。もうちょっとだけ、旅を続けたっていいじゃない。

　前作「オリンポスの郵便ポスト」を入稿した時、僕は同じような感情を抱きました。

　小説を読むことと書くことは、旅をするのと一緒だと自分では思っています。ページをめくるたびに、自分の知らなかった光景や感情と出会います。そして、時に心に響くような作品であれば、旅を終えるのが惜しいとさえ感じることもあります。そして、自分自身が物語を綴つづる時も同じように、自分がその登場人物の一人になりきって、その世界の中に浸っているような気持ちになるのです。

　作品の出来不出来の話はこの際、脇に置いといて。「オリンポスの郵便ポスト」はある意味、綺き麗れいにまとまったラストだと思っています（自分で言うのは変ですが）。ですから、折角、綺き麗れいにまとまっているのに、その続編を出すのは如何いかがなものかと正直、悩みました。

　別の作品のプロットと同時並行で構想を練りながら、僕が抱いたのは、この「オリンポスの郵便ポスト」という世界で自分自身、まだ旅を続けていたいという思いでした。

　この二巻目は、エリスにとっては長い旅を終えた帰り道に当たるストーリーです。おそらく、前巻を読まれた読者の中には、この話自体が蛇足と思われる方もいるかもしれません。それでも、この荒涼とした星でエリスが様々な苦難を乗り越えていくように、僕自身もこの作品の中でもう少しだけ成長できればと思うようになりました。率直に言えば、まだ火星から地球に帰ってきたくない、という僕自身のエゴです。すいません。

　前巻を刊行後、厳しい評価を受けたりしながらも、温かい声も少しですが、いただくこともありました。そのたびに、やはりこの作品を書いてよかったと僕自身、励まされました。

　臭いというか、相変わらず、気の利きかないあとがきで申し訳ございません。前巻に引き続き拙作を手に取っていただいた皆様、何故なぜかこの巻から読み始めたという数す寄き者ものの皆様、最後までお付き合いいただきありがとうございました。
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藻も野の多た摩ま夫お

ラーメン街道に住んでいます。毎日、満ち足りた食生活を過ごしています。ＢＭＩ値27．３（微減）
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イラスト／いぬまち

今回登場した可愛らしい女の子達に、前巻とは違った種類のドキドキを感じつつイラストを描かせていただきました。

よろしくお願いします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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